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典拠および略号について

Oフローベーノレの作品を引用する際は、原良せとしてオネット・オム版全集(臼uvres

completes de Gutave Flaubert， Edition etablie sous la direction de Maurice 

Bardらche，Club de l'Honnete Homme [以下、 CHHと路J， 16 vol.， 1971・1976)を用い、

本文中に括弧に入れて、以下の略号とともに、寅数を示す。

MB: Madame Bovalヲぅ CHH，Tome 1， 1971. 

S: Salammbo， CHH， Tome 2，1971. 

ES: L'Education sentimθ'fltale， CHH， Tome 3， 1971. 

Tl : La 11θ'ntation d，θ saint Antoine [premiere version]， in Premi・ereet deuxi・eme

Ten ta tion de sai冶tAntoinθ"CHH， Tome 9， 1973. 

T2 : La Tentation de saint Antoine [deuxiらmeversion]， in Premier，θ et deuxi・emθ

Tentation de saint Antoine， CHH， Tome 9， 1973. 

T3 : La Tentation de saint Antoine [version definitiveJ， in La Tentation d，θ saint 

Antoine， CHH， Tome 4， 1972. 

CS: Un caur simple， in Trois Contes， CHH， Tome 4， 1972. 

SJ: La legende d，θsaint Ju1ien l'Hospita1ier， in Tl・'oisContes， CHH， Tome 4， 1972. 

H: Herodias，担任。，isContes， CHH， Tome 4， 1972. 

BP: Bouvard et Pecuchet， in Bouvard et Pecuchet 1， CHH， Tome 5， 1972. 

0オネット・オム版以外の版を参照するときは、その都度、出典を脚注に示す。

Oフローベーノレの書簡を引用する際は、すべてプレイアード叢蓄の書簡集 (Gustave

Flaubert， Correspondance， Edition presentee， etablie et annotee par Jean Bruneau 

[et Yvan Leclerc (Tome V)]， Gallimard， << Bibliotheque de la Pleiade >>， Tome 1， 1973 ; 

Tome II， 1980; Tome III， 1991; Tome IV， 1998; Tome V， 2007) を用い、本文中に括

弧に入れて、 Corr.という略号とともに、巻数をローマ数字で、頁数をアラゼア数字で

示す。
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Oフランス国立図書館およびルーアン市立図書館に保存された草稿を引用する際は、でき

るだ、け書かれた通りを再現するため、フランス語原文は、改行はそのままにし、また抹

消された詰所は線を引き、行間や余自の加筆部分はイタリック体にしてできるだけ書か

れた通りの場所に置く。解読し難い文字はxxxxと表記する。日本語訳は、引用箇所
の大意をあらわすものなので、抹消された箇所は省略し、加筆部分は本文に組み込む。

意味が不分明になるときには改行を/であらわすことがある。

関書館は以下のように略記し、各フォリオの表頁および、襲真については、 fo(folio)、

Vo (verso)という略号を用いる。

BnF， N.a.fr. : Bibliotheque nationale de France， Nouvel1es acquisitions francaises 

(フランス国立国書館の草稿に繰り返し言及する箇所では単に N.a.fr.と表記)

BmR : Biblioth色quemunicipale de Rouen 

なお、引用した草稿の転写がオネット・オム版全集に収録されている場合は、間書館

の番号の後に、 CHHという略表記とともに巻数と頁数を記す。

例)BnF， N.a.fr.23671 fo218 ; CHH， tome 4， pp.360・361.

Oフローベーノレの作品や書簡のフランス語原文を引用する際は、原則として日本語訳もつ

けた。ただし、訳はあくまでもフランス語原文を理解するための補助であり、翻訳用の

こなれた詰本語は目指していない。

0聖書からの自本語引用はすべて新共間訳に拠った。

『聖書新共同訳Jl，共関訳実行委員会， 1987.
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はじめに

ロラン・バルトが『零度のエクリチューノレ』の中で、 r (1850年頃に)古典主義的なエ

クリチュールは酔け散ったのであり、フローベールから今日にいたるまでの『文学J全体

は、言語についての問題提起となったのであるJ1)と書いた頃あたりから、この作家を、

マラルメやブルーストなどを経てヌーヴォー・ロマンへと流れる現代文学の源に据えると

いう認識が、徐々に一般化したと言えるだろう。二十世紀文学の先駆者としてフローベー

ノレを位置づける擦にたびたび引用されるのが、 αunlivre sur rien ))という言葉である。こ

の表現は、フローベーノレが『ボヴァリー夫人J第1部を執筆中の 1852年 1月 16臼に、ル

イーズ・コレ宛てに書いた手紙の中に出てくる。

Ce qui me semb1e beau， ce que je voudrais faire， c'est un 1ivre sur rien， un livre 

sans attache exterieure， qui se tiendrait de 1ui-meme par 1a force interne de son 

sty1e， comme 1a terre sans etre soutenue se tient en l'air， un livre qui 1ピaurait

presque pas de sujet ou du moins ou 1e sujet serait presque invisib1e， si ce1a se 

peut. (Corr.， II， p.31) 

(僕にとって美しいと思われるもの、僕がっくりたいと患っているもの、それは何について書

かれたのでもない審物、外部とのつながりがなく、ちょうど地球が何の支えもなしに宙に浮い

ているように、文体の内的な力によって自分で支えているような審物、もしそんなことが可能

なら、ほとんど主題がない、あるいはほとんど主題が見えない書物なのです。)

「何について書かれたのでもない書物Jは、 f地球が何の支えもなしに宙に浮いているよ

うにj という比喰から分かるように、まだ自らの書物を生み出していないフローベールに

とって、いわば天空の高みにぽっかり浮いた理想の書物であった。彼がめざすのは、 「外

部とのつながりがなく Jrほとんど主題がなしリもの、つまり主題がほとんど見えなくて、

内的な力によって完援な調和を保ちながら自らを支えているような作品なのである。

有名なこの文の前にある段落を見てみると、 『聖アントワーヌの誘惑』は一つの試みで、

あったと述べられ、以下のように続く。

1) Roland Barthes， Le degre zero de j'ecriture， Seuil， 1953， p.9. 
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Prenant un sujet OU j'etais entiさrementlibre comme 1yrisme， mouvements， 

desordonnements， je me trouvais a10rs bien dans ma nature et je n'avais qu'a aller. 

Jamais je ne retrouverai des eperduments de sty1e comme je m'en suis donne 1ゑ

pendant dix-huit grands mois. Comme je taillais avec c田ur1es perles de mon 

collier! Je n'y ai oub1iるqu'unechose， c'est 1e fil. (Corr.， II， p.31) 

(僕は持情や動きや無秩序として全く自由にふるまえる主題を選んだので、自分の本性の中に

いて、ただ先に進みさえすればよかったのでした。 18ヵ月もの関わが身に与えていた、あの

文体の熱狂を、もう二度と見出すことはないでしょう。自分の首飾りの真珠を、何と心をこめ

て彫琢したことか!忘れていたのはただ一つ、珠に通す糸です。)

ここで問題になっているのは 1848年 5月から翌年の 9月にかけて執筆された『聖アント

ワーヌの誘惑J第 1稿であり、この作品には「珠に通す糸Jがなかった、つまり失敗作で

あったとフローベールは断じている。 αunlivre sur rien }}は、この((ma nature }}の中にあ

るものに没頭していた時期の反省から生まれたものなのである。

fボヴァリ一夫人Jが((un livre sur rien}}の理想、をどれだけ実現したものであるかどう

かは措くとして、 1852年墳の書簡には『聖アントワーヌの誘惑』を『ボヴァリ一夫人』の

対瞭点として捉える文書が多い。たとえば、同じノレイーズ・コレ宛てに 2月8日に送った

手紙で、自分が今執筆している小説は rW聖アントワーヌ』の神話や神学で燃え上がる炎

とは遥かに隅たっていますJ(Corr.， II， p.43)と書いている。一方、 1853年 1月29日の

手紙には『聖アントワーヌの誘惑』を「僕のすべてをこめてJ(( avec moi tout entier }}書

いたと述べているように (COlγ'.，II， p.243)、この作品はフローベーノレの全存在を賭けたも

のでもあった。『聖アントワーヌの誘惑』に見られる「神話や神学で燃え上がる炎Jα [les]

flamboiements mytho1ogiques et theo1ogiques }}はフローベールの本性に存在するもので

あり、彼の意識の中では理想、の書物はその本性にあるものをいわば真珠として彫琢し、さ

らに背後に糸をはりめぐらせて、その糸の力によって自らを支えるようなものであった。

このように、フローベーノレの中には燃え上がる炎と、それを冷まして完壁な調和をもった

理想、の審物へと高めようとする意識が同居している。両者は対立するものではなく、フロ

ーベーノレという作家は本質的に二重であり、その二重性から生まれる運動こそが彼の文学

だと言えるだろう。

このようなフローベールの文学の特質を踏まえて、本論考では、書物のかたちで作家が
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はじめに

生み出した作品の内的なつながりを中心に論じたものを第 I部とし、宗教や神話に熱狂す

る作家の本性を中心にして論じたものを第E部とした。言うまでもなく、第 I部と第E部

のを三分はフローベールの文学へのアブローチの仕方を反映したものであり、第 I部でも宗

教や神話が取りよげられるし、第H部でも文章の彫琢の過程が問題になっている。

第 I部では、フローベーノレとしづ作家が完成作品として発表した「審物j、刊行された

頗に『ボヴァリー夫人~ (1857)、 『サラムボー~ (1862)、 『感情教育~ (1869)、 『聖アン

トワーヌの誘惑~ (1874)、 『三つの物語~ (1877)を章ごとに論じてし、く。未完の遺作とな

った『ブヴアールとベキュシェJは除かれている。ただ、 『襲アントワーヌの誘惑』に関

しては、 1874年に刊行された決定稿のみならず、 1849年の第1稿および 1857年の第2

稿も作家が出版を意図して一旦は完成させた版であるし、また本論考第E部の準備のため

にも、 3つの稿を扱った。第 I部では作品を論じる際、構造という語をしばしば使って

いる。ジャン・ノレーセは、 「ある一致ゃある関連、力強い線、何度もあらわれる表象、さ

まざまな存在や反響が織りなす糸、収束の網が描き出されているところでなければ、形式は

捉えられない。このような形式の定数を、芸術家が自己の必要に応じて再発明し、精神的

宇宙をあらわにする諸関係を、私は構造と呼ぶJと述べている。 2)つまり、テクスト内の

「ある一致とかある関連Jなど通して、作家の精神的字詰のあらわれである形式を読み取

ることが、すなわち構造を読み解くことになるということである。ただし、本論考では、

特定の概念や理論をテクスト分析にあてはめるということはしていない。作品ごとに異な

る語りの形式や描写方法があるので、分析はそのテクストのリズムにあわせたかたちで、

章ごとに違った観点から捉えている。

第H部では、 「テクスト」の背後にある作家の本性を探るために、対象を「アヴァン・

テクストJつまり草稿や、草稿に刻印された同時代あるいは過去の知に広げている。章に

よっては生成論の論考のようになり、草請の分類といった技術的な面に力点が置かれる場

合もあるが、あくまでフローベールの文学創造の根底にあるものを探ることが主眼である。

第 I部のように一つの輩で一つの作品全体を扱うのではなく、たいていはある場面、ある

テーマをめぐって複数のテクストあるいはアヴァン・テクストを経巡っていくことなる。

ただ、フローベールの作品のすべてを公平に扱うのではなく、宗教や神話に対する熱狂が

中心になるので、必然的に『聖アントワーヌの誘惑』が多く取り上げられることになる。

2) Jean Rousset， Forme et signification : Essais sur les structur，θs litteraires de Corneille a 
α'audel， Jose Corti， 1962， p.XII. 
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第 1章はルーアン大聖堂、第2章は蛇崇拝、第3章はアポロニウス、第4輩はアドニス、

第 5章はイエス・キリストの死とその復活、第6章はエピローグとして、糞あるいは堆肥

を扱っている。特に第E部の章構成は「珠に通す糸Jがなくなって、最後は珠が肥j留めに

落ちたような感じであるが、全体としてフローベールの内部にある「燃え上がる炎j を浮

かび上がらせようとしたつもりである。 3)

3)本論考は、主に大阪大学言語文化部・言語文化研究科の紀要『雷語文化研究』に発表した論文

等をもとに、修正や補足を加えながら構成した。もとにした論文は以下の通りである。第 I部第

1章は、大阪大学文学部・外国語学部での講義などを下敷きにして書き下した。

第 I部

第 2章 rWサラムボ-~における時間の構造J ， W言語文化研究』第 14号， 1988年 3月，
pp.263・281.

第 3章:<< Espace et sujet dans L'Education sentimentale吟 『言語文化研究』第 10号， 1984
年 3月， pp.237-249. 

第4章 rW聖アントワーヌの誘惑』における空間構造(1)J， W言語文化研究J第 17号， 1991
年 3Jl ，pp.139・158; r W聖アントワーヌの誘惑』における空間構造 (2)J， W言語文化研究』
第四号， 1992年 3月， pp.239・258.

第 5主主:<< Structure et sens des Trois Contes ))，修士学位論文(大阪大学文学研究科)， 1979年
1 Jl. 

第H部

第 1章フローベーノレとノレーアン大聖堂J，W言語文化研究』第 37号， 2011年 3月， pp.21剛39.
第2輩 rW聖アントワーヌの誘惑』と蛇崇拝J， W雷語文化研究』第 29号， 2003年 3月，
pp.197・217.
第3章:<<Apollonius ou un rival de Jesus-Christ -Etude genetique de La Tentation de saint 
Antoine ))， EQUINOXE 14，臨)11書癌， 1997年 3月， pp.92-105. 
第4章 rW聖アントワーヌの誘惑Jにおけるアドニス神話J，W言語文化研究』第 26号， 2000
年 3月， pp.233-250. 

第5章 rW聖アントワーヌの誘惑~ (1874)におけるイエス・キリストの受難一削除された
エピソードの草稿をめぐってーJ， W言語文化研究』第 22号， 1996年 3月， pp.43・62.

第6意フローベーノレと糞J， W言語文化研究』第 31号， 2005年 3月， pp.85-97. 

個々の論文を発表した時点で未発表であった資料への言及を補い、また文章をかなり変えただ

けではなく、論旨を変更した章もあるが、各論を組み直して、全体が統一的で、均一的な論文にな

るようにまとめることはしなかった。 5つの章からなる第 I部、 6つの章からなる第E部ともに、

各章が雑然と並んでいるような感はあるが、 A面には5つの曲、 B面には6つの曲が入ったレコ

ードを聴くように、読んで、いただければ幸いである。
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第 I部



 



第 1章 『ボヴァリー夫人』における鏡像

ジャン・ノレーセは『形式と意味』の第5章で、フローベールの小説において、語り手が

しばしば作中人物の視点から世界を見ることによって、読者を人物の意識の中に入り込ま

せる手法が顕著に見られることを指摘し、そこから『ボヴァリー夫人』全体の構造に言及

している。1)また、クローディーヌ・ゴトー-メノレシュはこの小説における視点の開題をさ

らに詳しく論じ、シャルノレがエンマの視点から見られることはほとんどないこと、レオン

やロドノレフが最初にエンマに出会ったとき語り手は男性の視点からエンマを見ること、語

り手がオメーの固から周囲を見る例はほとんど見られないことなど、興味深い指摘をして

いる2)。確かに、小説冒頭で、((nous ))の視点からシヤノレルを見た語り手は、第1部第2輩で

エンマがベルトーの農場にあらわれるときはシヤノレルの目からエンマを見、やがて語り手

は徐々にエンマの視点から結婚生活を眺める。第2部第2章でレオンがあらわれて彼の視

点、からエンマが措かれると思うとまもなく語り手はエンマの視点に戻り、第2部第7章で

ロドノレフが登場するとまた閉じリズムが繰り返される。第3部でエンマが破滅して毒をあ

おるまではエンマの目から見ることが多かった語り手は、彼女の死とともにシャルルの視

点に戻り、最後は語り手がシャルノレの死やオメーの勝利に立ち会う、といったように『ボ

ヴァリ一夫人J全体が視点のリレーでできあがっていると言ってもいいくらいである。

このように視点、の時題はすでに古典的となった感があるが、本章では新たな切り口から

とらえるために、見る主体と見られる客体とのあいだに「鏡」を介在させたい。作中人物

が鏡(あるいは鏡に相当するもの)に映った自分や他の人物などを見る場面を取り上げ、

その視点や視野を分析することにしたい。このような場面の分析を踏まえて、セナリオに

記されたエピローグとの対応などを含め、小説全体の構造を考察することになる。

シャルルが見る鏡

『ボヴァリー夫人』第l部で、まず鏡を手にして自分の姿を見るのはシャルルで、ある。

第3輩で、最初の妻の死後、シャルルはエンマのいるベルトーの農場に通うようになる。

1) Jean Rousset， op.cit吋 pp.109・133.
2) Claudine Gothot公!lersch， (( Le point de vue dans Madame Bovary ))， in Cahiers de 
l'Association lntel・'llationaledes Etudes Fi:ancaises， nO 23， mai 1971， pp.243-259. 
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第 I部

Son nom s'etait repandu， sa client色1es'etait accrue ; et puis il allait aux Bertaux 

tout a son aise. Il avait un espoir sans but， un bonheur vague ; il se trouvait 1a 

figure p1us agreab1e en brossant ses favoris devant son miroir. (MB， p.67) 

(彼の名は広まり、患者は増えていた。それからまた気のおもむくままベルトーへ通った。彼

にはあてのない希望があり、漢とした幸福があった。鏡の前で頬ひげにブラシをあてながら、

自分の顔が以前より感じよくなったと思った。)

ベルトーへ通うことに何かしら「希望Jや「幸福」を感じながら、シャノレノレは鏡の中に自

分の顔を見る。ゴトー-メノレシュが指摘しているように、シャノレノレの視点、からのエンマの

描写は多々あっても逆はなく、3) しかも小説雪頭のルーアンの中学校で((nous >>の視点から

描かれたシヤノレルには顔の描写が欠落している (MB， p.51)。したがって、読者はシヤルル

の顔がどのようなっくりをしているのかを知ることはできない。ここではかろうじて、彼

に f頬ひげj があることだけが分かる。

シャノレノレはエンマと結婚した後、第5章でも、自分の姿を見ることになる。ただし、鏡

の役割を担うのはエンマの自である。

Vus de si pres， ses yeux 1ui paraissaient agrandis， surtout quand elle ouvrait 

p1usieurs fois de suite ses paupi色resen s活veillant; noirs a l'ombre et b1eu fonce au 

grand jour， ils avaient comme des couches de cou1eurs successives， et qui， p1us 

epaisses dans 1e fond， allaient en s'eclaircissant vers 1a surface de l'email. Son田i1，

a 1ui， se perdait dans ces profondeurs， et立s'yvoyait en petit jusqu'aux epau1es， 

avec 1e fou1ard qui 1e coiffait et 1e haut de sa chemise entr'ouvert. (MB， p.77) 

(すぐ近くから見ると、彼女の目は大きく見え、自を覚まして何度もつづけて瞬きするときに

は、とりわけそうだ、った。蔭では黒く、日向では濃い青に見えるその自には、連続する色の層

のようなものがあって、奥の方がより濃くなっているこの色の層は、掬器の軸薬のような表面

へ向かうにつれて明るくなっていくのだった。彼の視線は、その深みの中に埋没していき、そ

してそこにはフラーノレ織を頭にかぶり、寝間着の上の方をはだけた自分が、肩まで小さく映っ

ているのが見えた。)

シャノレノレは朝日の差し込むベッドで、エンマの自を見つめ、ナイトキャップをかぶり寝間着

を着た自分が彼女の自に映っているのを見て取る。しかし、彼が注目するのはそこに映っ

3) Claudine Gothot公在ersch，art. cit.吋 p.257.
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第 1章 『ボヴァリー夫人』における鏡像

た自分の姿よりもむしろ、いわば鏡としてのエンマの自の急や色の層である。第2章のベ

ルトーの農場の場面でシヤノレルが最初に見たとき「褐色であったが、まつげのせいで黒い

ように見えたJ(MB， p.62)エンマの自は、ここでは「蔭では黒く、日向では濃い青に見えん

しかも奥の方まで色の層をなしている。心この描写で、エンマの自は「大きく見えj、 「深

みj がある一方、シャルノレの姿は「小さくJ映っているだけである。鏡に映ったものより

も、鏡の奥にある世界に魅惑され、シャノレルはエンマの大きな自の「深みの中に埋没してJ

いく。引用箇所と間じ段落に「多くのことが彼の幸福の絶えざる連続をかたちづくってい

たJ(MB， p.77)とあるように、鏡の奥に埋没していくことに彼は、限りない喜びを感じて

いたのである。

上記の例ではシャルノレは鏡(あるいは鏡に招当するもの)の中に自分の姿を見るのだが、

第 1部第8輩で、はエンマの姿を見る。ヴォーゼエサーノレの城館に招待され、舞踏会の支度

をするために割り当てられた部屋で、シヤノレノレは妻が般を着替えるのを待っている。

n la voyait par-derri色re，dans la glace， entre deux flambeaux. Ses yeux noirs 
semblaient plus noirs. Ses bandeaux， doucement bombes vers les oreilles， 

luisaient d'un eclat bleu ; […]. Elle avait une robe de safran pale， relevee par trois 

bouquets de roses pompon melees de verdure. 

Charles vint l'embrasser sur l'epaule. 

一Lai臼ss回e

(彼は後ろから、二つの蝿台の間にある鏡に映ったエンマを眺めていた。彼女の黒い自は一層

黒く見えた。真ん中で分けた髪が、耳の方にふんわりと膨らみ、青い光沢を放ち輝いていた。

[…]彼女のドレスは薄いサフラン色で、繰の葉の混ざったポンポンパラの三つの花束で、引き

立っていた。

シャノレノレは近づいて庸に口づけした。

4)エンマの自の描写に矛盾があることは研究者によってすでに指摘されている。ゴトー=メノレシュ

はガノレニエ版の注で、目の色が異なるのは作家の不注意によるのではなく、 「青い闘が黒く見え

るというテーマはよく見られるJことだとして、例としてパノレザ、ツクを挙げ、 (( des yeux noirs 
tant ils etaient bleus ))と書かれたりュシアン・ド・リュアバンプレの自の描写を引用している
(Madame Bovary， Edition de Claudine Gothot-Mersch， Garnier Freres， 1971， p.453)。また、
ジュリアン・パーンズの小説『フローベールの鶏鵡』の第6章「エンマ・ボヴァリーの目jの中

で、語り手は、エンマの爵の描写に見られるフローベーノレの fいい加減さ」を指摘したイーニド・

スターキー氏を持s撤して、 「女主人公が姦通に走る女のいわく苦い難い稀な告を持つことを確認
するためにフローベールが費やした時間と、スターキー博士が無頓着にフローベールのあら捜し

をするのに要した時間とを比較してみたら面自かろう Jと述べている (J叫ianBarnes， Le 
perroquet de Flaubert， traduit de l'anglais par Jean Guiloineau， Stock， 1984， p.98)。
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第 1部

「やめて、しわになるわj と彼女は言った。)

鏡を前にしてシャルルがまず引きつけられるのはやはりエンマの自であるが、ここでは「彼

女の黒い目は一層黒く見えjている。一方、髪の毛については、第2章のベノレトーの農場

では単に「真ん中で分けた黒い髪Jαbandeauxnoirs )) (MB， p.62)とあったのに、ヴォー

ピ、エサーノレの鏡の中で、は「青い光沢Jを放っている。まるで、ベッドにいるエンマの「蔭

では黒く、日向では濃い青に見えjた自の色が、ここで、鏡に挟った自の色と髪の毛の輝き

に転化しているようにみえる。鏡に映った服の方は、第5章で、はシャルルの寝間着で、あっ

たが、ここでは花飾りをつけたエンマの優雅なドレスである。 5)シヤノレノレは鏡の中のエンマ

に魅了されて、本物のエンマの方に口づけするのだが、彼女はそれを拒絶する。

もう一つ注意しなければならないのは、エンマもまた同じ鏡の前に立っている点である。

もちろん語り手はシヤノレルの視点から鏡に映ったエンマを描いているのだから、エンマの

自に入ったものは推察するしかないのだが、おそらく彼女はシヤノレルの方は見ずに、自分

の姿に見とれていたのであろう。一見何げない場面だが、実はシャルノレとエンマが閉じ鏡

を見るのは、小説全体で、この場面だけである。そもそもこの小説で、エンマが初めて鏡を前

にするのはこのヴォーピエサーノレの館の場面である。そしてこの場面を最後にシヤノレルが

鏡を見ることがなくなることを併せて考えると、ヴォーピエサーノレの館の鏡はちょうど鏡

を見る人がシヤノレノレからエンマへと交代する結節点になることが分かる。

シャノレノレが鏡(あるいは鏡に相当するもの)を見る三つの場蕗を整理してみると、第3

章で、はシヤノレルは自分の顔を鏡の中に見、第5章でも棄の目を鏡として自分の姿を見るの

だが、後者の場合、彼の関心はむしろ鏡の表面の奥に広がるもの、つまり自の網膜を彩る

色の層へと向かっている。第8章では鏡の中にエンマの姿を見るが、本物のエンマに口づ

けしようとすると、拒絶されてしまう。そして第8章のヴォーピ、エサールの館の鏡を境に

して、エンマが鏡を見始めることになる。

エンマが見る鏡

第l部第9章、エンマはヴォーゼエサーノレの館で、出会った子爵の面影を追いながら、 ト

5)この場面で、エンマは鏡を前に身づくろいをし、シヤノレノレはその背後から見ているのだから、 f黒
い自jや「真ん中で分けた髪Jは鏡に挟っているとしか考えようがないが、 「ドレスJに関して
は、鏡に映っているともとれるし、背後から産接見ているともとれる。花飾りは普通前に見える
ようにつけるものなので、本論で、は鏡に映ったものと判断した。
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第1掌 『ボヴァリー夫人』における鏡像

ストで日々を過ごしている。

Elle s'etait achete un buvard， une papeterie， un porte-plume et des enveloppes， 

quoiqu'elle n'eut personne主quiecrire ; elle匂oussetaitson e胞がre，se regardait 

dans la glace， prenait un livre， puis， revant entre les lignes， le laissait tomber sur 

ses genoux. …] Elle souhaitait a la fois mour廿ethabiter Paris. (MB， p.100) 

(彼女は吸取紙や文房具やベン軸や封筒を、書く相手もいないのに、買い込んでいた。飾り棚

のほこりを落としたり、鏡の中に自分の姿を見たり、本を手に取ってみても、いつしか行と行

の関で夢想、にふけり、膝の上に落としてしまうのだった。[...J彼女は死ぬこととパリに住む

ことを向時に願っていた。)

エンマが「鏡の中に自分の姿を見Jるといっても、自分のどこを見るのか明示されていな

い。そもそも、本を読もうとしても夢想にふけってしまうように、心ここになくといった

風情で日々の生活を送っている状況から判断すると、自分の顔が見たくて鏡を見ていると

は思われない。エンマが見たいと思っているのは、ヲi用の最後の文が示すように、パリの

街、パリの生活なのであろう。第9章の冒頭で、子爵がどこに住んでいるのかヴォーピエ

サールの舘で、ははっきり分からなかったにもかかわらず、エンマは「自分はトストにいる。

あの方は今パリにいる、はるか彼方に。 JαElle etait a Tostes. Lui， il etait a Paris， 

maintenant; la-bas ! }) (MB， p.98)と考え、パリでの生活に思いをはせる。上記の号i用の

最後の文の「死ぬこととパリに住むこと」とは、 トストで生きることの裏返しの願望なの

である。

まだ、見ぬパリへの憧れは、以下の場面でもはっきりと見られる。

Paris， plus vague que l'Ocean， miroitait donc aux yeux d'Emma dans une 

atmosphere vermeille. La vie nombreuse qui s'agitait en ce tumulte y etait 

cependant divisee par parties， classee en tableaux distincts. Emma n'en 

apercevait que deux ou trois qui lui cachaient tous les autres， et representaient a 

eux seuls l'humanite compl色te. Le monde des ambassadeurs marchait sur des 

parquets luisants， dans des salons lambrisses de miroirs， autour de tables ovales 

couvertes d'un tapis de velours a crepines d'or. (MB， p.99) 

(パリは大梅よりも詑漢となって、エンマの目には緋色の大気の中できらめいていた。もっと

も、その喧喋の中で揺れ動く多くの生活はさまざまな部分に分割され、くっきりと区別された

15 



第 I部

情景に分類されていた。エンマにはこのような借景のうち、他のすべてを彼女から隠し、それ

だけで人間界全体を表象するニっか三つのものしか見えなかった。大使たちが、鏡を張り巡ら

したサロンの、金の総飾りのついたビロードに覆われた梼円形のテープ、ノレのまわりで、光り輝

く寄せ木の床の上を歩いていた。)

最初の文の動詞が示すように、エンマの自にパリの街は miroiterし、さらにその生活は

さまざまな情景に分けられ、その内の一つに、「鏡jを張り巡らしたサロンがあらわれる。

サロンでは、金の総飾りのついたどロードに覆われたテーブノレのまわりを大使たちが歩き

回る。もちろんこのサロンの鏡はあくまでエンマの夢想の中にあらわれた存在なのだが、

まるでパリという街が鏡の中できらめき、そしてその鏡の中の街を覗き込むと名士たちが

鏡張りのサロンにいるとしづ靖景が浮かび上がるように描かれている。それはちょうどシ

ヤルノレが第1部第5章で、エンマの目の中を覗き込んで、表面に映った自分の姿を認めつ

つも、むしろ自の奥にある世界に魅惑されるのに似ている。

同じ第9章で、もう一度 f鏡Jが出てくる。それはエンマの家にときおりやってくる楽

師が鳴らす手回しオルガンの上にあらわれる。

Une valse aussitot commencait， et， sur l'orgue， dans un petit salon， des danseurs 

hauts comme le doigt， femmes en turban rose， Tyroliens en jaquette， singes en 

habit noir， messieurs en culotte courte， tournaient， tournaient entre les fauteuils， 

les canapes， les consoles， se repetant dans les morceaux de miroir que raccordait主

leurs angles un五letde papier dore. (MB， p.104) 

(ワルツの曲がすぐに始まり、手自しオノレガンの上の、小さなサロンには、指くらいの高さの

踊り手たち、蓄積色のターバンを巻いた女たち、モーニングコートをはおったチロノレ人たち、

燕尾服を着た猿たち、短いズボンの紳士たちが、肘掛椅子や長椅子やコンソールテーブルの関

をぐるぐる回つては、網状の金額の紙で四隅をつないだ鏡に、繰り返し映るのだった。)

曲が始まると、オルガンの上の小さな「サロンjのかたちをしたところで、さまざまな衣

装をまとった人形が回転木馬のようにぐるぐる由り出す。そのサロンの壁は、金箔の紙で

縁取られた多くの「鏡Jに覆われており、鏡には人形たちの由る姿が映っている。明らか

にこれはエンマの夢想、に出てきた大使たちが歩き由る鏡張りのサロンの具現化である。た

だし、サロンは小さく、鏡も紙で貼り合わされており、踊り手も指のように小さい上、「燕
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第1牽 『ボグァリー夫人』における鏡像

尾服を着た旗たちJも交じっているところを見れば、戯画化されているようにも見える。

そのような戯画的な空間にもかかわらず、同じ段落にあるように、関こえてくる音楽は fェ

ンマまで響いてくる上流社会からのこだ、まJ<< echos du monde qui arrivaient jusqu'a 

Emma>> (MB， p.104)で、あった。

要するに、第1部第9章では、エンマが鏡に自分の姿を映す場面があるにもかかわらず、

彼女が見たいと思う鏡は夢想、の世界の鏡であり、そこにはパリの上流生活、特に鏡張りの

サロンが映っている。そして、夢想の世界の鏡張りのサロンのミニチュア版がオルガンの

上にあらわれる。

第2部に入ると、夢想、の世界の鏡は影をひそめる。エンマの前にあらわれた青年レオン

に恋心を募らせるが、患いを打ち明けることができず、かえって彼を遠ざけてしまう。

Ce qui la retenait， sans doute， c'etait la paresse ou l'epouvante， et la pudeur aussi. 

Elle songeait qu'elle l'avait repousse trop loin， qu'il n'etait plus temps， que tout 

etait perdu. Puis l'orgueil， la joie de se dire <<Je suis vertueuse >>， et de se 

regarder dans la glace en prenant des poses resignees， la consolait un peu du 

sacri五cequ'elle croyait faire. (MB， p.145) 

(彼女を引き留めたものは、おそらく怠靖か恐怖、それに蓋恥心もあっただろう。レオンをあ

まりにも遠ざけ過ぎた、もう手遅れだ、すべて終わりだ、と思った。次に、 「私は貞節だj と

自分に言って、忍従の姿態をつくりながら鏡に自分の姿を映す誇りと喜びが、彼女が自分では

払っていると思っている犠牲について、少しは慰めてくれた。)

第5章のこの箇所でエンマが鏡の中にみるものは、 「忍従の姿態」をとった自分自身であ

り、そのような自分を見ることに「誇りと喜びj を感じている。言うまでもなく、 「誇り

と喜びJは自分の感'清を無理やり押し殺した結果であって、やがては抑えきれないものが

噴き出す時期が来る。

エンマが「忍従の姿態Jを放棄し、 「貞節Jを捨てるのは、第9章においてである。森

の中でロドルフに身をゆだねた日の夜、一人きりになったエンマは二階の自分の部屋で鏡

を見る。

Mais en s'apercevant dans la glace， elle s'etonna de son visage. Jamais elle 

n'avait eu les yeux si grands， si noirs， ni d'une telle profondeur. Quelque chose de 
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subtil epandu sur sa personne la transfigurait. 

Elle se repetait :<< J'ai un amant ! un amant ! >> se delectant主cetteidee comme a 

celle d'une autre puberte qui lui serait survenue. Elle allait donc posseder enfin 

ces joies de l'amour， cette 自らvredu bonheur dont elle avait desespere. (MB， 

p.194) 

(しかし鏡で自分の姿を見たとき、彼女は自分の顔に驚いた。これほど大きく、これほど黒く、

これほど深みをもった畏を、いまだかつて見たことがなかった。彼女の心身にひろがった何か

精妙なものが、彼女を変貌させていた。

彼女は「私には愛人がいる、愛人がいるj と何度も繰り返し、もう一つの思春期が突然訪れ

たように思って悦に入った。諦め切っていたあの愛の喜び、あの幸福の熱をようやく所有しよ

うとしているのだ。)

エンマの目から見た自分の自の描写があるのは小説全体で、ここだけであり、それだけこの

場面が特別な存在であることが分かる。6)鏡の中の目は、かつてないほど「大きく J、 「黒

くj、 「深みj をそなえている。第1部第5章で、シヤノレノレにとってエンマの自が「大き

く見えj、 「蔭では黒く、日向では濃い青に見えJ、彼の視線が「その深みの中に埋没し

てJいくのと、色彩の微妙な差を除いては、ほぼ同じと言ってよい。そしてシャルルがエ

ンマの自の奥を眺めることに「幸福Jを感じていたのと同様に、ヱンマも自分の姿を鏡の

中に見て、諦めていた「喜びjや「幸福Jを実感する。

やがてエンマはロドノレブの館に足繁く通うようになり、彼の部屋の中にあるものを点検

して回る。

Ensuite， elle examinait l'appartement， elle ouvrait les tiroirs des meubles， elle se 

peignait avec son peigne et se regardait dans le miroir a barbe. …] 

Illeur fallait un bon quart d'heure pour les adieux. Alors Emma pleurait ; elle 

aurait voulu ne jamais abandonner Rodolphe. Quelque chose de plus fort qu'elle 

la poussait vers lui， si bien qu'un jour， la voyant survenir a l'improviste， il fronca le 

visage comme quelqu'un de contrarie. (MB， p.198) 

(それから、彼女は部屋の中を調べ回し、家具の引き出しを開け、彼の櫛で髪をとかし、髭剃

6)エンマが鏡の中に自分の姿を映す場面とナルキッソス神話との関連については、以下の拙論参

照:rアモノレ神話と『ボヴァリ一夫人~ J， GALLIA 40，大阪大学フランス語フランス文学会， 2001
年3月，p.88. 
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第 1章 『ボヴァリ一夫人』における鏡像

り用の鏡で自分を見たりした。[…〕

別れにはたっぷり十五分が必要だ、った。そのときエンマは涙を流し、ロドノレフと絶対離れた

くないと思った。何かより強いものが彼女を彼の方へ追いやるので、あったが、そのあげく、あ

る日、彼女が不意にやって来たのを見ると、彼はいらだ、った人のように顔をしかめた。)

エンマはロドルフの鏡に自分の姿を映すが、情事の後の鏡の場面とは異なり、鏡の中の自

分の様子については何も触れられてはいない。注意すべきは、エンマの見るのが「髭剃り

用の鏡Jであることである。これは第1部第3章でシヤノレノレが「頬ひげにブラシをあてな

がらj 見ていた鏡 (MB，p.67)に相当するものと考えられる。エンマはロドノレフのしぐさ

の真似をしたつもりなのだが、無意識に自分の夫のかつてのしぐさを真似したことになる。

また、あまりにも恋人に執着するエンマの行動が、ヲi用の最後の文が示すように、ロドノレ

フの不興を買うことになるのも、第 1部第9芸者で、シヤノレノレが鏡の前にいるエンマの肩に接

吻しようとして嫌がれる (MB，p.90)のと関様である。

このようにエンマは、かつてシヤノレノレが鏡を前にして見たもの感じ取ったものを知らず

知らずのうちにたどっているのだが、エンマとシヤノレノレの行動には違いもある。最も大き

な相違は、シヤノレノレがエンマを鏡の中に見る(あるいはエンマのそのものを鏡に見立てる)

のに対し、エンマは自分以外の特定の人物を鏡の中に見ないことである。第 l部第9章で、

鏡張りのサロンにいるのは大使たちゃ名士に見立てた人形たちで、あって、決してエンマの

恋する男性ではない。第l部第8章のヴォーピエサールの館で、彼女が鏡の前に立つこと

はあってもシヤノレノレの方は見ていないはずだし、愛しの子爵も鏡の中には入ってこない。

第3部第8章で、エンマが最後に鏡の中に見るのも自分の顔である。

En effet， elle regarda tout autour d'elle， lentement， comme quelqu'un qui se 

reveille d'un songe puis， d'une voix distincte， elle demanda son miroir， et elle 

resta penchee dessus quelque temps， jusqu'au moment ou de grosses larmes lui 

decoul色rentdes yeux. (MB， p.336) 

(確かに、被女は夢から醒めた人のように、ゆっくりと周囲を見聞した。それから、はっきり

した声で、自分の鏡を持ってきてほしいと頼み、しばらくのあいだその上にかがみこんでいた

が、それは大粒の涙があふれでるときまで続いた。)

すで、に司祭ブノレニジアンによる終油の秘蹟は終わり、エンマは死の床にある。彼女は鏡を
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持ってくるよう頼み、その上にかがみこむ。このとき鏡に映った自分の顔の描写はないが、

「もうさほど蒼白くはなかっていたJ(MB， p.336) と直前に措かれるものの、涙があふれ

て止まらなかったところを見ると、やはり凄惨な顔だ、ったにちがいない。彼女は死ぬ直前

まで、自分の顔を鏡で見ることにこだ、わったのである。

ロドルフ、レオンが見る鏡

エンマが恋をした男性と鏡の関係を見てみよう。まず第2部第8章で、ロドルブは農業

祭の目、エンマを家に送り返した後、夜の宴会の最中に彼女の姿を思い描く。

Il revait a ce qu'elle avait dit et a 1a forme de ses 1evres ; sa figure， comme en un 

miroir magique， brillait sur 1a p1aque des shakos ; 1es plis de sa robe descendaient 

1e 10ng des murs， et des journees d'amour se derou1aient a l'infini dans 1es 

perspectives de l'avenir. (MB， p.185) 

(ロドノレフは彼女の言ったことや、彼女の唇のかたちを思い浮かべた。彼女の顔が、まるで魔

法の鏡に映っているかのように、軍帽の徽章の上に輝いていた。彼女のドレスの繋が壁に沿っ

て垂れ下がり、恋の日々が未来の展望の中に限りなく繰り広げられていた。)

エンマは自の前にいないのに、彼女の顔が軍輔の徽章の上に輝き、彼女のドレスが壁に沿

って垂れる様が見える。明らかにロドルブは自の前にいる国民軍兵士の帽子の徽章に映っ

た人の顔や、建物の接に沿って垂れ下がった天幕に、エンマの顔やドレスを重ね合わせて

いる。そして、 「魔法の鏡に映っているかのようにJという比輸によって、ロドルフが見

るこの幻影は、第1部第9章、夢想、の鏡の中できらめくパリの街、鏡張りのサロンと重な

り合う。つまり、まずエンマが自分の憧れる世界を夢想、の鏡に映したのと同様に、ロドル

ブはまず「魔法の鏡Jに映ったエンマの顔を見て、これからの「恋の日々jの展開のきっ

かけとしている。

第2部第9章、農業祭の日から 6週間、エンマが窯れてくる期間を計算して、ようやく

ボヴァリ一家を訪れたロドノレフは、広間に彼女がいるのを見る。

Et i1 comprit que son calcu1 avait ete bon， 1orsque， en entrant dans 1a salle， il 

apercut Emma palir. 

El1e etait seu1e. Le jour tombait. Les petits rideaux de mousseline， 1e 10ng des 
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第1章 『ボヴァリ一夫人』における鏡像

vitres， epaississaient 1e crepuscu1e， et 1a dorure du barometre， sur qui frappait un 

rayon de soleil， eta1ait des feux dans 1a glace， entre 1es decoupures du po1ypier. 

(MB， p.188) 

(そして、広聞に入り、エンマが蒼ざめるのを見たとき、彼は自分の計算が正しかったことを

理解した。

彼女は一人だった。日が暮れかかっていた。モスリンの小さなカーテンが、ガラス窓に沿っ

て、夕暮れの色を濃くし、晴雨計の金箔は、一筋の光を搭びて、珊瑚樹のぎざぎざの間にある

鏡の中に燃えるような光をひろげていた。)

f{皮女は一人だったJという文から見て、語り手はロドノレブの視点、からこの広間の情景を

描いていることは間違いない。そうすると、同じ段落にある、珊瑚の飾り物のそばの「鏡J

を見ているのもロドルフだと考えるのが自然であろう。鏡とエンマの位置関係は明確では

ないが、おそらくロドノレブと面と向かつてエンマが立ち、その背後にある鏡に晴雨計の金

箔に賠り返された夕焼けの光がひろがっているのだと考えられる。したがって、この場面

では、エンマは目の前にいるものの、鏡に映っているのは落日の光ということになる。

ロドノレフは、第3部第8章でも、薄日の光を屈にすることになる。この時点ではとっく

にロドルフはエンマを捨てているだが、エンマが破産宣告を受けたため、切羽詰ってロド

ノレフのもとに金の無心にやって来たのである。

Il1'attira sur ses genoux， et il caressait du revers de 1a main ses bandeaux 1isses， 

ou， dans 1a clarte du crepuscule， miroitait comme une 自らched'or un dernier rayon 

du soleil. (MB， p.325) 

(1，皮はエンマを膝の上に引き寄せ、手の甲で真ん中から分けた清らかな髪の毛を愛撫したが、

その髪には、夕暮れの明りのなかで、落日の光が金の矢のようにきらきら照り映えていた。)

ここでは本物の鏡はないものの、 「落日の最後の光j がエンマの「滑らかな髪の毛Jに

miroiterする。 f金の矢のようにj という比輸も、第2部第9章の晴雨計の「金箔Jとの

類縁性をうかがわせる。

結局のところ、ロドルフは鏡(あるいは鏡に相当するもの)の中に、エンマの幻影を一

度、落日の光を二度見る。エンマの幻影は「魔法の鏡Jに映る一方、落Bの光を鏡に見る

とき、エンマはロドノレフの目の前におり、特に第3部第8章で、はそのエンマの髪が鏡の役
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割をする。ロドノレフが鏡の中に自分の姿を映したり、エンマ以外の人物を見ることはない。

では、レオンの場合はどうか。第3部第1章で、ルーアンのホテルにいるエンマを訪ね

たレオンは、自分の気持ちを打ち明けようと思いながら切り出せず、彼女を見つめる。

[…] 1a chambre semb1ait petite， tout expres pour resserrer davantage 1eur solitude. 

Emma， vetue d'un peignoir en basin， appuyait son chignon contre 1e dossier du 

vieux fauteui1 ; 1e papier jaune de 1a muraille faisait comme un fond d'or derriere 

elle : et sa tete nue se repetait dans 1a glace avec 1a raie b1anche au milieu， et 1e 

bout de ses oreilles depassant sous ses bandeaux. (MB， p.256) 

( […]その部屋は二人の孤独をいっそう締めつけるために、わざと小さくなっているように

思われた。エンマは綾織木綿の部麗着を着て、古い肘掛椅子の背に束ねた髪をもたせかけてい

た。黄色い壁紙は、彼女の背後で、金の背景のように見えた。そして鏡には帽子をかぶらない

彼女の頭が真ん中の白い分け目とともに繰り返し映っていて、同耳の端が分けた髪の下から出

ていた。)

エンマは肘掛椅子に座り、彼女の髪の毛と、髪の毛の下から出ている再耳の端が鏡に映っ

ている。奇妙に思われるのは、エンマの頭が鏡に映るとしづ意味の動詞が<<se repetait }}と

なっていることだが、これはおそらくレオンは立って話しをしており、彼の自には実際の

エンマの頭が見え、さらに鏡に繰り返された姿が見えているのであろう。もう一つ注意し

なければならないのは、彼女の背後の「金の背景のように!見える壁紙である。<<d'or })あ

るいは<<dorure))は、ロドルフが鏡(あるいは鏡に相当するもの)の中に落日の光を見る二

つの場面にあらわれているし、またさらに第1部第9輩で、すでに見たように、エンマが

夢想するパリの鏡張りのサロンに「金の総飾りのついたピロード」に覆われたテーブルが

あり (MB，p.99)、手国しオルガンの上のサロンの鏡も「網状の金箔の紙でJ四隅をつない

で、あった (MB，p.l04)。特に、手回しオノレガンの場合は、小さな人形たちが鏡に映る様が<<se 

repetant dans 1es morceaux de miroir ))と描かれ、第3部第1章のノレーアンのホテルの場

面と間じ動詞が使われているし、オノレガンの上に封じ込められた「小さなJサロンも、 「わ

ざと小さくなっているようにj患われるホテルの部屋と共通する。また、人形たちがサロ

ンの「肘掛椅子Jなどの間をぐるぐる回るのと開様に、ノレーアンのホテルでエンマが「肘

掛椅子Jに座るといったように、まるでエンマが手屈しオルガンの上に見たミニ・サロン

がノレーアンのホテノレの部屋になり、その中の肘掛椅子に自分が座っているようになってい

22 



第1主主 『ボヴアジー夫人Jにおける鏡像

るのである。

とにかく、レオンが鏡を見るのはノレーアンのホテルの場蕗のみである。ロドノレフ同様、

レオンが鏡の中に自分の姿を映したり、エンマ以外の人物を見ることはない。

以上、登場人物と鏡の関係を見てきたが、ごく簡単にまとめると次のようになる:

(1)鏡(あるいは鏡に相当するもの)の中に自分の姿を見るのはシヤノレルとエンマのみ。

(2)シヤノレルは第1部第8章で、エンマとともに鏡の前に立ってからは鏡を見ることはなく

なり、それ以降はエンマ、レオン、ロドノレフが鏡(あるいは鏡に相当するもの)を見る

ことになる。

(3)鏡(あるいは鏡に相当するもの)の中に自分の姿あるいは自分以外の登場人物を見る

のは、シヤノレル、エンマ、レオン、ロドルフのみ。

これら 3点は少なくとも決定稿に関する限りはあてはまるのだが、ここで問題にしなけれ

ばならない場面がセナリオの中にある。

オメーが見る鏡

イヴァン・ノレクレ~Jレによって刊行された W rボヴァリー夫人」のプランとセナリオ』

の中に、決定稿の最終行とほぼ関じ((立vientde recevoir 1a Croix"d'honneur. ))という文の

後に、以下のような「エピローグJが記されている。

Epi10gue 
l' 

Le jour qu'il a recu n'y vou1ut pas croire. Mr X depute 1ui avait 

envoye un bout de ruban -1e met se regarde dans 1a glace 

eb1ouissement. -

il partage也毛/icipaita ce rayon de gloire qui commencant au SOUS" 
dedivision 

prefet qui etait cheva1ier allait par 1e prefet qui etait officier 1e gener qui 

etait commandeur -les min gds"off. jusqu'au monarque qui etait 
creee 

gd欄croixque dis"je jusqu'a l'Emp. Napo1 qui l'aお丑aBe-

Homaisぷぬ剖ffis'absorbait dans 1e soleil d'Austerlitz X 

Doute de 1ui. - regarde 1es bocaux -doute de son 
delire， e.晶 tsfantastiques. l/Sa croix repetee dans les glaces， pluie fouda de ruban rouge 
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eX1stence. -ne suis"je qu'un personnage de roman， le fruit 

& 
d'un imagination en delire. l'invention d'un petit paltaquot 

quim' a invente¥ que j'ai vu nait担..-Oh cela n'est possible. Voila les fc田tus.

je n'existe pas voila. vol1a 
Puis se resumant il finit par le gd mot du 

rationalisme moderne Cogito ; ergo sum. 7) 

(エピローグ

彼が勲章を受けた日、信じられない気持ちになった。代議士のX氏からは綬を送られていた

一勲章をつける 鏡の中の自分を見る 舷量。一

彼は、勲5等の副知事に始まり、勲4等の知事を経て、勲3等の師団長に至る栄光の道に与

かっていた一勲2等の大臣、最高勲章の君主まで、さらには勲意というものを創造した皇帝ナ

ポレオンに至るまでーオメーはアウステルリッツの太陽の中で患いにふけっていた。

自分に対する疑念。一広口瓶を見つめる一自分の存在に対する疑念。錯乱、幻想的な印象。

彼の勲章が鏡の中でいくつもあらわれる、赤い綬の雷雨一私は小説の登場人物にすぎないのか、

錯乱した想像力から生まれたものなのか、生まれるのを私が見たことのある鼻持ちならない奴

がで、っちあげたものなのか。そいつは私が存在しないことを信じさせるために私を生み出した

のかーああ、そんなことはありえない。ここに胎児があり、子供がいる、ここに、ここに。

それから、自分の考えを要約して、彼は近代合理主義の名言、 「われ思う、故にわれあり j

に行き着く。)

オメーは鏡の前にいて、勲章をつけると、舷牽におそわれ、自分がさらに上の勲章を受け、

やがてはレジョンドヌール勲章を創設した皇帝ナポレオンに至るまでの栄光の道に与る自

分の姿を見る。そのとき、自分の存在に対する疑念が芽生え、自分は小説の登場人物にす

ぎないのか、 「鼻持ちならない奴J (つまり作家)がで、っちあげたものなのかと自問する。

子供たちも確かにいることを確認し、最後に「われ思う、ゆえにわれありJという言葉に

たどり着く。

この鼠変わりなェrローグは、言うまでもなく決定稿からは削除されたのだが、研究者

の関心を少なからず惹いてきた。クロード・ヂィジョンはオメーとしづ滑稽な人物がさら

に戯画化されて茶番劇 (farce)にまで、至っていると述べ、クローディヌ・ゴトーコメノレシ

7)月anset scenal"IOS d，θMadame Bovary， P諮問ntation，transcription et notes par Yvan Leclerc， 
CNRS Editions， 1995.p.61.この草稿の引用は、ルクレール氏による転写をほぼ再現したが、行
関や余白の書き込みはイタリック体にした。日本語訳は、引用箇所の大意をあらわすものなので、

抹消された箇所は省略し、加筆部分は本文に組み込んだ。
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ュも「ここで支離滅裂なことを言っているのは薬剤師ばかりではなく、『ボヴァリー夫人』

の著者である」と述べるなど、オメーのグロテスクさが極端に走った結果、作家にまで及

んだと考えるものが多い。ω一方、アラン・レイトによれば、フローベールの企鴎はよりラ

ジカノレであって、オメーは作家によって創造された小説の登場人物にすぎないのかと問い

かけ、それはその通りなのだから、作家はこの作品が虚構であることを読者に意識させよ

うとしている。つまり、 「このエピローグの意留は、フローベールにおける、小説の虚構

に対する深い不信と、さらにこの髭構の操作によってその読者の精神に対して開きうる深

淵の鋭い意味を暴露することにあるj とレイトは指摘している。9)

このエピローグにおいて作家が自分の作品の虚構性を自ら暴いていることは明らかに見

てとれるものの、不思議なことに、アラン・レイトも含めてどの研究者も、オメーが鏡の

前に立っていることに注意を向けてはいない。エピローグの記されたセナリオは、エンマ

の埋葬以降のことのみが記されていることから見て、 『ボヴァリー夫人』執筆前のセナリ

オではなく、執筆しながら構想、を部分的に練り直していくセナリオであり、おそらく 1855

年秋、つまり第3部第 10章のエンマの死の場面がほぼ執筆された時期にあたることは関違

いない。 10) もちろん決定稿とセナリオを完全に同一の次元で論じることはできないが、問

題のセナリオが決定稿のかなりの部分がすでに執筆されてから番かれたことを考慮するな

ら、エピローグにあらわれた鏡をいわば補助線として、作品全体の鏡の場面を読み解くこ

とは許されるであろう。
シュヴァジエ

改めてエピローグを見てみよう。まず第1段落で、オメーは5等勲章をつけた自分の姿
オフィシエ コマンドウール グラントフィシエ

を鏡の中に見て、舷量におそわれる。第2段落で、自分が4等勲章、 3等勲章、 2等勲章、

最高勲章まで受け、皇帝ナポレオンまで至る栄光の道に与る姿を幻覚のうちに見る。さら

に第3段落の行聞を見ると、 f錯乱、幻想的な印象jの後に「彼の勲章が鏡の中でいくつ

もあらわれるJとあって、第2段落のさまさまな勲章の幻覚が鏡の中であらわれているこ

とが想定される。ここで、注意しなければならないのは、第l段落で、は<<la glace >>となっ

ていた鏡が、第3段落の行間ではαlesglaces >>という複数形になっている点である。オメ

8) Claude Digeon， Flaubert，αConnaissance des Lettres >>， Hatier， 1970， p.81 Claudine 
Gothot-Mersch， La genese de Madame Bovary， JosるCorti，1966， p.247. 
9) Alan Raitt， ((明ousetions a l'etude..." >>， in Flaubert 2: mythes et re1igions 1， Minard， 1986， 
pp.185“186. 
10)アラン・レイトは 1855年 10月刊誌に書かれた書簡を引用し、この日以降にエピローグは書
かれたとしている(AlanRaitt， al't. cit.， p.191， note 51)。
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ーは実際には一つの鏡の前にいるのであろうが、 「錯乱j の中でおそらく鏡の奥にまた鏡

が見え、さらにまた奥に鏡が見え、その各々の鏡に勲章をつけた自分の姿が映っているの

であろう。そして間じ行聞に「赤い綬の雷雨Jが降り注ぐのも、鏡の中の勲章の赤い綬が

自分に向かつて押し寄せてくる幻覚なのであろう。そしてもう一つ注意すべきことは、第

2段落の4行自で、皇帝ナポレオンが勲章を「創設したJ(( l'a fondee >>が「創造したJ(( l'a 

creee >>1こ変えられている点である。この「創造j行為は明らかに第3段落の「鼻持ちなら

ない奴J、すなわち作家が作品を創造する行為につながる。つまり、オメーは、鏡の中の

勲章を見るうちに勲章を生み出したナポレオンに行きあたり、それを契機として、ことに

よると自分も鏡の中の虚像ではないかと疑い始め、それを生み出した作家という脊在に思

い当たることになる。

このように考えてくると、エピローグが意味するものはすべて f鏡Jに帰着する。鏡の

前の実像と鏡の中の虚像、両者はそっくりだが、本来は別次元にある。幻覚の中で、鏡の

中の虚像は増殖し、実像に蜂りかかってきて、どちらが実像か童像か分からなくなる。そ

してオメーのうちに自分自身も虚像ではなし、かという疑念が芽生え、虚像をっくりだした

実像の存在を想像するようになる。しかし、彼は fわれ思う、故にわれあり」としづ言葉

にたどり着いて、自分は思考しているのだから、存在するのだと考える。しかしやはり、

オメーは作家という実像がっくりだした虚像なのである。結局、虚像と実像は完全に入れ

替わる。

もちろんオメーという登場人物は、作家(あるいはその想像世界)と鏡のように同じと

いうわけではなく、作家の一部にしかすぎない。しかし鏡にも拡大して見える鏡や歪んで

見える鏡があるように、オメーも作家の一部を拡張したり、歪めたりして出来上がった鏡

像だと言えよう。作品はまさしく実橡と虚像が複雑に絡み合う世界なのである。

以上の観点から、今まで見てきた鏡の場面をもう一度検討していこう。

鏡の前の実像と虚像の関係について、小説全体の転居点となるのは第1部第8章のヴォ

ーピ、エサーノレの城館の鏡 (MB，p.90)である。シヤノレノレは鏡の中にエンマの虚像を見、同

時にエンマも自分の虚像を見ている。そしてシャルルは実像のエンマに口づけしようとす

るが、冷たく掠まれてしまう。この時点まで、シヤノレノレは自分の虚像を鏡の中に見ること

はあっても、エンマの最像を見ることはなかった。ひたすら彼女の実像を求めていたとも
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言えなくはないが、より正確には、ベッドでエンマの自の中に自分の姿を見る場面 (MB，

p.77)に象徴されるように、エンマを鏡に見立てようとしていたと言える。つまり、シヤ

ノレルにとってエンマは実像なのだが、そこに見えるのは自分の虚像だけであって、エンマ

の真の実像は見えていない。

ヴォーピエサーノレの城館から戻った後、第l部第9輩でエンマが夢想、する「鏡張りのサ

ロンJ(( salons lambrisses de miroirs)} (MB， p.99)と、手間しオルガンの上にある小さな

サロンの「鏡J(( les morceaux de miroir )} (MB， p.l04)があらわれる。ともに「鏡」が複

数形であることから、このこつのサロンの鏡が、エピローグでオメーの幻覚の中の鏡αles

glaces }}とつながるものであることは想定できる。二つのサロンの複数の鏡には大使たちゃ

人形たちが映っており、そこは虚像が虚像を生む世界なのである。大使たちは夢想の中に

いる一方、人形たちは実像がエンマの自の前にいるのだが、彼女が真に見たいのは人形そ

のものよりも人形のモデ、ノレになっている紳士たちゃ踊り手たちなのだから、やはり虚畿に

他ならない。

第2部に入り、恋人たちの実像があらわれてくると、エンマは鏡の中に華やかなサロン

の虚像を追し市瓦けることはなくなる。ロドノレフとの情事の後、鏡の中に見るのは彼女自身

の虚像である。その虚像は九、まだ、かつて見たことがなしリほどの自をして、 「何か精妙

なものが、彼女を変貌させていたJとあるように (MB，p.179)、それまでの実像とは異な

るもので、あった。

恋人たちも鏡の中の虚像を見る。ロドノレフにはエンマの虚{象が「魔法の鏡Jのように軍

帽の徽章の上に輝いて見える (MB，p.185)一方、エンマの家の広間にある鏡には「晴雨計

の金箔Jが落日の光を浴びる様が映り (MB，p.188)、また閉じく落日の光がエンマの滑ら

かな髪に「金の矢のようにj映る (MB，p.325)。レオンには、ノレーアンのホテルの部屋で、

「金の背景のようにJみえる黄色い壁紙を背にしたエンマの頭や耳が鏡の中に映って見え

る (MB，p.256)。これら4つの場面のうち、エンマの実像が不症のものは最初の場面のみ

で、残る 3つの場面ではロドルフあるいはレオンの自の前にエンマがいる。その3つの場

面のいずれにも「金」があらわれている。第1部第9章で、エンマが夢想するパリの鏡張り

のサロンに「金の総飾り」があり (MB，p.99)、手回しオノレガンのよのサロンの鏡も「金箔

の紙Jで四隅をつないで、あった (MB，p.l04)ことも併せて考えると、この鏡と金の結びつ

きは単なる偶然であるとは患われない。
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それでは、この鏡と金の結びつきは何なのだろうか。それを解くとントはやはりオメー
ヴ"' 世エ広

が勲章をつけた自分の姿を鏡の中に見るエピローグにあるように思われる。 5等勲章を授

与されたオメーがさらに上位の勲章を受ける幻想を抱いたのと問様、エンマも自分の勲章

が増えていくのを夢見たので、はなかったのだろうか。エンマにとっての勲章は何かと言え

ば、ロドルフとの情事の後、自分の部震の鏡に自分の姿を映して、((J'ai un amant un 

amant ! )) (MB， p.194)と繰り返したことを見れば、それが「愛人jだと分かる。最初に恋

い焦がれた男性がヴォーゼエサールの館でワルツを踊るよう誘ってくれた子爵であること

は言うまでもない (MB，p.94)。第1部第9輩で、エンマはヴォーピエサールの舘で、出会った

子爵の面影を追いながら、 「あの方は今ノ号リにいるJと信じて (MB，p.98)、夢想、の中のパ

リのサロンに金の総飾りを見ることになる。夢想、の中の金の表象は手回しオノレガン上の小

さなサロンにも引き継がれるのだが、第2部以降に愛人たちが登場すると、彼らの方が鏡

の中に金の表象を見ることになる。これはロドノレフやレオンがパリの空間に憧れたという

ことでは決してなくて、エンマの憧れを彼らが鏡の中に写し敢ったということではないの

だろうか。いずれの場合もエンマが彼らの目の前にいて、その背後に金の表象があらわれ

るという図式が成立しているからである。ということは、テクスト空間の中でかつてエン

マが見た産像をロドルフやレオンが再び見ていることになる。第2部第8章でロドノレフが

垣間見た「魔法の鏡jのようにである。

第3部第8章で、エンマが最後に鏡の中に見るのも自分の歳像である。しかし、彼女の

自から涙があふれで止まらなかったところを見ると、それは限りなく実像に近かったにち

がいない。オメーが勲章という虚像を次々と追いかけるのと同様に、愛人から愛人へと移

っていく自分の虚像を求めたエンマの旅はここで終わる。
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フローベールの作品の中で古代を舞台にしたものには、 『サラムボ~~、 『聖アントワ

ーヌの誘惑』、 『ヘロデヤ』があるが、それらの作品の冒頭および結末では、必ず日の出

や日没の時間の光景が措かれる。 w聖アントワーヌの誘惑』がその典型だが、日没で始ま

り、一夜の誘惑劇を経て、日輪の光が差し込むとき作品は閉じる。 wヘロデヤJも、朝自

の上る前にアンティパスがマケノレス城から四方を眺める場面で始まり、翌日の朝、ヨカナ

ンの首を三人の男たちが持ち去るところで終わる。 wサラムボー』は一晩や一日だけの出

来事が描かれるわけではないが、冒頭で傭兵たちが饗宴に集まってきたとき太陽が沈み、

最後の場面で揚が沈むとき傭兵隊長マトーの心臓は鼓動を止める。古代において、時を刻

むのは時計や鐘の音ではなく、太陽の動きであり、そのような古代人の心性が、作品の中

に浸み込んでいるのかもしれない。一方、作家と開時代の社会を描いた『ボヴアジー夫人J

や『感情教育Jや『純な心』の冒頭や最終場面では自の出や日没は開題になっていないし、

『ブヴアールとベキュシェ』も宮頭で主人公の二人は夏の日の昼時に会い、結末は残され

たプランによれば単に筆耕の仕事にとりかかるということになっている。いわゆる古代も

のと開時代ものとは、冒頭および結末で明確な対照をなしているわけである。

本章では、 『聖アントワーヌの誘惑Jや『ヘロデヤJよりも援雑な時間構造をもっ『サ

ラムボー』に焦点をあてて、太揚や月の動き、またそれらの天体に照らし出される神や人

間たちの行動の意味合いを探っていきたい。

小説全体の時間の枠組み

『サラムボー』の物語が、ポリュピオスの『歴史』第 1巻に描かれた古代カルタゴの傭

兵皮乱を素材としていることは知られている。1)ポリュゼオスの記述によれば、カノレタゴ

と外国人傭兵との戦闘はほ年と 4ヵ月ほど続いたJという。2) 紀元前 241年に第 1次カ

ノレタゴ戦争が終結し、その戦争での報酬をめぐって傭兵の不満が爆発したのだから、ポリ

1) P. B. Fay， (( Salammbo and Polybius ))， in Sources and StructU1'e of Flaubertl.ヲSalammbo，
Baltimore， The Johns Hopkills Press， 1914， pp.ll・13.彼によれば、フローベーノレはポリュビオ
スのギリシャ語原文ではなく、 DomVincent Thuillierによるフランス語訳を読んだことが確実
であるという o
2) Histoire de Polybe， nouvellement traduit du grec par Dom Vincent Thuillier， Amsterdam， 
Chaletain et fils， 1753， To剖 eII， p.60. 
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ュピオスに従えば、反乱は紀元前241年の後半から 238年の宋にかけて続いたことになる。

フローベーノレも、小説の終わり近く、反乱が鎮圧された時点で「戦争が続いたこの3年来J

(8， p.266)と述べており、小説全体の時間枠をポリュピオスの記述に沿って考えていたこ

とが分かる。しかし、個々の戦闘がいつ起きたかについてはポリュピオスは全く明らかに

しておらず、他に頼るべき史料もないので、フローベールは戦局進行の時開設定を自分で

つくりだしていったにちがいない。

『サラムボ~~の中には、日付・月名や季節名の他に、何日後といった時間の経過をあ

らわす表現が少なからず出てくるが、それらの標識を頼りに小説冒頭の宴の場菌から最後

のマトー処刑までに経過した時間を加算していくと、興味深いことに、少なく見積もって

も57ヵ月つまり 5年近くにもなってしまう。もちろん、最初の 1ヵ月程は戦闘らしいも

のはないのだが、それを差し引し、ても 3年余りとしづ枠組みから大幅に超過することにな

る。 wサラムボー』の chronologieに関するこのような矛盾を最初に指摘したのは P.B.ブ

ェイである3)。最大の問題点は第 13章のカルタゴ包囲攻撃の際の「夏の終わり j という季

節の挿入にあるとフェイは考えている。傭兵軍の攻撃は「シェパトの月の 13日J(8， p.215)、

つまり太陽暦に直せば二月に始まり、やがてカノレタゴの町には水が乏しくなって「夏の終

わりJにはたいへんな渇きを経験する(8， p.219)。また新たな攻撃が「ニサンの丹の 7日j

(8， p.225)、つまり四月に始まるとあるのだから、一回目の攻撃から新たな攻撃までに 14

カ月経過したことになる。ところが、傭兵軍の最初の攻撃の直前に、ハミルカルは貯水池

には 12313分の水があると言明している(8， p.215)のに、一年以上経った新たな攻撃の

ときにもまだ傭兵箪の攻城櫓を押し流すほどの大量の水が貯水池に蓄えられている(8，

p.228)。フェイによれば、このような矛盾はすべて p.219の「夏の終わりJという笛所か

ら発するのであって、これを除いて考えるとカルタゴ包屈の際の一回目の攻撃から新たな

攻撃まで2ヵ月しか経っておらず、従って小説全体で、経過した時間も 4年弱になり、ポリ

ュピオスの記した時間枠に近づくことになる。 r夏の終わりJという設定は渇きという観

念を夏の暑さに結び付けた心理的連想、に過ぎないという。4)

一方、クローディーヌ・ゴトー=メノレシュはフローベールの小説の時間に関する発表の

中で、草稿研究に基づいて、ブェイとは違った考えを表明している。 5) き草稿を見る

3) P. B. Fay， << The chronological Structure of Salammbo >>， in Soumθs and Structure of 
Flaubel"tsSalammbo， Baltimore， The Johns Hopkills Press， 1914， pp.1-1O. 
4) Ibid.， pp.7・8.
5) Claudine Gothot-Mersch，αAspects de la temporalite dans les romans de Flaubert >>， in 
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とフローベーノレは決定稿に歪るまでに月名などを何回も書き直していることが分かるが、

そうした書き直しには chronologieに関する整合性をめざす意志は見られないとゴトーヰ

メノレシュは述べ、次の二点に対する配慮だけが見られると指摘している。まず、日付を記

すことによって(その日付の内容はともかく)マッカール河の戦いやカルタゴ包囲攻撃と

いった事件の重要性を示そうとしていること、もう一つは、 「真冬のシェパトの月にJ(8， 

p.135)や「エノレーノレの丹の暑さJ(8， p.173)のように、月名を言及することによって季箭

や気候を正当化しようとしていることである。つまり、ゴト一口メノレシュは、日付や月名

の内容(彼女の用語では話ferent)は重要ではなく、日付等を明示すること自体(彼女の

用語では同ference)に意味があるとし、その意味を出来事の重要性や季節に付与してい

るのである。

日付や月名の内容に意味がないかどうかの議論は措くとして、日付や月名がついている

ことと事件の重要性や季節との関わりについては問題があるように患われる。確かに日付

のあるマッカーノレ河の戦いなどが戦馬を大きく左右する出来事であることは否定できない

が、たとえば第 14輩で斧の峡道に傭兵軍が閉じ込められたことは傭兵軍の敗北につなが

る極めて重要な事件なのに日付がないし、また重要度からすれば同じ章のマトー軍とハミ

ノレカノレ軍との最後の決戦(8， pp.261・265)もかなり上にくるはずなのに日付がない。日付

があることと事件の重要度とは必ずしも一致しないのである。さらに、季節や気候につい

て蓄えば、ゴト~=メノレシュが指摘したように月名と気候とが結びついた箇所がある一方

で、第四章カノレタゴ包屈の最初の攻撃が「シェパトの月J (太陽暦の二月)に始まり、

123 13分の水しかないはずなのに「夏の終わりJの後でもまだ水があるというように、時

間的設定と季節とが矛盾を起こしている所もあるのだから、フローベーノレが月名を決める

際つねに季節や気候を念頭にいれていたとは言えないのである。

フローベーノレが小説の chronologieを厳密に考えていなかったことはゴトー=メルシュ

の指摘する通りだと思われるが、かといってフェイのように時間標識相互の矛盾を指摘す

るだけでは不十分だし、またゴトーロメノレシュのように日付や丹名を出来事の重要性や季

節に結びつけると、それとは相入れない笹所も出てくる。そこで今は、小説の chronologie

に関する矛盾は矛盾として受け入れた上で 小説が全体としてどのような時間の構造ある

いは時間のリズムを持っているのかを明らかにしようとする態度が必要であると思われる。

その際、日付や季節の記載のないエピソードにも屈を配って、一日のうちでどういう時間

F1aubert 1a dimention du texte， Manchester， Manchester University Press， 1982， pp.24-26. 
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帯が描かれているか、あるいは一つの輩の中で何日間経過しているか等に着信することに

なる。このような小説全体の時間構造の分析を踏まえた上で、日付や月名の矛粛にし1かな

る意味があるのかを明らかにしたい。

胃頭で述たように、ポリュピオスの『歴史』には f3年と 4ヵ月ほどJという全体の期

間が示されているだけで日付や季節の記載がない。時間の標識と言えるものは、ハミノレカ

ノレがマッカーノレ河畔の戦いのために「夜出発して夜明けに対岸に到着するJ6)という笛所

だけで、他の戦闘や出来事に関しては朝のことなのか夜のことなのかは全く分からない。

フローベーノレは執筆に先立って小説全体のプランやセナリオをつくっており、それらは

オネット・オム版の巻末に掲載されている。プランやセナリオの段階ですでに朝とか夜と

いった時開設定はいくつかの場詣でなされているが、具体的な日付が見られるのは第 13

章のセナリオの余自にカノレタゴ、包屈の最初の攻撃がαLe3 du mois de X >>と言及される箇

所だけである(8， p339)。ここでも月の名は入っていないのだから、プランやセナリオを

見る限りフローベーノレが執筆に先立つてどの戦闘やエピソードが何月頃に起きたという設

計をたてていたとは考えられない。実際に文章を練りながらフローベーノレは月名や季節あ

るいはもっと細かい時開設定を入れてはまた書き誼すという作業を繰り返しながら決定稿

にたどりついたのである。

各章における時関の枠組み

決定稿における時間標識はどうなっているのかを章ごとに見ていこう。 wサラムボー』

の中には具体的な日付があらわされるのが 3箇所、丹名のみでてくるのが 3箇所あるが、

それらは小説全体に散らばっているわけではない。最初の月名は第 7章の「タンムズの月

のある朝J(8， p.132)であり、最後は第 13章の「ニサンの 7日J(8， p.225)だ、から、第 1

意から第6輩までと第 14章・第 15章には日付や月名が全くないことになる。具体的な日

付ばかりにこだ、わっていると従来の研究者と向じ議論になってしまうので、本論では逆に

日付のないところの分析から始めたい。

第 1章は「エリュクスの戦いの記念誌を祝うためにJ(8， p.43)傭兵たちがハミルカノレの

宮殿の庭に集まる場面から始まる。 fエリュクスの戦いの記念日Jとあると具体的な時開

標識のように見えるが、エリュクスの戦いそのものがポリュピオスの記述を見ても何月に

6) Histoire de Polybe， Tome II， p.18. 
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あるいはどの季節におこなわれたのか明確で、はないので、この小説冒頭の記述からはシチ

リアのエリュクスでの戦勝から一年あるいは数年経った時期ということしか分からない。

ところで、ジャン・ノレーセは『サラムボー』における距離や視線に関する論文の中で、

小説の第 1章と最後の第 15章とに共通性を見いだし、この二つの章が二つ折りになって

いることを指摘している。 7)ノレーセは二つの章の登場人物の空間的位費や視線に着目して

小説全体における人物開の関係等に論をすすめていくのだが、時間に関しては全く触れて

いない。しかし、興味深いことに、時間についても最初の章と最後の章とが二つ折りにな

っていることが言えるのである。第 1章はシチリアにおける戦勝の記念日であり、第 15

章はカノレタゴの傭兵軍に対する勝利とサラムボーの結婚を祝う記念日であるにもかかわら

ず、両方ともその日の日付や丹名がないことの他に、どちらの章でも時間の経過が太陽の

動きによってあらわされるという共通点がある。第 1章では、傭兵たちが宴に続々と集ま

ってきたとき太陽が沈もうとし(8， p.44)、やがて夜になり(8， p.45)、宴の最後に太陽が

姿をあらわす(8， p.55)。第 15章では、 「太陽が傾きはじめる頃J(8， p.271)傭兵軍の隊

長マトーが牢から出されて処刑が始まり、マトーの死とともに太陽が没する(8， p.274)。

時間に関して異なるのは、第 15章でも「宴は一晩中続くはずであったJ(8， p.271)が、最

後のサラムボーの死によって宴は幻のものとなり、その結果この最後の章では最初の輩と

は逆に自没で、終わっている点である。この二つの章の関係を明確にするために第 1章の日

の出の場面と第 15章の日没の場面を引用してみよう。

Une masse d'ombre enorme s'etalait devant eux， et qui semblait contenir de 

vagues amoncellements， pareils aux flots d'un ocean noir petrifie. 

Mais une barre lumineuse s'eleva du cote de l'Orient. …] 

Il(コlesoleil) parut ; Spendius， levant les bras， poussa un cri. 

Tout s'agitait dans une rougeur epandue， car le dieu， comme se dechirant， 

versait a pleins rayons sur Carthage la pluie d'or de ses veines. (8， p.54・55)

(巨大な閣は彼らの前に広がり、石化した黒い大海の大きな波のような託漢とした堆積を内包

しているかのように思われた。

しかし一筋の光が東の方に昇った。[…]

太陽があらわれた。スベンディウスは両腕を差し出して、叫び声を上げた。

7) Jean Rousset， <<Positions， distaances， perspectives dans Salammbふ， in Poetique nO 6， 1971， 
pp.145刷147.
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降りそそがれた赤光の中ですべてが揺れ動いていた。神は自らを引き裂くように、カノレタゴ

の町へ血管から黄金の雨を燦々とそそいだからである。)

Le solei1 s'abaissait derriere 1es flots ; ses rayons arrivaient comme de 10ngues 

fleches sur 1e caur tout rouge. L'astre s'enfoncait dans 1a mer a mesure que 1es 

battements diminuaient ; a 1a derni色repa1pitation， i1 disparut. 

Alors， depuis 1e golfe jusqu'a 1a 1agune et de l'isthme jusqu'au phare， dans toutes 

1es rues， sur toutes 1es maisons et sur tous 1es temp1es， ce fut un seu1 cri ; […]. (8， 

p.274) 

(太陽が波のかなたへ沈もうとしていた。その光練は長い矢のように真赤な心臓を突き刺して

いた。心臓の鼓動が弱まるにつれて、太陽は海に没していき、最後の鼓動とともに消えた。

そのとき、入江から浅瀬まで、地峡から燈台まで、あらゆる街路、あらゆる家々、あらゆる

神殿に響いたのは、ただ一つの叫び声であった。)

このこつの場面に明確な対応関係を見いだすことができる。引用の最初のところで夜の閣

が梅の「波jに輸えられたものを内包するものとして捉えられ、そこから太陽が昇るのに

対して、第 15章では海の「波j の背後に日が沈む。第 1章の引用の最後では太揚が自ら

を引き裂くようにその血管から黄金の雨をそそぐと描かれるのに対して、最後の章ではえ

ぐりとられたマトーの心臓が動きを止めるのに合わせてEが沈む。もちろん第 15章では

現実の海や心臓が問題になっているのだが、第 1章ではそれらが比輸のかたちで予感され

ているのである。このこつ場菌を合わせてみると、あたかも太陽が一つの生命体で、海の

ような関の世界から昇って地上に血をほとばしらせ、最後にはマトーの心臓の動きと同化

して海に没するように描かれていることがわかる。このような太陽に対する反芯はどうか

と言えば、日が昇るときにはスベンディウスが「叫び声Jを発し、沈むときにはカルタゴ

全体が「ただ一つの叫び声Jとなって響きわたるというように明らかに呼応している。

このように第 1章と第 15章の二つの場面が呼応して二つ折りをなしていることは疑い

がない。また、最初の章の太揚が昇る場面と最後の章の太陽が沈む場面とが対になってい

るのだから、小説全体で太湯の動きそのものが重要な役割を果たしていることが想定でき

る。ただし、この太揚は単なる天体ではなく、第 1章で引用した部分にもあったように「神j

つまり太陽神として描かれているのである。両端の章を見た限りでは、まるで太陽神が第

1章の終わりで夜の閣から姿を現し、やがて高く昇り、最後にはその生命を終えて海に没
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するかのように描かれている。もちろん太陽は単に天体として時を刻む基準になるもので

もあるから、小説全体で、は宗教的な意味を担った太揚と時間の経過をあらわす太陽とが複

雑に絡み合うことになる。第2章以降はどうなっているのか、各章の主な時間標識を抜き

出して時の経過をたどりながら検討していこう。

第2章一第 1章の終わりから r2日後J (8， p.57)傭兵たちがカノレタゴを離れ、それ

から r7日目J(8， p.62)にシッカに到着する。シッカに何日か滞在していた「ある晩J(8， 

p.66)ハンノーが傭兵たちとの交渉に来るが、彼らは俸給がすぐに支払われないことを知

ると怒り狂い、 「日が昇るJと (8，p.72)カノレタゴへ向けて出発する。

第 3章一「月が波すれすれに昇っていたJ(8， p.73)という冒頭の文が示すように真夜

中、月が姿を現す。ハミノレカルの娘サラムボーが宮殿のテラスでタニット神を讃える儀式

を終えると、やがて空が白みはじめ(8， p.79)、傭兵軍がカルタゴに近付くのが見える。こ

の朝は傭兵たちがシッカを出てから r3日目Jにあたる(8， chapitre 4， p.80)。

第4章一傭兵たちはカノレタゴの城壁の下で動かず、和解は成立しない。 rある朝J(8， 

p.87)将軍ジスコーが仲介に乗り出すが、傭兵たちの不信がつのり、ジスコーは捕らえら

れる(8， p.90)o rある晩J(8， p.91)スベンディウスがカノレタゴの水のことを話題にし、

fその翌日J(8， p.91)彼は大水道を通って域内に入ることを提案し、次の自の「日暮れ後j

に(8， p.91)スベンディウスとマトーは計画を実行する。

第 5章一前章の最後と同じ夜。スベンディウスとマトーはタニット神殿で聖衣を盗ん

だ後、サラムボーの官殻に入る。 r夜が明けJて (8，p.l03)二人は逃げる。スベンディ

ウスは海の方を通って「その娩Jに陣営に戻る (8，p.l04)。一方マトーはすでに f太陽が

昇っていたj カルタゴの街の中を通って逃げ(8， p.l04)、城壁の内を通り抜ける。

第 6章一カノレタゴの頭領ハンノーは戦闘の準備に r3ヵ月J以上費やし(8， p.l11)、

ようやく「月のないある夜J(8， p.114)ウティカに向けて出発し、 r3日目」の昼に到着

する(8， p.114)。その自の戦いでは勝利をおさめるが、傭兵軍はすぐに反攻に転じ、翌朝

f自が昇るJと(8， p.119)マトーとヌミディアの王ナノレハヴァスが援軍に来て、大勢が決

する。ハンノーは「夜になるとJ(8， p.119)ウティカを抜けだし、カノレタゴへ戻る。

以上、第6章までを概観して気づくのは、奇数章と偶数輩とで時間の枠組が全く異なる

点である。第 1輩、第 3輩、第5主主では、 -13あるいは一晩の出来事が描かれ、いずれも
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夜明けあるいはそれに近い時間で終わる。8) それに対して、偶数輩では複数日が経過し、

しかもその正確な日数はどの輩でも把握できない。たとえば第2輩では鰭兵たちがシッカ

に滞在した日数が明確でなく、第 4章でもジスコーが仲介に乗り出すまでの期間がはっき

りしないといったように、限定できない期間が必ず存在するからである。そしてこの非限

定な期開に区切りをつける時間標識として「ある娩Jαunsoir))や「ある朝J(( un matin)) 

があらわれ、ハンノーやジスコーの登場といった新たな展開のきっかけとなるのである。

奇数章には「ある晩Jや「ある朝j という時間標識がないが、これは、第 1章ではエリュ

クスの戦いの記念日、第3章では前章の最後から 3日後、第5章では前章の最後と同じ夜

というように、何らかのかたちで限定された日が描かれているために、不定冠詞のついた

時間標識はあらわれてこないのである。要するに第6章までは、限定された一日あるいは

一夜が描かれる章と、非限定の時間が流れる章とが交互に配寵されていることになる。

ところで、すでに引用したように、第 1章と第 15章では太陽が「波j から昇る場面と

「波Jに沈む場面とが対をなしていたが、第 2章から第 6章まではそのような太陽と波と

の結び、っきは見られない。もちろん太陽の動きが言及されないわけではないのだが、たと

えば第2章の「背後のヌミディアの山々に沈もうとしていた太陽J(8， p.62)や第 5章の「太

陽はすでに昇っていたJ(8， p.104)のように、太陽は時間の経過をあらわすのが主で、荒々

しく海から昇ったり沈んだり場面は見られない。しかしながら、第3章冒頭で((La lune se 

levait主rasde flots […] )) (8， p.73)という文があり、これが第2章から第6章までで唯一

「波j と天体とが同時にあらわれるところとなっている。むろん第 3章では血の色や人間

の叫び声はなく、逆に月の光りに「白いものが輝きJ、 「もはや車輪のきしむ音しか聞こ

えなしリ(8， p.73)。さらにこの章では、両端の章とは逆に、月の動きによって時間の経過

があらわされている。はじめ「月は山々に囲まれた入江やテュニスの湖水に同時に光を広

げていたJ(8， p.73)が、やがて「三日月は温泉山の上にあったJ(8， p.75)と描かれる。

面白いことに、第3章では太陽の動きは描かれていない。冒頭の夜の描写で「太陽によっ

て熱せられた城壁J(8， p.73)と書かれた太陽はすでに過去の存寵になっているし、章の最

後の疫が白みはじめる場面でも「すでに鳥が歌い、ひんやりとした風が吹き、白みだした

空に小さな雲が走っていたJ(8， p.79)と措かれるだけで太陽はまだ出てこない。このよう

8)第 5主主で、スベンディウスは「晩に陣営に戻ったJ(8，p.104)という文章があるが、フローベー
ノレの叙述はすぐに疫明け直後に戻りマトーの足取りを追っていくのだから、この章も夜明けから
さほど離れていない時間で終わることになる。
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にサラムボーが月神タニットに身を捧げる儀式をおこなう第3章では時間の標識としても

月が支配し、太陽は過去あるいは未来のものとして潜在しているのである。

第 7章以降はかなり様相が異なる。

第 7章一冒頭、月相の按察官は「ある朝J一槽の舟がカノレタゴに近付くのを認める(8，

p.121)。舟から降りたハミノレカノレは官邸へ赴き、そこを出てそロック神殿に向かうと臼が

暮れかかる(8， p.125)。神殿での元老院の会議が続くうちに「太陽が波開から出て昇って

きたJ(8， p.133)。ほどなく自らの宮殿に庚ったハミルカノレは鏑兵たちの狂暴ぶりを知り、

その晩の元老院会議で傭兵たちに対する復讐を誓う(8， p.149)。

この章の特異な点の一つは冒頭の文の((un matin >>で、ある。不定冠詞のついた時間標識

が出てくるのは奇数章では初めてだし、偶数章でもこのような標識が雪頭にあらわれるの

は第 6章まで、は例のなかったことである。第 1章では戦勝記念日、第 3章・第 5章では前

の章の最後から 3日目あるいは同じ夜という限定があったが、ここでは前の章の最後で、ハ

ンノーが傭兵軍に敗れて逃げ帰ったという出来事以降経過した時間が明らかではなく、前

の章とは一旦時間的つながりが切れている。すでに冒頭のαunmatin>>だけで第 6章まで

の時間のリズムがくずれているのである。次に第7章が先の六芸者と異なるのは、朝から次

の日の晩まで2日開が描かれている点である。第 l章は日没前から次の日の夜明けまでだ

から 2日だと言えない事もないが、 24時間以内のことであり、第 3重量や第5章も同様(第

5章で、スベンディウスが「娩に陣営に庚ったJという箇所を勘定に入れてもやはり 24時間

内)だから、これまでの奇数章と異なっており、もちろん偶数章とも異なるのである。最

後に重要な相違点はこの第 7章から具体的な月名が出てくることである。モロック神殿で

元老たちの一人がハミノレカノレの娘の姦通を非難して「タンムズの月のある朝J(8， p.132) 

と叫ぶ場面がある。これはもちろん第5章でタニットの聖衣がマトーによって盗み出され

た轄のことであるが、第 7輩で初めて何月のことであったかが分かる。また、この章では

ハミノレカノレがモロック神殻を出て自分の宮殻に戻った毘、 「真冬のシェパトの月であった

(8， p.135)と書かれる。 9) このように第 7章で出てくる時間標識を検討すると、この章が

先の六章とはかなり異なっており、時期のリズムの転回点となっていることが分かる。

9)カノレタゴの暦は太陰暦で、一年は春分を起点として 12の丹に分けられ、タンムーズはその第 4
月、シェパートは第 11月にあたる。なお、暦については Granddictionnaire universel du XlXe 
siecle (Larousse)のcalendrierの項目を参照した。なお本論で月名を挙げる際は、太陽暦に直
すとずれが生じるので、カルタゴ麿で何番目の月にあたるかを記していくことにする。
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また、太楊の動きに関しでも第 7輩は転回点をなしている。すでに述べたように、第 2

章から第6章までは太陽が「波jから昇ったり沈んだりする場面は見られず、月だけがf波J

と結びついていた。それに対して、第 7章でそロック神殿の中に日の光が差し込むところ

では次のように措かれる。

Le soleil， sortant des flots， montait. 11 frappa tout a coup contre 1a poitrine du 

co1osse d'airain， divise en sept compartiments que fermaient des grilles. Sa 

gueu1e aux dents rouges s'ouvrait dans un horrib1e baillement ses naseaux 

enormes se di1ataient， 1e grand jour l'animait， 1ui donnait un air terrib1e et 

impatient， comme s'i1 avait vou1u bondir au dehors pour se me1er avec l'astre， 1e 

dieu， et parcourir ensemb1e les immensites. 

Les flambeaux repandus par terre brulaient encore， en allongeant c主etla sur 

1es paves de nacre comme des taches de sang. (8， p.133) 

(太陽は波間から出て昇ってきた。太陽はいきなり、格子で閉ざされた七つの部屋にまたがる

青銅の臣像の胸を射った。赤い歯をした匠畿の口は、恐ろしくあんぐりと聞いていた。とてつ

もなく大きな鼻孔をふくらませ、強い光によって生命を吹き込まれ、悌ろしげで苛立つ姿にな

った。あたかも外に飛び出して、ともに広大な空間を駆けめぐるためにこの天体と、つまり神

と捲け合うことを望んだかのようであった。

しかし、床に散らばった松明はなおも消えず、真珠母の舗石の上に血のしみのようなものを

あちこちに広げていた。)

第 1章や第 15章と同じく、太陽は「波jから昇る。しかしカルタゴの町が照らし出され

る両端の輩とは異なり、太陽の光を浴びるのはそロックの臣像である。モロック像はここ

で太陽によって「生命を吹き込まれJ、 「この天体と、つまり神と溶け合うことを望んだ

かのようであったJと措かれるほど太陽神と一体化するのである。このわi布ろしげで苛立

つj巨像の描写は、明らかに第 13章の最後で生賛を飲み込むモロックを先取りしている。

格子で関された七つの「部屋j は、第 13章では奴隷たちによって開けられ、生襲の入り

口となる(8， p.237)し、歯の赤い色は、第 13章では「車染めになった巨人のように完全

に赤くなったJ(8， p.239)とあるように、全身に広がる。また、引用の第2段落にある「血

のしみJのような松明の火も第 13章での生賛を燃やす火を予感させる。第 13章では太陽

の光がそロック像にあたるようには描かれていないが、第 7章で「波Jから太陽が昇り、
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赤い歯や松明の火によって血のイメージが予感されてそれが第 13章で現実化して生費の

場面となり、さらにそこでは子供を失った「母親の叫び声Jに包まれる(8，p.239)といっ

たように、第 1章の夜明けの場面や第 15章の日没の場面で出てきた要素が、第 7章の引

用場面と第 13章の生賛の場面を合わせた全体で再現していることになる。このように第 7

章と第 13章のモロック像の場面が緊密なつながりを持っていることは疑いない。第 7輩

で、苛立っていたモロックは、第 13章では生費に満足し、 r~旬酔の重みでよろめく J よう

になる(8， p.239)。時間の点で見ても、第 7章では夜明けの描写であり、第 13章では「太

陽が姿をあらわすとすぐにJ(8， p.234)像が広場に出され、儀式は夜まで続く(8， p.239) 

といったように、問者はー続きのようになっている。とにかく第 7章の夜明けの場面は太

楊とモロックとの一体化という意味で極めて重要な転盟点となっている。もちろん第 6章

までにモロックのことが出てこなかったわけではないが、マトーの口から「モロックの呪

い」と語られたり(8， p.56)、 「モロック神殿でカノレタゴの宝物が盗まれたJという噂が広

まったり(8， p.104)するだけで、抽象的にしか扱われていなかった。第 7章で初めてモロ

ック神は具体的存在として登場するのである。

再び、各章の時間経過を追っていこう。

第8章一かなり長い準備期間の後、ハミノレカノレはようやく「ある日J rそれはテイツ

ピの丹の 3日であったがJ(8， p.154)、マッカール何へ向けて出発し、翌日「太陽があらわ

れるとすぐにJ(8， p.154)、傭兵軍を大敗させる。戦閣が終わって「二時間後Jマトーがヒ

ヅポ・ザッリスがら到着する(8， p.161)。

第9章一ハミノレカルは戦いの後 r14日の開J(8， p.161)近隣の部族を平定する。戦争

に必要な物資を徴発しながら北へ進むが、 「日暮れにJ(8， p.161)カノレタゴ軍は山のくぼ

みに降りたところで傭兵軍に包盟されてしまう。 rある朝J(8， p.170)ハミルカルは和解

を提案するが、なかなか血路を開くことができない。ハミノレカルらが包囲されたことを知

ったカルタゴの町は窮地に陥る。 rエノレーノレの月の暑さはその年とりわけ過酷で、それも

新たな災難で、あったJ(8， p.170)。

第 10章一タニット神の神官長シヤハパリムが病弱のサラムボーの傍らで宇密や魂に

関する話をする。突然彼はサラムボーの父が危機的状況にあることを告げ、カルタゴの運

命がサラムボーにかかっていると断言する。 r4日目の夜にJ(8， p.179)サラムボーは再

びシャパパリムを呼ぶ。 rある朝J(8， p.180)サラムボーはタニットの髪云を取り戻すた
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めにマトーのところに行く決心をする。「その日が来てJ(8， p.181)、「月が昇るjと(8， p.182) 

サラムボーは従者を伴って宮殿を離れる。

第 11章一前の章の続き。サラムボーは f空が自みはじめたj ころ (8，p.185)カノレタ

ゴの城壁を出て、 fその日の昼間j傭兵たちとすれちがう (8，p.185)。次の日は荒野を通

って姿を見られることなく、「夜のとばりが下りたJころ(8， p.187)マトーの時営に着く。

マトーのテントの中でタニットの聖衣を奪い取って、サラムボーはハミノレカルの陣営へ向

かう。 r衣が白み始めていたJ(8， p.196)。ハミノレカノレの陣営ではカノレタゴの頭領に従うこ

とを響ったナルハヴァスとサラムボーとの婚約の儀が執り行われる。

第四章一前の章の最後の場面から r12時間後J(8， p.196)、f庸兵軍惨敗の結果とな

り、やがて夜となる(8， p.200)o r夜の明けるころJ(8， p.201)傭兵軍の陣地にカルタゴ

の捕虜になった兵士たちがやってくる。 rその翌日J(8， p.204)スベンディウスは偽の手

紙をつくって自軍の兵士を鼓舞する。やがてヒッポ・ザツリスに落ち着いた傭兵軍は、ハ

ミノレカノレの軍隊が逃げていくのを見て、カノレタゴまで追し1かけて行って町を包囲する。「月

の輝くある晩J(8， p.212)スベンディウスは大水道を切断し、カノレタゴは窮地に陥る。

第 13章一ハミルカノレは貯水池に 123日分の水が残っていると断言してカルタゴ市民

を安心させる(8， p.215)o rついにシェパトの月の 13日、日が昇るとJ傭兵軍の攻撃が始

まり(8， p.215)、 「その翌日Jも激しい戦闘が続く(8， p.216)。やがて「夏の終わり j と

なってカルタゴの町は渇きに苦しむ(8， p.219)o rある朝、 Eが昇るときより少し前(そ

れはニサンの月の 7日で、あった)Jまた新たな攻撃が始まる(8， p.225)。それからほどな

く元老たちの会議でモロックに生欝を捧げることが決められ、実行に移される。

第 8輩、第 9章及び第 13章では月名は示されており、季節の言及もあるので、それら

を頼りに何ヵ月が経過したかを把握することができる。第 7章で、ハミノレカノレがカノレタゴに

戻ってきたのがシェバト(第 11月)のある朝、第 8輩で、のマッカーノレ河畔への出発がテ

イツピ(第 10月)の第 3日であり、やがて第 9章でカノレタゴはエノレーノレ(第 6月)の暑

さに悩まされるのだから、ハミノレカノレの帰還からマッカール河畔の戦いまでに 11ヵ月、

さらに翌年のエノレーノレまでに 8ヵ月が経過したことになる。第 13章での傭兵軍の最初の

攻撃がシェバト(第 11月)の第 1313に始まるが、これはエノレールから 5ヵ月。 r夏の終

わり jをはさんで新たな攻撃のニサン(第 11月)の第 7日はさらにその 14ヵ丹後となる。

第7章のハミノレカノレの帰還からこの最初の攻撃までまる 2年、新たな攻撃まで 3年と 2ヵ
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月が経過したわけで、ある。もちろんフェイが指摘するように、 10)傭兵軍の最初の攻撃から

新たな攻撃まで 14ヵ月も経過しているのはカルタゴに 123日分の水があるというハミル

カルの言葉と矛盾しているので、月名を全面的に{言頼するわけにはし、かない。第 13章に

おけるこのような矛盾については後ほど述べるとして、今のところは日付や月名をそのま

ま受け入れておいて、他の時間標識を見ていこう。

第8章から第 10章まで及び第 12章、第 13章ではそれぞれの輩でかなりの語数が流れ

ており、また((un jour >>や((un matin>>といった不定冠詞を伴う時間標識があらわれる点で

は、第 6章までの偶数章と同じと言ってよい(もちろん第 8章と第 9章と第四章では日

付や月名が出てくる点が異なる)。それに対して、第 11章ではサラムボーがカノレタゴを

離れる朝から翌々日の戟までまる 2日が描かれており、これは2日が経過する第 7章と似

ている。ただ時間標識はかなり違っていて、第 7章では前の章と時間的には切れて((un 

matin >>としづ不定冠詞っきの標識で始まり、月名が明記されるのに対し、第 11章は第 10

章最後の出発日の次の朝から始まるので、不定冠詞っきの標識はないし、またその日が何月

のことかは分からない。また第 11章では、第 7章と異なり、 1日目はマトーの陣営に着

く翌日の行程の準備に過ぎず、 213自に比重が大きくかかっており、さらに2日目の夜が

明けて章が終わることを考えると、この章はむしろ第5章までの奇数輩に近いと言うこと

ができる。

太陽の動きについて言えば、両端の章や第 7章とは異なり、第 8章から第 13章までは

太陽が「波j から昇ったり沈んだりする場面はないが、第 10章でシチリアへ渡る鳩をサ

ラムボーとターナックが見守るところでは次のように描かれる。

Une couleur de sang occupait l'horizon. Elles (=les colombes) semblaient 

descendre vers les flots， peu主peu; puis elles disparurent comme englouties et 

tombant d'elles"memes dans la gueule du soleil. Salammbo， qui les regardait 

s'eloigner， baissa la tete， et Taanach， croyant deviner son chagrin， lui dit alors 

doucement: 

- Mais elles reviendront， maitresse. 

- Oui ! je le sais. 

- Et tu les reverras. 

10) P. B. Fay， art. cit.， pp.7・8.
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-Peut-etre ! fit-el1e en soupirant. (8， p.181) 

(取の色が水平繰を満たしていた。鳩の群れは徐々に波の上に蜂りていくように患われた。そ

れから、太陽の口の中へ呑み込まれて自ら落ちていくかのように姿を消した。サラムボーは鳩

群れが遠ざかるのを見て、首をうなだれた。ターナクは、その悲しみを察したように思って、

やさしく言った。

「けれどまた帰ってきますわ、姫君。 J

fええ、それは分かつています。 j

「そしてまたご覧になれます。 J

「たぶん」と、彼女はため息をつきながら答えた。)

サラムボーはタニットの聖衣を取りにマトーのところに行くべきか迷い、二度と帰って来

れないのではないかという不安にさいなまれている。そこで鳩がカノレタゴを離れていくこ

とと自分の運命とを重ね合わせながら、彼女は最後に溜め息をつくのである。叫び声の代

わりにため患が出ているものの、太陽、波、血の色といった要素がそろっていて、この場

面も両端の章や第 7章の引用場面と開様の意味をもっているようにみえる。ただ、ここで

は海に消えていくのは太陽ではなく鳩であり、鳩が太陽の口の中に落ちていくように描か

れている。つまり、この場面だけを取り出すと、あたかも太陽は不動のものであり、鳩が

その日の中に呑み込まれて姿を消すように見えるのである。これは、第 7章で太陽から生

命を吹き込まれたモロック像が第13章で生賛を呑み込む様を暗示したものにちがし、ない。

鳩と自らを重ね合わせたサラムボーの不安はそロックに呑み込まれるのではないかという

不安だと考えることができる。もちろん実際にサラムボーが立ち向かうのはモロック犠で

はなくマトーなのだから、彼女の内ではそロックとマトーとが一体化しているわけである。

立ち向かっていった結果はどうかと言えば、鳩がやがて震ってくるように、サラムボーも

モロックの口に入ることなくカノレタゴに帰ってくる。要するに、サラムボーがマトーの陣

営まで、行って聖衣を取り戻す行程は、モロックの生賛になって呑み込まれそうになって危

うく難をのがれた行程とみなすことができるのである。

第 14章一モロックに生費が捧げられた後、ハミノレカノレは f5ヵ月間j傭兵たちを引き

ずりまわして(8， p.242)、 「ついに、ある晩J(8， p.243)彼らを斧の狭道に閉じ込めるこ

とに成功する。 f19日間にJ(8， p.248)傭兵たちは降伏の意を表明し、十人の軍使が捕虜

となる。一方マトーの率いる軍はテュニスから温泉山に退却し、彼らは f3ヵ月間Jさま
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ょう (8，p.261)o rある日J(8， p.261)カノレタゴの近くまで来たマト一軍は、ハミルカル

に「翌日、日が昇るころにJラデス平原で合戦するよう申し入れる(8， p.261)。最後の決

戦に傭兵軍は敗れ、マトーは捕虜となる。

第 14章では罰付や月名の記載はなく、その代わり r5ヵ月間Jや r3ヵ月間」といった

期間が示されている。このように何ヵ丹が経過したと書かれているのは、他には第 6章の

r 3ヵ月 J(8， p.lll)だけである。日付や月名の明記されるのが第 7章から第 13輩まで

だから、その前後の章で経過した月数が記されているのは興味深い現象である。

第 15章は、第 1章と合わせて述べたように、サラムボーとナルハヴァスとの結婚式が

おこなわれ、また問時にマトーが処刑される日が描かれる。第 14i量の最後で、マトーが捕

虜になってからこの日までに何告が経過したか明らかではないが(カルタゴ市民がマトー

の体に爪を食い込ませることができるほど爪がのびるには少なくとも数日は必要である)、

この日は<<cもtait1e jour du mariage de Sa1ammbo avec 1e roi des Numides }} (8， p.268) 

と紹介されていて、第 7輩のように不定冠調っきの標識になっていない。したがって、第

15章の時間の枠組みは、日没で、終わっているという点を除けば、第5章までの奇数章と間

じと考えることができる。

全日章を見渡して気づくのは、章ごとの時間の枠組みに規則性が見られることである。

1日にせよ 2日にせよ経過した自数が正確につかめる章をA、そうでない輩をBとすると、

小説全体で、はABABABABBBABBBAとなる。つまり第6章まではABが三度繰り返され、

第7章から第 14章まではABBBが二慶繰り返されて最後に第 1章と対をなすようにAが

来ているのである。そして、第 6章までのAと最終章では1日(正確に言えば24時間以

内)、第 7章から第 14章までのAでは2日 (24時間から 48時間の間)が経過している

といったように、一定のリズムに従って章が構成されていることが分かる。

今見たのは単に時間枠のみで、あったが、輩の内容や時間標識を考慮、に入れると構成はそ

れほど単純ではない。A及びBに属する章のうち日付や月名を持ったものをそれぞれA'，B'

とすると、 ABABABA宮古'BABB'BAとなる。第6章までが ABの繰り返しでしかも Aの

章ではすべて夜明けで終わる一方、第 14重量・第 15輩が BAと逆になりしかも後の章は日

没で終わるといったように、再端の章どうしのみならず、前半の 6章と終わりの 2撃が

こつ折りをなしている。その間にはさまった日付や月名のある章はどうかと言えば、 A'や

B'の配列に規開性は見られないが、さらにその間にはさまった日付や月名のない章は BAB
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と交代に並んでいる。

このような章構成にどのような意味があるのかを太陽の動きとからめて探っていこう O

すでに述べたように、第 1章で太陽は「波Jから昇り、小説の最後で、また「波Jに没する

ように描かれているが、この対になったこつの場面では太陽はあくまで天上の神であり、

地上で猛威をふるっているわけではない。それに対して第 7章では太陽の光がモロックの

巨像に生命を吹き込み、それはやがて第 13章の生賛の場面につながる。そしてこのモロ

ック像が太陽神と一体化して活動しはじめる第 7章と自らの欲望を完全に満たす第 13章

とが、日付や月名が出てくる最初の章と最後の輩になっている。モロックの活動と日付や

月名が記されるということとの間に相関関係が見られるのである。また一方、第 10章か

ら第四輩まではサラムボーがカルタゴを出てマトーから聖衣を奪って戻ってくる期間に

あたっており、それはそロックに飲み込まれずに帰ってくる行程とみなすことができるこ

とをすでに述べた。つまりこの三つの章で、はモロックよりもサラムボーの力が優勢になっ

ているわけだが、ここでは日付や月名が出てこないといったようにやはり呼応している。

このようにE付や月名の有無を、戦局の展開にではなく、モロック神に結びつけて考える

と小説全体の構成が理解しやすくなるように思われる。まだ太陽の生命が地上のモロック

像に一体化する前とそロック神が地上で完全に充足した後は、 ABあるいは BAという規

郎正しいリズムで章は進むが、モロックの活動期にはリズムは乱れる。ただ、その活動期

のなかでもサラムボーが活躍する時期はAとBが隣り合うリズムが復活するのである。

もちろんフローベールは意識的にこのような章構成を小説の構想、当初から組み立てて

いたわけではない。というのは、オネット・オム版『サラムボ~JJ の巻末におさめられた

プランのうち最も初期のものでは全体が三部構成で各々8章・ 10輩・ 5章に分けられてい

るし(8， pp.292・305)、決定稿にかなり近い内容をもったプランでもαXIV.Banquet de 

noces sur la terrasse }} (8， p.330)となっていて、章の分割の仕方について相当揺れ動いて

いるからである。執筆してはまたプランを練り直すという作業を繰り返しながら上に述べ

た章構成が自然にほとんど無意識的に出来上がったものと思われる。このような過程を経

てできたものでありながら、 『サラムボ~JJ はフローベーノレの小説のなかで、章ごとに表題

のついたただ一つの作品であることから分かるように、各章はまとまった意味をもってお

り、章構成にも一定のリズムが見られるのである。
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日付や月名をめぐる問題

今までは日付や丹名があるかないかということを基準にして議論を進めてきたが、最後

にその内容、つまり具体的な日付や月名そのものに論を移そう。まず問題になるのはモロ

ックの神殿である元老が発する「タンムズの月のある朝J(8， p.132)という言葉である。

この言葉は第 7輩で出てくるのだが、開題にされているのは第 5章で、マトーが聖衣を盗み

出した朝のことであるから、月名があらわされる箇所とその指し示す内容にずれが生じて

いる。もう一つは言うまでもなく第 13輩の最初の位盟攻撃の「シェパトの月の 13日J(8， 

p.215)、新たな攻撃の「ニサンの月の 7日J(8， p.225)とその開にはさまった「夏の終わりJ

(8， p.219)との矛盾である。フェイは「夏の終わり j を抹消することによって正確な

chronologieを回復させようとしているが、 11) これは逆に考えた方がよさそうである。とい

うのはこの f夏の終わりJという季節の言及に続けて「このようにモロックはカルタゴを

掌中にしていたJ(8， p.220)と書かれ、また第9章の fエノレールの月の暑さJ(8， p.170)の

後にも「民衆は殺裁の神モロックに素直に傾いていたJ(8， p.174)とあるように、夏とい

う季節とモロック神の支翫とが分かちがたく結びついているからである。夏の暑さはモロ

ック神が猛威をふるうことを暗示しているのだから、これを除いて考えると確かに

chronologieの矛盾はなくなりはするが、モロック神がこの小説の内的構造の中でもつ極

めて大きな意味を見失ってしまうのである。むしろシェパトやニサンという月名の方に問

題があると考えるのが妥当であろう。

では何故フローベールはこれらの月名を選んだのか。もちろんフローベールが月名を間

違えた可能性もないではない。ただ、たとえば第 1輩、サラムボーが月名を名前としても

っている自分の魚にαSyv!Sivan ! Tammouz， Eloul ! Tischri， Schebar ! >> (8， p.51)と呼

び掛けるところでは第 2月から第 11月まで}I慎番を間違えていないし、すでに引用した「真

冬のシェパトの月にJ(8， p.135)や fエノレーノレの月の暑さJ(8， p.173)でも季節と月名と

の開に食い違いはない。第 13章の月名だけ間違えたとは考えにくいのである。ゴトー=

メノレシュはフローベーノレの日付の選択基準のーっとしてユーフオニーを挙げつつも、音の

響きという極めて暖味な基準に全面的には頼らず、作家に「良い器付Jを定めさせるのは

結局「ひらめきへの神秘的な信仰Jだとし、それ以上は何も語らない。 12)神秘というだけ

でその正体は明らかにしてくれないのである。もちろん神秘的な匂いを潔わせるのは

1l) P. B. Fay， art. cit.， p.7. 
12) Claudine Gothot-Mersch， art. cit.， p.51. 
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chronologieの面で矛崩を起こしたり、奇妙な現れ方をする日付だけで、あって、第 7章の

シェバト、第 8章のティッピや第9輩のエノレールは chronologieに関しでも矛窟を引き起

こすことがなく、言及された季節にも合致するので月名自体に問題はない。要するに、第

7章の((rタンムズJと第 13章の二つの日付「シェバトの月の 13S Jと「ニサンの 7日J

が問題なのである。

第 13章の初めの日付は「第 13日J二番目は「第 7日Jになっているが、このニつの数

字が第 7章のハミノレカノレの宮殿の場面で出てくる。秘宝の隠された地下の穴蔵に入るため

にハミルカルは「青銅の薄板の 13番目までJ数え、最後に「親指で 7度Jたたくと壁の

一部が扉のように回転する(8，p.143)o 13と7が秘密の扉を開ける暗号ならば、この)1慎番

通りにあらわれる第 13章の日付もまた神秘に通じる躍の暗号にちがいない。ではその扉

の向こうにはイ可があるのか。

神秘に関わることなので実証することは不可能なのだが、占星術による解釈を一つの仮

説として提示したいと思う。占星術が確立した持代、一年の初めを示す春分点が Belier(白

羊宮)にあったので、白羊宮を第 1宮として Poissons(双魚宮)まで黄道十二宮がそれぞ

れ一年の十二月と対応していることは周知の通りである。閉じく春分点を一年の初めとす

るカルタゴ暦の十二月との対応を見てみると、シェバトは Verseau(宝瓶宮)、ニサンは

Belier (白羊宮)にあたる。この VerseauとBelierが第 13章におけるカノレタゴ包閤攻撃

の鍵になっているように思われる oVerseauとはverser+eauつまり水を注ぐことであり、

まさしく大水道が切断されて水が注がれなくなったり貯水池に残った水が傭兵箪を押し流

したりすることが鴨題になるし、 Belierの方は攻撃の途中で何度も言及される破域槌に外

ならない。つまりシェパトやニサンは暦の上での月名ではなく、黄道十二宮と対応するこ

とによって包囲攻撃の基本モチーフを暗示するものなのである。一方、第 7章のタンムズ

は Cancer(臣蟹宮)にあたるが、この輩でも第 5輩でも蟹が問題になっているわけでは

なし功￥ら、ここでは宮がモチーフになっているわけではない。しかし、各官と惑星との対

応関係をみると、臣蟹宮は月が支配するただ一つの宮なので、ある。 13) このことはタンムズ

が第5章の出来事に関わるのに何故第7章で出てきているかを説明する。すでに述べたよ

うに月名が記されることとそロック神とは密接な関係があるから、第 7章のモロック神殿

での場面で出てくるのは自然であるが、内容の方は丹の神タニットの聖衣を盗む自のこと

13) 占星術については、ポール・クーデーノレ『占星術~ (クセジュ文庫、白水社)を参照した。
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であるから、月にかかわるタンムズが選ばれているのである。

小説の他の笛所でも占星術のことが述べられる場面がある。第 10章で、シャパパリム

がサラムボーに「魂が黄道十二宮を経て太陽と同じ道を通って地上に降りてくる理論」を

説明する(8， p.143)と、サラムボーは「そうした観念を現実と思い込んでいたので」魂の

通る門を見ようとする(8， p.143)。小説ではまさしく、サラムボーの思い込みと同じく、

観念と現実とが混然となって出てきていると言うことができるだろう。つまり時間標識は

現実に暦のなかの一点であり、小説の chronologieの指標となるものだが、それと同時に、

背後にある神秘的な観念と結びついているのである。

本章で意図したのは、具体的な日付や月名のみならず「ある日」といった暖昧なものを

も含めた時間標識のなかに、小説の chronologie以上のものを読み取ろうとしたことであ

る。この小説の時間を支配しているのは、神としての太陽であり、太陽神はときにはそロ

ック神と一体となって猛威を振るう。暴力の神、復讐の神とされるモロック神と融合した

太揚が、傭兵反乱が描かれたこの小説で、時間の主要なリズムをもっくりだしていること

は自然なことであろう。もちろんその中に月の神タニットなどが介入したり、あるときに

は占星術に結び付く月名が出てきて、小説全体をかたちつくっているのである。サラムボ

ーやマトーとし、った登場人物が近代的な意味で個性的な人物では全くなく、つねに背後に

いる神に動かされて行動している印象を与えるのと同様に、時間の構造やりズムもまた背

後の神や神秘的なものに支配されていると言えるだろう。
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第3章 『感清教育』における空間と主語

『感情教育Jl(1869)は、ノジャン、フォンテーヌブローなどが舞台になる場面もあるも

のの、本質的には fパリの偉大な小説JCle grand roman parisien) 1)であることは論を侠

たない。それは単にパリの街が主要な舞台だということにとどまらず、フレデリックにと

って「唯一の場所J(ES， p.120)と記されるように、彼はこの街の大通りや、行きかう馬

車や、カフェや、レストランや、舞踏会などに身をゆだねることによってのみ、生を感じ

る人間として措かれているからである。この小説におけるパリを扱った研究は少なからず

あり、たとえばベノレナーノレ・マソンはフレデリックが左岸から右岸へと住岩を変えるのに

対し、アルヌーは逆に右岸から左岸へと移っていくなど、セーヌ河を軸にして物語が展開

していくことを指摘しているし、 2) マリ~=クレール・パンカールはフローベールが 1840

年代のパジの姿に、オスマンによって大きく変貌をとげた後のパリの要素を巧みに織り込

んでテクスト上のパリ空間をっくりあげたと述べている。 3)また、ピエール・ブルデュー

は『芸術の規開Jにおいて、パリという空間に「権力場Jを読み取り、 「この構造化され

階層化された空間の中で社会的軌道のうち上昇軌道と下降軌道がはっきり墜別されるJこ

とを指摘している。 4)

しかし本章で民指すのは、登場人物の足取りをパリの地図の中に追うことでも、二月革

命以前のパリと第二帝政期のパリを比較することでもなくて、素亘にテクストに沿って、

パリという空間とりわけ室内空間がどのように表象されているか、フレデリックはどのよ

うにして新たな空間に入っていくのか、どのようにして出ていくのかをたどっていくこと

である。特に、主人公が新たな空間に入るとき、何が主語(主体)として選ばれているの

か、どのような表現が用いられいるかといった言語上の問題にも踏み込んで、各々の空間

の意味するもの、さらには小説全体の空間的な構造を探ろうとする試みである。

1) P. M. Wetherill， << Paris dans L'Education sentimenta1e ))， in F1auberι1a femme， 1a vi11e， 
PUF， 1983， p.123. 
2) Bernard Masson， << Paris dans L'Education sθntimenta1e rive gauche， rive droite ))， in 
HistoI1・θ et1angage dans L'Education sentimentale de F1aubert， C.D.U. et SEDES， 1981， 
pp.123嶋128.
3) Marie-Claire Bancquart， << L'espace urbain de L'Education sentimenta1e interieurs， 
exterireurs ))， in F1aubert， 1a femme， 1a vi11e， PUF， 1983， pp.143“157. 
4) Pierre Bourdieu， Les reg1es de 1'al.t : genese et SU'ucture du champ litt白'a11玖 Seuil，1992， 
p.71. 
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ダンブルース、邸

小説冒頭、フレデリックが船の上から眺めたパリはすぐさま物語から消え (E8， p.47)、

彼にとって実際のパリでの生活が始まるのは、第l部第3章、ノジャンでの瞬人ロック者

人の紹介状を携えて、アンジュー通りにあるダンブルーズ邸を訪関するときからである。

訪問の場面は8つの段落からなるが、まずその 6つを引用する。

Quand il eut pousse une des deux portes coch色res，il traversa 1a cour， gravit 1e 

perron et entra dans un vestibu1e pave en marbre de cou1eur. 

Un doub1e escalier droit […] s'appuyait contre 1es hautes murailles en stuc 

1uisant. Il y avait， au bas des marches， un bananier L..J. Deux cande1abres de 

bronze tenaient des globes de porce1aine L..J ; 1es soupiraux des ca10rifiらresbeants 

exha1aient un air 10urd ; et l'on n'entendait que 1e tic tac d'une grande horloge L..J. 

Un timbre sonna ; un va1et parut， et introduisit Frederic dans une petite pi色ce，

ou l'on distinguait deux coffres.forts L..J. M. Dambreuse ecrivait au milieu sur un 

bureau主cylindre.

Il parcourut 1a 1ettre du p色reRoque， ouvrit avec son canif 1a toi1e qui enfermait 

1es papiers， et 1es examina. 

De 1oin，主 causede sa taille mince， il pouvait semb1er jeune encore. Mais ses 

rares cheveux b1ancs， ses membres debi1es et surtout 1a pa1eur extraordinaire de 

son visage accusaient un temperament de1abre. Une energie impitoyab1e 

reposait dans ses yeux glauques L..J. Il avait 1es pommettes saillantes L..J. 

Enfin， s'etant 1eve， i1 adressa au jeune homme que1ques questions sur des 

personnages de 1eur connaissance， sur Nogent， sur ses etudes ; puis i11e congedia 

en s'inclinant. Frederic sortit par un autre corridor et se trouva dans 1e bas de 1a 

cour， auprらsdes remises. (E8， p.62) 

(彼は荊扉になった正門の片方を押し開くと、中庭を横切り、正面の階段をのぼって、色のつ

いた大理石の敷かれた玄関に入った。

[…]二重のまっすぐな階段が、光った漆喰の高い壁にもたれかかっていた。階段の下には

バナナの木があったしJ。二つの青銅の燭台が陶器の球を支えていたし.J。暖房器の口が

開いて重い空気を吐き出していた。大きな時計のチックタックという音しか開こえなかった

〔…]。
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呼ひ'安全が鳴った。従僕があらわれて、フレデリックを小さな部崖に通した。そこでは、ニつ

の金障が自にとまった。ダンブルーズ氏は部屋の真ん中で、巻き込み蓋のついた机で書きもの

をしていた。

彼はロック老人の手紙に屈を通すと、書類を旬んだ布をナイフで開け、書類を調べた。

遠くからは、痩身のせいで、彼はまだ若いように見えた。しかし、まばらな白い髪、揚々し

い手足、とりわけ顔の尋常ではない蒼自さが、衰えた体質であることをはっきり示していた。

依借ない活力が青緑色の屈に指っていた[…]。突き出た頬骨をしていたしJ。

彼はようやく立ち上がると、青年に知人のことや、ノジャンのこと、学業のことについてい

くつか質問をし、それからお辞儀をして、帰ってもらうようにした。フレヂリックは別の廊下

を通って出て、中農の下手の馬車小屋のそばに来た。)

言語の商で興味深いのは主語の使い方である5)。第 1段落の4つの動諦の主語はすべて i1、

つまりブレデリックであるのに対し、第2段落から第5段落までは彼は主語にはなってい

ない。引用の最後の文の((Frederic sortit >>は明らかに第 1段落の((i1 […] entra>>に呼応し

ているが、両者の聞にはフレデリックが主語になる文がない。作家はたとえば、((Un timbre 

sonna >>の代わりに((Fre必ricsonna>>と書いたり、あるいはダンプノレーズ、氏の質問に対し

てαi1repondit telle ou telle chose >>と書くこともできたのに、そうはしなかった。フレデ

リックが主語としては用いられないということは 作者が彼を自動人形のように描こうと

したことを意味するにちがいない。その意図をより明らかにするために、何が主語として

用いられているのかを見てみよう。((i1 […] entra >>とαFredericsortit >>の間の 18の主語の

うち、ダンブルーズ氏(代名詞も含めて)が 6回、従僕が I匝、 onが2回、非人称、の i1

が1回、それら以外の名詞(r階段J r燭台j等)が8問、使われている。二度使われて

いる on(αl'on n'entendait que 1e tic tac >>，αl'on distinguait deux coffres-forts >>)は、少々

奇妙な用法のように思われる。というのも、時計の音を開くのも、金庫を目にするのも、

フレデリック一人であり、特に distinguerには見分けるとしづ視線の能動性が感じられる

だけに、主語を i1(あるいは 1ejeune homme等)にする方がむしろ自然だからである。

この onがダンブルーズ家に出入りする人々をも含むならば、ここでフレデリックはその

5)ピエーノレ・コニーも『感清教育』に欝する書物の中で主語を扱っている (PierreCogny， 
L'Education sentimentaJ.θ" le monde en creux， coll.αThemes et Textes >>， Larousse， 1975)。し
かし、この本は彼の言う la<< plurilectur・e沖 (ibi瓦， p.9)を実現するために、さまざまな方法論を
混ぜ合わせたものであり、主語に関する分析も部分的にしか (ibid.，pp.85-86， p.251)おこなっ
ておらず、それも成功しているとは言い難い。
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ような人々の中に埋没していることになる。

上記の場面に続くこつの段落を見てみよう。

Un coupe bleu […] stationnait devant le perron. La portiらres'ouvrit， une dame 

y monta et la voiture， avec un bruit sourd， se mit a rouler sur le sable. 

Frederic， en meme temps qu'elle， arriva de l'autre co凶， sous la porte coch色re.

L'espace n'etant pas assez large， il fut contraint d'attendre. La jeune femme， 

penchee en dehors du vasistas， parlait tout bas au concierge. Il n'apercevait que 

son dos， couvert d'une mante violette. Cependant， il plongeait dans l'interieur de 

la voiture […]. Les vetements de la dame l'emplissaient ; ilぜるchappaitde cette 

petite boite capitonnee un parfum d'iris […]. (E8， p.62) 

(青い箱型馬車が正面措段の前にとまっていた。扉が開いて、一人の婦人が乗ると、馬車は鈍

い音をたてて砂の上を走り始めた。

フレデリックは、馬車と問時iこ、正門の反対側に来た。場所があまり広くないので、彼は待

っていなければならなかった。若い女性は小窓の外に身をかがめて、門番に低い声で話してい

た。彼には紫色のマントに覆われた背中しか見えなかった。しかし、彼は馬車の中を馬車の中

を覗きこんだ[…]。婦人の衣装が中いっぱいにひろがっていた。この布張りの小さな箱から

アイリスの芳香がもれていたし.J 0 ) 

最後の段落の最初の二つの文がフレデリックを主語としていて、彼のいる位置や周りの状

況をあらわしていることは、さきほど引用した最初の段落の文と同じである。この最後の

段落と、上記の 6つの段落とで異なるのは、 onではなく、 ilが婦人(ダンブルース、夫人)

の背中を、そして彼女が鹿る馬車の内部を見ることである。両者とも同じフレデリックが

見ているのだから、 onから ilへの移行は主体 (sujet) と客体 (objet)との関係の変化の

ためだと考えざるをえない。ここでフレデリックは馬車の中に入ったダンブルーズ夫人を

覗きこんでいるのだから、覗き行為とともに、主語はonから ilへ移行したのだと考える

ことができるだろう。

この覗き行為と主語の移行に関する仮説を確認するために、第2部第2章におけるダン

プ?ルーズ邸へのこ慶自の訪賄の場面を見てみよう。

Le banquier， comme la premiere fois， etait assis a son bureau L..J.…] 

L.J Frederic observa surtout deux coffres monstrueux […]. Il se demandait 
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combien de millions y pouvaient tenir. Le banquier en ouvrit un， et 1a p1anche de 

fer tourna， ne 1aissant voir a l'interieur que des cahiers de papier b1eu. (ES， 

p.175) 

(銀行家は、最初のときのように、机にむかつて座っていた[…]0 […] 

[...]フレデリックはとりわけ二つのとてつもなく大きな金庫に自をむけた。何百万くらい

そこに入るのかと思った。銀行家はそのうちの一つを開けた。鉄の板が盟ると、中に青い紙の

綴りだけが見えた。)

最初の訪問と同様、フレデリックは二つの金庫に自をとめるのだが、ここでは、間じ部屋

の開じ金庫であるにもかかわらず、 onではなく、 Fredericとilが主語になっている。彼

はダンブルーズ氏が開けた金慮の中にいくらくらいのお金が入っているのかと思いながら

盗み見ているのだから、やはり覗き行為をしていることになる。最初の訪問でも、フレデ

リックが馬車の中を覗いたときに、主語が onから i1に移行していたのだから、覗き行為

と主語の変化の間には密接な関係があることになる。

ところで、覗き行為をした二つの場面において、ブレデリックは求める対象を見ること

に必ずしも成功していない。ダンブルーズ夫人は背中しか見えなかったし、金庫の中身も

札束ではなく、青い紙の綴りが見えただけである。見たいと思っていたダンブルーズ、夫人

のすべてと金庫の中身を見るのは、第3部第4章である。すでにフレデリックの愛人にな

っている(ということは彼は夫人のすべてを見たことになる)ダンブルーズ夫人が、自分

にすべての財産を譲ると書いているはずの遺書が見当たらないと告げる。

Les deux coffres-forts baillaient， defonces a coups de merlin， et elle avait 

retourne 1e pupitre， fouille 1es p1acards. secoue 1es paillassons， quand tout a coup， 

poussant un cri aigu， elle se precipita dans un ang1e ou elle venait d'apercevoir 

une petite boite […] ; elle l'ouvrit， rienl 

、，z
z
J
• • • r-zz

L
 

-n (=le testament) est peut欄etreailleurs ? dit Frederic. 

- Eh non 1 i1 etait 1主 dansce coffre-fort. Je l'ai vu dernierement. n est 
br金1e1 j'en suis certaine 1 (EB， pp.363・364)

(二つの金庫が斧で害IJられて、あんぐり口を開けていた。書き物机をひっくり返し、戸棚をか

き田し、靴ふきを振るっていたが、そのとき出し抜けに、小さな籍を見て、鋭い叫び声をあげ
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ながら、部屋の隅に駈け出した〔…]。開けたが、何もない!

し.J

f遺書はたぶん他のところにあるのでしょうJと、フレデリックは言った。

九、いえ、あったのよ、この金庫の中に!私この間見たの。燃やしたんだわ!きっとそうよ!J) 

「私この関見たのJというダンプ、ルーズ夫人の言葉は、彼女が夫の死の前に遺書を盗み見

たことを示している。夫人もフレデリックと間じ金庫の中身を覗き、しかも金庫を壊すこ

とによって中身を暴いたということは、無意識であるのせよ、彼の共犯者ということにな

る。もちろん二人ともダンブルーズ氏の財産を求めているのだが、見たいと思う具体的な

対象は、フレデリックの方は金庫に入っているはずの「何百万Jという札束、夫人の方は

「遺書Jという点で、微妙に違っている。第2部第2章でフレデリックが実際にみた「青い

紙の綴り」は夫人の見たがっていた遺書(あるいはそれに類する書類)だ、ったかもしれな

いが、とにかく、結果としては、二人ともそれぞれ目指す対象に到達することはできない

のである。

以上、ダンブルーズ、邸における三つの場面の分析を通して、主語に関して 3つの段階が

浮かび上がる。1)本来フレデリックが主語になるべき場面で on(邸に出入りする不特定

の人々)の中に埋没している。 2)フレデリックが馬車の中、あるいは金庫の中を覗きこも

うとすると、主語は ilとなる。 3)別の人物(ダンプ、ノレーズ夫人)が彼の覗き行為に無意

識に加担して、金庫の中身を暴いてみせる。また、これら三つの場面でいずれも「箱j が

問題になっていることが分かる。最初の訪関で、ブレデリックは金庫((coffres ))を自にする

し、馬車も「この小さな箱Jαcettepetite boite )) (E8， p.62)と表現される。二度目の訪

問でも金庫が再び議場するし、第3部ではその金庫が壊され、その代替物として、ダンブ

ルーズ夫人は部屋の隅にある「小さな籍」 αunepetite boite )) (ES， p. 364)を見つけ、そ

の中を開ける。これらのことから、フレデリックという見る主体 (sujet)と見る対象

(objet)を次のように整理することができるだろう。まず彼は籍のかたちをした閉ざされた

空間の前で onの中に埋没しており、次に箱の中身をちらつと覗き見たとき、 onから ilが

浮かび上がり、やがて別の人物が覗きの共犯者となって中身を見せてくれるが、目指す対

象にたどりつくことはできない。フレデリックと彼が中身をみたいと思う箱との関係を図

式化すると、 on→ il(ロvoyeur)→ il+ un[e] autreとなる。このような基本的な図式は

他の空間の場合もあてはるのかどうか、 )1慎に見ていこう。
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アルヌ…の自と住居

第 1部第3章、ダンブルーズ邸を出たフレデリックはモンマノレトル通りのアノレヌーの庖

の前を通りかかる。

[…] i1 s'avanca vers 1a boutique i1 n'entra pas， cependant， i1 attendit qu'elle 

(コMmeArnoux) parut. 

L.J On apercevait， contre 1es murs， de grands tab1eaux， dont 1e vernis brillait， 

puis， dans 1e fond， deux bahuts […] ; un petit escalier 1es separait， ferme dans 1e 

haut par une portiere de moquette [..J. (E8， p.63) 

し.J彼はj苫の方に歩いていったが、中には入らず、あの人があらわれるのを待った。

[…]壁にはニスの光る大きな絵が、そして奥には二つの戸棚が見えた[…]。小さな階段

がこつの捌の間にあり、上の方はそケットのカーテンでふさがれていた[…J0 ) 

第2段落が示すように、ここで庖の中を見ているのはonであり、 onのまなざしは壌の絵

から、!苫の奥の二つの戸棚を経て、階段の上の方へと移っていくが、カーテンが掛かって

いてその先には行かない。ブレデリックが見たいと思っているのは、壁にかかった絵や戸

棚の装飾品などではなく、船の上で出会ったアルヌ一夫人の姿なのだが、階段の上の方は

<<ferme >>になっていて、彼女がいるはずの場所は全く見えない。これはちょうどダンブル

ーズ邸の金庫を前にしたフレデリックと同じ状況であり、主語が i1ではなく、 onになって

いるのも告葉ける。

この階段をフレデリックが上がるのは第1部第4章、ユソネという友人の紹介で彼はア

ルヌーの仕事場に入る(<Frederic traversa 1a boutique， monta l'escalier >> (E8， p.73)。

ダンブルーズ邸の玄関に入る場合と同様に、ブレデリックが主語になっているが、この文

の後、<<Frederic accompagna Pellerin >> (E8， p.76)という文とともに彼が外に出るまで、

会話の中を除く 89の主語のうち、フレデリックが主語になるのは2匝だけである。その

こつの例を以下に引用する。

Cette paro1e ramena 1a pensee de Frederic sur Mme Arnoux. Sans doute， on 

penetrait chez elle par 1e cabinet pres du divan ? Arnoux， pour prendre un 

mouchoir， venait de l'ouvrir ; Frederic avait apercu， dans 1e fond， un 1avabo. (E8， 
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p.74) 

(この言葉はフレデジックの考えをアノレヌ一夫人に連れ戻した。たぶん、長椅子のそばの小部

屋を通れば彼女の部屋に入ることができるのだろう。アノレヌーはハンカチを取りに小部屋を開

けたところであった。フレデリックは奥の手洗い台を居にとめた。)

La porte， prらsdu divan， s'ouvrit， et une grande femme mince entra L..l. 

、EE
E
J
• • • rzgt 
Arnoux [..J conduisit M11e Vatnaz dans 1e cabinet. 

Frるdericn'entendait pas 1eurs paro1es ils chuchotaient. Cependant， 1a voix 

髭minines'e1eva : 

- Depuis six mois que l'affaire est faite， j'attends toujours 1 (ES， pp.75-76) 

(長椅子のそばの扉が聞き、背の高い痩せた女性が入ってきたしJ。

[...J 

アルヌーは[…]ヴァトナ嬢を小部屋に連れて行った。

フレデリックにニ人の話は関こえなかった。二人はひそひそ話をしていた。そうする聞に、

女性の声が高くなった。

「事が決まってから 6ヵ月、わたしずっと待っているのよ。 J) 

最初の場面で、ブレデリックはアノレヌー夫人がし1ると信じる小部屋の中を扉の隙間から覗

き込むのだが、次の場面でこの小部屋の扉が開き、中から出てきた女性は夫人で、はなく、

ヴァトナ嬢である。そして二人のひそひそ話がよく韻き取れないにもかかわらず、グァト

ナ嬢が高い声でしゃべった言葉が聞き取れたということは、プレデリックは二人の会話を

開き取ろうとしている問、耳をそばだてていたのであろう。おそらく彼は、二人の会話か

ら少しでもアノレヌー夫人に関する情報を得ようと必死であったのだと恩われる。このよう

にフレデリックは、主語として Fred紅白が用いられている二つの場面で、愛する女性がし、

る空間を求めて、覗き行為をしているだけでなく、立ち聞きもしているのである。

しかし、数日後、 α[…]e11e s'en retourne chez e11e， a 1a maison }} (E8， p.79)というア

ノレヌーの言葉によって、夫人がモンマノレトル通りに住んではいないことを知り、フレデリ

ックはそれまで全く見当違いの空間を探索していたことに樽然とする。しばらく後、突然、

アルヌーが自宅に招待すると、彼はショワズーノレ通りへと向かう。

Frederic s'arreta p1usieurs fois dans l'esca1ier， tant son caur battait fort. Un 

55 



第 I部

de ses gants trop juste eclata et， tandis qu'i1 enfoncait 1a dechirure sous 1a 

manchette de sa chemise， Arnoux， qui montait par derriere， 1e saisit au bras et 1e 

fit entrer. (E8， p.83) 

(フレデジックは階段の途中で何度か立ち止まった。それほど心臓がどきどきしていたのであ

る。手袋の片方がきっちりしすぎて、はじけてしまった。その裂け目をシャツの袖口に押し込

んでいると、アルヌーが後ろから上がってきて、彼の腕をとり、中に入れた。)

ここで扉を開けるのはフレデリックではなく、アルヌーである。先に見たようにフレデリ

ックがアルヌーの屈の階段の上を見るときは onの中に埋没していたが、その階段の上に

ある二階の小部屋の中を覗き込み、そこから出てきた女性とアルヌーの会話を立ち開きす

るときは Fredericが主語になり、最後に臣指す空間を開けるのはアルヌーの役目になる。

アノレヌーの活および住居の場合も on→ il(=voyeur)→ i1 + un[e] autreとしサ図式が成

立しているのである。ただし、ダンブルーズ邸の場合は常に同じ部屋、同じ金庫が開題に

なるのに対し、アノレヌ一夫人探しの行程では、はじめブレデリックは夫人の住まいではな

い場所を見、覗いていて、アルヌーの言葉によってはじめて自分の求めていたものが違う

場所であることを教えられる。そして、 unautreであるアルヌーは、ダンブルーズ夫人が

金庫を開けるのと同じく、扉を開けるのだが、夫の遺書を見つけられないダンブルーズ夫

人とは異なり、本当にアルヌー夫人がいる空間にブレデリックを導くのである。

ところで、このアルヌ一家への最初の訪問の中で、フレデリック(代名詞を含めて)は

20回主語になる。アノレヌーの活の二階を訪れたときは 2回しかなかったことを考えると、

かなり数が増えていることになる。続く場面、たとえば第1部第5章のサン口クルーの別

荘へ招待される場面では 27盟、第2部第 1章ではils(=Frederic + une autre personne) 

を含めると 29屈になる。最初のアルヌ一家の訪需の後、フレデリックが主語になる回数

に大きな変化がないということは、この最初の訪需が一つの大きなステッフ。で、あったこと

を示している。

アルヌ一夫人を求める旅はまだ続き、今震は二人だけでいる空間を求める。ある呂アノレ

ヌーが旅行に出かけたことを知り、フレデリックはショワズール通りに赴く。

11 monta vivement l'escalier， tira 1e cordon de 1a sonnette L..l 

[…] Un carillon retentit， s'apaisa par de俳句 etl'on n'entendait p1us rien. 

Frederic eut peur. 
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Il colla son oreille contre la porte ; pas un souffle! Il mit son田ilau trou de la 

serrure， et il n'apercevait dans l'antichambre que deux pointes de roseau， sur la 

muraille， parmi les f1eurs de papier. Enfin， il tournait les talons quand il se 

ravisa. Cette fois， il donna un petit coup， leger. La porte s'ouvrit ; et […] Arnoux 

lui-meme parut. (ES， p.98) 

(彼は勢いよく階段を上がり、呼び鈴の紐を引いたしJ。

〔…]鐘の音が響きわたった。だんだんと静まり、もう何も関こえなくなった。フレデリッ

クは恐怖を感じた。

彼は扉に耳を押しつけてみた。こそりとも音がしなし、!被は目を鍵穴にあてたが、控えの聞

に壁紙の花模様の間に二本の葦の先が見えただけだった。ようやく彼は躍を返そうとしたが、

思い直した。今度は軽く、ちょっと叩いた。扉が聞いた。そしてしJアルヌー自身があらわ

れた。)

第2段落、閉じた扉の前で、((l'on n'entendait plus rien>>と、 onが用いられ、その次にブレ

デリックはおそらくアルヌー夫人が病気にでもなったのかという恐怖にとらわれ、次の段

落で ilが聞き耳をたて、鍵穴から覗きこむ。そしてここでもまた unautreであるアルヌ

ーが扉を開けてフレデリックを中に導き入れるのだから、先懇と同じ関式が成り立つこと

になる。ただ、最初の訪問のときと同じ空間でありながら、求める対象であるアノレヌー夫

人はそこに不在であり、フレデリックは意気阻喪する。

彼が夫人と二人きりになる空間に入ることができるのは第1部第5章、サン=クノレーの

別荘へ招待される場面である。まず、別荘の敷地へ入るとき、 αLaporte de la grille etant 

ouverte， Frederic entra .>> (E8， p.112)と書かれているように、格子の円はすでに開いて

いる。この門はおそらくいつも開けっ放しというわけではなく、客人が来るのを見越して

アルヌ一家の誰かが開けたのであろう。やはり un[e]autreがフレデリックを導き入れた

のである。この別荘で、ブレデリックはアルヌー夫人に思いを打ち明けるわけではないが、

少なくともここで二人の需に親密さが芽生える。

Ils causらrentde ce que l'on disait. Elle admirait les orateurs ; lui， il preferait la 

gloire des ecrivains. L..J 

[…] C'etait la premi訂efois qu'ils ne parlaient pas de choses insignifiantes. 

(E8， p.114) 
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(披らは皆がしゃべっていることについて話した。彼女は弁舌家たちに感嘆し、彼は作家の栄

光を好んだ。[…]

[…]彼らが無意味でないことを話したのは初めてだった。)

フレデリックとアノレヌー夫人は他の招待客とは離れて話しているが、このようなつながり

は、引用最初の文において、主語ils(コFrederic+ Mme Arnoux)と他の招待客たちをあら

わす onの分離というかたちで明確化されている。この小説でフレデリックとアノレヌ一夫

人がilsとして初めて使われれているこの場甜で、ようやく主人公の青年はonから離れて、

自指す女性のいる空間に入ったので、ある。

しかし、このような空間はフレデリック家の破産状態が分かつて (E8， p.119)あっけな

く潰え、 3年間のノジャンでの生活、そして叔父の遺産相続の通知 (E8， p.126)とともに

第 1部は終わる。

空間の中のフレヂリック

第2部冒頭、パリに庚ったフレデリックはアノレヌーの家に駆けつけるが、住居が変わっ

ていて、再びアノレヌー夫人を探すべく、パリの街をさまよう。アノレヌーの住所を知ってい

るはずのノレジャンパールをカフェで待つ。

La pluie sonnait comme grele sur la capote du cabriolet. Par l'ecartement des 

rideaux de mousseline， i1 apercevait dans la rue 1e pauvre cheva1 L..L …] 1e 

cocher s'abritant de 1a couverture， sommeillait ; mais， craignant que son bourgeois 

(=Frederic) ne s'esquivat， de temps a autre i1 entr'ouvrait 1a porte L..]. (E8， 

p.135) 

(雨がカブリオレ馬車の幌の上にあられのような音をたてていた。モスリンのカーテンの!謀関

から、彼はあわれな鰐が通りにいるのを見ていた[…]0 [...J御者は毛布をかぶってうとう

としていたが、自分のお客さんが逃げはしないかと心記して、ときおり扉を少し開けたし.J。

2番目の文が示すように主語i1としてフレデリックはカーテンの験問から外でじっと待

っている馬を見ているが、これは必ずしも覗き行為とはいえない。覗いているのはむしろ

御者であり、カフェの中にいるフレデリックの姿を確認するために扉を開いている。主人

公の青年は今や((bourgeois >>で、あって、見られる対象なのである。先に見た場聞とは異な
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り、 ilの方が閉じた空関の中にいて、 unautreが扉を開けてフレデリックのいる空間を覗

き込んでいる。

やがてカフェの主人からノレジャンパーノレの馴染みのカフェではないことを知ったフレデ

リックは、再び探索を開始し、ょうやくアルヌーがパラディ=ポワソニエーノレ通りに住ん

でいることを知り、そこに駆けつける (E8， p.136)。苦労の末、やっと見つけ出したアル

ヌ一家であったが、フレデリックには「アノレヌー夫人と以前見知っていた環境でまた会う

ことができないと、彼女は何かを失ってしまったように、位が下がったようなものを漠然

と持っているように、要するに同じ女性ではないように思われた」のである (E8， p.137)。

「以前見知っていた環境」 αlemilieu 0むill'avaitconnue >>という表現は、フレデリック

のアノレヌ一夫人に対する感情がいかに空間に結びついているかを示している。彼は夫人と

二人きりでいて、思いを打ち明ける空間、さらに自分の愛人にする空間を新たに探してい

かなけばならない。

この 3年ぶりの再会から、第2部第6主主でオトゥーユの53IJ荘において親密な関係になる

(E8， pp.269-272)まで、ダンブルーズ邸の三つの場面や第 1部で見られた on→ il 

(=voyeur)→ il十 un[e]autreという図式は見られない。逆にフレデリックは覗き行為に

類することをされる方になっている。たとえば、アルヌ一夫人は、夫のアルヌーが「彼ら

を二人きりで残していってから、震ってきて扉のうしろから開いていたが、二人とも差し

さわりのない話をしているので、そのとき以降は安心している」とフレデリックに諮る

(E8， p.273)。このようにアルヌーが開き耳を立てる行為は、第2部第1輩で御者がカフェ

の扉を開けて中を覗き込むのと同様に、unautreがフレデリックのいる空間を外から探っ

ているのである。また、御者が覗き込む空間が本当に主人公が望む対象を得る場ではなか

ったのと同じく、アノレヌーの家の空間も、アノレヌー夫人が一緒にいるにもかかわらず、フ

レデリックが求める空間で、はなかった。第2部第6章で彼は恋の「証拠j を見せてほしい

と言って夫人に迫り、逢引の約束を敢り付ける (ES，p.274)。

トロンシェ通りのホテルに部患を借りたフレデリックは約束の時間に夫人を待つが、夫

人は来ない。彼は自暴自棄になり、翌日ロザネットの住まいに行き、午後は革命に沸き立

つ群衆を窓から眺める:(( Ils passerent l'apres-midi a regarder， de leur fenetre， le peuple 

dans la rue. >> (E8， p.281)。この主語のils(=Frederic + Rosanette)は第1部第5章の ils

(=Fr付紅白+Mme Arnoux)に入れ替わるように登場している。二人は外に出て、 トロン

シェ通りに向かう。
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Alors， par un raffinement de haine， pour mieux outrager en son ame Mme Arnoux， 

i1 l'(=Rosanette) emmena jusqu'主l'hote1de 1a rue Tronchet， dans 1e 10gement 

prepare pour l'autre. (EB， p.282) 

(そのとき、憎悪が極まり、心の中でアノレヌ一夫人をよりひどく侮辱するために、彼はロザネ

ットを、 トロンシェ通りのホテノレへ、]3IJの人のために用意した部屋の中に連れて行った。)

引用の最後のは'autre>>は雷うまでもなくアノレヌー夫人である。トロンシェ通りのホテルの

部屋は夫人との秘密の愛をたのしむためにつくった空間であったが、愛情はわ憎悪Jに変

わり、彼女は「別の人Jになってしまう。もちろんこの l'autreは、フレデリックが空間

に入るのを手伝ったり、あるいは空間の中にいる彼を覗き込んだりした un[e]autreとは

別物であって、愛の対象そのものがいわば疎外された姿である。新たな ils(=Frederic + 

Rosanette)の構築とともに、そこから夫人はl'autreとして排除されてしまう。 トロンシ

ェ通りの部屋を誰が部屋を開けたのかは上記の場面では記載がないが、 「彼は部崖の鍵を

ポケットに入れたJ(EB， p.275)とあるのだから、間違いなくフレデリック自身が開けた

のである。このようにして主人公にとって究極の空間になるはずだったトロンシェ通りの

部屋を彼自ら開けて、その空間の価値を否定してしまう。

フレデリックはこうしてアノレヌー夫人のことをあきらめるのだが、第3部第2章では、

彼女に再び会う。ダンプツレーズ家の夕食に招待されたフレデリックは偶然アノレヌー夫妻と

閉じテーブノレになるが、夫人に対してまだ恨みをもっていて、二人のやりとりはぎこちな

いものとなる (EB， p.330)。それは第 1部第 6章から第 2部にかけてあらわれた i1s

(コFred紅白+Mme Arnoux)という主語がこの場面では存在しないことでも示されている。

この i1sとしづ指標が再びあらわれるのは第3部第3章、フレデリックがアノレヌ一家を訪

ね、再び偶然夫人と再会するときである。

Elle 1e regarda froidement. 

- Vous oubliez l'autre […] La femme dont vous avez 1e portrait， votre 

maitresse. 

、，aa
J
• • • rsL 
Un sang10t de tendresse l'avait sou1evee. Ses bras s'ecarterent et ils 

s'etreignirent debout， dans un 10ng baiser. 

60 



第3主主 『感情教育』における空間と主語

Un craquement se fit sur 1e paquet. Une femme etait pres d'eux， Rosanette. 

L..J 

L..J 

-Al1ons， viens 1 

-Ah 1 oui 1 c'est une occasion 1 Partez 1 Partez 1 dit Mme Arnoux. 

Ils sortirent. (ES， pp.342・343)

(夫人は彼を冷たく見つめた。

「あなたは別の人をお忘れよ。[…〕あなたが詩像画をお持ちのあの女性、あなたの恋人!J 

[...J 

情に動かされてすすり泣きながら彼女は立ち上がった。両腕が聞いた。彼らは立ったまま、

長い口づけに、抱きしめあった。

きしむ音が床の上にした。ひとりの女性が二人のそばにいた。ロザネットだ。

L..J 

「さあ、行くわよ。 J

「ええ、いい頃合いですわ。行ってください、行ってください。」とアノレヌー夫人が言った。

彼らは外に出た。)

今度はアノレヌ一夫人が最初の言葉で、ロザネットをは'autre>>と呼ぶ。夫人はフレデリック

を突き放そうと彼の愛人のことを持ち出しているのだが、彼の真撃な言葉に情が移り、彼

と抱き合って口づけをする。結果としてみると、ロザネットをαl'autre>>として排除するこ

とによって、<<ils s'etreignirent >>でi1s(ェFrederic+ Mme Arnoux)が再び構築されてい

るのである。そこへいつの間にかロザネットがやってくる。彼女がどのようにしてこの部

屋まで、やってきたのか明確ではないが、とにかく彼女はフレデリックとアルヌー夫人の話

を立ち聞きし、二人が抱き合う姿を盗み見していたのである。このように l'autreは ils

(=Fred紅白十MmeArnoux)のいる空間を覗き込んで、さらにその空間を否定してしまう。

そして最後のαIlssortirent >>で、 i1s(コFrederic+ Rosanette)が再び構築される。

空間の中に入る人物たち

フレデリックがアノレヌ一夫人と抱き合う場面の後、第3部第6章の夫人の最後の訪問ま

で、ニ人が直接会うことはなくなるのだが、その間にも彼がアノレヌ一家を訪れる場面はあ

る。第3部第4章の終わりで、ベノレランはアノレヌーが多額の負債を抱えていて、夫人とと
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もにパリを離れないといけなくなるかもしれないと、ブレデジックに教える。彼はダンプ

ノレーズ、夫人から金を借りて、パラディ通りのアルヌーの家に駆けつける。

{…] Frederic， ayant monte l'escalier comme une f1らche，colla son oreille contre la 

serrure. Enfin， on ouvrit. Madame etait partie avec Monsieur. La bonne 

ignorait qund ils reviendraient L..]. 

Tout a coup un craquement de porte se fit entendre. 

- Mais il y a quelqu'un ? 

- Oh ! non， monsieur! C'est le vent. (ES， pp.380・381)

(フレデリックは階段を矢のように駆け上がって、鍵穴に耳を押し付けた。ょうやく入口が開

いた。奥様は旦那様と出かけられた。二人がいつ鹿るのかは女中には分からなかった[…〕。

突然、扉のきしむ音が間こえた。

「でも誰かいるのでは ?J

川、いえ。あれは風です。 J) 

第 l部第 5章でショワズール通りのアルヌーの家の閉じた扉に耳を押し当てた (ES，

p.98)のと同様に、フレデリックは再び開き耳を立てる。藤が開いて、女中がアノレヌ一夫

人は夫と出かけて、いつ戻るか分からないと言う。第1部第5章で、アルヌーが出てきて夫

人が不在であることが分かつたのと閉じ結果になっているようだが、実はそうではない。

約 16年後フレデリックの家を訪れたアルヌー夫人は当時の状況を説明して、 「自分は彼

が中薙を通るのを見て、隠れたj と言う:(( Elle l'avait apercu dans la cour， et s'etait 

cachee.>> (ES， p.393)。この夫人の言葉からは夫人がどこに隠れたのかは判然とはしないが、

第3部第4章の場面での「扉のきしむ音Jと女中の「あれは嵐ですJという言葉を併せて

考えると、夫人は自分の部屋にいて、入口の扉の陰に隠れていたことが推察される。要す

るに、フレデリックは夫人のいる空関の前にたどりつくのだが、夫人は奥の部屋に閉じも

こって、彼の前に姿を見せることを担んでいるのである。

第3部第6章の夫人の最後の訪問を見てみよう。ブレデリックが一人書斎にいるとき、

夫人が入ってくる :αcommeil etait seul dans son cabinet， une femme entra. >> (ES， 

p.392)。まるで、かつてフレデリックが自分の部屋の中に入ることを拒んだことの埋め合

わせをするかのように、彼の部屋に(おそらく自分で扉を開けて)入ってくる。そしてニ

人はかつての日々について語り合う :α Ilsse racon時間ntleurs anciens jours >> (ES， 
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p.393)。ここで再びils(=Frederic十MmeArnoux)がつくられるのだが、やがて彼は「何

か言い表せないもの、ある反接、近親相姦の恐れといったものJを感じる。そのような感

清に呼応するかのように夫人は、彼の額に母親のようにキスをする :αEllele baisa au 

front comme une mere. }} (E8， p.395)。二人きりの空間をあれほど追い求めていたフレデ

リックであったが、彼の方が「反接」を感じ、 ils(=Frederic + Mme Arnoux)の空間に再

びl'autreを入れてしまう。今度の l'autreはロザネットではなく、「母親」である。 samere 

ではなく、((une mらre)}という不特定の存在をアノレヌー夫人に重ね合わせることによって、

夫人と二人だけの空間を自ら崩壊させてしまう。

夫人は最後に自分の自くなった髪の毛を切って、彼に渡し、 55IJれを告げる。

Quand elle fut sortie， Frederic ouvrit sa fenetre. Mme Arnoux， sur le trottoir， 

五tsigne d'avancer a un fiacre qui passait. Elle monta dedans. La voiture 

disparut. (E8， p.395) 

(彼女が出ていくと、フレデリックは窓を開けた。アノレヌ一夫人は、歩道で、通りがかりの辻

馬車に近づくよう合図をした。彼女は中に乗った。馬車は消えた。)

ブレデリックは自分の部屋という空間に一人いて、アノレヌー夫人が馬車に(おそらく自分

で扉を開けて)乗り込むのを窓から見ている。そして馬車は消え、二度とブレデリックの

いる空間と夫人のいる空間は交わることがない。このようにアルヌ一夫人は閉じた空間に

入り込むのだが、興味深いことにこの小説の登場人物の多くが関じた空間に入ったかたち

で終わる。ダンブルーズ氏は最後には棺桶の中に入るし (E8， p.363)、フレデリックがロ

ザネットと決別するとき、彼は彼女を一人部屋に残して勢いよく扉を閉める :αil五t

claquer la porte vivement. }} (E8， p.386)。ダンプノレーズ夫人に対しでも最後は夫人の乗っ

た馬車の扉を関め、御者に出発の合図をする :αilferma la portiere， il fit signe au cocher 

de partir. }} (E8， p.389)。また、アノレヌーは、ベノレランによれば、破産の後は「豚箱入り」

(( coffre )} (ES， p. 378)だという。皆、いわばフレデリックとは別の籍に入ってしまうので

ある。

本章では、ブレデリックがパリのさまざな空間に入る場詣で、問題の空間がパリのどこ

に位寵するかにはこだわらず、主人公あるいは他の登場人物が対象とする空間とどのよう
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な関係にあるかを見てきた。その捺とりわけ何が主語になっているのか、誰がどのように

扉を開けるのか、あるいはその空間を覗き込むのかに注慢して分析した。ダンブルーズ邸

や第1部で見られたように、最初は onの中に埋没していたフレデリックは、空間の中を

覗き込んだり立ち開きしたりするときに ilとして浮かび上がり、やがて un[e]autreが空

間を開けて中身を見せてくれるが、そこには必ずしも望む対象が望む姿であるわけではな

いので、彼はまた加の空間を探し求める。アノレヌー夫人を対象とするフレデリックの探索

はils(ロFred紅白十MmeArnoux)の構築までは到達するものの、究極の臣的に到達するた

めにつくったトロンシェ通りの空間では愛の対象であるアノレヌ一夫人はl'autreとして排

除され、代わりにロザネットが入る。第3部になると、 ils(コFrederic十MmeArnoux)の

いる部屋にロザネットがl'autreとして覗き込んで侵入し、二人だけの空間を壊してしま

う。最後に再びils(=Frederic + Mme Arnoux)がかたちづくられるものの、フレデリック

はアノレヌー夫人に l'autreとして unemらreを重ねる。こうして、彼の求めてきた空関はす

べて瓦解し、多くの登場人物は箱のような空間に一人取り残されて、探索の旅は終わる。
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フローベールの作品において、登場人物が点める位置や対象との空間的な繭たり・上下

関係が作品の本質に深く関わる問題であることは、すでに多くの批評家によって指摘され

ている。たとえばジャン・ノレーセは『サラムボー』論の中で、作中人物には互いの空間的

な隔たりを保ち続けようとする「距離への情熱j があり、それがサラムボーに象徴される

月とマトーに象徴される太揚との引きつけ合いながらも決して近づくことのない関係に対

応していることを明らかにしている。1)他の小説についても空間的な康標軸に作品を置い

てそこから本質的なテーマを引き出した例は少なくないが、 『聖アントワーヌの誘惑』が

このような角度から捉えられたことはなかった。これは、この作品の内容が砂漠に住む隠

者の一夜の幻という極めて空間的な変化に乏しいものであり、また形式上も戯曲のような

かたちで書かれているために、他の小説作品と異なり、主人公が対象を見る位置や視線の

動きなどが叙述に表れにくいといった理由によるのであろう。しかし、アントワーヌの周

囲の現実空間だけでなく幻のなかで彼が入り込む空間などを仔細に検討していけば、誘惑

の空間的構造とも言うべきものが浮かび上がってくるはずである。

周知のように、 『聖アントワーヌの誘惑』は三度審かれている。 1848年 5月24日に書

き始め 1849年 9月 12日に脱稿したとフローベール自身が記している第 1稿と、『ボヴァ

リ一夫人』の完成後に書かれて一部が『アノレテイスト』誌に掲載された 1856年の第2稿

とは、分量の差こそあるものの、ともに全体が三つの部に分けられていて、基本的には大

きな変化はない。それに対して、 1870年 7月から 1872年 7月にかけて執筆され 1874年

に出版された第3稿は、七部に分けられた全体の構成だけを見ても、明らかに先のニ稿と

は一線を画している。三つの稿を比較分析したアルプレート・パントケは「第 1稿が舞台

を想定しており、第2稿も第1稿にぴたりと寄り添っているのに対して、第3稿は詩的な

もの (Dichtung) を表現しているj と述べ、表現形態そのものにも違いを認めている 2)

1) Jean Rousset， <<Positions， distances， perspectives dans Salammb伽，Poetique nO 6， 1971， 
pp.145・154.. 
2) Alfred Pantke， Gustave Flauberts (( Tentation de Saint Antoine )). Ein Vezまleichder dr，θi 
Fassungen， Leipzig， Selbstverlag des Romanischen Seminars， 1936， p.101.なお、 『聖アント
ワーヌの誘惑Jの三つの稿の比較を主眼とした論文には他に HenriMazel， <<Les Trois 
Tentations de saint Antoine>>， Mercure de France， decembre 1921， pp.626・643や Alfred
Lombard， Flaubert et saint Antoine，前itionsVictor Attinger， 1934 (特に IV重量Lestrois 
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とにかく各々の稿の空間構造を年代傾に検討していこう。

第 1稿

『聖アントワーヌの誘惑Jが実際に舞台で上演するために書かれたものではないことは

明らかだが、パントケが指摘するように第 1稿では舞台的な性格が強く、第 1稿の冒頭部

もできるだけ動詞を省略した舞台描写になっている。

Sur une montagne. A l'horizon， le desert ; a droite， la cabane de saint Antoine， 

avec un banc devant sa porte ; a gauche， une petite chapelle de forme ovale. Une 

lampe est accrochee au-dessus d'une image de la Sainte Vierge ; par terre， devant 

la cabane， corbeilles en feuilles de palmier. 

Dans une crevasse de la roche， le cochon de l'ermite dort a l'ombre. 

Antoine est seul， assis sur le banc， occupe a faire ses paniers : ill色vela tete et 

regarde vaguement le soleil qui se couche. (Tl， p.27) 

(山の上。地平には砂漠。右手に、聖アントワーヌの小震があり、入口の前に腰掛け。左手に、

卵形の小さな礼拝堂。聖母の像の上にランプがかけられている。小屋の訴の地面に、椋欄の葉

の寵。

岩の割れ自の中、隠者の豚が暗がりで、眠っている。

アントワーヌは一人、腰掛けに座り、寵を編む。頭を上げ、沈む太楊をぼんやりと見つめる。)

芝居の幕が上がって観客の自の前に出た舞台装置がすでにドラマのモチーフを暗示するの

と同様、この描写にも誘惑のドラマの発展が準錆されている。最初の「山の上」が舞台と

なっており、そこには、 2番目の文が示すように、者にアントワーヌの小屋があり、左に

礼拝堂がある。 3)小震と礼拝堂とがアントワーヌの生活空間の基点をなすことは明らかで

あり、実際さまざまな誘惑の中でもこの二つの建物は重要な場となる。やがて夜になると、

七つの大罪と論理の悪魔が舞台の右奥にあらわれ、次々と前に進み出ては聖者を誘惑し

(Tl， p.43)、異端者たちも小屋を取り巻いて礼拝堂の方にまで達する (Tl，p.66)。また、第

1部の最後では、三つの対神徳が礼拝堂の入り口にあらわれ (Tl，p.130)、大罪たちの攻撃

Tentations)があるが、いずれも空間的な問題には触れていない。
3)フローベーノレがジェノヴァのパノレピ宮で見たブリューゲルの『聖アントワーヌの誘惑』の絵に

は、右下にアントワーヌがいて左上方に教会堂があった(オネット・オム版全集第9巻の図版2)。
第1稿の礼拝堂の位置はこの絵画の影響を受けたものであろうと思われる。
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からアントワーヌを守ろうとする。このように小屋と礼拝堂を中心として悪魔や大罪たち

と対神徳との争いが農関するのだから、冒頭の舞台描写ですでにアントワーヌをめぐるい

わば戦場としてのこつの建物、あるいはそれらが位置している舞台の右と左という方向性

が提示されていることになる。心

第1段寵の3番自の文で、ランプが聖母の像の上に掛かっているとあるが、しばらくす

るとアントワーヌが礼捧堂で聖母の像を見る場面がある (Tl，p.29)ので、ランプや聖母の

像は礼拝堂の中にあることがはっきりする。また、第2部に入ると、礼拝堂が悪魔たちに

よって壊される場面で悪魔が「この上に飛び上れ、襲壇をひっくり返せ、十字架を砕けJ

(Tl， p.156) と叫ぶ篇所があり、十字架が礼拝堂の上に立っていることが分かる。

冒頭描写の第2段落であらわれる豚は岩の割れ自の陰で、眠っているが、この岩の割れ目

が舞台の左右どちら側なのか、つまり小屋の方なのか礼拝堂の方なのかは示されていなし 10

5)一方、第3段落のアントワーヌは小屋の入口の前の腰掛けに座っており、やがて礼拝堂

に行き、ランプに火をつけて夜の祈りを始め、悪魔の誘惑が始まる。

以上見てきたところから、冒頭の舞台描写の中には誘惑を準備する基本的な空間構造が

示されていることがうかがえる。第 1部では「声Jによる誘惑、七つの大罪の登場、異端

者たちの襲来の後、三つの対神徳が聖者を助けにくる。悪魔の登場で始まる第2部は、礼

拝堂が悪魔たちによって壊され、対神徳が敗れ去った後、盃や短剣による誘惑、三人の女

性、娼婦、羊飼し¥と女性、ディアナ、ネブカドネザノレ、詩人や芸人たち、シパの女王、ス

フインクスとキマイラ、伝説上の部族や11歪物たち、梅や陸の動物が次々とあらわれ、 「物

質になりたしリという望者の叫びに至る。第3部ではアントワーヌは悪魔によって宇宙空

間に運ばれるが、そこから戻ると、死神と淫欲、さらには神々の登場となり、最後には夜

が明け、悪魔は喋笑とともに遠ざかる。このような誘惑の展開と舞台空間との関わりを知

るために、まず「小屋Jがどのようにあらわれているかを検討していこう。

4)ジャンヌ・ベムも小屋と礼拝堂が戦いの場であることを指摘している (JeanneBem， Desir et 
savoir dans l'auvre de Flaubel・t.Etude de (( La 民ntationde saint Antoine ).も Neuchatel，La 
Baconniere， 1979， p.139)が、彼女は『聖アントワーヌの誘惑Jの三つの稿全体を一つのテクス
トとして論を展開しているので、たとえば小屋が各稿でどのように位霞づけられるかなどは閥題
にしていない。
5)パントケはアントワーヌの豚を「獣的なものの具現」としている(AlfredPantke， op.cit.， p.12)。
実捺、豚は聖者を救う側にもまた大罪たちとともに誘惑する側にも属しているわけではなく、聖
者や誘惑者たちの暗黒な部分をさらけ出したような面を持っている。そのような役割が、舞台の
右とも左とも分からない岩陰で眠るという舞台描写の第 2段落ですでに暗示されていると言え
るだろう。
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第1稿全体で、 「小崖j を指す語は 29田用いられているが、それらを第 1部から)1讃に

きi用していくことにする(強調はすべて引用者による)

な)[…] a droite， 1a cabane de saint Antoine L..1. (Tl， p.27) 

(2)[…] par terre， devant 1a cabane， corbeilles en feuilles de pa1mier. (Tl， p.27) 

(3) Il va dans sa cellule chercher deux cailloux qu'i1 frappe l'un contre l'autre L..]. (Tl， 

p.29) 

(4) A mesure que l'une d'elles (=Envie， Avarice， Luxure...) s'est un peu avancee pour 

par1er， elle rentre ensuite avec 1es autres […] du cote de 1a cabane du saint. (Tl， p.43) 

(5) L'AVARICE (( […] tu aurais mis l'argent dans un pot que tu aurais enfoui dans un 

trou， en terre， dans ta cabane […]. )) (Tl， p.49) 

(6) Antoine， dans sa cellule， fremit de tous ses membres. (Tl， p.66) 

(7) Les Heresies augmentent toujours， elles entourent 1a cabane L..1. (Tl， p.66) 

(8) LES HERESIES α[…] sors de ta cabanθL..1. )) (Tl， p.66) 

(9) LES HER岳SIES(( Voi1a bien 10時 tempsque nous cherchons ta dθmθ町 θ…))(Tl， 

p.66) 

(10) Antoine est accu1e dans sa cellule […1. (Tl， p.80) 

(11) Il sort de sa cθ'llule L..1.(Tl， p.80) 

(12) Damis s'assoit sur 1e banc qui est devant 1a cellule L..1. (Tl， p.100) 

(13) Antoine va chercher une cruche dans sa cellule L..]. (Tl， p.100) 

(14) Il va dans sa cellule et en rapporte un morceau de pain noir desseche. (Tl， p.100) 

(15) Les Heresies et 1es Peches reviennent， un a un， devant saint Antoine， qui reste 

assis sur son banc， 1a tete appuyee contre 1a muraille de 1a cabanθL..l. (Tl， p. 127) 

(1)と(2)はすでに引用した冒頭の描写だが、このαcabane))という語が第1部で用いられる

のは、 (4)の七つの大罪の登場とそれに続く (5)の大罪の言葉の中、 (7)の異端者の登場とや

はりそれに続く (8)の異端者の言葉の中、さらに再び大罪たちと異端者たちがあらわれる

(15)の場面のみである。異端者の語る言葉に出てくる(9)の((demeure ))を除くと、残りはす

べてαcellu1e))が用いられている。要するに、最初にアントワーヌや大罪や異端者たちが舞

台に登場したときあるいは再登場したときに、彼らが小麗とどのような位置関係にあるか
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を示す場合と、彼らの言葉のなかにあらわれる場合以外は、小屋を指すのに第 1部では

(( cellule >>が使われているのである。もちろんこれは単に同語反復を避けるための語の入れ

替えではなく、意図的な選択の結果であろう。αcellule>>が使われている場面を見てみると、

(3) (13)(14)ではアントワーヌが火打石や水やパンを取りに入っているし、 (ω(10)では彼は

中に閉じこもって異端者たちの攻撃を避けているといったように、小屋は際、者にとって生

活の場、あるいは敵からの避難所としての役割を果たしていることが分かる。((cellule 抄

はcella(部産)というラテン語の指小辞を語源とする語であるから、小屋の鹿住空間とし

ての性格が表に出てくる笹所で、フローベーノレがこの語を用いたのは適切で、あったと言え

る。((cabane >>や((demeure >>で、は客観的に外から見た建物あるいは住む場所といった感じ

になってしまう。(12)の例では単にダミスの座る腰掛けの位置を規定するのに過ぎないの

だから((cabane >>を使ってしかるべきなのに、それさえαcellule>>が用いられているのは、

この第 1部全体で居住空間としての小屋の性格が強調されているためだと考えることがで

きるだろう。6)

次に第2部:

(16) LE DIABLE (( […] qu'il se traine en rut sur les planches de sa cabane! >> (Tl， p.141) 

(17) ANTOINE (( […] ; je balaie ma casθ[...].>> (Tl， p.176) 

(18) Le soleil parait tout a coup et l'on revoit la demθure d'Antoine telle qu'elle est [...]. 

(Tl， p.191) 

(19) LA REINE DE SABAαTu es peut込trechagrin de quitter ta huttθ? >> (Tl， p.193) 

(20) ANTOINE (( Ou en suis"je ? C'est ici， c'est moi， voila la case... mais la chapelle ? >> 

(Tl， p.198) 

まず自につくのは小屋をあらわす語が第 1部に比べて著しく減少している点である。 7)そ

れもほとんどが話す言葉の中で用いられており、地の文で出てくるのは(18)のみである。

6)第1部では上にあげた例のほかに、大罪たちがアントワーヌに他の生き方があったはずだと
う場面で、彼の住まいが問題になる箇所がニつある:L'AVARICE << Une matrone soigneuse， qui 
menagerait ton bien， qui rendrait propre ta maison )) (Tl， p.45) ; LA PARESSEαDans les 
longues apr主s"midi，tu aurais entendu de ta cellule le bruit lointain des moissonneurs…)) (Tl， 
p.53)。ただし、世話する女がいたり、収穫する人々が見えるなど、いずれも砂漠の真ん中の籍
者の小屋とは別物なので分析の対象から除外した。
7)第2部が第 1部よりやや短いのは事実(オネット・オム版で第工部は 104頁、第2部83頁、第
3部81頁)だが、それを考慮、に入れても第2部における「小屋Jの少なさは捺立っている。
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これは、たとえば三人の女性があらわれるときもαdevantsaint Antoine>> (Tl， p.180)と

書かれるだけだし、アントワーヌが気を失うところもαaupremier p1an >> (Tl， p.182)と

なっていて、主人公や誘惑者の位置が小崖との関連で示されることが(18)の笹所を除いて

なくなってしまうからである。さらに、第 1部であれほど使われていたαcellu1e>>という語

が姿を治していることにも注意する必要がある。((cellu1e >>は第3部でも用いられないから、

結局第 1部でのみ使われた語ということになる。また、アントワーヌ自身が話している

(17)(20)の中に共通して((case >>があらわれる。αcase>>は casa(家)を語源としているから、

cabaneやhutteのような単なる建物としての小屋ではなく、自らの住まいという意味合い

がこめられていると考えられる。

第3部:

(21) LE DIABLEαSi tu etais encore au seui1 de ta cabane L.J， tu n'aurais pas 1e 

spectac1e de maintenant […L >> (Tl， p.217) 

(22) Il se retrouve devant sa cabane， etendu a p1at dos sur 1e sol […]. (Tl， p.226) 

(23) Il […] se dirige 1entement vers 1e banc qui est devant sa cabane L.J. (Tl， p.228) 

(24) Il se 1eve d'un bond et se met主marchervite de sa cabane a 1a chapelle L..]. (Tl， 

p.228) 

(25) ANTOINE (( Et moi donc ! avec mes mortifications， mes oraisons， mon cilice， mes 

paniers， ma cabane， mon cochon， mon chape1et， ne suis"je pas p1us bete encore ? >> 

(Tl， p.230) 

(26) Saint Antoine tournoie， chancelle et tombe sur 1e seuil de sa cabane， epuise， 

ha1etant L..J. (Tl， p.231) 

(27) Derriere saint Antoine […]， 1e Diab1e dans 1a cabanθ， dont 1e toit touche a sa tete et 

qu'il emplit tout entier， serre 1es 1evres L..L (Tl， p.239) 

(28) La Luxure， 1e dos appuye contre 1a cabane […]， s'amuse a effi1er 1entement 1e bas 

de sa robe […1 (Tl， p.284) 

(29) LE DIABLE (( […] tu chercheras dans ta cabane un couteau qui soit pointu... je 

reviendrai... je reviendrai... >> (Tl， p.293) 

ここでは地の文であれ、せりふであれ、すべて((cabane >>が使われている。アントワー
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ヌの言葉である(25)の場合も、第2部の(17)(20)とは異なりαcase}}とはなっていない。ま

た、登場人物の位置を見ると、 (22)(23)(24)(26)ではいずれもアントワーヌの位置が小屋と

の関連で示されるものの、彼は第 1部のように小屋の中に入っていないことが分かる。唯

一(29)では隠者が小屋の中で物を捜すという表現があるが、未来形で、しかも悪魔の口か

ら語られる。逆に、 (27)では悪麓が小屋の中に入って、アントワーヌを追い出してしまう

し、 (28)でも淫欲が小墨に背をもたせかけて自分の服の裾の糸をほどいている。第3部で

はもはや聖者は小崖の内に入ることもなく、悪魔たちの栖と化してしまう。

今、 「小崖Jを示す語があらわれる回数を表にしてみると、以下のようになる

cabane cellule demeure case hutte 

第1部 7 7 1 --------------第2部 1 ------- 1 2 

第3部 9 ----------------------------言十 17 7 2 2 1 

このうち、アントワーヌの口から語られるのは第2部の(17)(20)のαcase}}と第3部(25)の

αcabane }}の計 3例。悪魔など誘惑者の言葉の中に出てくるのは、第 1部では(5)(8)の

(( cabane)}と(9)の((demeure )}、第2部では(16)とαcabane}}と(19)の((hutte )}，第3部では

(21)(29)のαcabane}}，合計7例である。残る 19回は地の文で用いられている。したがっ

て、 αcellule}}はすべて地の文で、しかも第1部で使われ、 αcase}}と((hutte )}はともに第

2部で登場人物の言葉の中にあらわれるわけで、ある。((cabane )}と((demeure )}は地の文で、

も誘惑者の言葉の中でも使われているが、アントワーヌの言葉の中には決してあらわれな

し1。

「礼拝堂Jの方は第 1稿全体で 28回出てくるが、そのうち 15胆は第 l部の最後から第

2部の雪頭にかけての対神徳と悪魔たちとの攻防の中であらわれる。 28田のうち

(( chapelle )}以外の語が用いられるのは、第 2部の礼拝堂を壊しにかかる場面で、悪魔が

((必truisezl'eglise l)} (Tl， p.156，強調は引用者による)と叫ぶ笛所だけである。礼拝堂の

場合は用語の多様性がほとんど見られず、むしろ礼拝堂の存在そのものが小屋の意味づけ

の変化に反映していると考えられる。改めて、小震と礼拝堂を絡めながら、第 l稿の空間

の変化をたどっていこう。
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第1部冒頭の描写で提示された舞台空間の軸になるのは、小屋と礼拝堂であった。礼拝

堂には聖母の像があり、その上には十字架がかかっているのだから、アントワーヌにとっ

て礼拝堂は明らかにキリスト教の信仰の場であり、小屋はその信仰を支える生活の場であ

る。悪魔たちのねらいは聖者の信仰を覆すことだが、それは一挙には実現しないから、ま

ず第1部と第2部冒頭で、彼らは聖者の信仰の場である礼拝堂と、それを支える小屋を攻

撃目標に定める。

礼拝堂は、第 1部の最後で三つの対神徳が入り口にあらわれて聖者を助けに来るものの

(Tl， p.130)、第2部の冒頭で悪魔たちの攻撃に遭うと対神徳は逃げ出してしまい、 「アン

トワーヌは礼拝堂を出るJ(( ANTOINE sort de la chapelle)) (Tl， p.176)。礼拝堂は悪魔た

ちに壊されて消えてなくなり (Tl，p.178)、聖者が札拝堂の建物に入る場面はなくなるのだ

が、それと呼応して、それ以降は小屋の中に入ることもなくなる。すでに見たように、小

屋は第1部で、は((cell ule ))として騒者の生活の場であると同時に敵からの避難所としての

役割を果たしていたの対し、彼が悪魔たちの攻撃にさらされて礼拝堂から出てしまうと、

まるで礼拝堂と小屋は連動するかのように、小屋は避難所としての機能を果たさなくなる。

アントワーヌがモノローグで自分の小屋を指すことがあっても、小屋の外からまるでかつ

ての自分の家を懐かしむかのように、((case ))という表現を用いざるを得ない。

第3部に入ると、小屋も廃壊となった礼拝堂も悪魔たちの栖と化してしまう。つまり、

ここでは小屋も礼拝堂もアントワーヌにとって生活や信仰の場ではなく、単なる建物ある

いは建物の跡に過ぎない。第3部では小屋を指すときはすべてαcabane))が用いられてい

るが、この用法も今述べた小崖のもつ意味の変化を正確に反映したものと考えることがで

きる。実際、テクスト全体で悪魔あるいは誘惑者たちの口から小屋という言葉がでるとき

は、((demeure ))とαhutte))の 1例ずつを捻いて、すべて((cabane ))が用いられていること

から分かるように、((cabane )}はアントワーヌの立場からよりもむしろ悪魔の立場から見

た小崖なのである。第3部のアントワーヌのモノローグの中の小屋が((cabane })になって

いるのも、完全に悪魔に洗脳されていることを示すものであろう。

誘惑の最後に、夜が明けて日が差すと (Tl，p.287)、アントワーヌは聖母マリアに'1舜れみ

を誇い、((je vais rebatir la chapelle )) (Tl， p.291)と言う。この言葉は一見聖者の明るい希

望をあらわすようでありながら、すでに引用したαtuchercheras dans ta cabane un 

couteau qui soit pointu..・))(Tl， p.293)としづ悪魔の言葉と合わせてみると別の意味を持

ってくる。((je vais rebatir ))の近接未来はαtuchercheras ))の単純未来形と呼応して、明
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日また((chapelle ))とαcabane))が舞台の上に作られること、そしてまた誘惑が始まること

を暗示するのである。夜が明けて日が差すと希望の光ではなく、テクスト冒頭の((1e solei1 

qui se couche )) (Tl， p.27)と対応して、誘惑の再現を暗示するものと言えよう。最後に悪

魔は((je reviendrai)) (Tl， p.293)と言いつつ喋笑とともに立ち去るが、日没とともに本当

に震ってくるわけである。太陽が永遠に昇つては沈むように、今までの誘惑がすべてまた

永遠に繰り返されてし、く。

第 1稿は一読すると互いにつながりのない場面が延々と続くようでありながら、冒頭描

写で小屋と礼拝堂を基本とする舞台空間が提示され、誘惑と特に小屋との関わりを

(( cabane))や((cellu1e ))などの語の使い分けで示すなど、入念に誘惑の過程が跡づけられて

いる。((cellu1e ))としての誘惑からの避難場所は第2部冒頭で崩壊し、第3部では聖者は悪

魔に洗脳されてし1く。さらに誘惑の最後がまた第 1部官頭の日没時の舞台に戻るようにな

る設定により、誘惑は永遠に続く。ただしそれは悪魔たちの側から見て綿密に計算された

誘惑劇であって、アントワーヌは敷かれた軌道をただ進んで行くに過ぎない。

『ボヴァリー夫人Jの執筆を終えた後、フローベールはアントワーヌの内面により力点

を置く稿を構想することになる。

第2稿

第2稿は分量が 5分の 2程度になっているが、第1稿と同じく三部構成で、誘惑者たち

が登場する)1慎序もほぼ第1稿を踏襲している。一見単なる縮小版のようだが、細かい部分

では書き直され、場合によっては書き加えられている。フローベ}ノレは、第2稿執筆中の

1856年 9月 21日ノレイ・ブイエに「私は主要人物をだんだんと発展させているj と書き送

っており (Corr.，II， p.633)、アントワーヌという人物に重きをおくという方針を明らかに

している。

では空間的な観点からするとどうか。冒頭の描写 (T2，p.297)で示された舞台空間は小屋

や礼拝堂の位置を含めて基本的に変化がない。第 1稿同様、 「小屋Jを軸にして誘惑と空

間の関わりを見ていくことにする(第1稿との違いを明らかにするために間じ場面は関じ番

号にダッシュを付ける。したがって番号が欠落しているところは相当する笛所がない、あるい

は「小屋」という語が用いられていないことを示す)。

まず第 1部(以下すべて強調は引用者による)

73 



第 I部

(1)' (…) a droite， la cabane de saint Antoine L.J. (T2， p.297) 

(2)' Devant la cabane， par terre， quelques corbeilles en feuilles de palmier. (T2， p.297) 

(5)' L'AVARICE (( L.J tu aurais mis l'argent dans un pot， que tu aurais enfoui en terre 

dans ta cabane. >> (T2， p.304) 

(6)' Antoine dans sa cθllul，θfremit. (T2， p.311) 

(7)' LES HすtRESIESaugmentent， entourent la cabane L.J. (T2， p.311) 

(13)' Antoine va chercher une cruche dans sa cθ'llule L..1. (T2， p.331) 

(14)' Il va dans sa cabane et en rapporte un morceau de pain noir， desseche. (T2， p.331) 

第1稿では全部で 15例あった小還を指す語は半分以下に減っている。冒頭描写の(1)'(2)'

と大罪の言葉の(5)'を除くと、聖者や誘惑者の位置が小屋との関係で示されるのは残る 4例

のみである。たとえば、第 1稿の(3)で、は小崖に火打石を取りに行くことが明示されている

が、第2稿で、は単に((Il frappe deux cailloux >> (T2， p.298)とあるだけなのでどこで石を

打つのか分からなくなっている。用いられている語を見ると、 7例あった((cellule >>は(6)'

と(13)'だけが残っている。(14)'の場合文章自体の意味は変わらないが、もともとαcellule>> 

であったのがαcabane>>に置き換えられている。その結果、いずれも物を取りに小屋に入

ることが問題になる(13)'(14)'という連続した場面で、一方で、は((cellule >>が、もう一方では

(( cabane >>が用いられていることになる。ここで異なる語が使われているのは間語反復を

避けるためとしか考えようがない。第 1稿では、小屋の中に物を取りに入るときは必ず

(( cellule >>が用いられていたことから分かるように、この語は聖者の生活空間、避難空間を

あらわす点で独立した価値を持っていたが、ここではその価値が失われているのである。

次に第2部(第2稿で初めて出てきた箇所はII1， II 2…とする)

(16)' LE DIABLEα[…] qu'il se traine en rut sur les planches de sa cabanθ[…]. >> (T2， 

p.354) 

(17)' ANTOINEαL.J je balaie ma case L.J. >> (T2， p . 362) 

(II 1) Il va dans sa cabanθ， en rapporte un livre， s'assoit sur le banc， feuillette tout au 

hasard L.J. (T2， p.368) 

(18)' Antoine se retrouve devant sa cabane. Il fait grand iour. (T2， p.371) 

(II 2) ANTOINE (( Voila bien ma cabanθcependant， c'est bien moi.>> (T2， p.371) 
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(19)' LA REINE DE SABA (( Tu as l'ai1' t1'iste ! a cause donc ? est鋼cede quitte1' ta 

cahanθ? >> (T2， p.373 

悪魔たちが礼拝堂に攻撃をかけているときの(16)'や、礼拝堂が壊された葺後の(17)'は第 1

稿と変わらないが、その後は様相が違ってくる。第2稿では娼家の幻の後、聖者のモノロ

ーグは両親の家の思い出へと至る :αQuil'habite maintenant， la maison pate1'nelle ? 

Oh comme ma mら1'epleu1'ait， quand je suis pa1'ti L.J. (T2， p.367)。さらにアントワーヌ

は年老いた母親が家から出てくる幻を見る :αUNEVlEILLE FEMME qui file au fuseau， 

so1't de sa maison en 1'ega1'dant d'un ai1' inquiet >> (T2， p.368)。ここで、は親の家つまりア

ントワーヌが生まれた家が自の前にある。第1稿では彼の住居空間は小屋しかなかったが、

この場面で初めて彼の過去の住まいが問題になっている。彼は幻の中で母親を助けようと

するが、岩にぶつかり、自が覚める。

新たな苦しみのなかで彼は、引用(II1)にあるように聖書にすがろうとする。第 1稿では

アントワーヌが物を取りに入るときは必ずαcellule>>が用いられていたが、引用(II1)では

(( cabane>>になっている。引用の(18)'でも小屋を指す語が第1稿で、は((demeu1'e >>で、あった

のが((cabane >>に、(19)'でも第 1稿の((hutte >>が((cabane >>に置き換えられている。小屋を

指す語の変更は(14)'，(18)'， (19)'の三箇所で見られるが、いずれも((cabane >>になっている

し、第2稿で初めて出てきた(宜1)(II 2)及び後で引用する(耳3)でもすべてαcabane>>が用

いられている。第 1稿ではさまざまな語が錠われて小屋と聖者とのつながりの変化が見て

取れたの対し、第2稿では((cabane >>という語に単一化される傾向にあり、小屋が単なる

建物としてしか見られなくなってきている。これは第2稿では、第2部の母親の場面では

親の家((maison pate1'nelle >>とし、う新たな空間が導入されるといったように、舞台空間の

占める位置が相対的に低くなった結果、アントワーヌを守る空間としての小屋の意味合い

も薄れてきたことを表すのであろう。

ところで第2稿で新たに導入された場面がもう一つある。シバの女王が消えた後、聖者

のモノローグがあり、さらに塔の幻に至る:(( Et il ape1'coit soudain l'inte1'ieu1' d'une 

tou1' >> (T2， p.377)。塔の中では、上の方からただ一つの穴を通して絶え間なく砂が蜂りか

かり、そこには人間らしき姿が見える。彼らは絶望に瀕しており、鼠が通るとナイフを手

にしてそれに飛びかかってし1く。砂は降りそそぎ、やがてすべてのものを覆いつくしてし

まうと、アントワーヌは樗然として我に帰る。パントケはこの奇妙な幻に、クロワッセに
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閉じ込もったフローベール自身の精神状態の反映を見ているし、8) ジャンヌ・ベムはフロ

イトの『トーテムとタブ~j を引用して、 9) このエピソードは repas totemiqueの表われ

だと述べている。どちらも面白い解釈ではあるが、いずれも何故この場面が第2部で先の

母親の場面と間じく一連の誘惑の中に挿入されたかを明らかにしているとは患われない。

もっと素直に読んでみよう。塔の中に閉じ込められた人間が砂に埋もれて死んで行くの

だから、そこは墓場である(アントワーヌのほかにも人がいるから、共同墓場と雷ってい

いかも知れなし、)010)もちろんアントワーヌはまだ死ぬわけではないのだから、未来の自分

の墓場を幻の中に見たことになる。穴から砂が降り続くのは、やがて来る砂漠の中の死を

表象したものと考えられる。塔を墓場だとみなすと、やはり第2稿で挿入された母親の場

面とのつながりも明らかになる。つまり、母親の場箇で、は親の家つまりアントワーヌが生

まれた家を幻の中に見、塔の場面では墓場を見たのだから、二つの場面で過去における生

誕の場と末来における死の場を見たことになる。このように考えてくると、第2稿で新た

に挿入されたこつの場面が明確に対応していることが分かる。両方とも聖者のモノローグ

で始まり、やがて一方では彼の生まれた場を、他方では死ぬ場を幻の中に見る。このよう

に、第1稿で出てきた住まいは現在いる場所つまり小屋だけで、あったが、第2稿ではそこ

にアントワーヌが生まれた場所と死ぬ場所という新たな空間を導入しているのである。

第3部:

(22)' Il se retrouve devant sa cabane etendu tout主p1at，sur 1e dos. (T2， p.393) 

(26)' Saint Antoine， s'arrachant 1es cheveux， tournoie， chancelle， ba1butie et tombe sur 

1e seui1 de sa cabane. (T2， p.394) 

(28)' La Luxure， 1e dos appuye contre 1a cabane L.J， effiloque 1e bas de sa robe L..L (T2， 

p.425) 

(立3)ANTOINE (( Non ! non ! j'aime mieux 1e retentissement de mon chape1et， 1e bois 

de mon crucifix et 1a terre dure de ma cabane! >> (T2， p.428) 

8) Alfred Pantke， op. cit.， p.37. 
9) Jeanne Bem， op. cit.， p.128. 
10)塔と墓場の結びつきは突飛なものではない。たとえば『新型書大辞典出キリスト新聞社、1971)
参照塔J3. (sariah) 掘ったもの」の意味で、 Iサム 13: 6では「墓j と訳され、非常時
の隠れ場所にもなった。しかし土師9:46，49ではシケムの神殻における避難所として「塔」と
訳されている。
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第1部以上に数が減っており、悪魔が小屋の中にいる場面の(27)も削除されているので、

第2稿第3部で、は小屋はほとんど空間的な指標の意味を失っていると雷ってよい。 (II3) 

は神々が去ってからの悪魔との対話で出てくる言葉だが、小屋の固い土の方が好きだとい

うだけであって、第1稿の<<jevais rebatir la chapelle >> (Tl， p.291，第2稿では削除)の

ような自らの信仰の空間を再び創り出そうとする意志はここでは見られない。その結果、

最後の場面が最初の舞台描写につながるような第1稿で、の永遠田帰性は、第2稿では薄弱

なものとなってしまったのである。

以上空間的な見地から、第1稿との違いを中心に第2稿を検討してきた。確かに第2稿

ではアントワーヌの生まれた場や死ぬ場などが導入されてテクストはより大きな広がりを

持つものとなったが、一方で小屋を軸とした舞台空間と聖者とのつながりのダイナミズム

が失われたことは否定できない。そのため、第1稿に見られたように誘惑の変化の過程を

「小屋」の用語を通して把握できるような構成が奥に揺れてしまったことも事実である。

これは第 1稿の基本的な舞台空間をほとんど変えないで、部分的に削除したり、新たな要

素を付け加えたやり方に問題があったと言わざるを得ない。変えるならば、誘惑者の構成・

順序も含めて根本的に変えてしまわないと新たなテクスト空間の創出には歪らないのであ

る。フローベール自身、第2稿を書き終えた後の 1857年 5月20Sジュール・デ、ュプラン

宛に fこの作品に何が欠けているのか、いま分かつています。一つはプラン、ニつ自に聖

者の人格ですJ(Corr.， II， p.721)と書き送っている。この新たなプランと主人公の人轄を

基礎とする第3稿にフローベールが着手するまでには 12年余りの年月を待たねばならな

かった。

第3稿

第3稿ではアントワーヌをとりまく存在に大きな変更が見られる。豚が姿を消しているこ

とは一目瞭然であるし、対神徳も消え、七つの大罪も影のようなかたちでしかあらわれな

い。フローベーノレは 1873年 5丹ジョノレジュ・サンド宛書簡で f三つの対神徳を、太陽の

中にあらわれるキリストの顔に代えたいと思っているj と書いているように (Corr.，IV， 

p.669)、もともとは結末部で対神徳、が登場するはずであったが、結局は姿を消して、キリ

ストの顔の出現で第3稿は終わる。ただ、ミシェル・フーコーは、対神徳は単にキリスト

の顔に置き換わったのではなく、 「この作品の様々な場面を構成する原理として、自に見
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えないところに残っているJll)ことを指摘しているし、ミシェノレ・ピュトーノレも、七つの

大罪が人格化して登場することはないが、アントワーヌの内的衝動やイラリオンの言葉の

中に宿っていることを明らかにしている。 12) 要するに第3稿では、対神徳や七つの大罪の

果てしない鏡舌は、アントワーヌの内的衝動、あるいはイラリオンなどとの対話の中に集

約されているのである。これは、 1857年のジュール・デュプラン宛の書簡にあったように

「聖者の人格j を重視しようとする方針に則ったものであることは言うまでもない。

同じデュプラン宛の書簡で「聖者の人格j と並んで検討課題であった「プランJの面で

も、フローベーノレは全面的に変更を加えている。第3稿では全体が 7つの部に分けられて

いて、誘惑者の登場の)1慎序も異なっている。ピュトールは先の二稿との構成上の相違を次

のようにまとめている。 13)

第1稿・第2稿

1)七つの大罪の群れ異端者の列

2)七つの大罪と対神徳、の群れ

様々な幻:

ネブカドネザノレ

シパの女王

スフインクスとキマイラ

慌物の列

3)悪魔がアントワーヌを宇宙空間へと

連れて行く

死神と謹欲

死せる神々の列

第3稿

1)アントワーヌのモノローグ

ナイノレ河畔での孤独

2)七つの大罪一七つの夢で示される:

a)怠槽:ナイノレ河で、の舟遊び

b)食食:金卓

c)苔沓:金貨のあふれる盃

d)憤怒:アリウス派虐殺

e)妬み:公会議の司祭たちへの{毎辱

。倣慢:ネブカドネザ、ノレ

g)淫欲:シバの女王

3)かつての弟子イラリオンとの対話

(論理の悪魔との応答の再現)

4)異端者の列

5)死せる神々の列

6)悪魔がアントワーヌを宇宙空間へと

連れて行く

ll) Michel Foucault， (( La bibliotheque fantastique >>， in Travai] de刀aubel・t，Se uil， 1983， 
pp.1l6同117.

12) Michel Butor， (( La spirale des sept peches >>， in Repertoia IV， Edition de Minuit， 1974， 
pp.209・235.
13) Ibid.， p .221. 
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7)死神と揺欲

スフインクスとキマイラ

怪物の列

この表は第3稿における七つの大罪の役割を明らかにするための準備としてピ、ュトールが

つくったものであるから、いくつかの場面が欠落していたりするが、全体の見取り図とし

ては適当であろう。三部構成から七部構成になったわけだが、各部が二つあるいは三つに

分割されたといったような単純な対応ではなく、巧妙に再構成されていることが分かる。

以上のような大きな変更が、空間構造にも大きな影響を与えないはずがない。まず、冒

頭の描写の前半部:

C'est dans 1a Thebaide， au haut d'une montagne， sur une p1ate-forme arrondie 

en demi働1une，et qu'enferment de grosses pierres. 

La cabane de l'ermite occupe 1e fond. Elle est faite de boue et de roseaux， a 

toit p1at， sans porte. On distingue dans l'interieur une cruche avec un pain 

noir ; au milieu， sur une st色1ede bois， un gros livre L..]. 

A dix pas de 1a cabane， il y a une 10ngue croix p1antee dans 1e sol ; et a l'autre 

bout de 1a p1ate-forme， un vieux pa1mier tordu se penche sur l'abime， […] et 1e 

Nil semb1e faire un 1ac au bas de 1a fa1aise. (T3， p .39) 

(テパイスのある山の上、円く半月形になった台地で、大きな岩に固まれている。

隠者の小屋が奥にある。小農は泥と葦でつくられ、平塵根で、扉はない。中には水差しと

黒いパンが見えるo 中央には木の台の上に分厚い書物があるしJ。

小屋から十歩ほどのところに、長い十字架が地面に立っている。台地のもう一方の端には、

ねじれた綜欄の古木が断崖の上に傾いで、いる[…]。そしてナイル河は絶躍の下で、は湖のよ

うに見える。)

ここでは、右に隠者の小屋、左に礼拝堂という図式は消え、その代わりに、奥に小屋、そ

こから十歩ほどはなれた地面に十字架が立っている。小屋は、第 1稿では<<avec un banc 

devant sa porte )) (Tl， p.27)とあって、扉の向こうは読者(あるいは観客)には見えなか

ったが、第3稿では扉そのものがなく、描写は小屋の中へと移る。第3段落では小屋の外

に戻り、ナイノレ河の描写で終わるのだが、前は僻撒的な祝点から描かれるのではなく、絶

皇室の上から見られている。つまり、語り手の視点は小屋の外から内へ入り、また内から外

79 



第 I部

へ出て、最後は台地の縁に立って下を覗き込んでいる。第1稿・第2稿の冒頭描写は観客

から見た舞台上の建物の配置や書き割りの描写であったが、ここでは舞台というより、語

り手の視点の自由な移動から見て、小説空開といった方が適切であろう。 14)

次に冒頭描写の後半部:

La vue est bornee a droite et主gauchepar l'enceinte des roches. Mais du cote 

du desert， comme des plages qui se succederaient， d'immenses ondulations 

paral1らlesd'un blond cendre s'etirent les unes derri色reles autres， en montant 

toujours ; puis au dela des sables， tout au loin， la chaine libyque forme un mur 

couleur de craie， estompe legerement par des vapeurs violettes. En face， le soleil 

s'abaisse. Le ciel， dans le nord， est d'une teinte gris perle， tandis qu'au zenith des 

nuages de pourpre， disposes comme les flocons d'une criniere gigantesque， 

s'allongent sur la voute bleue. Ces rais de flamme se rembrunissent， les parties 

d'azur prennent une paleur nacree ; les buissons， les cailloux， la terre， tout parait 

dur comme du bronze L.J. (T3， p.39) 

(左右の跳望は岩の態いによって隈られている。しかし、砂漠の方は、打ち続く浜辺のように、

灰がかった黄色の平行した大きなうねりが昇ってきながら、つぎつぎと伸び広がっていた。さ

らに、砂漠のかなた、ずっと遠くに、リビアの連山が、紫色の霞にほんのり最されて、白亜の

壁となっている。正面には揚が沈む。北の空はくすんだ真珠色をしているが、天I震には真っ赤

な雲の塊が巨大なたてがみの爵のように、青い天空にたなびいている。これらの炎の光は褐色

になり、紺青の部分は真珠のような色になり、草叢も小石も地面もすべて青銅のように閤くな

っているように見えるし.J0 ) 

語り手の視線は岩の囲いを越えて、砂漠のうねりや遠くの遠山へと向かう。この連山に「リ

ビアのJという形容詞がついているので、この方向は西であることが分かり、次の「正面

では太陽が沈んで行く Jにつながる。語り手の「正面j が西なのだから、最初の文の「左

右Jとは南北の方向であることも明確になる。第3稿では、先の二稿と異なり、テバイス

やナイノレ河やリピアといった固有名詞が用いられているので、語り手のいる場や視点が地

理上どこにあるか、どの方角かを知ることができる。次の文で規線は西の太揚から離れて

14)第3稿ではフローベール自身も意識的に舞台的なものを取り除こうとしていたことが草稿に
記されている<<記nlevertout ce qui peut rappeler le th仏tre，une scene， une rampe )) (BnF， 
N.a.fr.23671 fo64). 
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北の空へ、さらに天頂へと移る。この文で用いられている<<zenith))やαvoute))といった語

を見ると、ここで描かれているのは果てしなく広がる天というより、吉代人の考えていた

天球、つまり地球を中心として様々な惑星が題り、その外側にあって恒星がはりついてい

る球を指しているように思われる。もちろんここでは地上にいる語り手から見られた姿で

あるから、地面で切られた半球状に見えているのである。このように考えてくると、冒頭

描写の最初の文で、山の上の全地が「半月形j であったことの意味も明確になる。この半

月の形は、語り手から見た天と地、つまり半球という立体を平匿に投影した形なのである。

このように冒頭描写では、岩に固まれた空間と、天と地がなす空間とが呼応し合ってい

るわけだが、さらにこの基本となる二つの空間の描かれ方の違いを見ていこう。冒頭描写

の前半が主に台地の内、後半が外に広がる天地とみなしていいだろうが、後半部で特徴的

なのは色彩表現が極めて多いことである。 2番目の文の<<blond cendre ))， << couleur de 

craie ))， << violettes ))に始まり、<<se rembrunissent))という動詞も含め、また引用を省略し

た箇所も入れて 10にものぼり、しかもそれらは互いに微妙に異なっている。それに対し

て、前半部で色をあらわすのはパンについたαnOlr))という形容調のみである。後半部では

黒という色はなく、その点でも明確な対照をなしている。もう一つ後半部の特徴となって

いるのは、 commeで導かれる比輸である。砂漠のうねりが「うちつづく浜辺のようにj連

なり、天頭の雲は「巨大なたてがみの房のようにJ浮かび、草叢なども「青錦のようにJ

硬く見えるとあり、比輸が全くない前半部と対照的である。要するに台地の中は白黒の世

界でしかも淡々と描かれ、台地の外は豊かな色彩や比輸に彩られて措かれている。

このような対照的な描き方の意味を暁らかにするためには、これらの描写がいかなる立

場からなされているかを考えてし、かなければならない。二つの見方が可能だと思われるが、

一つは、語り手はアントワーヌの自を通して小屋や周囲の風景を見ているというものであ

る。そうするとこの描写の違いはアントワーヌ自身の感情を反映したものということにな

る。冒頭描写の後アントワーヌは過去の生活を思い出しながら、今の孤独な生活を嘆き、

)3IJの人生の可能性を探りはじめるわけだが (T3，pp.39輔43)、このモノローグが示すように、

岩に閤まれた台地の中は彼にとって知りつくされた退屈な世界、外は女子奇心と憧れに満ち

た世界なのである。それが冒頭描写の対揮、的な前半と後半になって出てきていると考える

のは自然な解釈であろう。一方、語り手の自はアントワーヌの外にあるとみなすことも可

能である。冒頭描写の後、誘惑が始まる場面を見ると、聖者のモノローグが終わって誘惑

の「声」が響くと「同時に、ものの形が変わJり、さらに様々な幻影が「黒檀に描かれた
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緋色の絵のように閣に浮かび上がるJ(T3， p.48)。もちろん、あらゆる誘惑が変形と色彩を

伴っているわけではないが、このこつは明らかに幻影があらわれるときの重要なモチーフ

となのである。色彩にあふれ、ある物が別の物に喰えられる表現が多く用いられた冒頭描

写の後半部も、この変形と色彩をあらかじめ準備したものと考えることができる。そうす

ると描写の語り手は、やがてアントワーヌの前に登場する幻影を予言しているということ

になる。

以上、語り手はアントワーヌの告を通して小屋や風景を見ているという解釈と、アント

ワーヌの外から見ているという解釈を検討してきたが、実のところ、語り手は聖者の内と

外の両方にあるのだろう O つまり、台地の外の描写にあらわれた色彩や比輸は、聖者の外

の世界に対する憧れや女子奇心の反映であると同時に、やがて訪れる誘惑の幻をも予言して

いるのである。

冒頭描写が終わると、アントワーヌのモノローグがあり、過去の日々を思い出しては別

の人生の可能性があったのではないかと後悔する (T3，pp.39・43)。このモノローグで、先

の二稿に比べて前面に出ているのはアントワーヌの過去の住居への雷及である。この住居

を表わすのにどのような詩が用いられているのかを見ると、生家はαmaison>>，出家して

から最初にけ'aichoisi pour demeure 1e tombeau d'un Pharaon>>とあり、次に紅海沿岸

の((citadelle >>~こ移り、さらにアレクサンドリアやコノレジムに行ったとあるが、その住居に

関する言及はない (T3，pp.40働41)0 15)また、実擦に住んだわけで、はないが、ニトリアの修

道僧たちのいる((cellu1es >>に住めばよかったと後悔するところもある (T3，p.42)。一方、

アントワーヌの現在の住居である小農はどうかと言えば、冒頭描写も含めて作品全体で、小

屋が出てくる箇所は 17あるが、すべてにαcabane>>が使われている。第1稿で、は小屋を表

わすのに((cabane >>， (( cellu1e >>， (( demeure >>、((case >>など多様な語が用いられていたの

だが、第3稿ではそのような多様性は全く見られない。そして、過去の住居、あるいは住

む可能性のあった所にαmaison>>， (( demeure >>， (( cellule >>が用いられている。聖者が今

住んでいる小屋は、多犠性をもった過去の住居とははっきり区別されて描かれているので

ある。第1稿の第工部では特に避難所としての小屋が((cell ule >>という語の使用によって強

調されていたことを考えるなら、このような用法は、第3稿ではもはや小屋は誘惑者から

アントワーヌを守ってくれる空間ではなく、単に泥と葦でできた建物に過ぎなくなってい

15)第1稿のモノローグで明示されている住居は((citadelle de Colzim持のみである (Tl，p.2S)。第
2稿ではそれも削除されている。
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ることを示すものであろう。冒頭描写のαsansporte >>が象徴するように、この小屋は最初

から避難所としての役自を失っているのである。

モノローグの後、聖者は小屋に入り、松明に火をともして聖書を読み終えると (T3，

pp.44・45)、 「彼の背後に、十字架の両翼によって描き出されたこつの影が、前の方に伸び

てくる。それらはニつの大きな角のようになるJ(T3， p.48)。この二つの角はもちろん悪魔

の角であるが、 αcommedeux grandes cornes >>とあるように、この幻は冒頭描写後半部の

commeで導かれた比輸を受けたものであり、ここで比輸表現が初めて台地の中の物に用い

られている。幻が比輸から本来の姿をあらわし、台地の中に侵入してきたのである。この

後、本格的な誘惑が始まるのだが、誘惑の空間を考える上で重要な第2部と第4部を中心

に取り上げたい。

第2部ではアントワーヌは七つの夢をみるが、それらの夢が七つの大罪に対応している

ことはピ、ュトールのつくった表にある通りである。各々の夢の示す空間はもちろん一様で

はない。今、見る主体をA(アントワーヌ)、対象を Bとして、 AとBの関係から七つの

夢を統一的に捉えてみたい。最初の夢では、自分のござがいつのまにか小舟となって河の

上に浮かんでおり、 「夢をみるためにセラピス神殿の屋上で眠ろうとカノプスへ出掛けて

いく人々j の姿が見える (T3，p.41)が、 AはBを積極的に見ようとする意志はない。 2

番目の夢では、 Aがパンを地面に投げつけると、素晴らしい料理を盛った食卓があらわれ

るが、幻覚であることに気づいて Bを追い払う (T3，p.50)o 3番目の夢では金貨の山を抱

こうとするが、金貨の方が消えてしまい、ここでも AはBに触れることができない。 4番

目の夢になると、 Aはアレクサンドリアにいて、パネウム山から町を見下ろしているとア

リウス派を殺しにやって来た多数の修道士の姿が固に入り、いつの間にかアントワーヌも

彼らと共に虐殺を繰り返すが、いつの関にか修道士たちの姿が消えて、今度はファロスの

灯台に目をやると「そこに走って行き、いつしか灯台の頂上にいるJ(T3， p.54)といった

ように、AはBのいる空間にすぐに移動し、 Bが人物ならばそれと同じグ、ループに入る。 16)

コンスタンティヌス皇帝の宮殻で皇帝に拝謁する 5番目の夢でもそれが引き継がれ、皇帝

の案内で競馬場を見下ろすテラスからニケア公会議の教父たちが奴隷として働くのが見え

ると、いつの関にかアントワーヌは教父たちのひざまずく中を得意げに進んでいる (T3，

p.56)。さらに6番自の夢では、Aはパピロニア王ネブカドネザルの考えを読み取ると、「そ

16)ジャンヌ・ベムはアレクサンドリアとピザンティウムの場面にズームやトラベリングといった
映画的手法の先駆けが見られることを指摘している (JeanneBem， op.cit.， pp.267“268)。
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の考えが彼の中に入り、彼自身がネブカドネザノレになるJ(T3， p.56)、つまり A=Bとなる。

最後のシパの女王があらわれる夢では、 Aは台地の上にいるのだが、 「アントワーヌは後

退りする。彼女は近づく J(T3， p.62)とあるように、女王は距離を縮めようとし、聖者は

距離を広げようとする。このようにAとBは夢を経るごとに接近していくが、開化してし

まうと、今度は Bの方が Aに接近して、 Aは3から遠ざかろうとする。語り手の視点の

自由な移動は第 1部冒頭描写でも見られたが、この第2部では語り手はつねにアントワー

ヌの目を通して見ており、しかも対象に接近し、同化し、また遠ざかるといったダイナミ

スムを伴っている。第2部における夢は第1部で提示された基本的な空間が組み合わさっ

たものであるが、夢は走馬灯のように過ぎ行くのではなく、アントワーヌという夢見る主

体は対象に食い込んでいるのである。

第3部ではイラリオンが登場し、アントワーヌを旅へと誘う (T3，p.70)。旅の最初であ

る第4部は次のように始まる。

Et Antoine voit devant lui une basilique immense. 

La lumiere se projette du fond， merveilleuse comme serait un soleil multicolore. 

Elle eclaire les tetes innombrables de la foule qui emplit la nef et refl.ue entre les 

colonnes， vers les bas.cotes， ou l'on distingue […] des constellations peintes sur les 

murs. (T3， p.71) 

(すると、アントワーヌの自の前に広大なパジリカ式会堂が見える。

多彩な色をもっ太陽のように不思議な光が奥から射し込んで、いる。その光は群衆のおびただ

しい数の顕を照らしているが、群衆は会堂の外陣を埋め、柱と柱の聞を下手の方にあふれでて

いる。下手には[…]壁に星鹿が描かれているのが見える。)

巨大なパジリカ式会堂の奥から光が射し、それが((comme serait un soleil multicolore >> 

であるという。 αcomme>>で、導かれ、しかも f多彩な色のJという形容詞がついているこ

とから、この描写は第 1部の曽頭描写後半部における多彩な色や commeを伴う比輸につ

ながるものと考えることができるだろう。さらに、引用の最後の笛所にあるように、会堂

の下手の壁には、天球を写しとったかのように星座が描かれている。もちろんこの会堂は

完全な意味での宇宙空関ではないが、マネスが右手の下に小宇宙たる((globe>> (天球儀)

を持って登場し「天界は上の極限にあるJと語り始めると (T3，p.72)、彼の言葉に呼応し

て、グノーシス派の宗主や宗徒が自分たちの宇宙観や救世主などについて次々と発言して
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し、く。第4部は宇宙空需への旅の出発点なのである。

異端者による誘惑はもちろん第1稿・第2稿にもあり、議論の内容上は大きな変更はな

いのだが、空間的な観点ではかなりの相違点がある。一つは、今見たように、異端者たち

のいる会堂が小宇宙として描かれていることであるが、もう一つは、たとえば、第 1稿や

第 2稿ではオフィス派の教徒たちは蛇を抱いて単にアントヲーヌの目の前にあらわれただ

けであったが (Tl，p.72; T2，315)、第3稿では聖者はある部屋に導かれ、そこで儀式に立

ち会うかたちに変更されるなど、会堂から別の空間に移動している点である。さらに、こ

の儀式の後に、コロッセウム、墓地、裸形仙人のいる森という三つの空間が第3稿では新

たに加えられている。これらの場面で何が問われているのか検討していこう。

ある「手Jに導かれてアントワーヌが天井の低い部屋に入ると、ある男が突然霊感を受

けて、御言の光とともに宇宙が創造されたことを語り始める(話の途中に入る教徒たちの「キ

リエ・エレイソン」という声は省略する)

L'homme， ensuite， fut cree par l'infame Dieu d'Israe1 L.J. […] 

Mais Sophia， compatissante， 1e vivifia d'une parcelle de son ame. Alors， voyant 

l'homme si beau， Dieu fut pris de co1らre. Il1'emprisonna dans son royaume， en 1ui 

interdisant l'arbre de 1a science. L'autre， encore une fois， 1e secourut Elle 

envoya 1e serpent， qui， par de 10ngs detours， 1e fit desobeir a cette 10i de haine. Et 

l'homme， quand立eutgoute de 1a science， comprit 1es choses ce1estes. […] 

Mais Iabda1aoth， pour se venger， precipita l'homme dans 1a matiere， et 1e 

serpent avec 1ui! (T3， p.89) 

(その後、人間はイスラエノレの犠らわしい神により餅遣されたしJ。し.J

しかし、話鍾は憐れんで、自分の魂の一部によって人間に生命を与えた。そのとき神は、人

聞がかくも美しいのを見て怒りにとらわれた。神はその王国に人聞を酪閉し、知の樹を彼に禁

じた。話語、はもたもや人間を救った!語語、が蛇を遣わすと、蛇は長々と策を弄して、この増悪

の捷に人間を背かしめた。そして人間は、知の実を味わった後、天上のことを理解した。[...J 

しかしヤブダラオトは、恨みをそそぐために、人間を蛇もろとも物質の中に陥れた!) 

ここでは創世記におけるアダムの創造、蛇による誘惑と楽菌追放のことが語られているの

だが、通常の聖書解釈とは全く逆で、人関を創造したのは「イスラエノレの汚らわしい神j

つまり詰弱韮で、あり、楽園は一種の牢獄で、あって、話議から遣わされた蛇がそこから人間
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を救い出してくれる。そしてヤブダラオト(ヤハウェ)は復讐のために人間を蛇と共に物

質の中に落としてしまう。このようなオフィス派の男の言葉によって札拝儀式の意味が明

らかになるわけだが、それと同時にここで語られた世界観はアントワーヌをとりまく状況

を説明するものと見ることもできる。聖書における神は言うまでもなくアントワーヌの信

仰の対象であったが、同時に苦行生活を強いる神でもあった。そこで蛇たるイラリオンが

遣わされて、アントワーヌに知の味を教えると、隠、者は((ma pensee se debat pour sortir 

de sa prison )) (T3， p.70) と言う。この((pnson ))はオフィス派の男の言葉の中の

αl'emprisonna ))と呼応しており、聖書の神によって拘束されていた世界を表わすものであ

る。そして人間が「天上のことJを理解するのと同様に、アントワーヌはイラリオンに導

かれて小宇宙であるパジリカ式会堂で様々な考えを知り、やがて第6部で実際に宇富空間

を知る。しかし、第7部でアントワーヌは((matiere ))の世界へと投げ込まれる。このよう

にオフィス派の男の言葉はこの作品全体でアントワーヌが受ける誘惑をあらかじめ説明し

ているのである。もちろん「物質Jの世界に至るまでの道程は平塩ではない。オフィス派

の教徒たちの部屋に続く場面を見ていこう。

アントワーヌは蛇の前で失神して、気がつくとそこはコロッセウムの牢獄であり、ライ

オンの餌食に供されるキリスト教の殉教者たちがアントワーヌのまわりにいる (T3，p.91)。

この場冨について、ジャン・セズネックは第3部でイラリオンが殉教は教義の真実性の証

明にはならないと主張する言葉 (T3， p.66)と結びつけているが、17)むしろ直接にアント

ワーヌのαprison))，あるいはオフィス教徒のαemprisonna))とし1う言葉から牢獄が浮かび

上がったと考えていいだろう。場面は変わって夜の墓地となり、そこに殉教者に関わる男

女が集まり、悲嘆にくれながら宴を催す (T3，p.93)。明らかにこの墓地の場面はコロッセ

ウムでの死の続きであるが、単なる後日謂ではない。殉教者の肉体は墓の中に関じ込めら

れたままだが、霊はそこから抜け出て、縁者が具教徒の習慣にならってその霊を慰めてい

るのである。肉体からの脱却というテーマはそのまま次の裸形仙人の場面に受け継がれる。

森の入り口、いちじくの大木の前で裸形仙人がそのひからびた肉体を焼く (T3，p.95)。イ

ンドの隠者が登場するのは一見唐突だが、 18)墓場の場酉とのつながりで考えると自然に理

17) Jean Seznec， Nouvelles Etud，θs sur La Tentation de saint Antoine， London， The Warburg 
Institute， 1949， p. 29. 
18)セズネックによれば、フローベールはインドの行者と異端者との需には交流があったとする
Mignot神父の研究書を参照したのだから、裸形仙人の登場も不思議ではないという (Ibi瓦y
pp.32・33)0 有益な指摘だが、裸形仙人が異端者と交流があったことだけではコロッセウムや墓
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解される。キリスト教の殉教者の霊が肉体から抜け出るように、裸形仙人は「わが肉体の

汚らわしい宿を投げ捨てJ r最無寂滅Jの中に眠ろうとする。しかも殉教者の霊を異教の

習慣によって慰める行為を受けて、異教の隠者が殉教の死を迎えており、肉体からの脱却

というテーマと異教というテーマがこの場面で一体化しているのである。

以上見てきた四つの場面には明確なテーマ上の連環が見られる。オフィス教徒の言葉に

あった<<emprisonna ))から、殉教者が牢獄にいる場面が生まれ、次の墓場の場面では彼ら

が肉体としづ牢獄から抜け出す。さらに墓場の場面に見られた肉体からの脱却と異教とい

う二つのテーマが裸形仙人の場面で一体化する。もちろんテーマのみならず、空間におい

ても各場面はつながっている。オフィス教徒たちのいる天井の低い部屋は次の牢獄にその

まま引き継がれているが、墓場の場面では肉体という牢獄から霊が抜け出る。霊の自由な

動きにつられるかのように、場面はインドの森へと飛ぶ。裸形仙人は自ら肉体を燃やして

虚無寂滅の世界へと旅立つ。このように狭い空間から抜け出していく動きが見られるわけ

だが、これは明らかに聖書の神の支配する<<prison))から出て広い世界へ向かおうとするア

ントワーヌの欲求を反挟したものにほかならない。

第5部で神々が登場した後、イラリオンは「私の王菌は宇宙の大きさを持っている」

<< Mon royaume est de la dimension de l'univers ))と言って、悪魔としての本性をあらわ

にする (T3，p.149)。第6部は宇宙空間での対話となるが、対話の内容はジャン・ブリュノ

ーの言う通り、スピノザ的な見方および科学的な見方によって明確化されているものの、

「恐らく何も存在しないのだJ(T3， p.156)という結論は一貫して変わらない。 19) このよう

に第5部の神々や第6部の宇宙空間はどちらも基本的には第 1稿・第2稿と変わりがない

が、異なるのは順番である。先の二稿では宇宙空間から戻ってから神々の行列となったの

だが、第3稿では逆になっている。

誘惑の最後の段階である第7部では、宇宙空関から落ちて元の小屋の前に戻ったアント

ワーヌの前に死神と淫欲があらわれて抱擁を求め (T3，pp.158・159)、ついでスフインクス

との合体を求めるキマイラがあらわれる (T3，p.162)。スフインクスは砂に消え、一方キマ

イラのっくりだした霧の中から伝説上の部族や空想上の動物があらわれる (T3，p.165)。や

がて植物があらわれ、動物と植物、植物と石は混ざり合い、生命誕生の世界がアントワー

場の場面とのつながりを明らかにできないように思われる。
19) Jean Bruneau， Les debuts litteraiTes de Gustave FlaubeTt 1831幽1845，Armand Colin， 1962， 
pp.511・512.
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ヌの前に展開する。洗惚として彼は((Je voudrais ... penetrer chaque atome， descendre 

jusqu'au fond de la mati色re，-etre la mati色re! ))と叫ぶと、最後にイエス・キリストの顔

が太陽の中に浮かび上がる (T3，p.171)。あらゆる原子の中に入ってさらに物質になりたい

というアントワーヌの言葉の中には、見る主体が対象のある空間に入り込んで、対象と一

体化した第2部での動きの再現を見ることができる。しかし、第2部でネブカドネザノレ王

になったのは七つの大罪、特に「倣慢Jによるもので、アントワーヌが望んだことではな

かったが、ここでは自ら進んで対象と一体化したいと言っている。その対象はほかならぬ

物質である。フーコーは「聖者は天から顔をそむけ[…〕、信仰を、自然の沈黙や物体の

陰気で穏やかな痴患と一体化したいという意志に変えてしまうJと述べ、アントワーヌの

言葉に対神徳の敗退を読み取っている。 20) しかし、対神徳、が敗退したのなら、何故最後に

キリストが日輪の中にあらわれるのか。この最後の段踏の誘惑がもっ意味を捉えるために、

官頭からテクストを見直してみよう。

第1部は基本的な空間の提示であり、まだ誘惑の準備あるいは序の段階で、あった。第2

部で七つの大罪があらわれると、アントワーヌは幻の空間へと本格的に入り込んで、見る

対象との距離を縮めていき、ネブカドネザノレ王と一体化するに至る。この七つの夢が誘惑

の第 1段階と呼ばれうるものであるが、ここではコンスタンティヌス皇帝やネブカドネザ

ノレ王も含めて地上の支配者が問題になっていた。第3部ではイラリオンが登場し、第4部

から誘惑の第2段階となる。第 1部から第3部までは山の上の空間や過去の空間あるいは

そこから増殖した空間の組み合わせであったのに対し、第4部からは宇密空間が加わるこ

とから見ても、第4部が重要な道標となっていることが分かる。第4部のオフィス教徒の

場面では、楽闘は人需を拘束する王留として語られており、聖書の神は一種の王として扱

われていた。それはもちろん地上の王よりは上位にあるが、真の神よりも下位の造物主た

る王なのである。牢獄ー墓場一裸形仙人とつながる場面で拘束された世界から抜け出よう

とする動きが示された後、第5部では神々が登場する。これは聖書の神が相対化された第

2段措の延長線上に位置するものであり、より世界が広がる。誘惑の第3段暗は第6部の

宇宙空間であるが、第5部の最後でイラリオン(口悪魔)が f私の王国は宇宙の大きさを

持っているJと言うように、この宇宙空鰐は悪魔が支配する王国として位置づけられてい

る。このように誘惑の第1段階では地上の王が、第2段階では造物世界の王が、第3段階

で、は宇宙の王が開題になっている。つまり地上の支配者から天上の支配者へと誘惑者が移

20) Michel Foucault， art.cit.， p.117. 
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第4章 『聖アントワーヌの誘惑』の空間構造

り、それに応じて空間も広大になっているのである。第3稿では先の二稿とは順序が変わ

って、誘惑が地上から天上へ移行するように再構成されたのである。いずれの段階でも支

配者ということが問題になっているが、特にアントワーヌが一体化するネブカドネザノレ王

が「倣慢j の具象化であることからしても、他者あるいは世界を支配するという騎りの念

が誘惑の主要なモチーフになっていることが分かる。誘惑空間は膨れ上がり、はち切れた

かのように第7部冒頭で元の山の上の空間へと戻る。そこでアントワーヌは自分の倣'慢さ

を悔い、再び地上の空間に関わる誘惑が始まるのだが、第2部と異なるのは王や皇帝とい

った支配者が登場しないことである。その代わり、アントワーヌに抱擁を求める死神と淫

欲があらわれ、次にキマイラがあらわれてスフインクスとの合体を求める。最後にキマイ

ラの口からもれた霧の中から伝説上の部族や空想、上の動物が生まれ出て、やがて生命誕生

を目にする場面となる。明らかにここでは性的結合とその結果としての生命誕生が賠題に

なっている。第1稿・第2稿でもスフインクス・キマイラや怪物の場車はあるのだが、い

ずれも第2部で肉体の誘惑の系列に組み込まれていた。第3稿では誘惑の最後の段階に移

されて、倣慢によって膨れ上がった誘惑空間のアンチ・テーゼとして肯定的な意味をもっ

たものとして出てきている。ここでは少なくとも支配・被支配の関係はなし市ミらである。

だからこそ初めてアントワーヌは対象と一体化したいという欲求を表明するのであって、

必ずしもフーコーのように対神徳の敗退を読み敢ることはできないのである。

「物賓になりたい」という叫び声とともに、イエス・キリストの顔が太陽の中に浮かび

上がるのだが、この最後の場面は様々に解釈されている。たとえばピュトーノレは「太陽宗

教としてキリスト教を照らし出すものJと見ているし、 21)ジャンヌ・ベムは心理学的観点

から、 f分身の最後の出現Jであり、 「ほとんどアントワーヌの神格化を表わすものJだ

としている。 22)テクストを素直に見ると、キリストの顔は生命誕生の肯定的性格を引き継

いだものであり、一つの救いだと読める。しかし単に救済を示すだけならば、最初の予定

通り対神徳の登場で終わればよかったのだが、このような結末になったのは太陽を出した

かったからだと思われる。 23)明らかにこの太揚は、作品冒頭で沈む太陽と呼応するもので

あり、現実の太陽と同じように、昇つてはまた沈む永遠の運動が暗示されている。空間的

な面で見ても、第7部では原子の世界に至るほど空間が縮小し、その名残であるかのよう

21) Michel Butor， op.ciι， p.235. 
22) Jeanne Bem， op.ciι， p.147. 
23)太揚の中にあらわれるキリストの顔については、ヌド論考第E部第5主主「イエス・キリストの死
とその復活」で生成論の観点から捉え直している。
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に曽頭描写の初めでは空間の縮小が見られるといったように作品の最後と最初がつながっ

ている。救済はあくまで瞬時に示されただけであり、第 1稿と同じように誘惑は永遠に続

いてし、く。最後の場面は救済と永劫回掃を同時に啓示しているのである。

第 1稿では小屋と礼拝堂を基本とする舞台空間が提示され、そのニつの建物、特に小屋

を軸にして誘惑が展開していた。具体的な建物が基軸となっていたのは恐らく、フローベ

ールがジェノヴァのパルゼ宮で見たブリューゲ、ノレの絵の反映で、あろう。第2稿では観客(口

読者)が視覚的に捉えうる空間はやや奥に退いて、聖者が生まれた場や死ぬ場が導入され

て、テクスト空間はより大きな広がりを見せる。第3稿では小屋と礼拝堂を基本とする舞

台空間は解体し、語り手が介在する小説空間のごときものとなる。その多様な空間を)1債に

検討していくと、そこには地上から天上へと広がり、第7部で、は逆に縮小して物質にまで

査る動きが見て取れた。空間が拡大してし、く過程では支配あるいは倣慢さが主要なテーマ

として出てきていたが、収縮する段階ではそれが消えて、救済と永遠回帰の同義性をもっ

た場面で終わる。第 1稿では誘惑者のfWJから誘惑の方向づけがなされていたのに対し、第

3稿では地上にいるアントワーヌがたどりやすいように誘惑全体が再構成されているので

ある。もちろんこの再構成によって「聖者の人格j を軸にした誘惑全体のつながりに糸が

通ったのだが、その半面、第 1稿に見られた次に何が出てくるか分からない恐ろしさは薄

れてしまったように思われる。ブリューゲルの絵画をはじめ、聖アントニウスを題材にし

た数多くのイコノグラフィーがもっ得体の知れなさも第3稿には窺えない。

空間に光をあてながら第1稿から!頓に第3稿まで見てきたわけだが、そこには必ずしも

本当の意味での完成は見て取れない。誘惑空間が様々に入れ換って、決して完成されない

テクストの運動を見るのみである。フローベールが 1872年 6月ノレロワイエ・ド・シャン

トピー宛番簡で『聖アントワーヌの誘惑』のことを「私の全生涯の作品ですJ(Corr.， IV， 

p.531)と言うとき、永遠に未完成なテクストを念頭に置いていたのかもしれない。
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第5章 r三つの物語』の構造と意味

1875年、フローベールは『ブーヴァーノレとベキュシェJの執筆を一旦断念し、 10月に

『聖ジュリアン伝』にとりかかり、翌 1876年 2月に完成させる。 3月には f純な心Jの

構想開始、 8月に完成させるとすぐに『ヘロデヤJの準備を始め、 1877年2月に執筆を終

え、その年の 4月には『三つの物語Jとしてシヤノレパンティエ書活から出版される。三つ

の物語としてまとめることについては、『純な心』を執筆中の 1876年 4月20日、ロジェ・

デ・ジュネット夫人宛て書簡に、 「聖ヨハネの物語」を合わせて三つの物語にすれば「か

なり面白い一冊J(Corz・リV，p.36)になるだろうというのが初出であるが、どういう意図を

もってまとめることにしたかについては、他の書簡でも述べられていない。

本章では『三つの物語』の構造と意味を明らかにするために、まず各々の物語における

室内描写、人物描写などを検討しながら、物語の構造といったものを探り、最後に全体を

見ながら、物語間の連関に自を向けていきたい。その際、物語は執筆された}I慎序ではなく、

出版されたときの順序で進めてし、く。

『純な心J

物語の中心的な舞台になるのはオパン夫人の家だが、第1章における描写を見ていこう。

Cette maison， revetue d'ardoises， se trouvait entre un passage et une ruelle 

aboutissant主lariviere. Elle avait interieurement des differences de uiveau qUl 

faisaient trebucher. Un vestibule etroit separait la cuisine de la salle ou Mme 

Aubain se tenait tout le long du jour， assise pres de la croisee dans un fauteuil de 

paille. […] 

Au premier etage， il y avait d'abord la chambre de (( Madame >>， trらsgrande， 

tendue d'un papier a fleurs pales， et contenant le portrait deαMonsieur >> en 

costume de muscadin. Elle communiquait avec une chambre plus petite， ou l'on 

voyait deux couchettes d'enfants， sans matelas. Puis venait le salon， toujours 

ferme， et rempli de meubles recouverts d'un drap. Ensuite un corridor menait a 

un cabinet d活tude[…]. Une lucarne au second etage eclairait la chambre de 

Felicite， ayant vue sur les prairies. (CS， p.201) 
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(この家は、スレート葺きで、小路と河まで達する路地の間にあった。内は高さの違うところ

があって、つまづくことがあった。狭い玄関の両側には台所と「広間」があり、その広間では

オパン夫人が一日中、窓の傍らにある葉の肘掛椅子に腰掛けてじっとしていた。[...J) 

二階では、まず f奥さまjの部屋があった。この部屋はとても広くて、白っぽい花模様の壁

紙がはられ、王党派青年の販装をした f旦那さまJの肖像画が掛かっていた。この部屋と続き

になったより小さな部屋には、マットレスのない子供用の寝台が二つ見えた。次にくる客間は、

いつも閉めであるが、布をかけた家具でいっぱいだった。それから、廊下を行くと書斎があっ

た。[…]三階の天窓がフェリシテの部屋を明るくし、そこから牧場が見渡せた。)

最初は外からの描写で、あったのが、やがて玄関を通って中に入り、 f広間」に移り、次の

段薄では二階に上がり、 「奥さまJの部屋などが)1慎に紹介され、三階のフェリシテの部屋

に入ったところで描写は終わる(引用を省略した笛所は、第 1段落では広間に置かれた椅

子、晴雨計、ピアノなどが、第2段落では書斎にある本や書類などが描かれている)。こ

の描写において二つの問題が指摘されうる。一つは視点の問題である。語り手の視点から

客観的に描かれているようにも見えるが、引用中の((Madame))や((Monsieur ))はフェリシ

テのオパン夫人やオパン氏に対する呼び方であるから、フェリシテが家の外から中に入り、

部産から部患を見て回ったのだとも考えられる。一階で「つまづJいたり、オパン夫人が

腰掛けているのを見ているのはフェリシテかもしれない。もう一つは家具や装飾品の描写

である。家其等が描かれているのは「広間J及び二階の「奥さまj の部屋、子供部屋、客

問、書斎だけであって、台所やフェリシテの部屋の物は全く描かれない。つまり、フェリ

シテがいつも居る場所にある物は全く描かれず、他の人物の居る場所のみが家具や装飾品

で満たされているのである。

第1章の描写の後、オパン夫人の家の中が描かれるのは、第4章でフェリシテの部屋に

剥製になった鶏鵠が置かれたときである。

Une grande armoire genait pour ouvrir la porte. […] C'est ainsi qu'il y avait des 

fleurs artificielles au bord de la commode， et le portrait du comte d'Artois dans 

l'enfoncement de la lucarne. (CS， p.22I) 

(大きな箪笥が入口の躍を開けるのを邪魔していた。[…]このように整理ダンスの縁には造

花があり、天窓のくぼみにはアルトワ伯の肖像画がかかっていた。)
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引用の省略部分には、甥のヴィクトノレからもらった貝殻細工の箱やヴィルジニーとポール

の絵本など思い出がつまったあらゆる物が部屋を飾るものとして描かれている。視点に関

して雷えば、ここでは閉ざされた部屋の内部だけが描かれているのだから、この描写がフ

ェリシテの視点からなされたものであることは疑いない。また、部屋に置かれた物の性格

も、第 1章の描写とはかなり異なっている。第1章で描かれた物が人物の手に触れられる

場面は皆無である(たとえば、ヴィノレジニーがピアノを弾いたり、ポールが書斎の物をひ

っくり返したりする場面はなし¥)のに対して、第4章では部屋すべてがヴィクトノレやヴ、イ

ノレジニ一等の人物につながるもので占められている。以上述べた視点、の棺異及び部屋を飾

る物の相異を手がかりにして、二つの描写の意味を考えてみよう。

オバン夫人の家の描写は引用したこ僅所のみである。 1)第 1章の描写が外から始まって

内に入りフェリシテの部屋(そこには何らの物も描かれない)で終わり、第4章ではフェ

リシテの部屋の内部の物が描かれることから、第4章の描写を第 1章の描写の続きとして、

つまり二つの描写をー続きのものとして考えることができる。そこで、二つの描写全体を

一貫して捉えるならば、家の外から玄関を通って中に入っていくのだから、明らかに外か

ら内へと向かう運動を認めることができる。そして、この外から内への運動は、このコン

ト全体におけるブェリシテの動き、即ち外から来て女中として家に入り外部とのつながり

を失なってついには自らの部屋に関じ込もるという動きをそのまま移しかえたものに他な

らない。第 1章の描写が誰の視点によるものかが暖昧であったのが第4章で明確になるの

も、フェリシテが徐々に家の中に入り込んで家を内側から見て行く過程と呼応していると

言えるだろう。では、部屋を飾る物についてはどうか。第 1章で描かれた家具等は、全く

人物との結びつきを持たないまま、オパン夫人の死後ポールによって持ち出される r奥

さまの肱掛椅子も円テーブノレも足煩爆も 8つの椅子も運ばれていってしまった!J (CS， 

p.222)。このように、第1章の家具や物は、オパン夫人やヴイノレジニーの死とともに家か

ら失なわれる運命にあったことが分かる。そして、それらがフェリシテ以外の人物の部屋

の物に限られていたということは、フェリシテの生活空間がそのような運命を免れる唯一

のものであったことを示している。つまり、フェリシテの部屋はオパン夫人の家全体を襲

う死の運命からの避難所であって、いわば家全体のもつ生命が一つの部屋に集中していく

1)オパン夫人の家の描写は引用したニ笛所のみだが、ツークの小作人リエパーノレの家の描写で、は、

二つの描写に欠けていた「台所Jの内部の様子が描かれる (CS，p.207)。二つの描写にこのリエ
パーノレの台所の描写を加えれば、一軒の家の描写が完成することになる。
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のである。 2)

ところで、引用したこつの描写の最後の文章には共に「天窓Jがあらわれる。第 1章の

天窓が外に向かつて開かれているのに対し、第4章のそれがアルトワ佑の肖像画によって

閉ざされていることから、ここにもさきほど述べた外から内への運動を見い出すことがで

きる。しかしまた、天窓は、フェリシテが「それ(=イエスの洗礼を描いた版画)をアノレ

トワ伯の代りに掛けたJ(cS， p.222)とき、新たな意味を担う。 r彼女は教会でいつも聖

霊を見て鶏鵡となにかしら似たところがあると思っていたJ(cs， p.221)のだから、イエ

スの洗礼の版画に描かれた聖霊(実際は飛んでいる鳩の姿)はブェリシテにとっては飛ん

でいる鶏鵡に見えたのである。版画の中の鶏鵡の姿が、この物語の最後の場面における鶴

鵠の飛朔を先取りしたものであることは言うまでもない r彼女は半ば聞かれた天のうち

に、巨大な鶏鵡が頭の上を舞っているように患ったJ(Cs， p.225)。このように、天窓は、

その前に聖霊の版画が置かれることによって、鶏鵡が天に向かつて飛ぶ通り道となる。ま

た一方では、天窓は、外から内への運動の帰着点で、あった。要するに、フェリシテの世界

が外の世界との関係を失って内に閉じこもるにつれて、いわば外にあった生命を吸い込み

ながら収散していき、最後に彼女の幻の中で f半ば開かれた天jへと広がってし1く、その

収散と膨張というこつの動きの結節点に天窓がなっているである。

人物描写に移ろう。この物語の主要な登場人物としては、フェリシテ、オパン夫人、ポ

ール、ヴイノレジニー、ヴィクトル、ルールーが挙げられる(ノレールーは鶏鵡であるが人間

と同じ存在として描かれている)。このうち物語に最初に登場したときに描写があるのは、

フェリシテ、オパン夫人、ヴィクトル、ノレールーで、あり、死んだときに描写されるのはオ

パン夫人、ヴィルジニー、/レールーで、ある。ポールの描写は全くない。言うまでもなく主

人公はフェリシテなのだが、第 1章で語り手の視点から描かれた後は、彼女は見られる側

から見る側にまわり、さまざまな人物をみていくことになる。まず彼女の溺愛の対象であ

ったヴィルジニーから見ていこう。

ヴィノレジニーは死んだ後に、フェリシテの視点から詳細に描かれる。

2)ベノレ・ニクログもオパン夫人の家の二つの措牢を比較しながら、「家は死んだ異殻のようになっ
て、唯一まだ生命をもった場である部屋を取り囲んでいる。耳が聞こえず自が見えなくなったフ
ェジシテがその部屋でもはや完全に内化され殻に閉じこもった生活を続けているからである」と
述べている(Per Nykrog， (( Les Trois Contes dans l'針。1utionde 1a structure thematique chez 
F1auberい，Romantisme nO 6， p.56)。ニクログは細かい分析はしていないものの、拙論と向じこ
とを述べていることになる。
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D色sle seuil de la chambre， elle apercut Virginie etalee sur le dos， les mains 

jointes， la bouche ouverte， et la tete en arriere sous une croix noire s'inclinant vers 

elle， entre les rideaux immobiles， moins pales que sa figure. […] 

Pendant deux nuits， Felicite ne quitta pas la morte. […] A la fin de la premi色re

veille， elle remarqua que la figure avait jauni， les levres bleuirent， le nez se pincait， 

les yeux s'enfoncaient. L.J Elle L.J etala ses cheveux. Ils etaient blonds， et 

extraordinaires de longueur a son age. Felicite en coupa une grosse mるche，dont 

elle glissa la moitie dans sa poitrine， resolue a ne jamais s'en dessaisir. (cs， p.215) 
(部屋の入口から、ヴィノレジニーが仰向けに横たわり、両手を合わせ、口を開け、彼女の方に

傾けである黒い十字架の下で頭をのけぞらせ、その顔よりも蒼白い動かないカーテンの間にい

るのが見えた。[...J

二晩の関、フェリシテは死者のもとを離れなかった。 し.J最初の通夜の終わりに、顔が黄

急く、唇が膏くなり、鼻が尖り、自が窪んでいるのに気がついた。彼女はし.J髪を広げた。

髪は金髪で、年にしては驚くほど長かった。フェリシテはその髪のー房を切り、その半分を自

分の胸に忍び込ませ、永久に離すことはないと心に決めた。

最初の段落では「両手J 口J r頭J r顔jが、次の段落では「顔J r唇J r鼻J r閤j

「髪Jが描かれており、明らかにフェリシテは最後の髪に対して愛着(というよりも執着)

を抱いている。ただ、この「金髪で、年にしては驚くほど長かったj髪も生きている関は

フェリシテの視点から措かれることなく、死んだ後に初めてその特徴が分かる。この意味

を探るために、描写ではなくても、ヴイノレジニーの身体の部分が出てくる箇所を最初から

追っていこう。

まず、第2章のジェフォスの農場で駆け回る場面では「足Jが出てくる :α[…]la rapidite 

de ses jambes decouvrait ses petits pantalons bro必s.>> (cs， p.205)。次に第3章の聖体

拝領の場面ではその「首Jをフェリシテが見つめる:<< L.J elle reconnaissait de loin la 

chere petite a son cou plus mignon et son attitude recueillie.>> (cs， p.209)。 そして実際

に聖体を拝領する場面では、フェリシテは自分がヴイノレジニーになったかのように緊張す

る。

Lし..…..J日..]i辻llu泊1札1S鴎emblaqu'ど'e凶llee白ta出ite叫lle

sa robe l'habi註llai比t，son c田urlui battait dans la poitrine au moment d'ouvrir la 
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bouche， en fermant les paupiさres，elle manqua s'evanouir. (CS， pp.209酬210)

(彼女は岳分があの子供になっているかのように患った。あの子の顔が自分の顔となり、あの

子の服を身にまとい、あの子の心臓が自分の胸で高鳴っていた。まぶたを閉じながら、口を開

けるときは、あやうく気が遠くなりかけた。)

ここではヴィルジニー全体が問題になっているようだが、外から見える身体の部分だけを

散り出すと「顔j と f口j と「まぶたj になる。次に、ヴィルジニーが修道院へ出発する

場面では「額jがある:(( Virginie […] embrassait sa m色requi la baisait au front)} (CS， p. 

210)。また、フェリシテが、修道院へ行ってしまったヴィルジニーを思い起こす場面では

「髪Jと「顔Jと「手j がある。 3)

Elle s'ennuyait de n'avoir plus主peignerses cheveux， […] - et de ne plus voir 

continuellement sa gentille figure， de ne plus la tenir par la main quand elles 

sortaient ensemble. (CS， p. 210) 

(彼女には、もうヴィルジニーの髪を櫛で、杭かすことがないのが、しJまたあの可愛い顔を

ずっと見ることも、一緒に外に出るとき手をとることもないのが淋しかった。)

以上の引用で、彼女の体のどの部分が描かれているかに注目すると、ジェブオスの農場で

は「足j、聖体拝領の場面では「首J r顔J r口J rまぶたJ、修道院へ出発する場面で

は「額j、修道院へ行ったヴィノレジニーを思い出す場面では「髪J r顔J r手Jというよ

うになる。物語が進行するにつれて、即ちヴイノレジニーが死に近づくに従って、体の下か

ら上へと上がっていき、 f髪Jで頂点に達すると、 「顔J r手j というように下に庚る。

死んだ後は、すでに見たように、まず「両手J r口J r頭J r顔j、次の段落では「顔j

「唇J r鼻J r目J r髪jが描かれているのだから、これら身体への言及あるいは描写を

ー続きのものとみなすことができるだろう。生きている関は足から順に顔へ、そして髪へ

上がり、また顔へ戻って、 「手J(( la main )}で、終わり、死んだ後は生きている関を引き継

ぐかのように合わせた f両手J(( les mains )}で、始まり、顔を通って、最後は「髪Jへと行

き着く。室内描写ではフェリシテの部屋に描写の各要素が集中していったが、ヴィルジニ

ーの身体においても、一つの方向性をもって、その髪に集中していく。生きている間の描

3)オパン夫人が娘に会いに修道院に行く場面で、ヴイノレジニーの「まぶたjが描かれる (C8，p.214) 
が、フェリシテがその場にいないこの箇所は分析の対象から除外した。本論では、フェリシテに
とっての外と内を問題にしているので、彼女の知覚外にあるものは除外するのが適切であろう。
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写では、ヴイノレジニーが自の前にいなくなったときはじめて髪があらわれる。言い換えれ

ば、髪以外の部分がそれまで視覚によって外的なものとして捉えられていたのに対して、

髪はブェリシテの内部世界に浮かびあがる。また、死んだ後の描写の最後の文で、切り取

った髪の毛を f自分の胸に忍び込ませ、永久に離すことはないJとあるように、髪は体か

ら切り離されてフェリシテの体の一部のようになっていく。オパン夫人の家の生命がフェ

リシテの部屋に荷ると同様に、ヴィルジニーの体全体の生命は彼女の髪に宿っていくのだ

が、それはフェリシテにとっては外にあったものが内へと入っていく運動に他ならない。

オパン夫人の髪も死んだ後に、その色が「茶褐色Jであることが読者に分かる:(( On la 

croyait moins vieille， a cause de ses cheveux bruns )) (CS， p. 222)。主語の((On >>はポン

=レヴ、エツクの町の人を指すものだし、そもそも夫人の髪はフェリシテの愛着の対象には

なっていないのだが、とにかく夫人の場合も髪の毛と死が結びついている。

さらに、フェリシテがヴィクトノレの死を知った後、近くの河に洗濯に行く場面にも「髪J

は出てくる:(( au fond， de grandes herbes s'y penchaient， comme des chevelures de 

cadavres flottant dans l'eau.>) (CS， p. 213)0 r水中にただよう死人の髪のように」河底に

なびく大きな藻草について、コリン・ダックワースは「このイメージは叙述の一部である

にもかかわらず、フェリシテの心の中にある。というのも彼女はごく当たり前にヴィクト

ノレが溺死したと思っているからである」と述べている。 4)遠洋航海に出たヴィクトノレが溺

れ死んだというイメージがフェリシテにあったかどうか確たることは言えないが、とにか

く「死人の髪のように」という比輸がヴィクトルの死の知らせがあった直後にテクストに

あらわれ、それがその後のヴィノレジニーの死やオパン夫人の死の予告になっていることは

疑いない。ヴィクトノレが生きている聞の身体については、一つの方向性が見られることは

なく、またもう一つの溺愛の対象であるノレールーについても同じことが言えるが、両者に

ついては『三つの物語』全体を見てから、論じることとしたい。

外界描写については、かなり数が多いので、全体の傾向をあらわすと思われるこつの場

面のみを引用する。まず、第2主主における夏のトウノレーヴイノレの描写。

Les jours qu'il faisait trop chaud， ils ne sortaient pas de leur chambre. 

L'eblouissante clarte du dehors plaquait des barres de lumiらreentre les lames des 

4) TI・oisContes， Edited with an Introduction， Notes and Commentary by Colin Duckworth， 
London， Harrap 1959， pp.183嗣184，note 121. 
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jalousies. Aucun bruit dans le village. En bas， sur le trottoir， personne. Ce 

silence epandu augmentait la tranquillite des choses. Au loin， les marteaux des 

calfats tamponnaient des car加es，et une brise lourde apportait la senteur du 

goudron. (CS， p. 208) 

(あまりに暑さがきびしい日には、皆は部屋から出なかった。外のまばゆい光が鎧戸の板の間

に光の線を張り付けていた。村には何の音もしなかった。下の歩道には誰一人いない。広がつ

た沈黙が事物の静けさを増していた。遠くで、議長詰めをする人のハンマーが船底をたたいて

おり、重い微鼠がタールのにおいを運んできた。)

対象がどの感覚に捉えられているかを見ると、まず「まばゆい光jは視覚、「音jは聴覚、

「下の歩道にはだれ一人いなしリは視覚、あるいは誰も通る人の気配がないという意味な

ら聴覚かもしれない。["沈黙Jは聴覚、 「ハンマー」がたたくのは聴覚、 「ターノレのにお

しリは嘆覚である。したがって、漠然とではあるが、視覚から聴覚、さらに嘆覚という順

序が見て取れる。

第5輩は外界描写から始まる。

Les herbages envoyaient l'odeur de l'ete des mouches bourdonnaient ; le soleil 

faisait luire la riviらre，chauffait les ardoises. (CS， p.224) 

(牧草地は夏の匂いを送ってきた。蝿がぶんぶん鳴っていた。太陽は河の面を輝かせ、スレー

ト屋根に照りつけていた。)

同じ夏の描写であるにもかかわらず、この第5章では嘆覚で始まり、次に聴覚、最後に視

覚となる。この描写は語り手から客観的になされたというよりも、語り手がブェリシテの

中に入って夏の日の情景が描かれているように思われる。第4章で、すで、に((sourde >> (CS， 

p.219)で、((aveugle片 (cs， p.224)になっているフェリシテにとって、かろうじて感知し

うるのは牧草地からくる f夏の句しリだけであって、それがまず文の最初に来るのはごく

自然な順序であろう。蝿の音や太揚の輝きはフェリシテの想録世界にしかないのかもしれ

ない。そして、このように感覚世界が内化していく動きは、この物語が鶏鵡の飛朔の幻で

終わることを必然的に理解させる。

以上、さまざまな描写を検討した結果、物語が進行するにつれて、フェリシテにとって

外にあったものが内へと集中していく動きを物語全体の動きとして引き出したことになる。
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『聖ジュリアン伝』

『純な心』と同様、主人公が住む場所から始めよう。この物語は三つの章から成り立っ

ているが、ジュリアンの動きを見てみると、第 1章の終わりで彼は両親とともにいた「城J

(( chateau ))から出発し、第2章の終わりで彼は両親を殺害した後、妻と暮らしていた「宮

殿jαpalais))を出る。そして第3輩では河のそばに「小屋Jαcabane>)を建て、そこに住

んで賎罪をおこなう。したがって主人公は、第1章では城、第2章では宮殿、第3章では

小屋というように、章ごとに異なった場所に住むことになる。

ジュリアンの荷親が住む「森の真ん中、丘の中腹にある城j は、第1部冒頭の8つの段

落で描かれている。まず塔や屋根など外から描かれ、城の中庭、域内、堀を経て、城の中

に入り、布が詰め込まれた棚のある部屋や、葡萄酒の樽が積み重なった酒蔵や、さまざま

な武器が並ぶ部屋などを巡っていき、第8段落は次の文で始まる。

La maitresse broche de la cuisine pouvait faire tourner un b白uf; la chapelle 

etait somptueuse comme l'oratoire d'un roi. (SJ， p.230) 

(炊事場の一番大きな串は、一頭の与二を刺して回すこともできた。礼拝堂は王の祈祷室のよう

な豪華さであった。)

描写の第3段落にあらわれる((basilic ))と((heliotrope ))という植物がジュリアンの運命

を支配する残忍性と聖性を象徴していることは多くの注釈で指摘されているが、 5)伺じ対

立がこの第8段落で「炊事場」と「礼拝堂j がポワン・ヴィルギュノレではさまれた一見不

可思議な文でもあらわれている。というのも、ジュリアンが最初に動物を殺すのは礼拝堂

だからである (SJ，p.232)。ジュリアンは一匹の鼠に「軽い一撃」をくわえただけでむしろ

彼の方が驚いたくらいなのだが、それでも殺害にはちがいない。この、一匹の長の殺害が

やがては森の中の大殺裁につながっていくのだから、第8段落の串刺しになった牛と礼拝

堂とが一つになった文は将来のジュリアンの行動を予言しているわけである。

このようにジュリアンが生まれる前の城の描写ですでに彼の将来があらわされている

5)たとえば、ヒ。エーノレェマルク・ドゥ・ビアジは「ヘリオトロプ(口ひまわり)は聖ヨハネに捧
げられたもので、神によって霊感を受けた人間を象徴する(太陽の方に向いた花 z神に向いた人
間)。それは、『中世以来、動物の種をあらわす同音語から、その残忍性と狩猛さを借りている』
(ユイスマンス『大伽藍~)パジリックと対立している J と記している (TroisContes， lntroduction 
et notes par Pierre-Marc de Biasi， (( Le Livre de Poche >>， 1999， p.91， note 3)。

99 



第 I部

(ジュリアンが誕生するのは第 10段落)ということは、彼は自分の意志で決めるという

よりも、彼を超えたある存在によってあらかじめ運命が決められていることになる。した

がって、 『純な心』のように主人公の内的視点というよりも、主人公の運命を全体として

締轍的に見た方がいいように思われる。

とりあえず、第2章の住居を見てみよう。ジュリアンは再親のいる城を離れ、多くの戦

闘の後、ある皇帝の娘を要り、 「宮殿Jに住む。

C'etait un pa1ais de marbre b1anc， bati主1amoresque L.J. […] 

Les chambres， p1eines de cr・epuscule，se trouvaient eclairees par 1es 

incrustations des murailles. De hautes co1onnettes， minces comme des roseaux， 

supportaient 1a voute des coupo1es L.J. 

Il y avait des jets d'eau dans 1es salles， des mosaiques dans 1es cours， des 

cloisons festonnees， mille delicatesses d'architecture， et partout un te1 si1ence que 

l'on entendait 1e frolement d'une echarpe ou l'echo d'un soupir. (SJ， p.239) 

(それはムーア愚に建てられた、自大理石の宮殿であった〔…]0 […] 

部麗という部屋は、ほのかな光に満ち、壁の象最によって熊らされていた。葦のように細い

高円柱が丸天井の常議を支えていた[…]。

広間には噴水があり、中庭はモザイクで敷き詰められ、花綱装飾の壁、繊細さの粋を集めた

建築があり、いたるところ静まり返っているので、布のかする昔、ため息、のこだまも関こえる

ほどであった。)

この描写が第 l主主の城の描写と異なるのは、部屋に家具や道具類が一切見あたらないこと

である。最後の文の「布のかする音、ため患のこだ、まJがかろうじて人の存在を感じさせ

るが、日常生活で用いられる物が存荘しないために、その豪勢さにもかかわらず、宮殿の

廃壊を見ているように思われる。この描写から見て、宮殿はジュリアンにとって仮の住ま

いのように感じられているようである。

実際、彼は妻がほかの男と寝ていると思い込んで両親を殺してしまった後、ひとり宮殿

を出て、物乞いをしながら、ある河の岸にたどり着く。第3章の住まいである小屋は、以

下のように描かれる。

Une petite table， un escabeau， un 1it de feuilles mortes et trois coupes d'argi1e， 
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voi1a tout ce qu'etait son mobi1ier. Deux trous dans 1a muraille servaient de 

fenetres. (SJ， p.247) 

(小さな食卓、腰掛け、枯葉の寝床、そして粘土の椀が三つ、それだけがジュジアンの家具で

あった。壁の二つの穴が窓になっていた。)

ここでは第2重量の宮殿とは逆に、すべての家具が示され、しかもそのすべては療病の男に

よって触れられる。頼病の男は小屋に入ると、腰掛けの上に座り、食卓の上で、椀に入った

脂身やパンを食べ、寝床の上でジュリアンに体を温めてもらうからである (SJ，p.248)。療

病の男、つまりイエス・キリストとこの小屋の家具との結びつきの緊密性から見て、小屋

はキリスト降臨の場としてつくられたことが想定できる。

では、ジュリアンがたどった経賂にはどのような意味があるのか。 r城J r宮殿J r小

屋」が主人公の運命においてどのような位龍を占めるかを知るためには、彼自身の場所の

移動のみならず、彼の両親がたどった道をも考慮、に入れなければならない。第2章で、ジ

ュリアンの両親は恵、子を捜してようやく宮殿にたどりつき、そこで息子の妻に自分たちの

旅がどんなものであったかを物語る。

Ne 1e voyant pas revenir， i1s etaient partis de 1eur chateau ; [...]. Il avait fallu 

tant d'argent au peage des fleuves et dans 1es hotelleries， pour 1es droits des 

princes et 1es exigences des vo1eurs， que 1e fond de 1eur bourse etait vide， et qu'i1s 

mendiaient maintenant. (SJ， p.241) 

(彼が麗らないとわかって、両親たちは城を出発したのである。[…]河の通行税や宿泊代や、

王侯に払う税や盗賊の強要で、たいそうなお金を使い果たし、財布の底は空になって、今では

物乞いをしているのであった。)

2番自の文章を見ると、ジュリアンの両親は河を渡ったり、宿をとったりしながら、つい

には物乞いの生活になって官殻にたどりついたことが分かる。今、第3章におけるジュリ

アンの行動を見ると、彼は宮殿を出発した後、物乞いの生活をしながらある河にたどりつ

き、その河の渡し守になって、小震を建て宿を提供することになる。この二つの旅を比べ

ると、まるでジュリアンの旅は両親の旅を逆方向に、即ち終わりから初めへとおこなって

いるように見える。そこで、第3章において、ジュリアンは、両親を殺害した後、かつて

両親が宮殿に着くまでにたどった道を逆方向に進んだものと仮定すると、次のようにジュ
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リアンと彼の両親の歩んだ道は表わされるはずである。

一一うジュリアン

一一》 両親

言うまでもなく、この閣は、ジュリアンや両親が実際に歩いた道を示したものではなく、

ジュリアンのたどった運命の意味を明らかにするための一つの仮説である。この図におい

て、荊親の経路が宮殿で切れているのは両親がここで殺されたのだから当然であるとして、

ジュリアンの経路は両親がかつて通った道を戻りながら小屋で、切れているが、それから先

はどのように描かれうるのか。言い換えれば、最後にイエス・キリストによって天空に運

ばれていく救済の場面は、上の図においてどのように位置づけられうるのだろうか。救済

の直前、癒病の男が自分を緩めるよう要求する場面を見てみよう。

Le lepreux tourna la tete. 

- Deshabille-toi， pour que j'aie la chaleur de ton corps ! 

Julien ota ses vetements ; puis， nu comme au jour de la naissance， se replaca 

dans le lit […]. 

[…] 

- Ah ! je vais mourir... Rapproche-toi， rechauffe-moi! Pas avec les mains ! 

non ! toute ta personne. 

Julien s活taladessus completement， bouche contre bouche， poitrine sur poitrine. 

(SJ， p.249) 

(癒病の男は顔を向けた。

rn設を脱げ、お前のからだの熱が伝わるように!
ジュリアンは服を脱いだ。そして、生まれた日のように裸になって、再び床に入った[…〕。

[...] 

「ああ、もう死ぬ… もっと近づいて、温めてくれ!手でではなく、からだ全体で!J 

ジュリアンは嬢病の男のよに、口と口を重ね、絢と胞を合わせて、全身を横たえた。)

引用中の「生まれた自のようにJというのは単なる比輸というよりも、それ自身重要な意

味をもつものと考えられる。ジュリアンが救済されるその瞬間において生誕の臼と問じ姿
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をしていたということは、ジュリアンの救済が城における自らの生誕への回帰として描か

れていることを示すにちがいない。さらに、最後の文章でも生誕というテーマが開題にな

っている。寝床におけるジュリアンと癒病の男の姿勢は疑いなく男女の交わりの姿勢であ

って、その結果としての新たな生命の誕生が臆されている。要するに、この引用文は、ジ

ュリアンの救済が城への回帰として位置づけられること、つまり上記の図であらわされた

ジュリアンの経路は救済によって城へと戻り、一つのサイクルとなることを示している。

この観点から、救済に宝るまでにジュリアンのたどった運命を考えてみたい。第2章に

おいてジュリアンは陪親を殺してしまうわけだが、この殺害がおこなわれるのも、救済の

場合と同じように、寝床においてである (SJ， pp.243・244)。しかしこのこつの寝床は全く

反対の意味をもっ。両親を、しかも自分の生まれる原因となった場である寝床において殺

すということは、自らの生誕を、即ち自らの存在自体を否定することに他ならない。第3

章で、ジュリアンは絶望のあまり自殺しようと試みる (SJ， p.246)が、すでに両親を殺し

た時点で自己の存在の否定はなされており、自殺にはもはや意味がなくなっているのであ

る。今もう一度上記の図を見ると、城で、ジュリアンは生まれ、宮殿でその生を苔定したの

だから、城から宮殿への還すじは、自らの生を否定する方向、死へと向かう方にあると考

えられる。また、その逆の方向、l'lPち宮殿から小屋への道は、その延長上に救済つまり生

誕への回帰があらわれることから、死から再生へと向かう方向にあると考えられる。

今度は、人物描写からジュリアンの運命を見てみよう。 w純な心』とは異なり、この物

語の人物はすべて登場したときに描写がなされる。特徴的なのは、 7人の登場人物に自の

描写があることである。

第1章であらわれる 3人の予言者のうち、ジュリアンの母親の前にあらわれて fお前の

怠子は聖者になるj と予言する隠者のような老人には自の描写はないが、父親の前にあら

われる放浪者の自は炎のように輝く。

C'etait un Boheme a barbe tressee， […] les prunelles flamboyantes. Il begaya 

d'un air inspire ces mots sans suite : 

- Ah ! ah ! ton fils !… beaucoup de sang…beaucoup de gloire …toujours 

heureux ! la famille d'un empereur. (SJ， pp.230・231)

(それはひげを編んだ放浪者で、 〔…]撞は炎のように輝いていた。啓恭を受けたような様子

で、脈絡のない言葉を口ごもった。
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「ああ、ああ、お前の息子…多くの血…栄光に満ち…つねに幸福。皇帝の息子。 J) 

次に、ジュリアンに対して呪いの予言をする牡鹿。

Le prodigieux anima1 s'arreta ; et 1es yeux fl.amboyants， ['.J， i1 repるtatrois fois : 

-Maudit ! maudit ! maudit! Un jour， c田urferoce， tu assassineras ton p訂eet 

ta説会re! (SJ， p.236) 

(その驚くべき動物は立ち止まった。そして目は炎のように輝き、 [ ...J三度繰り返した。

「呪いあれ、呪いあれ、呪いあれ!いつの日か、残忍な心よ、お前は父と母を殺すであろう!J) 

放浪者の撞も牡鹿の自も<<fl.amboyant))と形容されている。 6) このように、隠者の自は全く

描写されず、放浪者と牡鹿においてはその目が罰ーの形容詞で形容されるということは、

前者と後者とが明確に区別された意味をもつことを示すはずである。このIK8rJの意味を先

に述べたジュリアンの運命における生から死、死から再生へのテーマと関連づけて、考え

てみよう。隠者はジュリアンが聖者になることを予言し、放浪者は彼が皇帝の息子となっ

て車を流すことを、牡鹿は両親の殺害を予言する。つまり、隠者の予言のみがジュリアン

の救済即ち再生にかかわり、他の二者の予言は彼の殺害即ち死にかかわっているのである。

そして、前者の自は措かれず、後者ニ人の自は炎のように輝くのだから、ジュリアンの再

生にかかわるとき人物の自は描かれず、彼の死にかかわるときのみ「炎のように輝く目J

があらわれると考えることができる。

予言者以外の自の描写を見ょう。誤まって自分の両親を殺した後、それと気づいたジュ

リアンが父親と母親を確かめる場面:

Enfin， il se baissa 1eg色rementpour voir de tout pr色s1e vieillard (=son pere) ; et辻

apercut， entre ses paupieres ma1 fermees， une prunelle eteinte qui 1e bru1a comme 

du feu. Puis il se porta de l'autre cote de 1a couche， occupe par l'autre corps (=sa 

mere)， dont 1es cheveux b1ancs masquaient une partie de 1a figure. (SJ， p.244) 

(ようやく、彼は老人をすぐそばから見ようと、軽く身をかがめた。すると、老人の閉じきっ

ていない瞳の間に消えた障が見え、その瞳は彼を火のように焼いた。それから、別のからだが

6)イサシヤロフも『聖ジュリアン伝』と『ヘロデヤ』において、居と火が結びついていることを
指摘しているが、その理由は問うていなしに羽ichae1Issacharoff， (( T1'Ois Contes et 1e prob1eme 
de 1a non-linearite >>， Littelヨtw'en015， 1974， pp.27・40.
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ある寝床の向こう側に行った。その白い髪が顔の一部を覆っていた。)

ここで、は((flamboyant )}という形容語はついていないが、父親の瞳が「彼を火のように焼

いたJと描かれていることから、この臣が「炎のように輝く目Jに相当するのは明らかで

ある。ところが、母親においては放浪者同様その目は描かれない。先の予言者の描写にお

いても、母親に対する予言のときは目は描写されず、父親に対する予言のときには自が炎

のように輝くといったように、父親と母親とでは全く反対の意味づけがなされている。こ

れも、ジュリアンの運命における死と再生に結びつけて解釈することが可能である。父親

と母親は城を出てからは問ーの行動をとるが、城で暮しているとき、父親はジュリアンに

狩猟の仕方を教える。これがジュリアンに本来そなわっている残忍さをひきだし、やがて

は両親の殺害となるのだから、この点で父親は死のテーマにつながる。一方、母親は城に

おいてジュリアンを生むわけだが、ジュリアンの再生が城における生誕への田帰としてあ

らわれるのだから、明らかに母親は再生のテーマと結び、つく。その結果、父親には「炎の

ように輝く目jがあらわれ、母親にはあらわれないということになる。

次に、第2章においてジュリアンが森の中で動物たちに閤まれる場面を見てみよう。

[…] c主et1a， parurent entre 1es branches quantite de 1arges etincelles， comme si 1e 

firmament eut fait p1euvoir dans 1a foret toutes ses etoi1es. C活taientdes yeux 

d'animaux L..]. (SJ， p.242) 

(あちこちの枝と枝の間から、大きな火花が数多くあらわれ、あたかも天空が森の中にあらゆ

る星を捧らせたかのようであった。それは動物たちの自であった。)

(( etincelles )}という語が火とつながる意味をもつことからしても、 7)森の中の動物たちの

異様な脅かすような自の輝きは、 「炎のように輝く自j と関等の意味をもっていることは

疑し、ない。この動物の自はジュリアンを宮殿へ追いたて両親を殺害するようしむけるのだ

から、死のテーマと結びついることは言うまでもない。

以上述べてきたところでは、ジュリアンの運命における死即ち自己の存在否定とかかわ

るときに「炎のように輝く自Jがあらわれ、再生とかかわるときは自は輝かないという鴎

式が成り立っていたが、両親の殺害の後即ち自己否定の後でも「炎のように輝く自Jはあ

7) Grand Robertでは、 αetincelle))は最初に((Parcelle incandescente qui se detache d'un corps 
en ignition沖と定義されている。
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らわれる。それは、第3章における癒病の男の目である。

まず、ジュリアンが河の対岸から声がするので舟を出すと、それまで吹き荒れていた嵐

は静まり、対岸に着く。そこにいる嬢病の男の両目は「炭火よりも赤いJ: (( les deux yeux 

plus rouges que des charbonsη (SJ， p.247)。この自は明らかに「炎のように輝く目Jであ

る。男が舟に乗り込むと、嵐は再び猛威をふるうが、8) 瀬病の男の自は、小屋に帰る舟の

上でも描かれる。

La petite lanterne brulait devant lui. […] Mais toujours il apercevait les 

prunelles du lepreux qui se tenait debout主l'arriらre，immobile comme une colonne. 

(SJ， p.248) 

(小さな燈火がジュリアンの前で燃えていた。[…]しかし、船の後ろに立ち、柱のようにじ

っと動かない轍病の男の撞がずっと見えていた。)

この「瞳Jには形容語がついていないが、関の中でジュリアンにはっきりと見えるのだか

ら、癒病の男の目は相変わらず輝いているはずである。また、直前にランタンが「燃えて

ていたj という箇所も火とのつながりを思わせる。ところが、小崖の中に入って、ジュリ

アンに「お前の寝床!Jと言って、自分のからだを媛めてくれるように頼むときには、癒

病の男の目は輝きを失っている :α[…]ses yeux ne brillaient plus， […]， il murmura :-

Ton lit ! }} (SJ， p.248)。しかしまた、最後の救済の場面で、癒病の男即ちイエス・キリス

トの毘は再び輝きを放つ。

Alors 1e 1epreux l'etreignit ; et ses yeux tout a coup prirent une clarte d'etoiles ; 

ses cheveux s'allongerent comme 1es rais du solei1 L..J. (sJ， p.249) 

(そのとき癒病の男は彼を抱き締めた。するとその目は忽然として患の光を放った。髪は太陽

の光のように長く延びたし..J0 ) 

療病の男が fお前の寝床!Jとつぶやくときに彼の自が輝かないのは、すでに述べたよう

8)この嵐の場部を執筆するにあたって、フローベールが LangloisとLecointre-Dupontの著作を
参照したことは、パート&クックが明らかにおり、著書の中でその原文を引用している
(Benjamin F.Bart & Robert Francis Cook， The LegendalアSourcesof Flaubert包有 saint
Ju1ien ))， University of Toronto Press， pp.150・151& p.172)。 しカミし、 Langloisでも
Lecointre剛Dupontでも、嵐は行きも帰りも吹き荒れている。フローベールは、典拠とした文献
とは異なり、癒病の男とともに舟に乗る帰りの行路のみ嵐の場開にしたのである。
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に、寝床が救済のおこなわれる場であり、再生のテーマと結びつくから理解できるとして、

他の場面において、嬢病の男の自が輝くのは今まで述べてきた推論と矛盾するように思わ

れる。これをどのように考えればよいのか。

最後の場面におけるイエス・キリストの「星の光を放つj 自が他の自と異なるのは、登

場人物によって見られていないという点である。その目は絶対的な光を放っということで

あり、それに対して他の目が「炎のように輝く」のは登場人物によって見られた印象にす

ぎない。ここで見方を逆にして、最後に本来の姿であらわれる灘く目が最初からジュリア

ンあるいは父親の自を通して見られていたと考えることはできるだろう。つまりあらゆる

「炎のように輝く自Jは同一の目、イエス・キリストの自ということになる。イエス・キ

リストは最終的にはジュリアンを救うのだが、救済の能に、敵対するものと戦い、裁かな

ければならない。このような戦い、裁きから救済に至る道程が、そのまま『聖ジュリアン

伝』におけるジュリアンの運命にあてはまるように思われる。つまり、癒病の男の目以外

の「輝く自Jが死と結びついてあらわれたということは、それがジュリアンのうちにある

死につながるもの即ち彼の残忍さと戦い、それを裁いていたことを示している。その戦い

はやがて両親の殺害において事実上終わり、その後はジュリアンのうちにある聖なるもの

が彼を支配していく。とはいえ、癒病の男が向こう岸にあらわれたとき、舟に乗って小屋

に向かうときは、まだキリストの裁きは終わっておらず、それ故、戦いのときと同じよう

に彼の自は輝く。しかし、小屋に入り、ジュリアンがすでに聖なる状態にあることを確認

した時点で、ジュリアンにはもはや自の輝きは見えなくなり、最後に、救済の瞬間におい

て、自らに敵対するものを払拭した勝利の輝きをイエスの自は放つことになる。いささか

込み入った解釈だが、さまざまな描写を忠実にたどっていくと、このように考えざるをえ

ない。

最後に、ジュリアンと彼の妻の自について触れておこう。ジュリアンの自が出てくるの

はまだ赤ん坊のときである。

[…] bien serre dans ses langes， la mine rose et les yeux bleus， […]， il ressemblait主

un petit Jesus. (SJ， p.231) 

(おくるみにしっかりくるまって、醤蔽色の顔、青い目をしたその子は幼子イエスに似ていた。)

「青い目Jをして「幼子イエスに似てJいる姿は、そのイエスによって「青い空間へjαvers
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les espaces bleus ))導かれる最後の場面とのつながりを思わせ (SJ， p.249)、ジュリアンの

聖なる面がここにも出ているのだろう。それに対して彼の妻は「大きな黒い目が非常に柔

らかな二つの灯のように輝いていたJαSesgrands yeux noirs bri1laient comme deux 

lampes tres doucesη (SJ， p.238)と描かれている。この灯のように輝く臣は「炎のように

輝く目Jのようでありながら、((douces ))という形容詞はそれとは正反対の性格ももって

いる。パート&クックはその著書でフロ}ベールが典拠とした文献を挙げているが、その

いずれにおいても妻はジュリアンとともに腰罪をする。 9)フローベールは独自の考えから、

ジュリアンが一人で頗罪をするように変えたので、ある。フローベールのテクストにおいて

は、棄は救済される存在ではなく、かといってジュリアンを脅かしたり裁いたりする存在

でもない。そのような暖昧な位置づけが自の描写に出ているのであろう。

以上、ジュリアンの行程をたどりながら、城から宮殿への道すじは、自らの生を苔定す

る方向、死へと向かう方にあり、その逆の方向、即ち宮殿から小屋への遵は、死から再生

へと向かう方向にあること、またイエス・キリストの自が「炎のように輝く目Jとしてあ

らわれて、その残忍さと戦い、それを裁きながら、再生つまりジュリアンの救済へ導いた

と考えられることを指摘した。

『ヘロヂヤ』

前の二つの物語で、は主人公が誰で、あるかは明確だが、この物語の主人公はヘロデヤなの

か、夫のアンティパスなのか、あるいは他の人物なのか、はっきりしない。最初から登場

しているアンティパスはほとんど受け身の存在であり、周りにいる人物が状況を動かして

いるように思われる。そこで『ヘロデヤJでは、一人の人物に焦点を合わせるのではなく、

この物語を構成する三つの章を、描写や人物関係を中心にしながら、 )1演に検討していくこ

とにする。

第 1章では、マケルス域の露台にいるアンティパスの自の前にあるいは頭の中に主要人

物が次々に登場するという構成になっている。そして、人物が登場する前には必ずアンテ

ィパスの自が外に向けられて周闘の外界描写がなされる。その四つの外界描写を見てみよ

う。まず、アンティパスが域の露台に登場する場面(説明の都合上、番号を振っていく)。

(1) Un matin， avant le jour， le Tetrarque Herode-Antipas vint s'y accouder， et 

9) B. F. Bart & R. F. Cook， op. cit.， pp.l01-177. 
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regarda. 

Les montagnes， immediatement sous 1ui， commencaient a decouvrir 1eurs cretes， 

pendant que 1eur masse， jusqu'au fond des abimes， etait encore dans l'ombre. […l 

Le 1ac， maintenant， semb1ait en 1apis-1azu1i ; et a sa pointe meridiona1e， du cote de 

l'Yemen， Antipas reconnut ce qu'il craignait d'apercevoir. […] 

C'etaient les troupes du roi des Arabes， dont il avait repudie 1a fille pour prendre 

Herodias [...]. (H， pp.253・254)

(ある朝、自が昇る前、太守ヘロデロアンティパスは露台に来て肘をつき、眺めた。

山々は彼のすぐ下で、頂きをあらわし始めていたが、その山容は谷嵐にいたるまで、いまだ

需の中にあった。[...J今、湖はラピスラズリでできているように思われた。そしてその南端、

イエメンの方角に、アンティパスは自にするのを恐れているものを見た。 [...J

それはアラピア王の軍隊であった。彼は王の娘を離別して、ヘロデヤを繋っていたのである。)

外界の描写の後、アラピア王とアンティパスの対立及びその原因となったへロデヤとの結

婚のこと、シリア総督ヴィテリウスの救援軍が遅れていることがが語られる。さらにアン

ティパスを取りまく状況の説明が続いた後、彼は再び目を外に向ける。

(2) Il fouilla d'un regard aigu toutes 1es routes. Elles etaient vides. Des aig1es 

vo1aient au-dessus de sa tete ; [..J ; rien ne bougeait dans 1e chateau. 

Tout色coup，une voix 1ointaine， comme echappee des profondeurs de 1a terre， fit 

palir 1e Tetrarque. Il se pencha pour ecouter ; elle avait disparu. Elle reprit ; et 

en claquant dans ses mains， il cria : << Mannaei ! Mannaei !}} (H， p.254) 

(彼は鋭いまなざしで街道としづ街道を探った。街道には人影がなかった。鷲が彼の頭上を飛

んでいた。[...J域内には何も動くものがなかった。

突如、地の底から漏れたように、遠い声がして、太守は蒼ざめた。彼は身を傾けて耳を澄ま

せたが、芦は消えていた。また声が開こえた。彼は手を大きく鳴らしながら、 「マナエイ、マ

ナエイ!Jと叫んだ。)

アンティパスが外を見ていると、 「遠い声Jが聞こえ、サマリヤ人マナエイが呼ばれる。

二人の会話から、その声がヨカナンのものであることがわかる。やがて、ヨカナンに対す

る憎しみを穏さないマナエイの臣を避けるため、アンティパスは外界を見る。
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(3) Tous ces monts autour de lui， comme des etages de grands flots petrifies， les 

gouffres noirs sur le flanc des falaises， l'immensite du ciel bleu， l'eclat violent du 

jour， la profondeur des abimes le troublaient Ll […] Quelqぜunl'avait touche. Il 

se retourna. 耳むodiasetait devant lui. (H， p.256) 

(彼の居間の山々は若化した大波が積み重なったかのようになり、絶壁の脇腹にi直る黒い淵、

無窮の青空、日光の烈しい輝き、深い谷が彼の心をかき乱していたし.J0 […〕誰かが彼に

触れた。彼は振り向いた。へロデヤが前にいた。)

ここで、ヘロデヤが姿を現わす。彼女の口から弟であり敵でもあるアグジッパの翻関が語

られ、やがてアンティパスとへロデヤとの憎悪が明確にあらわされる。その後に外界の描

写が続く。

(4) Les chemins dans la montagne commenc会renta se peupler. […] Ceux qui 

descendaient les hauteurs au dela de Machaerous disparaissaient derri訂ele 

chateau ; d'autres montaient le ravin en face， et， parvenus主laville， dechargeaient 

leurs bagages dans les cours. […] 

Mais au fond de la terrasse， a gauche， un臨時nienparut ['.J. (H， p.257) 

(山の道に人の姿が多くなり始めた。[…〕マケルスの彼方の丘を降りてくる人々は城の陰に

消えていった。正面の峡谷を撃ってくる人々もいて、彼らは町にたどり着くと、家々の中庭に

衛物を降ろしていた。[…]

しかし、露台の奥の左手に、エセニア派の男があらわれた。)

エセニア派のブアニュエルの登場によって、ヘロデヤはヨカナンから受けた侮辱を思い出

し、ヨカナンに心を寄せるファニュエノレやヨカナンに寛容なアンティパスを罵倒する。

以上の引用(1)から(4)までを検討しよう。いずれの場面でも人物が登場するが、そのとき

常に人物聞の対立あるいは憎悪が導入される。 (1)ではアンティパスとアラビア玉、 (2)では

マナエイとヨカナン、 (3)ではヘロデヤとアグリッパ、ヘロデヤとアンティパス、 (4)ではヘ

ロデヤとフアニュエノレ、ヘロデヤとヨカナン、さらにはヘロデヤとアンティパスの対立が

露わになる。そしてそれらの対立に先立って執劫に外界描写が繰り返されるのであるから、

対立というテーマと外界描写との聞には何か関係があると考えざるを得ない。四つの外界

描写を比較してみると、ある共通点に気づく。引用(1)、 (3)、(4)では「山j の描写から始

まること、また「谷jがそれに続く(引用(1)、 (3)で、はαabimes))、 (4)で、は<<ravin)))こと
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である。また(2)では、 「遠い声」が<<comme echapee des profondeurs de la terre }}と形

容されており、この「地の底Jを「谷Jと向価値と考えれば、 「谷jがすべての描写に共

通する要素となる。結局、 「谷Jがすべてに共通で、 「山Jが引用(2)を除く三つの場面に

あらわれており、 「上J r下Jが強調されていることがわかる。

ところで引用(2)では、 「下」にある「地の麗」に対して、 「上j にはアンティパスの頭

上を飛ぶ「鷲Jがいる。そこで、今、 f鷲Jと「地の患j とを上下の対と考えれば、四つ

の描写を一貫して捉えることができ、同時に引用(2)の持つ特殊性を明らかにすることがで

きる。つまり、四つの描写とも「上Jr下Jが示されているのだが、その中でも、(1)、 (3)、

(4)では堅闘で永続的な「山J r谷Jが描かれるのに対して、 (2)では上には飛ぶ鳥、下には

遠い声の源の比輸としての「地の底Jというように、うつろいやすいものによって「上」

「下Jがあらわされているのである。とにかく、以上から、自つの外界描写に共通する「上j

f下j と、人物開の対立というテーマとが何らかのつながりを持つことが推察される。

第1章の終わり近くで、アンティパスは再び目を外に向ける。

Le Tetrarque n'ecoutait plus. Il regardait la plate-forme d'une maison， ou il y 

avait une jeune fille L.']. […] Mais il voyait， des hanches主lanuque， toute sa taille 

qui s'inclinait pour se redresser d'une mani色reelastique. (H， pp.258働259)

(太守はもう開いてはいなかった。彼は、ある家の平らになったところに、若い娘がいるのを

見ていたし.J。 しJしかし、藤からうなじにかけて、しなやかに全身をかがめでは起き直

る動きが見えた。)

まだテクスト上は名指されていないが、サロメの登場である。この「全身をかがめでは起

き直るJしぐさは言うまでもなくサロメの踊りの先取りだが、さきほど引用した4つの場

面とは異なり、人物関の対立はサロメがあらわれると消えてしまう。そして、総督ヴィテ

リウスの到着が告げられて、第 1章は終わる。

第2章は、ほとんどがヴィテリウスによるマケルス城の地下の探索によって占められる。

その探索のいわば推進力になるのは、パノレチア戦争時におけるアンティパスの背信行為に

対するヴィテリウスの f深い憎悪J<<une haine profonde }} (H， p.261)である。地下の探

索は四つの段階に分かれる。第1段階は地下の入り口の発見。

[".1 il montra plusieurs de ses gens， qui， penches sur les creneaux， halaient 
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d'immenses corbeilles de viandes， de fruits， de legumes [..J. Aulus n'y tint pas. 

Il se precipita vers les cuisines […] . 

En passant pr色sd'un caveau， il ape1'cut des ma1'mites pareilles主descuirasses. 

Vitellius vint les 1'egarder ; et exigea qu'on lui ouv1'it les chamb1'es soute1'1'aines de 

la forteresse. (H， p.262) 

(アンティパスは、多くの部下たちが矢狭間の上に身を乗り出して、肉や果物や野菜 [...Jの

巨大な寵を引き上げているのを指差した。アウルスは堪え切れなくなった。彼は厨房の方へ駈

け出したし.J。

ある穴倉のそばを通るとき、アウノレスは鎧に似た大鍋に臣をとめた。ヴィテリウスはやって

きてそれを見た。そして城砦の地下室を開けて見せるように要求した。)

莫大な量の食物が城に運び込まれる靖景が総督の息子アウノレスの食欲をそそり、地下の入

口が発見される。アウノレスは地下の探索に加わらず、第2章では、探索の導入という役割

のみを果たす。第2段階は地下の武器の倉庫。

La premiら1'econtenait de vieilles a1'mu1'es ; mais la seconde 1'ego1'geait de piques， 

et qui allongeaient toutes les pointes， eme1'geant d'un bouquet de plumes [...]. (H， 

p.263) 

(最初の部屋は古い甲曹が入っていたが、 2番目の部麗は槍で満ちあふれ、その槍が切っ先を

長々と伸ばして、羽根飾りの束から飛び出していた。[…J) 

さらに、ありとあらゆる武器や戦争の道具が納められているさまが描かれる。第3段階は、

さらに深い地下の洞穴に開じ込められた白馬。

Des chevaux blancs etaient la， une centaine peut-etre L..l. […] 

C'etaient de me1'veilleuses betes， souples comme des serpents， legらrescomme 

des oiseaux. Elles partaient avec la fl.eche du cavalier， 1'enve1'saient les hommes 

en les mo1'dant au ventre， se tiraient de l'emba1'ras des roche1's， sautaient 

par-dessus des abimes， et pendant tout un jou1' continuaient dans les plaines leu1' 

galop fr白letique un mot les a1'retait. [… L.J elles se cabraient， affamees 

d'espace， demandant a cou1'i1'. (H， p.264) 

(自馬がそこにいた。おそらく巨頭ほどだろうか。
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それは蛇のようにしなやかで、鳥のように軽やかな、見事な馬であった。白馬は騎兵の矢と

ともに突進し、敵兵たちの脇腹を噛んで、倒し、岩場の障害を切り抜け、谷の上を飛び越え、一

日中、平原を狂おしいほど疾走し続けるのだが、合図ひとつで立ち止まるのだった。 し.J白

馬は空間に飢えて、駆けめぐることを求めて、後ろ足で立ち上がっていた。)

この白馬の第2段落、特に 2番目の文における馬の行動の不可思議さはどう解釈したらよ

いのであろうか。深い地下の禍穴に閉じ込められた罵がそこで疾走することはありえない

ので、その場にいた人物の想像の世界に浮かび上がったのであろうが、それにしても現実

にいる駿馬というよりも、超自然的な世界にいる馬のように恩われる。この不可思議な由

馬については『三つの物語』全体を考察するときに取り上げるとして、マケルス城の地下

の探索を続けよう。

第4段階では、中庭にあるヨカナンの地下牢の蓋が開けられ、彼の声が開こえる。

i…] et des colombes， s'envolant des frises， tournoyaient au-dessus de la cour. 

C'etait l'heure 0色Mannaるi，ordinairement， leur jetait du grain. […] 
可

---E4
• • • rEEE

L
 

La voix s'eleva : 

- Malheur主vous，Pharisiens et Sadduceens， race de vip色res，outres gon出es，

cymbales retentissantes! (H， p.265) 

( […]そして鳩の群れが丹柱のフリーズから舞い上がって、中露の上を旋回していた。普通、

マナエイが餌を投げてやる時間だった。 しJ

[...J 

声が上がった。

「汝らに災いあれ、パリサイ人とサドカイ入、鰻の末商ども、膨れあがった皮袋ども、響き

わたるシンパルよ!J ) 

この後、ヨカナンの呪いの言葉は延々と続く。

以上の地下の探索は何を意味するのか。まず、探索の経路が、上から下へ、また下から

上へとなっていることは容易に指摘されうる。今、各段措で物がし1かに充満しているかに

注目してみると、第 1段階では域に食物がつめ込まれる最中であり、第2段階ではすでに

武器がつめ込まれている。第3段階では白馬がつめ込まれているが、ここでは外へ出よう

とあがいている。第4段階ではヨカナンの地下牢から彼の呪いの言葉が洪水のように噴き
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出して来る。もしフローベーノレがヨカナンの立場を明確にするためにのみこの場面を書い

たのならば、ヘロデヤに対する罵倒だけに留めるはずだが、ここで旧約聖書からありとあ

らゆる呪いの言葉を集めているのは、ヨカナンの呪いの言葉自体をはち切れそうにつめ込

まれた食物や武器や白馬と同じ系列に霞こうとしたためであると考えられる。したがって、

この地下の探索の全段階を、物が上から下へとつめ込まれ、それがまた下から上へ吐き出

される運動のうちにあるものとして一貫して捉えることができる。しかも、この探索の推

進力となるのがヴィテリウスの「深い憎悪j であることから、第2章では、第 1章よりも

明確に f上J r下j と憎悪との結び、つきが見られる。

今もう一度第4段階のヨカナンの声が噴き出てくる箇所を見てみよう。第1章における

引用(2)の場面で、ヨカナンの「遠い声jが聞こえる直前に鳥が飛んだ、のと同様に、ヨカナ

ンの声に先立つて鳥が飛ぶ。ここでは鷲ではなく、鳩が飛ぶのだが、その鳩に餌をやるの

がマナエイだとされており、結局、第1章でも第2章でも、ヨカナンの声は鳥の飛朔とマ

ナエイの存在というこつの要素と結びついて登場することになる。

また、サロメが第1章の終わりで登場したように、第2章の最後でもあらわれる。

Sous une portiere en face， un bras s'avanca L..l. D'une facon un peu gauche， et 

cependant gracieuse， il ramait dans l'air， pour saisir une tunique oub1iee sur une 

escabelle pres de la muraille. (H， p.269) 

(正面の扉の下から、腕が伸びたしJ。少しぎこちなく、しかし優美に、その腕は宙を漕ぐ

ように動いて、盤のそばの腰掛けの上に置き忘れた衣をつかもうとした。)

彼女の腕のこの優美な動きは明らかに、第1章における体の動きと共に、第3章のサロメ

の踊りを暗示するものである。

以上から次のことが言える。第1輩、第2章とも、 「上J r下Jというモチーフが人物

問の対立と結びついて全体を支配しており、一方では、そのモチーフに組み込まれた形で

ヨカナンの声が鳥の飛邦やマナエイと共にあらわれ、他方、それとは分離されたものとし

てサロメが登場するという構成になっている。

第3章は大半が饗宴の場面で占められており、その中心人物はアウノレスである。

Aulus n'avait pas fini de se faire vomir， qu'il voulut remanger. 

- Qu'on me donne de la rapure de marbre， du schiste de Naxos， de l'eau de mer， 
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n'importe quoi ! […] (H， p.272) 

(アウルスはまだ完全に吐き終わらないのに、また食べたがった。

「大理石の屑、ナクソス島の片岩、海の水、何でもいいから持って来い[…]J ) 

アウノレスにとって食べる物は何でもよく、とにかく物は口から胃袋へ押し込まれ、また口

から吐き出される。この食べ物の運動と、第2章地下の探索における物の動きとの類似性

を容易に指摘しうる。マケノレス城を人間の体にE合えれば、物は、域の上の部分即ち口から

地下即ち食道へと入り、禍穴即ち胃袋で押し上げられて、ヨカナンの地下牢の穴即ち口か

ら吐き出されるのである。地下の探索のきっかけとなったのがアウルスの食欲であること

から見ても、両者の結びつきは明らかであろう。

饗宴の場面では、食事の場面と、人種上宗教上の対立の場面が交互にあらわれるが、や

がて両者は分かち難くなる。アウノレスがパリサイ人を噺奔する場面。

Aulus les railla a propos de la tete d'ane， qu'ils honoraient， disait-on， et debita 

d'autres sarcasmes sur leur antipathie du pourceau. […] 

Les pretres ne comprenaient pas ses paroles. Phinees， Galileen d'origine， 

refusa de les traduire. Alors sa colere fut demesuree L..L Il se calma， en voyant 

des queues de brebis syriennes， qui sont des paquets de graisse.. (H， p.273) 

(アウノレスはパリサイ派の者たちが崇めると話に間いている龍馬の頭のことで、パリサイ派を

噺弄し、豚を息み嫌うことについても別の皮肉を言い散らした。[...J

祭司たちには彼の言葉が理解できなかった。ガリラヤの出身であるフィネーがそれを訳すの

を拒んだ。そこで披ははらわたが煮えくり返った[…]。脂肪の東のようなシリアの牝羊の尻

尾を見ると、落ち着いた。)

ここでは、食物そのものが対立を引き起こしている。アウノレスの動きに注目すると、彼の

短期弄の言葉は、通訳されないために相手に理解されず、口から吐き出されるのみで終わる。

そして、この言葉を吐き終わるとすぐさま食物に向かうのを見れば、彼にとって他人を罵

ることと食物を吐くことは同じであって、ともに新たな快楽、新たな食欲の源泉であるこ

とがわかる。ここに、 t憎悪・対立というテーマと、食物が上から下へとつめ込まれ、下か

ら上へ吐き出されるとし、う運動との完全な結合を見ることができる。

この結合は、第2章では、ヴィテリウスの増悪と、地下に物がつめ込まれ吐き出される
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運動との結合というかたちで見られたのだが、第 1章においても、外界描写で示された「上j

「下Jとさまざまな人物関の憎悪との結びつきという漠然としたかたちですでにあらわれ

ていたのである。これらの関係を abimeという語のさまざまな側面において捉えることが

できる。つまり、第 1章で問題になっていたのが、外界における abime即ち谷であるとす

れば、第2章では城の内部の abime即ち地下の穴であり、第3章においては人間の肉体の

中の abime即ち胃袋が問題になってくる。そして、全体を統一するテーマとなるのが精神

的な意味での abime、即ち人間と人間との開に横たわる越えることのできない深淵なので

ある。要するに abimeというテーマが、第 1章では外界、第2主主では城の中、第3章では

人間の体の中に示されるわけだが、このテーマのあらわれる場が章ごとに城の外から内へ、

さらに人関の内部へと移っており、しかも物語が進行するにつれてテーマとの結びつきが

より明確になっている。この外から内へ集中する動きを認めるとき、 『ヘロデヤ』と『純

な心』との間の構成上の相似性を容易に見い出すことができる。つまり、 『純な心』でフ

ェリシテにとって外にあったものがやがて内部世界へと収数していく動きが、そのまま『ヘ

ロデヤ』にも見られる。ただし、外から内へ集中していく推進力となるのは、 『純な心』

の場合はフェリシテのヴィルジニーや鶏鵠などに対する愛であったのに対し、『ヘロデヤ』

の場合は「深い憎悪j である。

ではヨカナンやサロメはどうか。第3章でも、前の二つの章需様、ヨカナン(ここでは

披の首)の登場は、首切り人であるマナエイに結びつくが、鳥は飛ばない。しかし、サロ

メの踊りは次のように始まる。

Ses pieds passaient l'un devant l'autre， au rythme de 1a f1ute et d'une paire de 

crota1es. Ses bras arrondis appe1aient que1qu'un， qui s'enfuyait toujours. Elle 

1e poursuivait， p1us 1egere qu'un papillon， comme une Psyche curieuse， comme une 

ame vagabonde， et semb1ait prete a s'envo1er. (H， p.274) 

(両足は、笛とクロタノレの拍子に合わせて、入れ替わりながら前に進んだ。丸く曲げた両腕が

誰かを呼びかけるのだが、その人はいつも逃げ去っていった。乙女は、蝶よりも軽ろやかに、

好奇に駆られたプシュケーのように、さまよう魂のように追いかけ、今にも飛び立つかに思わ

れた。)

鳥の名は示されないが、最後の文章、特に「今にも飛び立っかに患われたj を見れば、サ

ロメが鳥に喰えられていることがわかる。したがって、このサロメの踊りからヨカナンの
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処刑に至る場面の中に、先の二つの章でヨカナンとサロメに結びついたあらゆるモチーフ、

即ち鳥の飛朔、マナエイの存症、サロメの体の動きが一体化してあらわれていることにな

る。このようにヨカナンの登場が常に鳥の飛朔を伴うこと、および先程述べた『純な心J

と『ヘロデヤ』との構成上の相似性から見て、ヨカナンと賜鵡の飛朔との何らかのつなが

りを想定することができる。実際、ヨカナンと鶏鵡には共通する点が多い。両者とも生き

ている関は、型車鵡は寵にヨカナンは地下牢に関じ込められ、死んだ後、鶴鵡は剥製となり、

ヨカナンは首を切られて、鐘あるいは牢の外に出る。つまり、死によって初めてくびきを

解かれる。さらに、その死後、鶏鵠はフェリシテによって、ヨカナンは弟子たちによって

崇拝の対象となる。このようにヨカナンの運命と鶴鵡の運命とが見えない糸で、つながれて

いる以上、ヨカナンと鶏鵡とを対として捉えることは十分可能である。また、『へロデヤJ

第3章において鳥の役割を果たすサロメが踊りの最後には、鶏鵡の死んだ時の姿勢と同じ

姿勢になることからも、ヨカナンと鶏鵡のつながりが推定される 10)。

最後に、人物描写について。 wヘロデヤ』においても「炎のように輝く自Jはあらわれ

る。第 1章で、ヘロデヤがヨカナンから受けた侮辱を思い出す場面で、聖者の瞳は炎のよ

うに輝く:(( Ses prunelles f1amboyaient >> (H， p.258)。また、第2章で、人々を呪うヨカ

ナンの顔が「二つの炭火が光る革叢のようだJと措かれる :α[…]son visage qui avait l'air 

d'une broussaille， 0色etincelaientdeux charbons >> (H， p.266)。第 1章で、は((f1amboyer>> 

という動詞が使われ、第2章では、『聖ジュリアン伝』の森の中の動物の自が((etincelles >> 

CSJ， p.242)と表現され、嬢病の男の目が((plus rouges que des charbons >> (SJ， p.247)と

形容されていたのを受けて、((etincelaient deux charbons >>となっていることからしでも、

『ヘロデヤJにおいても『聖ジュリアン伝』の「炎のように輝く自Jと全く間じ自がヨカ

ナンの目としてあらわれていることは疑いない。

以上、『ヘロデヤ』では、 abimeというテーマが、第 1章では外界、第2章では城の中、

第3章では人間の体の中に示され、外から内へ集中する動きが認められた。またこの動き

だけではなく、ヨカナンと鶏鵡との類似性から見ても、 『ヘロデヤJは『純な心』と構成

上極めて類似していると言える。また一方で、『聖ジュリアン伝』の「炎のように輝く自J

がヨカナンの固としてあらわれるように、 『ヘロデヤ』は『聖ジュリアン伝』とも共通す

る要素をもつことが指摘できた。このように、三つの物語は一見独立したもののようであ

10)サロメは「関手を床につき身を逆さにしJて「急に立ち止まったJ(H， p.275)。一方、繋鵡は
「頭を逆さにして、鉄網に爪をかけてj死ぬ (CS，p.220)。
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りながら、緊密な構成によって互いに連関し合っていることが想定できる。

『三つの物語』

フローベーノレが『聖ジュリアン伝Jl W純な心Jl Wヘロデヤ』という )1債で執筆したのに、

刊行するときには『純な心』を最初にしたのは、まず近代、次に中世、そして古代という

ように、時代を遡るかたちにしたかったからにちがいない。各々の物語の時間の枠組みに

ついて言えば、 『純な心』では「半世紀J(cS， p.201)が過ぎるのに対し、 『へロデヤJ

は「日が昇る前J(H， p.253)から翌日の「日が昇るころJ(H， p.277)まで丸一日の出来事

が描かれる。 W聖ジュリアン伝』では何年が経過しているのか全く分からないが、ジュリ

アンの一生は半世紀を越えることはないだろう。少なくとも『純な心』と『ヘロデヤ』は

対照的であり、作家と同じ時代は年代記風に語られる(W純な心Jでは7田年号が記され

る)のに対し、遠い過去の出来事はまるで語り手が問題の一日に居合わせたかのように措

かれている。

時代設定や時間設定の他に、三つの物語をつなぐものと雷えば、キリスト教にかかわる

要素を挙げることができる。 ll) W純な心』ではフェリシテは鶴鵠を聖霊と一体のものとみ

なし、 『聖ジュリアン伝』ではイエスがジュリアンを天へと導き、 『ヘロデャ』ではヨカ

ナンつまり聖ヨハネが処刑されるが、この「聖霊j と「イエスj と「ヨハネj が聖書でと

もに登場する場面がある。

そのとき、イエスが、ガリラヤからヨルダン川のヨハネのところへ来られた。彼から洗

礼を受けるためである。[…]イエスは洗礼を受けると、すぐ水の中から上がられた。そ

11)ベノレ・ニクログは次のように説明して、 『三つの物語』全体をつなぐモチーフは三位一体 Oa
Trinite)だと主張している r~ヘロデア』の主要な人物であるヨカナンは古い律法のもとに
生きる最後の預言者である。[…]彼の言葉はi日約聖書で開かれる言葉であり、父なる神の超自
然的な言葉である。一この世の存在の犠牲を明噺に自らすすんで、選ぶ聖ジュリアンは、聖なる

キリスト教徒である。[...J彼のすべてはキリストに倣ってかたちづくられており、神の子が彼
を天に導くのである。一純粋無垢な心であり、愛そのもの、絶対的で消滅することなくそれ自
体で存在する愛であるフェリシテは、聖霊の似姿である。このように、 『三つの物語Jは、聖な
る三位一体の各ベルソナの神学的な性格を人間のかたちに受肉させ、それを逆に並べたものであ

るJ(Per Nykrog， 81.t. cit.， p.60)。ニグログの説の最大の難点、は、三位一体というキジスト教の
教義を基礎にした点にある。~純な心』でフェリシテは「教義については何ひとつ解らなかった
し、また解ろうともしなかったJ(CS， p.209)とあるし、他の二つの物語でもキリストは出てき
ても、キリスト教神学のことはまったく問題になっていない。それに、ニクログは各々の物語の
構造を問題にしておらず、ある物語のどの要素が他の物語のどの要素と同列に論じることができ
るのかをより慎重に検証する必要があると思われる。
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のとき、天がイエスに向かつて開いた。イエスは、神の霊が鳩のように御自分の上に持つ!

て来るのを御覧になった。そのとき、 fこれはわたしの愛する子、わたしの心に適う者J

と言う声が、天から関こえた。(~マタイによる福音書Jl 3 : 13・17)12)

この洗礼者ヨハネによるパプテスタが「イエス・キリストの福音の初めJ(~マノレコによる

福音書Jl1 : 1)の象徴的な出来事であることは言うまでもない。それでは「終末」はどう

か。そこにも『三つの物語』にあらわれる要素が組み合わさって登場する。

そして、わたしは天が関かれているのを見た。すると、見よ、白い馬が現れた。それに

乗っている方は、「誠実jおよび「真実jと呼ばれて、正義をもって裁き、また戦われる。

その目は燃え盛る炎のようで、頭には多くの王冠があった。この方には、自分のほかはだ

れも知らない名が記されていた。また、血に染まった衣を身にまとっており、その名は「神

の言葉」と呼ばれた。そして、天の軍勢が白い罵に乗り、自く清い麻の布をまとってこの

方に従っていた。(~ヨハネの黙示録Jl 19 : 11・14)

『ヨハネの黙示録』のこの場面は、世界の終末において、キリストと彼の率いる軍勢が天

から降りて来るところであり、これに続く箇所では、天の軍勢は敵対勢力に対して勝手Ijを

収め、千年王国、最後の審判の後、新しいエノレサレムがあらわれる。この引用した場面と

『三つの物語』との共通の要素は「燃え盛る炎jのようと形容されるキリストの目だけで

なく、キリストと天の軍勢が乗る「白い馬Jは、 『ヘロデヤ』第2章で、マケノレス城の地下

に不可思議なかたちで登場していた白馬を連想させる (H， p.264)。また、『黙示録』の「天

が関かれているj は『純な心』で最後に鶏鵡が飛んでいく<<les cieux entr'ouverts >> (CS， 

p.225)を思わせるし、天の軍勢がまとう「白く清い麻の布Jも『ヘロデヤ』でフアニュエ

ルのまとう衣と同じである。 13) このように『三つの物語』と『黙示録』のキリスト降臨の

場面に共通する要素がいくつもあるかことから、荊者が深い関わりをもつことは疑いない。

「炎のように輝く回Jから始めよう。 w聖ジュリアン伝Jの分析で、 「炎のように輝く

12)平行記事はマノレコ 1:少11、ノレカ 3:21・22。なお、フローベールの『聖アントワーヌの誘惑』
(1874)で聖書からの引用があるが、その文言は執筆当時のいかなるフランス語訳とも一致しな
いことから見て、彼はギリシャ語を自分でフランス語に訳していた可能性が高い。したがって、
本論考での聖書の引用も、作家と開時代のフランス語版を用いることはあまり意味がないと思わ
れるので、現代の日本語訳(新共陪訳)を用いた。
13)ファニュエルは f白い衣jをまとし、(H，p.257)、また彼が属するエセニア派の人々は「麻の衣」
を着ている (H， p.260)という記述がある。
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自Jはイエスの自であって、それが最初からジュリアンを残忍さと戦い、それを裁きなが

ら、救済へ導いたのだとみなしたが、このような見方は『黙示録』のキリストの自によっ

て裏付けられたと考えていいだろう。また、 「炎のように輝く自Jは『ヘロデャ』におい

てヨカナンの自としでもあらわれていたが、ヨカナンはヘロヂヤ等に対して完全に攻撃的

であって、彼の自の輝きは戦うときのキリストの自の輝きに他ならない。一方、『純な心』

では、言明製になった鶏鵡の自がフェリシテの前で輝く。

{…] elle L..1 contracta l'habitude ido1atre de dire ses oraisons agenouillee devant 1e 

perroquet. Que1quefois， 1e solei1 entrant par 1a 1ucarne金appaitson田ilde verre， 

et en faisait jaillir un grand rayon 1umineux qui 1a mettait en extase. (CS， p.223) 

(彼女は鶴鵡の前でひざまづいて祈祷を唱えるという、偶復崇拝の習慣が身についた。ときに

は、天窓から入ってくる太陽の光がそのガラスの自にあたり、そこから大きな光の線がほとば

しり出ると、彼女は枕惚となった。)

この鵜鵡の自の輝きは、ヨカナンの自の輝きとは異なり、火とは結びついていないし、ま

た何ら人を脅かすものをもたず、むしろ『聖ジュリアン伝』の最後の場面で「星の光を放

つj キリストの自の輝きと似通った面をもつように感じられる。ただし、これは、キリス

トの目が放つ絶対的な輝きと異なり、あくまでフェリシテが瞬間的に感じとった目である

から、救済のテーマは瞬間的に、唆味に示されたに過ぎない。このように、 『聖ジュリア

ン伝』ではイエス・キリストの自がもつあらゆる寵が完全なかたちであらわれるのに対し、

他の二つの物語ではその一つの面だけが問歌的に示されているのである。

『黙示録Jと『三つの物語Jとに共通なもう一つの重要な要素「白い馬jを検討したい。

『黙示録』ではキリストや天の軍勢が乗る「白い馬Jは天から下るのに対し、 fヘロデヤ』

第2章で、はマケルス城の地下に閉じ込められている (H， p.264)。しかし一方、 『黙示録』

で語られること全体が「ヨハネj と自ら名乗る「わたしj の幻であるのと同じように、地

下の白馬も幻のようにあらわれていた。これをどのように解釈すればよいのか。

今『純な心Jに目を転じると、馬が、 『黙示録』と開じく複数で、天から降りて来たか

のようにあらわれる場聞が見い出される。それは、フェリシテがヴィクトルを見送りにオ

ンフノレールの港に駆けつける場面。
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E11e fit 1e tour du bassin remp1i de navires， se heurtait contre des amarres ; puis 1e 

terrain s'abaissa， des 1umiらress'entre-croisらrent，et e11e se crut fo11e， en 

appercevant des chevaux dans 1e ciel. 

Au bord du quai， d'autres hennissaient， effrayes par 1a mer. Un pa1an qui 1es 

en1evait 1es descendait dans un bateau L.1 (C8， p.211) 

(彼女は船で、いっぱいの停泊誌をぐるっと回り、ともづなに何度かぶつかった。それから地面

が低くなり、光が入り乱れて、空中に馬がいるのを見たときは、頭が狂ったのかと思った。

埠頭の岸では、ほかの馬たちが海におびえていなないていた。巻上げ機が馬を吊り上げては

降ろしていた。)

ここではもちろん馬は岳くないし、実捺に馬が天から降りて来ているわけではない。しか

し、フェリシテにとってはまるで、 『黙示録』と同じく、馬が天から降りて来たかのよう

に感じて頭が狂ったのかと思ったのだから ここにキリストと天の軍勢の乗る馬が幻とし

て一瞬あらわれたと考えることできるだろう。また、空中の罵を見る誼前に<<des1umi色res

s'entre-croiserent >>という表現があることにも注目したい。<<s'entre-croisらrent>>という動

詞はここでは単に光が乱れてちらちらするという意味よりも、croixがその中に含まれるこ

とから、ブェリシテの銀前に一瞬十字架の幻がよぎったと考えることができるのではない

だろうか。しかも、フェリシテはオンブルールの港で、馬を見る前に一度、罵を見た後に

もう一度、波止場にある十字架像を見ている:αQuande11e fut devant 1e Ca1vaire […] >> ; 

Felicite， en passant pres du Ca1vaire L..J >>(C8， p.211)。現実の十字架像と十字架像の間

に十字架の幻を見たとしてもおかしくはない。十字架の幻を見たとすれば、キリスト教信

仰では十字架は神の愛と赦しの其現であるから、ここで、天から下る罵の幻と光の十字架

の幻とが一体となって、キリストによる救済がフェリシテに瞬間的に示されたとみなすこ

とができる。

また、ヴィクトルがアェリシテに出発を告げに来る日付も、ヴィクトノレの出発と『黙示

録』との結びつきを示していると考えられる。

Un 1undi， 14 juillet 1819 (e11e n'oublia pas 1a date)， Victor annonca qu'i1 etait 

engage au 10ng cours， et， dans 1a nuit du surlendemain， par 1e paquebot de 

Honfleur， irait rejoindre sa goe1ette [.，J. (C8， p.211) 

(ある月曜日、 1819年 7月14日(彼女はこの日付を忘れなかった)、ヴィクトノレは遠洋航海

121 



第 I部

に雇われて、翌々日の夜に、オンブルールを出る船で、スクーナー船に乗り込むと告げた。)

『純な心』全体で日付が明記されるのはこの箇所のみであり、またその日付の後に「彼女

はその日付を忠れなかったJと記されることから見て、この r1819年 7j] 14自月曜日 j

がブェリシテの運命にとって特別の意味をもつことは疑いない。ところが、現実にこの日

は水曜日で、あって月曜巴ではないから、作者は現実のつまり歴史上の 1819年 7月 14日を

念頭に置いてこの日付を選んだわけではないことになる。しかし、でたらめに数字を並べ

たのではなく、何か意味があるはずである。物語の舞台が 1800年代であることは自明だ

から、 1819のうちの 18には重要な意味はない。すると、 19、7、14が残るわけだが、こ

れらの数字はヨハネ黙示録 19章の 14節を指し示すのではなかろうか(周知のように『ヨ

ハネ黙示録』を支配する基本的な数字は 7である)。そしてこの 19章 14節は「天の軍勢

が白い馬に乗り…Jとなっていて、オンブルールの港での空中の馬の意味を明らかにする

複数形の f白い馬J(ギリシャ語源文で、は〈〈km15λE'UKOic}})があらわれる。こう考えると、

この日付はヴィクトルの出発というエピソードと『黙示録』とのつながりを我々に示すも

のとなるのである。

それでは何故、ヴイノレジニーに関わる場面ではなく、ヴィクトルの出発の場面で、 「啓

示j がなされているのか。これを解くヒントになるのが、ヴィクトルと鶴鵡がフェリシテ

の頭の中で同時にあらわれる次の箇所である。

Il (=le perroquet) occupait depuis longtemps l'imagination de Felicite， car il 

venait d'Amerique， et ce mot lui rappelait Victor， si bien qu'elle s'en informait 

aupres du negre. (C8， p.218) 

(この鱗鵡は、ずっと酷からブェリシテの想像を占めていた。というのもアメリカから来たか

らであり、このアメリカという言葉はヴィクトルを思い出させたからである。そこで、黒人に

鶴鵡のことを関いていた。)

ここで、鶏鵡はヴィクトノレが死んだ場所からやって来たものとしてフェリシテの想像の中

で捉えられている。ブェリシテはヴィクトノレの死体を現実に見ていないのだから、彼女は

ヴィクトノレが鶏鵡となって生き返ったと考えたのではなかろうか。この解釈は突飛なよう

だが、先に『純な心Jと『ヘロデャ』が構成上似通っており、また鶴鵡とヨカナンにも類

似点が多いことを指摘した。 wへロデヤ』第3章の饗宴の場面で、パジサイ派の男が「エリ
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アはよみがえったのかJと開くと、ヤコブが「その通り j と答えるように (H，p.272)、ヨ

カナンが預言者エリアのよみがえりであることは明確に示されている。 wヘロデヤ』でエ

リアがヨカナンとしてよみがえったと信じられているように、 『純な心』でヴィクトルが

鶏鵡としてよみがえ。たとフェリシテが信じたとしても不思議ではない。このように考え

ると、ヴィクトノレの出発に際してフェリシテの前に f白い馬」の幻があらわれ、剥製にな

った鶏鵡の目が輝いて見え、さらに、フェリシテの死の床で鶏鵡が『黙示録』と同様に「開

かれた空」を飛んでいくのもすべてー続きの輪となって理解される。この輪を結ぶものが

ヴィクトノレのよみがえりなのである。

改めて『三つの物語』全体を見てみよう。 r聖霊Jと「イエスJと[ヨハネJがともに

あらわれる福音書の場面は言うまでもなくキリスト教世界の始まりであり、 『黙示録』で

語られているのは世界の終末である。そこで、この初めと終わりの間に、三つの物語の世

界を位置づけることができる。 wヘロデヤJは救世主であるイエスが現実に生きている時

代、 『聖ジュリアン伝』はその千年後、キリストi嘩臨が信じられていた時代、 『純な心』

はさらに千年近く後、神が存在感を失いつつある時代が描かれている。それは、各々の物

語の主な舞台となる住居の位置と呼応する。 wヘロデヤJではマケノレス城は「とがった山

頭の上にJそびえたつ (H， p.253)が、『聖ジュリアンイ云』では主人公の生まれる城は「丘

の中腹j にあり (SJ，p.230)、 『純な心』ではオパン夫人の家の「床は庭よりも低j くなっ

ており (cs， p.201)、時代を経るにしたがって住居が低くなる、即ち天から遠くなってい

るのである。しかし、時代を経るにつれて人聞が堕落していくわけではない。キリストに

よる救済という観点からみると、キリストや天の軍勢の乗る「白い馬j は、 『ヘロデヤ』

では地下にあるのに対して、 『純な心』では空中にある。 w聖ジュリアンイ云』には救済を

象徴する馬はあらわれないが、イエスが救済者として河の向う岸から即ちジュリアンと同

じ地平からあらわれる。したがって、救済という観点からすれば、『純な心Jから)1買に上、

中、下となり、住居の高さの下、中、上と対照的になる。このように、住居の高さの推移

で象徴される現実の時間からの制約と キリスト降臨に関わる黙示録的テーマとが絡み合

って『三つの物語』全体をかたちづくっているのである。

キリストが敵と戦い、裁き、救済へと導く黙示録的テーマは、 『聖ジュリアンイ云Jにお

いて完全なかたちであらわれる O この物語では、キリストが「炎のように輝く目j として

ジュリアンの残忍さと戦い、裁き、最後には彼を救済へと導くが、それはジュリアンの側
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から見れば生から死、死から再生へとし1う道程となる。 w三つの物語』全体として見るな

ら、中央にある『聖ジュリアン伝Jでキリストによる救済の道程が完全に示され、、それ

に関わるモチーフが両端の物語に飛び、散っているような構造になっている。 w純な心』で

はフェリシテはヴィクトノレが鶏鵡としてよみがえったと信じ、そのヴィクトノレの出発にお

いて「白い馬j の幻があらわれ、剥製になった鶏鵡の屈が輝いて見える。 wヘロデヤ』で

もヨカナンはエリアのよみがえりとされ、ヨカナンの自がまさしく「炎のように輝く自j

となり、ヨカナンと同様に地下に閉じ込められた「白い馬jが外に出ようともがいている。

『聖ジュリアン伝Jで、はジュリアンという一人の人間の生から死、死から再生が問題にな

っているのに対し、他の二つの物語では他の人間として再生することが問題になっている

のである。ただし、フェジシテには幻の真の意味がつかめないし、アンティパスやヘロデ

ヤたちにもヨカナンの自や「白い馬jは何をあらわすか理解できない。『聖ジュリアンイ云』

以外の二つの物語では、黙示録的モティーフがバラバラにしかもその真の意味が隠された

かたちでしか出てこないのである。 w純な心』と『ヘロデヤ』を支配しているのは現実の

時間であり、それは『ヘロデヤJ第3章でサドカイ派の男が唱える詩句<<Nec crescit， nec 

post mortem durare videtur >>14) ( [肉体は]大きくなることはなく、死後持続すること

もないのは明らかである)が示している (H， p.253)。時間とともに肉体は小さくなり、死

後には滅ぶということは、明らかに死者の復活の否定である。この世にあるのものが小さ

くなるという動きが、 『純な心JとrヘロデヤJにおいて外から内に収散していく動きに
呼応しているのである。

このように f三つの物語』には、死者がよみがえる世界と、よみがえることなく滅んで

いく世界としづ、二つの世界があることになる。物語の構造としては生から死、死から再

生へと円環あるいは螺旋状になる世界と、外から内にへと小さくなっていく世界である。

両者は対立するのではなく、現実の時間が流れる世界にも、時間を超えた啓示の瞬間が垣

間見えることがあり、 『聖ジュジアン伝Jのような超自然的な世界にも、母親が年老いて

白髪になるように、現実の時間は流れている。 w三つの物語』においては現実と神秘は混

じり合っているのである。

14) ノレクレティウス『物の本性について~ (De rerum na tUl坊第3巻， 338行.
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本論文第 I部の最後の章で見たように、 『三つの物語』はフローベーノレにおいては例外

と言ってもいいほどキリスト教世界が前面に出てきた作品である。フローベールはキリス

ト教に対して必ずしも女子意的な作家とは言えず、 『ボヴァリー夫人Jで出てくるブノレニジ

アン神父は俗物だし、 『聖アントワーヌの誘惑』ではキリスト教の聖者はほとんど誘惑さ

れつ放し、攻撃されっ放しである。 w三つの物語』は晩年の諦念の境地にあるから、キリ

スト教に対する和解が見られるのか、あるいは単にキリスト教は素材であってそれ以上の

意味はないのか、答えはなかなか見つからない。本論文の第E部は、フローベールのその

微妙な宗教観、キリスト教観を、テクスト、アヴァン・テクストの中から探っていくこと

になる。出発点は、やはり『三つの物語』である。

f私の郷盟の教会J

『聖ジュリアン伝Jは、物語が終わった後、次のような文章で締めくくられる。

Et voila l'histoire de saint Julien l'Hospitalier， telle色peupr色squ'on la trouve， 

sur un vitrail d'eglise， dans mon pays. (SJ， p.249) 

(これが、人を遇する聖ジュリアンの物語であり、私の郷里の教会のステンドグラスに、ほぼ

このままのかたちで見られる。)

一見何でもない文章のようだが、作家としての「私Jを表に出さない主義のフローベール

の作品の中で、 「私の郷盟の教会Jは意表をつくものである。ピアジは、リーヴル・ド・

ポッシュ版の注で、これは中世において、写字生が自分の書いた写本に署名をして作品の

題名を記した αcolophon)) (仕上げ)のようなものだと解釈されうると述べている。 1) そ

れでは、なぜフローベールは中世の写字生を模して、署名として一人称の「私j を書き込

んだのか。

最初の出版から 2年後、シャルパンティエ審j苫から『三つの物語』の版を改める話があ

ったとき、アローベールは『聖ジュリアン伝Jの後に、ラングロワ氏の著作にある聖ジュ

1) TTOis Contes， Introduction et notes par Pierre綱Marcde Biasi，αLe Livre de Poche )>， 1999， 
p.127， note 4. 
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リアンのステンドグラスのヂッサンのコピーを掲載するよう強く求めた。シャルパンティ

エ宛て書簡で、このデッサンは「麿史的資料」であり、 「鴎像、とテクストとを比べて、『さ

っぱり分からない。あれからこれをどうやって引き出したんだJとみんな思うだろうJと

書いている (Corr.，V， p. 543)。つまり、図像を見れば、この物語のことがよく分かるとい

う読者に対する親切心から掲載するのではなく、フローベーノレはむしろ読者を惑わすため

に掲載することを望んだのである。 w聖ジュリアン伝Jの末尾の文章では、 「ほぼこのま

まのかたちで見られるj と書かれているにもかかわらず、実際には物語とステンドグラス

の図像とは相当の開きがあり、もし当該のデッサンが掲載されていたら、かなりの混乱を

読者に与えただろうと推察される。

一筋縄ではし、かない、末尾の文章の意味するところを捉えるためには、単に物語とステ

ンドグラスとを比較するだけではなく、 「私Jと「私の郷里の教会Jとの関係、つまりフ

ローベールとノレーアン大聖堂との関係を探る必要があるように思われる。フローベールは、

少なくとも書簡を見る限りでは、ノレーアン大聖堂に対して、幼少のときから特別な宗教的

な感情を抱いていたとは思われない。一方、 13歳のとき、郷土の画家、美術研究家である

ラングロワ氏の案内でコードベックの教会の見学をしたことを、エ/ルレネスト.シユヴアリ

エ宛に書き送つていることから (Cor.汀r

いていたこと、おそらくノレーアン大聖堂の彫刻やステンドグラスにも無関心ではなかった

ことが推察される。かといって、大聖堂の宗教美術に対する興味だけでは、何の説明にも

ならない。やはり、フローベーノレのテクストを通して、作家の内部にあるものとノレーアン

大聖堂との関係を探ってし1かざるを得ないのである。

本章では、まず、 『聖ジュリアン伝』とステンドグラスとの比較、そこから生じる問題

について考察し、次に、大聖堂全体を見るために、 『ボヴァリ一夫人』第3部第1章で、エ

ンマとレオンが大聖堂で逢引をする場面の草稿や決定稿をたどっていく。最後に、大聖堂

の正面西側扉上の影刻に見られるサロメの踊りと『へロデヤ』の関係にも触れながら、全

体を考える。

『聖ジュリアン伝Jとんーアン大聖堂のステンドグラス

フローベーノレは、 『ボヴァリー夫人』の執筆を終えた 1856年に、 『聖ジュリアン伝』
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の執筆の準備のために、読書ノートと最初のプランを作成している。 2) フランス国立国書

館に保存された最初のプランの末尾にはすでに「これが、人を遇する聖ジュリアンの伝説

であり、私が生まれた町の大聖堂のステンドグラスに、このままのかたちで語られているJ

と記されている。 3) 実際に『聖ジュリアン伝Jを執筆するのは、 1875年 10月から 1876月

2月なのだが、末尾のノレーアン大聖堂のステンドグラスへの言及は、およそ 20年の時をは

さんで、基本的に変わらなかったと言える。

フローベールが聖ジュリアンのステンドグラスに関する情報を得たのは、ラングロワの

著作からであり、この本には、娘のエスペランスによるステンドグラスのデッサンが付け

られている。 4)フローベール研究者ノ〈ートと中世学者クックは、 『聖ジュリアン伝』の起

源、に関する研究書の中で、このデッサンを再録した上で、各パネルが何をあらわしている

のかを説明している。 5) 一番下の層 (fig.1・3) には、寄贈者である魚屋が描かれているの

だが、その上の麗に措かれた物語の概略は、パート&クックの説明にしたがえば、以下の

ようになる。

fig.4-6 ジュリアンは両親とともに自分たちの城から近隣の城に向かい、その城の領主に仕

えるo

fig.7・9 成長したジュリアンは信頼の証として領主から杖を受けるが、やがて領主は死の床

に伏す。

fig.10-12 領主の死後、その奥方と結婚したジュリアンは戦いに行き、勝利を得る。

fig.13・15 戦場のテントの下で寝込んだジュリアンは、妻が姦通を犯す夢を見る。一方、

息子に会うことを思い立ったジュリアンの両親が城にやって来て、ジュリアンの妻がニ人

を迎える。ジュリアンの妻は敬意を払い、自分たちの寝床に再親を寝かせて、城を出る。

2) 1856年 6月 l自に、フローベーノレは f僕の伝説を準備している」と友人のブイエに書き送って
いる(Corr.，II， p.613)。
3)αEt voila la legende de saint Julien l'hospitalier telle qu'elle est racontee sur les vitraux de 
la cath. de ma ville natale持(BnF，N.a.fr.23663， fo490). W聖ジュリアン伝』の草稿はボナツコノレ
ソと彼の協力者によって転写されているので、該当ページを併記する GiovanniBonaccorso et 
al.， Corpus F1aubertianum II1 (( La Legende de saint Julien 1'Hospitalie~r >>， Edition 
diplomatique et genetique des manuscrits， Didier-Erudition， 1999， p.40 (以下 Corpus
F1aub臼ガanum111と表記).
4) Eustache圃HyacintheLanglois， Essai historiquθ et desc1'Iptif sur 1a peinture SU1' verre 
ancienne et moderne et sur les vitraux 1es p1us remarquab1es de que1ques monumens 
Iチ'ancaiset etrangers， Rouen， Edouard Frere， 1832， planche 1. 
5) Benjamin F. Bart & Robert Francis Cook， op.cit.， pp.167-169.パート&クックはパネルごとに
説明しているのだが、長くなるので本論では、 3枚のパネノレごとにまとめて、描かれているもの
を説明している。
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五g.16・18 悪夢にとりつかれたジュリアンは自分の城に戻り、妻と愛人が寝ているのだと

思って、二人を殺してしまう。城に戻ってきた妻は真相を知り、仰天する。

fig.19・21 ジュリアンは妻とともに購罪の旅に出る。ニ人は川岸に宿泊所をっくり、病ん

だ旅人の世話をし、旅人を船に乗せて川を渡る。

五g.22ω24 ある晩、向こう岸から呼ぶ声で院覚めると、ジュリアンは嵐の中、)11を渡って

対岸の旅人の方へと向かう。向こう岸に着くと、ジュリアンは旅人がキリストであること

を見いだす。

fig.25圃27 船で庚る途中、キリストはジュリアンの親殺しの罪を許す。宿治所に入ると、

キリストは夫嬬を祝福する。

fig.28-30 キリストが出発し、ふたたび夜になると、また声がするが、今度は悪魔である。

ジュリアンは悪魔を船に乗せて戻り、その晩、夫婦が眠り込むと、悪魔は夢にあらわれて、

宿治所を運び去ろうとする。

五g.31 夫婦は同時に死に、天使が二人の魂を天へ導く。天上では、祝福のしるしをしたキ

リストがf寺っている。

国像 16から 18にある親殺し、そして最後のキリストによる救済は共通だが、ほかは別の

物語と言ってよいだろう。フローベールのテクストとの主な相違点は次の四つである。

(1)ジュリアンや両親に対する予言がない。

(2)ジュリアンは領主の娘ではなく、領主の妻と結婚する。

(3)ジュリアンは妻とともに膿罪をおこなう。

(4)イエス・キリストの後で、悪魔が登場する。

これら四つは、 1856年のプランにも 1875年のプランにも見られない要素である。 w聖ジ

ュリアン伝Jは構想、されたときから、ジュリアンに対する鹿の予言があり、ジュリアンは

領主の娘と結婚し、親殺しの後はひとりで嬢罪をする。そして、嬬病の男の姿をしたイエ

ス・キリストの後に悪魔が登場することはない。つまり最初から、 f親殺しJと「キリス

トによる救、済Jという骨組みを除いて、ステンドグラスから挟を分かつて出発したわけで

ある。

ただ一つ微妙なのは、 (4)の「悪魔Jである。 1832年のラングロワの著作に掲載された

デッサンで、 28から 30まで番号がつけられた図像には、頭に獣の角をはやした存在が描

かれているのだが、ラングロワが書いた本文にはそれに関する説明がない。そして、脚注
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には次のように書かれている。

このステンドグラスのいくつかの主題、とりわけ 29番と 30番に含まれた二つの悪魔的

な場面について説明することは、われわれにはできなかった。ふたつの場面はおそらくわ

れわれの知らない伝承に属するものであろうが、聖ジュリアンの生援の劇的な姿に何も加

えるものがないことは明らかであろう。民衆はその生涯の哀歌を喜びと関心を抱きながら

歌うのである。 6)

デッサンを見ると、30番のパネルにはまさしく「悪魔的なJ(diabolique)存在があらわれ、

29番ではそれがジュリアンの漕ぐ船に乗る擦が措かれているのに、ラングロワはあえて説

明しない。またここでは言及されていないが、 28番でも悪魔的な存在が寝床にいるジュリ

アン夫婦の上の方にいる 7)。これらのパネルに悪魔が登場していることは、ラングロワに

は明白であったはずで、あるが、彼は口をつぐむ。 25番から 27番までイエス・キリストが

あらわれてジュリアンの漕ぐ船に乗り、ジュジアン夫婦を祝福する一方、それと対をなす

かのように、上のお番から 30番に悪魔のパネルがあることは、ラングロワには全く不可

解であったにちがいない。彼は「われわれの知らない伝承に属するものJと言わざるを得

なかったので、ある。

フローベーノレが晩年、このデッサンを f歴史的資料j として『聖ジュリアン伝』に掲載

することに圏執したことから見て、これらの図像の f資料J的価値、つまり研究家の説明

とは事離した独自の価値を理解していたことは十分に考えられる。そして、このような留

像と説明の帯離を、執筆しながら、何とか利用できないものかと考えたにちがいない。

実際、 『聖ジュリアン伝』の下書き草稿を見ると、癒病の男と小崖にいる場面で、ジュ

リアンの前にいるのが悪魔であるようなかたちで描かれている箇所がある。関係の頁は4

つあり、すでにピアジによって取り上げられている。 8) 同じ僅所を四回書き亘しているわ

けだが、二番目の段踏の頁がこの描写の特徴をよく示しているので、それを引用する。

6) E.-H. Langlois， op.cit.， p.38， note 1. 
7)ラングロワの著作のデッサンでは、悪魔の登場するパネルが左から右に 28、29、30と番号が振
られているのだが、逆に 30、29、28の)1壊に図像を読んでいかなければならない。
8) Pierre岨Marcde Biasi， << Le palimpseste hagiographique >>， in FlaubeJ・tnO 2 : mythes et 
J"eligions， Minard， 1985， pp.99-101. 
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rares 
ses cheveux， dont l'ombre se projetait sur 1e mur， 1ui faisaient comme deux 

&子みぷ位五F

cornes 4e-ゐ6益e妥&Julien se demanda si ce n'etait pas 1e Diab1e 9) 

(男のまばらな髪の影が壁に投影し、こつの角のように見えた。ジュリアンはこれは悪魔では

ないのかと思った。)

壁に映った癒病の男の影には f二つの角Jのようなものがあり、それに「雄羊のj と書い

ては消し、また行間に書いては消す。 r雄羊のj と書いてあると、ひょっとして悪魔では

ないかという疑惑ではなく、ほとんど確証になってしまうので、10) フローベールは遼巡し

たあげく抹消したのであろう。第3段階の貰 (f0445vo)では、 「ジュリアンはこれは悪魔

ではないのかと思ったJという笛所が抹消され、第4段構の貰 (f0446vO) では単に二つの

角のような影が伸びるだけになる。さらに、清書原稿に近い頁 (fo445)では該当する描写

そのものがなくなってしまう。

嬢病の男が悪魔であるとすると、瀬病の男はイエス・キリストなのだから、イエス・キ

リストは悪魔になってしまう。ステンドグラスの 28から 30の図像には、 25から 27の図

像のキリストの行為を悪魔がまねたように描かれており、まさしく「キリストのまねびJ

を実践した悪魔を見て、フローベールは下書き草稿でキリストと悪魔を重ねたのであろう。

しかしフローベールは、決定稿では当該の描写をすべて無くしてしまった。

では、決定稿で「悪魔j の痕跡が全く消えてしまったかというと、必ずしもそうではな

い。 rいつかお前は自分の父と母を殺すだろう j という牡鹿の予雷を開いた日の晩、ジュ

リアンは苦しみ悶えながら考える。

(( Non ! non ! non ! je ne veux pas 1es tuer ! )) puis， i1 songeait :αSi je 1e vou1ais， 

pourtant?…))  et il avait peur que 1e Diab1e ne 1ui en inspirat l'envie. (SJ， p.236) 

(れ、や、いや、いや、親を殺そうとなんかするわけがない』それからまた考え込んで『でも、

もしそんな気になったら..~、そして悪麓がそんな気持ちを起こさせはしまいかと恐れるの

であった。)

9) BnF， N.a.fr.23663， f0449 ; Corpus Flaubertianum 111， p.274. 
10)雄羊は「豊穣」や「生殖Jの象徴だが、キリスト教世界では悪魔の化身であった。下記の事典
の rram雄ひつじ」の項参照雄ヒツジは(ヤギと陪様) r悪魔jの化身であるのでしばしば
魔女がこれに乗っているJ(アト・ド・フリース『イメージ・シンボノレ事典J山下主一郎他訳、
大修館書庄， 1984年， p.517)。
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第1章 ノレーアン大聖堂

この f悪魔Jはジュリアンの心に接みつく悪魔なのだろうが、悪魔を棲みつかせるきっか

けになったのが牡鹿の予言だとすれば、大きな角を持つ牡鹿は悪魔として似つかわしい存

在である。ところがこの小説を最後まで読むと、実際に両親を殺して、最後はキリストに

よって救済される。牡鹿の予言がなければ、ジュリアンが家を出ることもなく、荷親を殺

すこともなく、救済されることもない。ということは、牡鹿の予言は神の啓示ということ

になる。このような思考のリンクをたどっていくと、牡鹿の予舎は悪魔の啓示であると同

時に神の啓示となる。もちろん、テクスト上では悪魔と神の親近性は明示されておらず、

すべては読者の解釈に委ねられている。

このようにアローベールは、ステンドグラスのデッサンにあらわれた独自性、つまり悪

魔とキリストないしは神との親近性を、ほとんど目には見えなし1かたちで、あるいは読者

に任せるかたちで、 『聖ジュリアン伝』の中にはめ込んだと考えられる。末尾の文章は、

挿入されたデッサンと相まって、その親近性をひそかに指示するはずだったが、シャルパ

ンティエの拒絶によって、それはかなわなかったのである。

『ボヴ、アリー夫人』におけるルーアン大聖堂

今度は、ステンドグラスを含む大聖堂全体に自を向けてみよう。

フローベーノレの小説の中で、ノレーアン大聖堂が舞台となるのは、 『ボヴァリ一夫人』の

みである。第3部第 1章、レオンはノレーアンのホテルにいるエンマに会いに行き、翌日大

聖堂で逢う約束をとりつける。翌語、大聖堂で、今か今かと待つレオンの前に姿を現した

エンマは、大聖堂の礼拝所で祈り続ける。そこへ教会の守衛が近づいて、大聖堂を案内し

てまわろうとする。レオンは守衛のくどい説明にいらだち、彼から逃げるようにしてエン

マを辻馬車へと誘い、患いをはたす。

この場面を生成論の観点から見ることにする。作品を執筆する前の段階でのセナリオで

は、レオンはホテルでエンマと関係をもつようになっていたのだが、フローベールは最終

段階のセナリオの左余白に、次のような書き込みをする。

Visite de Leon主sonautel. souvenirs etc 

elle resiste. un peu 

donne rendez.vous dans la cathedrale. 
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en fiacre. 11) 

(レオンは彼女のホテノレを訪ねる。思い出等々/彼女は抗う。少し/大聖堂で会う約束をする。

/辻馬車) 12) 

通常フローベールは下書きの第 1貰を書き出す前にセナリオを作成して、全体の構想、を練

るのだが、上記の書き込みが左余白の部分にあることから、作品の下書きを書き始めた後

で付け加えられた可能性は否定で、きない。書き込みがいつなされたにせよ、大聖堂での逢

引から辻馬車へ続く場面は小説全体のおおよその枠組みができあがってから、最後に付加

されたのである。

ではなぜ大聖堂と辻馬車の場酪をフローベーノレは付け加えたのであろうか。上記の書き

込みの「彼女は抗う j を見ると、エンマはレオンの誘いに抵抗し、不貞から身を守る砦と

して大聖堂を選んだものと推察される。ただしその抵抗は「少しJであって、結果として、

レオンはエンマの本気かどうか定かではない抵抗にいらだち、彼女を辻馬車へと導くこと

になる。このように、ホテルですぐに身をゆだねるようになっていた最初の設定よりも、

なかなかレオンの思いが遂げられない設定の方が、より濃密な関係へと移行するきっかけ

になると、作家は考えたのであろう。

以下、大聖堂の場面の下書き草稿を見ていく。セナリオの段階でよく練れていない場面

においては常のことだが、

の場面が措かれる。

き草稿の最初の段階ではほとんど素描に近し1かたちで、こ

Place de la cathedrale -a midi輔 dansl'ete岳e弦間.
~ Marianne dansant 

en dehor.ダIJui汐
Leon宮E百T百五nsl'eglise. 

Elle arrive. une lettre a la main 

-Mais non ! nous ne serons pas bien. 

情 Vame chercher un fiacre. 13) 

11) BinR， gg 9， fo33.なお、 gg9という整理番号でまとめられたプランおよびセナリオはすべて
Yvan Leclercによって整理分類され、コピーと転写が見開きになって提示されている:Flaubert， 
Plans et scenarios de Madame Bovary， presentation， transcription et notes par Yvan Leclerc， 
CNRS Editions， 1995， p.55.引用の 1行自の<<autel ))は<<hotel ))の間違いで、あることを Yvan
Leclercが指擁している。
12)日本語訳で、改行笛所は、意味が不分明にならないよう、適宜 f/Jで示した。
13) BmR， gg 223， vo1.5， fo24. ルーアン市立図書館にある『ポヴァリ一夫人』の草稿は、 Yvan
Leclercが指導する研究者グループによって整理分類され、車三写されている
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第1主主 ルーアン大聖堂

(大聖堂の広場一正午一夏。/レオン外にいる 踊るマリアンヌ ひとり教会の中へ/彼

女が到着する。手紙を手にして/ーだめよ、私たちはよくないわ。/辻馬車を呼んでくれ。)

ここでは、最初に場所と時間の設定があり、レオンがまず大聖堂の外で、次に中に入って

待っところへ、エンマが手紙を手にしてやってくる。このようにエンマが遅れてやってく

る設定は、決定稿まで51き継がれる。この草稿では、最後に「だめよ、私たちはよくない

わJというエンマの言葉と、レオンが広場にいる少年lこ「辻馬車を呼んでくれj と叫ぶ言

葉が加わって、辻馬車の場面へのつなぎとなる。

次の段階の草稿も下書きというよりは、素描に近いが、細部がより豊かになる。

Place de la cathedrale主midiete. fleurs.・portail
sans doute l'horloge 

retarde 
Leon en dehors. -Marianne dansant 

"Les ouv~沼'gesquiparlent 
aeτ-

Seul dans l'eglise. le Suisse explication. embetem 

de la cathedrale. " il court devant elle __ 

volumes verts. elle arrive '1:me leUreとlamairl¥s勾-enouillepri・elち

I・'e'Suisse.Emma ecoute. Son amour pris par la cathedr 

-Mais non nous ne serons pas bien. Va me 

chercher un fiacre. 

desirez'vous monter a la f1eche 14) 

(大聖堂の広場正午 夏花一正面襲口/たぶん時計は遅れているのだろう/レオン外に

いる一踊るマリアンヌ/ひとり教会の中へ 教会の守衛が説明 レオンうんざりする/彼

女が到着する 彼は走り寄る 彼女はひざまずいて祈る/再び守衛 エンマは耳を傾ける

彼の恋は大聖堂に捕らわれる/ーだめよ、私たちはよくないわ 辻馬車を呼んでくれ/尖塔に

上がってみませんか 〔左余白] r大聖堂に関する書物」縁色の本。)

ここで、最も重要な変化は教会の守衛(leSuisse)の導入である。上記引用笛所の加筆部

http://bovary.univ-rouen.fr/(Edition des manuscrits de Madame BOValY de Flaubert， 
Transcriptions Classement genetique).本意で『ボヴァリ一夫人Jの草稿を引用するときは、
上記サイトの転写を参照したが、整理分類や転写の最終判断は筆者がおこなった。本章で、扱って

いる大聖堂の場開のように、生成過程が錯綜している場合は、同サイトの Tableaugenetique des 
brouillonsはあまり当てにはならないからである。
14) BmR， gg 223， vo1.4， fo273vo • 引用の真ん中あたりに(( de R 悼という箇所があるが、これはおそ
らくαdeL沖と書こうとして、レオン (Leon)とロドノレフ (Rodolphe)のイニシャルを混罰して
しまった、単なる書き損じだと恩われる。
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分「教会の守禽が説明 レオンうんざりするJにあるように、守衛は、ひとりで教会にい

るレオンを誘って、大聖堂を案内して田り、彼をうんざりさせる。エンマが到着した後、

αre-Suisse >>という加筆で分かるように、守衛は再びあらわれ、レオンとエンマに教会の

説明をし、また左余自にあるように、 「大聖堂に関する書物Jを二人に見せる。そして守

衛は最後に「尖塔に上がってみませんか」と声をかけて、二人を呼び戻そうとする。

この段階の草稿ではまだ明確ではないのだが、次の段賠以降の下書き草稿を見ると、守

衛は三田、「教会の宝物の拝観はいかがですかjと誘いかけている。最初の誘いに対して、

レオンはαnon>>と言って断り、一人で堂内をうろつく 15)二度目の誘いに、レオンは

αsoit抄と答えて応じ、守衛の説明が始まる。国エンマが到着すると、今度は彼女に誘し、か

け、((pourquoi pas >>という返事を得る。 17) 同じ頁には、 「再説明ーそのまま、順序通りの

繰り返しj と書かれていて、 18)需じ説明を守衛が二回繰り返すように記されている。もち

ろんエンマは一度しか関かないのだが、レオンは説明を二田も聞いて、イライラが頂点に

達する設定になっている。

このように、焦点があたる人物を軸にすると、下書き草稿の段階での大霊堂の場面は、

次の三つに大きく分けることができる。

①レオンがひとりで堂内をうろつく

②守衛がレオンに対して堂内を説明してまわる

③エンマが到着し、守衛がレオンとエンマに対して堂内を説明してまわる

焦点があたるのは、①ではレオン一人(もちろん守衛も堂内にいるのだが、ほとんど叙述

の外にある)、②では守衛とレオンの二人、③では守衛とレオンとエンマの三人といった

ように、人数が増える構成になっていたのである。

ところが、清書原稿に近づくと、フローベールは上記②の部分、つまりレオンひとりに

対する説明の部分をすべて削除してしまう。そして、①の③の間に、守衛の視点から描か

れた文章などを入れて、①と③をつなぐ。その結果、清書原稿では、エンマの到着前には、

レオンが教会の中をひとりでうろついて、守衛はそれを見て援をたてるだけで、守衛の説

明はエンマが到着した後にようやく始まる設定になる。このように大聖堂の場面は、生成

15) BmR， gg 223， vo1.5， fo66 vo• 

16) BmR， gg 223， vo1.5， fo64vo• 

17) BmR， gg 223， vo1.5， fo57. 
18) (( re-explications -repetition exacte & dans l'ordre )) (Ibid.) 
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第1意 ノレーアン大聖堂

論の観点からすると、②の部分の削除の前と後では、かなり異なる相貌を見せているので

ある。

それでは、主に改変前の下書き草稿を見ながら、大聖堂の場面の細部を探っていくこと

にする。関係する下書き草稿は数も多く、錯綜しているので、できるだけ特徴的な箇所の

みを拾っていく。

まず①の部分。大聖堂入口の前でレオンは、 「教会の宝物の拝観はいかがですかJとい

う守衛の誘いを断った後、堂内に入る 19)。教会の恨!J郎 (bas-cote)や内陣 (ch偲ur)をう

ろっき、水盤に映った外欝 (nef)を見つめながら、レオンはエンマが来るのを待つ。教会

は、レオンにとって、愛する女性を受け入れる特別な場所のように思われてくる。

sa passion d'apres 

B&.仔-lHHB-lH'se glissait ainsi -8f1:F les proportions de l'edi五叩

許制佐田ゴロエζfHHHeE}t-&sa solennite 
τn n.....l ，...判明~.j-λ~~ l' t. ~l~n~ 明向日~ n~ .j- ~明内町、ハ町内向円ハ日
み.....""" .............L._~.L..&......ム vv 、................-b晶........._.................&.>.A.t，.A..A.ν....a...........................L.............. ......'-'..L..&. 
la 

dans -ee#e confusion de甜 sonsentiment & du milieu 
n~~日明 ln 円ハ1~~ 司~.j-λ λ ç~明~~ ~~ ~~~ç~~~~~ l'、司町内

ヨ-..ν...............&.<Il.4...1V 

f 一一一一~ ふみト兵四 一presque
11 se croyait / &l'autro， il so croy二itprosぉe10 Diou du tomp1o 
a la nn / B四砲必

comme ce il attendait 
& 10 contro d'l:1:e culto dont11a pretrosso B:llffitγOD:ll'-; 

il avait dans 1es mains dos moitours 1ascivos 

&主l'amedos transports mystiquos. 20) 

(このように、建物の大きさと荘厳さのせいで、彼の{育熱は次第に自分の感情と周囲とを混関

するようになっていった。彼はついには、ほとんど自分を神殿の神と腰、うようになり、まるで

自分が待つA女が崇める信仰の中心であるかのように思った。手には揺蕩な汗をかき、心には

神秘的な熱狂があった。)

フローベーノレは最初「教会の荘厳さが彼の愛を途方もなく大きくしていたJと書き、それ

をイタリック体の文が示すように、 「建物の大きさと荘厳さのせいで、彼の情熱は次第に

自分の感情と罵固とを混同するようになっていったJと書き直す。引用の後半の文章で、

締部を修正しながら「自分を神殻の神と思うようにJなったと記す。在自しなければなら

19) BmR， gg 223， vo1.5， fo66vo• 

20) BmR， gg 223， vo1.5， fo67vo• 
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ないのは、 「教会j の削除と、 「神殿j という語の存在である。レオンの意識の中では、

自分のいる場所は異教の「神殿j であり、自らが神である。彼が待つのは、下から 3行臣

が示すように、神たる自分を詑る fa;女Jである。この fa;女j が直接何を指示している

かは明確で、はないが、アポロンの神託を授けたデルポイの座女Pythie、あるいはバッコス

(ディオニューソス)の亙女 Bacchanteのような存在と考えられる。最後の文で、 「手に

は淫蕩な汗をかき、心には神秘の熱狂があったJ21)とあることから、レオンはアポロンよ

りもむしろ酒の神、饗宴の神パッコスに自分自身を重ねていたと考えられる。

このような状態でレオンは持つのだが、エンマがなかなか来ないので、椅子に腰掛ける。

そこへ、守衛が再び近づいて、②の部分が始まる。

Alors Le Suisse qui remarqu!! sa tenue peu devote vint 

l'aborder en reoetant 

-Monsieur sans doute， n'est pas d'ici ? monsieur desire voir les curiosites 

)
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(そのとき守衛は、その男がほとんど不信心な様子をしているのに気づき、近づいて繰り返し

た。 rこちらの方ではないとお見かけしました。教会の宝物の拝観はし、かがですか。 j レオン

は「いいでしょう j と言って、立ち上がった。)

フローベーノレは 1行自のαremarqua))と 2行自の((時折tant))の音の重なりを気にして下

線をほどこすのだが、むしろここで注意に値するのは、 1行自の「ほとんど不信心な様子j

である。レオンは自らを古代の神とみなしているのだが、それはキリスト者たる守衛から

見ると、それは単なる「不信心Jな男なのである。守痛の申し出に対してレオンがなぜ今

回は断らなかったのか、その理由は草稿を見る限り明らかではないが、退屈しのぎなのか、

やけくそなのか、いずれにしても彼が教会そのものに全く輿味がなかったことは言うまで

もない。守衛の言葉の中に 「教会の宝物J(( les curiosit的自 l'eglise))とあるが、レオン

の好奇心 (curiosite)の対象は「教会j ではなく、 「神殿J、より正確に蓄えば「鹿女J

つまりエンマなのである。そこへ、守衛が「教会の宝物Jを次々と紹介する場面が農関す

る。

21) B盟R，gg 223， vo1.5， fo67vo• 

22) BmR， gg 223， vo1.5， fo64vo • 
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第 1章 ノレーアン大聖堂

堂内の概略屈を参照しながら、 き草稿における守衛の説明に耳を傾けよう。23)rまず

あの見事な書庫の階段をご覧くださしリと守衛は言い、ただし書庫には「革命以蜂はもう

本がありませんJと付け加える。 24)書庫の階段Jは北側袖廊 (croisillonnord)の奥にあ

るのだから、レオンに話しかけたときには、交差廊 (transept) にいたことが分かる。と

ころが、守衛はそこから教会入口 (entree) に戻り、そこにある「アンボワーズの美しき

鐘の腐り jをかたどった黒い大きな環を杖で指し示す。 25) 次に、また交差廊に庚って、「イ

オニア式の内陣仕切り j の前で立ち止まり、 「これは大聖堂を少しばかり美しくするため

につくられたのです。ご存知の通り、古代趣味がすべての人の好みに合うわけではありま

せんから」というコメントを加える。26) そして、南側袖廊 (croisillonsud)に行き、 「怪

獣の奇蹟を描いたあのステンドグラスをご覧くださいj 、 「クヴィリーの沼に怪物がおり

ましたJと言って説明を始めようとすると、レオンは「知っています」と応じる。 27) この

f怪物j を退治したのは、 7世紀ノレーアンの司教であった聖ロマンであり、この伝説につ

23ω)大聖堂内の概略図は下記のガイドブブ伊ツク巻頭の図商を参考にした :A
C伺at.的h正ed泊'ral，必'eNゐotre-DamθdeRouen為F 臼2叩evisite gu山zidt白5免e，Rouen， TAG impressions， 1999.なお、
本論で、のノレーアン大聖堂に関する記述に際しては、ガイドブックだけでなく、以下の文献も参照
した:Armand Loisel， La cathedl・alede Rouen， ((Petites monographies des grands edifices de 
la France ))， Evreux (発行年不明).
24) (( Admirez d'abord ce delicieux escalier de la Bibliotheque.L] mais il n'y a plus de livres 
depuis 1a revo1ution. )) (BmR， gg 223， vo1.5， fo64vo) 
25) (( Voila […] 1a circonf，訂encede 1a belle cloche d'Amboise. )) (Ibid.) 
26) (( […] 1e jube d'ordre ionique.[...l Ce morceau a ete fait pour embellir un peu la cathedra1e， 
car tout 1e monde， vous savez， n'aime pas 1e gout ancien.持(Ibid.)
27) (( […] observez-moi ces vitraux la qui representent 1e miracle de 1a Gargouille.欄 ily avait 
dans 1es marais de Quevilly un monstre.持(Ibid.)
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いては 19世紀でも広く知られていた。

守衛はこの後、罵歩郵 (deambulatoire) を通って、 「できの悪い彫像Jの前で「これ

はかつてリシヤーノレ獅子JL.'王の墓所を飾っておりましたJが、 「このような姿にしてしま

ったのはカルヴァン派の連中なのですj と説明する。 28)次に、もう少し進んで「これはわ

れわれの最も古い大司教のひとりであるモーリスの墓所ですJと説明してから、29)教会の

一番奥(東側)にある「聖母の礼拝所J(chapelle de la Vierge)に入る。礼拝所で守衛は

「この美しい敷石の下には、ピエーノレ・ド・ブレゼ侯が眠っておられますJと紹介し、さ

らに「その孫ノレイ・ド・ブレゼJが馬にまたがる彫像、同人の横臥像を見せて、二人がど

ういう人物であるか、いつどこで死んだかなどについて、延々と説明する。 30)そして二人

の女性の像、一方は「その妻デ、イアーヌ・ド・ポワテイエJ、他方は「両腕に幼子をかか

えた聖母J、さらに「アンボワーズの墓j について説明を始めたところで、 31)エンマの衣

擦れの音がレオンの耳に入ってくる。

このように守傷は、まず交差廊、次に入口に庚って、再び交差廊、そして南側袖廊、南

側周歩廊を経て、聖母の礼拝所へと動いている。本来の案内のコースは入口から始まるの

であろうが、レオンが最初に守衛の申し出を断ったので、交差廊から見える北側袖廊の案

内から始まることになり、その後は、 j膜序どおりに入口から奥の方へと進んだのである。

レオンに対する説明は多岐にわたるのだが、ある特徴に気づく。それは、キリスト教(な

いしはカトリック)に対する敵対勢力が強調されていることである。南側袖廊のステンド

グラスに描かれた「怪獣Jは、言うまでもなく、キリスト教布教当時の異教の象徴である。

また、リシヤール獅子心王の墓所を飾っていた彫像を惨めな姿にしてしまったのは、 「カ

ノレヴァン派jであり、北側袖蹄の近くにあった書庫の本を無くしてしまったのは「革命j

派である。 rイオニアJ式の内陣仕切りの場合は敵対と言えるかどうか微妙だが、古代の

異教神殿の装飾の様式が、教会に残っていることを守衛は説明する。要するに、大聖堂は、

かつてキリスト教が戦ってきた異教や敵対勢力の痕跡を色濃く残している場であり、守衛

はそのことを包み揺、さずレオンに説明している。一般に「聖ロマンj のステンドグラスと

28) (( […] une statue mal faite.L..J Elle decorait autrefois […] la tombe de Richard Cωur de Lion. 
[...] ce sont les Calvinistes， Monsieur， qui vous l'ont reduite en cet etat. )) (BmR， gg 223， vo1.5， 
f072vo) 
29)αC'est la tombe de Maurice， un de nos plus vieux archeveques.持(Bm豆， gg 223， vo1.5， f076) 
30) (( Cette belle dalle […] recouvre le seigneur Pierre de Breze. […] son petit fils， Louis de Breze 
[…] )) (Ibid.) 
31) (( […] son epouse Diane de Poitier， […] celle qui porte un enfant dans ses bras la sainte 
Vierge. […] Voici les tombeaux d'Amboise L..J. )) (BmR， gg 223， vo1.5， f059) 
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呼ばれるものを、守衛が「佳獣J(gargouille)のステンドグラスと呼ぶのも、教会の外側

を飾る彫刻に疑められたかつての異教の娃物たちを想起させるものである。

このように考えてくると、①の部分でレオンが教会を異教の神殿に見主てたことも、不

自然ではなくなる。もちろん守衛はレオンを単に「不信心Jな男としてしか見ていないの

だが、②の部分での守衛の説明の中には、大聖堂が異教的な要素を含むことが示されてい

るのである。

次に、③の部分を見てみよう。エンマは、前の晩に書いたJjIjれの手紙をレオンに渡すと、

「聖母の礼拝所に入札椅子のそばに飽きながら祈りを始めたJ0 32)礼拝所で祈る彼女の

患いが次のように描かれる。

elle s'emplissait 1es 
s'eblouissait 

yeux des sp1endeurs du tabernacle， elle h母酷会話-avec une 
aux a弓pirait

intention mystique， 1e parfum des juliennes b1anches epanouies 

dans 1es grands vases， et pretait l'oreille au silence de l'eg1ise 
attentivement 

qui ne fais詰S悶a“i抗tq伊uぜ山?瓦'ac悶C∞cdrる訟叫i抗t而r問問返古訂"1五Tet凶urr町ml
(彼女は聖なる場所の輝きに目がくらみ、神秘的な思いをもって、大きな花瓶に活けられた白

い花咲くジュリエンヌの香りを吸い込んだ。そして教会の静けさにじっと耳を傾けると、ます

ます心の乱れがつのるばかりであった。)

エンマは「聖なる場所Jで、 「神秘的な思いJCintention mystique)をもって花の香り

をかぐ。これは明らかに、①の部分で、自らを神殻の神とみなしたレオンが心に抱いてい

た f神秘的な熱狂J(transports mystiques)と正確に呼応するものである。ただし、エン

マにとって、自分のいる場所は「神殿Jではなく、最後の文が示すように、 「教会」なの

である。守衛がエンマに近づいて、 「教会の宝物J(( 1es curiosites de l'eg1ise ))の拝観はい

かがですかjと誘ったとき彼女が((pourquOl pas ))と答えるのも、 34)単にレオンに対するあ

てつけだけでなく、 「教会Jに対する好奇心が芽生えたとしても不思議で、はない。

エンマの返事に喜んで、守衛は r)1霞序どおりに案内するために、外障をずっと下って行

32) (( […] elle entra dans la chapelle de la Vierge， et s'agenouillant contre une chaise elle se mit 
en pri色res.>> (Ibid.) 
33) BmR， gg 223， vo1.5， f057. 
34) Ibid. 
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き、まずアンボワーズの美しき鐘の周りをあらわした黒い環を見せたいと言ったJ035)し

かし、レオンが「それには及びませんj と断ると、 36)守衛は間髪を入れず自分たちのいる

「聖母の礼拝所j の説明をし始める。 rピエーノレ・ド・ブレゼ、侯J、その孫「ルイ・ド・

ブレゼ侯j 、ルイの妻「ディアヌ・ド・ポワティエj 、 「聖母J、 「アンボワーズの墓J

と、レオンにしたのと間じ頗序ではぼ閉じ内容の説明をする。 37) さきほどは「アンボワー

ズの墓Jの説明が、エンマの到着によって中断されたのだが、今度はすべて解説する。

この後、守衛は「聖母の礼拝所Jを出て、 「モーリスの墓j 、 「リシヤーノレ獅子心王の

墓Jという )1頃序で案内し、次に「怪獣のステンドグラスを見に、向こう側へ行きましょう j

と提案する。 38) レオンー人のときは、 「怪獣のステンドグラスJ、 「リシヤール獅子心王

の墓J、 「モーリスの墓」、 「聖母の礼拝所Jという順番で、あったのが逆になっているの

だが、これは、守衛にとっては不本意ながら、 「聖母の礼拝所Jを案内の出発点としたの

で、教会の一番奥から入口へと向かうコースをとらざるをえなかったのである。さらに守

衛の意に反して、 「怪獣のステンドグラスJを見ずに、レオンはエンマの腕をとって立ち

去ろうとする。あわてて守衛は「大聖堂を扱った著作Jを持ってくる。 39) さらに追い打ち

をかけて、守衛は「尖塔に上がって眺望を楽しむJこと、40) r図書館の階段j を見ること、

「二つの見事極まりないステンドグラス、ひとつは人を遇する聖ジュリアンを描いたもの、

もうひとつは魚を売る持、師を描いたものJ41)を見ることを矢継ぎ早に提案するのだが、相

手にされない。レオンはエンマを連れて急いで教会の外に出る。

以上、大聖堂の場面を守衛の案内を中心に見てきたが、錯綜しているので、ここで整理

しておこう。②と③の部分において、守衛が案内したものを以下に示した。括弧にくくら

れたところは、守衛が行って見ようと提案しただけで、実際には案内人も案内された人も

見ていないものである。

35) (( […] il voulut meme， afin de proceder par ordre， les faire descendre toute la nef， pour leur 
montrer d'abord le cercle noir qui indique la circonference de la belle cloche d'Amboise. )) 
(Ibid.) 

36) (( "-Eh ! ce n'est pas la peine !" dit Leon. )) (Bm豆， gg 223， vo1.5， fo60) 
37) Ibid. 
38) (( Allons de l'autre cote， pour voir les vitraux de la gargouille. )) (BmR， gg 223， vo1.5， f063) 
39) (( C'etaient les ouvrages qui traitaient de la cathedrale. )) (Bm茸， gg 223， vo1.5， fo63) 
40) (( […] la proposition de monter a la Fleche， pour jouir du Panorama.持 (B盟 R，gg 223， vo1.5， 
f084) 

41) ((L.J les vitraux fort remarquables， l'un representant la vie de St Julien l'hospitalier， & 
l'autre des mariniers qui vendent du poisson.)) (Ibid.) 
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②図書舘の階段→入口→内陣仕切り→怪獣のステンドグラスー→ジシヤーノレ獅子心

王の慕→モーリスの墓→聖母の礼拝所

③聖母の礼拝所(→入口)→モーリスの慕→リシヤール獅子心王の慕(→怪獣のステ

ンドグラス) (→尖塔) (→図書館の階段) (→聖ジュリアンのステンドグラスと漁

師のステンドグラス)

このようなかたちで一旦下書き草稿を書くのだが、先に述べたように、フローベールは②

の部分を剖除して、①と③をつなげてしまう。もちろん単純に両者をくっつけるわけには

いかないので、全体を多少再編し、またつなぎの文章を補っていくのである。

その結果、清書原稿では、守衛の案内はエンマとレオン二人に対するものだけになる。

ただ、し、守衛の案内の出発点は下書き草稿と同様に「聖母の礼拝所Jであり、しかも

き草稿でレオンに対したように、一旦入口に戻るので、案内の全体が奇妙なかたちになる

のである。清書原稿における守衛の案内のコースは以下の通りである。

聖母の礼拝所→入口→聖母の礼拝所→リシヤーノレ獅子心主の慕(→佳獣のステンド

グラス)(一→尖塔)

つまり、エンマは「聖母の礼拝所Jに!駆け込むのだが、そこから守衛はエンマとレオンを

入口に戻して、 「アンボワーズの美しき鐘の周りJをかたどった黒い敷石の大きな環を説

明する。それからまた、教会の一番奥にある「聖母の礼拝所Jに震って、そこにあるピエ

ール・ド・ブレゼ侯が眠る場所などの説明が始まる。そしてまた、入口の方に向かい、「リ

シヤーノレ獅子心王の墓Jを説明して、 「怪獣のステンドグラス」を見に行こうと提案する。

42) この足取りだけをみると、なぜ「入口jから一気に奥の「聖母の礼拝所Jへ飛び、その

途中の「リシヤーノレ獅子心王の墓Jや「怪獣のステンドグラス」を後で案内しようとする

のか、その理由を説明できない。これは、下書き草稿の③の部分における「聖母の礼拝所j

から「怪獣のステンドグラスJまでの道のりを清書原稿でほぼそのまま踏襲し、なおかっ

f入口Jまで戻るという守衛の提案をエンマとレオンが受け入れる設定にしたからである。

では、なぜこのような無理を承知で、フローベーノレは清書原稿で「入口Jまで戻る設定に

42)下書き草稿にあった「モーリスの慕Jは、聖母の礼拝所にある墓所やリシヤール師子心王の墓
よりも重要度が下がると考えて、フローベールは削除したのであろう。
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したのか。清書原稿と出販された決定稿はほとんど差がないので、読みやすい決定稿の方

で、 「入口Jの場面を見てみよう。

Alors， afin de proceder dans ]'ordre， 1e suisse 1es conduisit jusqu'a l'entr・ee，pres 

de 1a p1ace， ou， 1eur montrant avec sa canne un grand cercle de paves noirs， sans 

inscriptions ni cise1ures : 

- Voi1えfit-ilmajestueusement， 1a circonference de 1a belle cloche d'Amboise. 

Elle pesait quarante mille livres. Il n'y avait pas sa pareille dans toute l'Europe. 

L'ouvrier qui l'a fondue en est mort de joie... (MB， p.263) 

(そこで守衛は rJI関序どおりにj案内するために、二人を広場の近くの入口のところまで連れ

て行き、銘も彫刻もない黒い敷石の大きな環を杖で指して、

「あれに見えるはJと厳かに言った。「アンボワーズの美しき鐘の周りをかたどったものです。

鐘の薫さは4万リーグル。ヨーロッパ全土のどこにもこれほどのものはありません。これを鋳

造した職人は、そのために喜びで死にました…J

守衛が f)1関序どおりにj案内することに圏執した結果、 「聖母の礼拝所Jから「入口jへ

行ってまた「襲母の礼拝所Jに戻るという、本来の f)1頭序Jに反した見学コースになって

しまうのだが、そんなことは守衛は意に介さない。彼が指し示すのは「アンボワーズの美

しき鐘j本体ではなく、その「周りJをかたどった「黒い敷石の大きな環Jである。鐘を

鋳造した職人が喜びで死んだといっても、鐘そのものは消えてしまい、痕跡がかろうじて

敷石に残るだけである。ほとんど命と引き換えに鐘を鋳造した職人には、空しい結果とな

ったわけである。

「聖母の礼拝所Jで、守衛はノレイ・ド・ブレゼ侯が「墓にまさに降りようとするJ横臥

像を前にして、 fこれほど完壁な虚無の表象がありえるでしょうかJと問いかける (MB，

p.264)。そしてさらに、リシヤール獅子心王の墓を飾っていた彫像のようなものを指して、

カルヴァン派のせいでこのような姿になったと嘆く箇所とをつなげてみるとき、なぜ決定

稿では「入口j と「聖母の礼拝所j と fリシヤーノレ獅子心王の墓Jだけが抽出されたのか

が分かる。つまり、中央に「虚無j の f完壁な表象」を置き、その前後に、職人の願い空

しく消滅してしまった鐘の逸話と、王の墓の装飾の惨憎たる姿を記置することによって、

現世界の「虚無j を浮かび上がらせようとしたのである。その際、守衛の案内コースが、

本来の f)1慎序Jを逸親して、奇妙なものになったことはやむを得ないことであった。

144 



第1主主 ノレーアン大聖堂

このような「虚無の表象j といういわば普遍的なテーマの強調と引き換えに、下書き草

稿にあった異教的要素は、決定稿では影を潜めてしまれたとえば、①の部分にあった、

レオンが自分を神殿の神だとみなす箇所は削除される。そして、①の最後に置かれていた、

守衛が「不信心Jの男だと思ってレオンに近づく場面は、決定稿では次のように変えられ

る。

Il se placa sur une chaise et ses yeux rencontr色rentun vitrage bleu ou l'on voit des 

bateliers qui portent des corbeilles. Ille regarda longtemps， attentivement […L 

Le suisse， a l'ecart， s'indignait interieurement contre cet individu， qui se 

permettait d'admirer seul la cathedrale. Il lui semblait se conduire d'une facon 

monstrueuse， le voler en quelque sorte， et presque commettre un sacrilege. (MB， 

p.263) 

(彼が椅子に腰をおろすと、魚畿を運ぶ船頭を描いた青いステンドグラスが目にとまった。彼

は長い間しげしげとそれを見つめた。

守衛は離れたところで、この男がひとり勝手に大聖堂を見物しているのに、内心腹をたてて

いた。これは守衛にとっては、荒唐無稽な振る舞いであり、いわば彼のものを盗む行為であり、

聖なるものへの胃潰にほとんど等しいと思われた。)

ここでは、守衛は離れたところから見るだけなのだが、レオンは「魚龍を運ぶ船頭を描い

た青いステンドグラスJを見つめる。これは北側周歩廓に沿って寵かれた聖ジュリアンの

ステンドグラスである。下書き草稿では、守衛が見逃せない宝物として最後に、 「二つの

見事極まりないステンドグラス、ひとつは人を遇する聖ジュリアンを描いたもの、もうひ

とつは魚を売る漁師を描いたものJと叫ぶのだが、43)それが決定稿では、守衛の案内とは

関係なく、ひとりでレオンが見る設定になっている。このように fひとり勝手に大聖堂を

見物している」男を見て、守衛は腹をたて、彼の行為は「聖なるものへの冒漬j だと考え

る。この「聖なるものへの腎漬Jがかろうじて、下書き草稿にあった異教的要素のなごり

だと考えられる。つまり、レオンは異教の神たることによって、守衛にとって「聖なるも

43)聖ジュリアンのステンドグラスの一番下のパネルには寄贈者で、ある魚盤が描かれている。守簡
は聖ジュリアンのステンドグラスと漁師のステンドグラスを別物としているが、大聖堂のガイド
ブックや解説書を見る根り、堂内には魚を売る漁師を描いただけのステンドグラスはない。おそ
らく守衛は、教会の宝物の豊かさを強調するために、同じステンドグラスを、二つの見事なステ
ンドグラスであるかように言ったのであろう。
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のJ (キリスト教的なもの)を胃潰していたのである。

このような改変とともに、守衛の説明にあったキリスト教の敵に関する言及も背後に隠

れてしまう。異教の象徴である「怪獣Jのステンドグラスは、守衛の口から発せられるが、

実際にはそれを見には行かない。古代趣味をうかがわせる「イオニア式の内陣仕切りJや、

革命派が本を無くしてしまった f書庫Jの階段は、決定稿では出てこない。同じキリスト

教であるカルヴァン派への言及だけがかろうじて、リシヤーノレ獅子心王の墓に関する説明

の中に残る。

以上見てきたように、下書き草稿には、キリスト教と異教的なもの(あるいはキリスト

教に敵対するもの)との対立の痕跡、大袈裟に言えば宗教の歴史を垣間見させるものがあ

ったのだが、決定稿では、それらは少なくとも表面上は姿を消す。その代わりに、登場人

物が自にするものは、 「墓にまさに降りようとするjノレイ・ド・ブレゼ侯の横臥像を中心

として、 「議無の表象Jへと収数していく。この動きは、物語の展開からすると当然の要

誇であった。大聖堂から出て、レオンとエンマが乗りこむ「辻馬車j の籍は、やがてエン

マが入る「棺桶jの前触れであり、まさしく「虚無Jがぽっかり口を開けているのである。

サロメの踊り

『ボヴァリ一夫人』のノレーアン大聖堂の場面で、外の広場で待つレオンの前に「踊るマ

リアンヌJ (Marianne dansant)がある。この像に対する言及は、下書き草稿の最初の

段階から決定稿まで基本的に変わらない。 44) この大聖堂正面北側の聖ヨハネ扉口 (portail

de Saint-Jean)にある彫刻は、言うまでもなくサロメの蹄りをあらわしている。

フローベールが聖ヨハネを題材にした中編を書くことを思い立ったのは、 『純な心』を

執筆していた 1876年 4月であり、 45)すでに『聖ジュリアン伝』を仕上げていたのだが、

そのときに「私の郷里の教会Jとサロメの踊りとのつながりをどれだけ意識していたのか

は分からない。とにかく、結果として、ノレーアン大聖堂の外の彫刻と中のステンドグラス

が F三つの物語』のテクストに含まれることになったのである。

『ヘロデヤJ第3章のサロメの踊りの描写に、次のような笥所がある。

Puis， ce fut l'emportement de l'amour qui veut etre assouvi. Elle dansa comme 

44) BmR， gg 223， vo1.5， fo24 ; Madame Bovary， p. 365. 
45)引Savez-vousce que j'ai envie d'ecrire apres cela ? L'histoire de saint Jean-Baptiste.が(Corr.，
V， p.35) 
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les pretresses des lndes， comme les Nubiennes des cataractes， comme les 

bacchantes de Lydie. (H， p.275) 

(それから、踊りは満たされることを求める愛の昂揚となった。インドの思女のように、滝の

地方のヌビアの女のように、リューディアーのパッコスに仕えるA女のように、彼女は踊った。)

愛に狂うサロメの踊りは、 「リューヂィアーのパッコスに仕える鹿女Jのようだと語ら

れる。ゼアジはこの箇所の注で「エウリーピデースの『バッカイ』では、ディオニューソ

ス(パッコス)はリューディアーの神であるj と記していて、エウリーピデースの悲劇に

言及している。 46) エウリーピデースの『パッカイ』では、パッコスに憲かれた女たちが自

分の息子の肉を引きちぎってしまうほどの狂乱状態が描かれるのだが、注目すべきは、た

とえば 100行自でパッコスを「牡牛の角の生えた神JαταUP6KEpωcDεOV》と称するなど、 47)

この神と牡牛との類縁性が強調されることである。

もちろん、フローベールの読書ノートにはエウリーピデースの悲劇に関する言及はない

し、テクストでも、 「パッコスに仕える座女Jは「インドの思女Jや「ヌピアの女Jと並

ぶ単なる喰えとしてあらわれているにすぎないが、今まで見てきたノレーアン大襲堂にまつ

わる場面の背後にあるものを見つけるヒントになるように思われる。

鍵になるのは、パッコス(ディオニューソス)という、 『ボヴァリ一夫人Jにも『三つ

の物語Jにも登場しない神である。パッコスは、自分に仕える思女たち(パッカイ)を錯

乱状態におとしめる凶暴な力を秘めているが、エウリーピデースの『パッカイ』では、人

間の若者の姿としてあらわれる。それが、 『ボヴァリー夫人』の下書き草稿では、自らを

神殿の神とみなし、自分に仕える忍女を待つレオンと重なる。守衛の説明にもかつてキリ

スト教が克服した異教に関わる要素がちりばめられていたが、それらは決定稿には残らな

い。 w聖ジュリアン伝』の下書き草稿では、イエス・キリストの化身が、獣の角を生やし

た悪魔の化身であるかのように描かれる。決定稿では、大きな角をもっ牡鹿と悪魔とのつ

ながりが暗示されるだけになる。最後に『ヘロデヤJでは、サロメの踊りが「パッコスに

仕える思女Jに喰えられて、 「パッコスj をかろうじて指示する。その意味では、レオン

によって自らの「忍女」とみなされたエンマは「パッコスに仕える虚女Jのよみがえり、

46) Trois Contes， lntroduction et notes par Pierre-Marc de Biasi， (( Le Livre de Pocheκ1999， 
p.172， note 3. 
47) Euripide， Les Bacchantes， Texte etabli et traduit par Henri Gr・egoire，Les Belles Lettres， 
1979， p.246. 
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サロメのよみがえりなのかもしれない。

このように、ノレーアン大聖堂にまつわるアヴァン・テクストやテクストを、 fパッコスj

を隠された糸として解きほぐそうとしてきたわけだが、そこから浮かび上がるのは、単純

に言えばsyncretisme(諸宗教の混靖)とし1うことである。獣の角をもっ神とイエス・キ

リストが混じり合うように、パッコス崇拝もキリスト教もともに宗教であることに変わり

はない。これはもちろん反キジスト教ということでは決してない。 rパッコスに仕える思

女Jのようなサロメの踊りは、ヨカナン(聖ヨハネ)の斬首を導くが、それは「あの方が

大きくなるためには、私は小さくならなければならなしリ (H， p.277)という言葉があらわ

すように、イエス・キリストの到来を準備するものであった。キリスト教の誕生そのもの

に、諸宗教が深く関わっているといるというフローベールの宗教観のあらわれなのだろう。
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フローベールにおける syncretismeの一端をあらわすものとして、ここでは「蛇Jを敢

り上げたい。 wサラムボー』第 1章において、サラムボーは傭兵たちに対する呪いの言葉

の中で蛇を[わが家の精霊 (genie)J(8. p.5Uと呼び、また「蛇」と題された第 10輩で

「蛇はカルタゴの人々にとって国民的な、また個人的な物神 (fetiche)であったJ(8 

p.175)と書かれているように、古代世界では、蛇は人や家や共同体の運命を予知し、それ

らを護る神であった。蛇は、 rf也の動物のように年を取って死ぬことはなく、定期的に脱

皮して新しく生まれ変わる、もしくは別の生命となって再生すると広く信じられていたJ1) 

ので、人間を超えた存在、不死の秘密を知るものとされていた。へブライ人の簡でも、ヤ

ハウェ崇拝が起こる以前は蛇が崇拝されていたのだが、2) やがて創世記3章に見られるよ

うに、エデ、ンの圏の木の実をたべるようにイヴをそそのかした蛇はヤハウェ神に呪われ、

それがキリスト教世界にも受け継がれて、蛇は悪魔の化身とみなされるようになる。もち

ろん、蛇が動物の中で最も狭狩で邪悪な存在とみなされたということは、最も深い智慧を

もつものとして畏敬の対象になっていたことの裏返しに他ならない。

フローベーノレが『聖アントワーヌの誘惑』において、三世紀から四世紀にかけて生きた

エジプトの穏者に対する一夜の誘惑の中に当時の地中海世界やオリエントの宗教的・思想

的状況を封じ込めようとしたとき、蛇崇拝は当然取り上げられるべきモチーフであった。

アントワーヌを取り囲む異端者たちの群の中に、 Ophitesと呼ばれる蛇崇拝の集団が登場

する。 Ophitesとは「蛇j を意味するギリシャ語の b(ttcからきた名称で、一般にオフィ

ス派と訳される。ユダヤ教・キリスト教において悪魔の化身、オフィス派にとっては救世

主というこの蛇は、その極端な対比性によって、キリスト教世界と異教世界の双方にまた

がる存在であり、そこから聖アントワーヌの誘惑の意味を照らし出すのに格好の素材とな

るであろう。

本章では、 『聖アントワーヌの誘惑』におけるオアイス派の場面の草稿を第 1稿から)1慣

にたどっていくのだが、最初にフランス国立図書館に保存された草稿の概観について述べ、

次にオフィス派が具端者の中でどのような位置をしめるのかをフローベールが参照した

1)パーパラ・ウォーカー『神話・伝承事典J青木義孝他訳、大修館書j吉、 1988、p.714.
2)前掲書，p.716. 
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19世紀の文献を探りながら明らかにし、その上で、決定稿までに杢る過程をたどっていき

7こし 10

『聖アントワーヌの誘惑』の草稿

パリの国立図書館に保存された草稿はもともとは一枚づっの紙であったが、図書館で綴

じられ、 N.a.fr.23664から N.a.fr.23671までの番号のついた八巻になっている。

N.a.fr.23664から N.a.fr.23666までの三巻は三つの稿の清書原稿、 N.a.fr.23667は写学

生による第3稿の写し、 N.a.fr.23668から N.a.fr.23670までの三巻は下書き原稿、

N.a.fr.23671はノートとプランというように分類されているが、実際には異質なものも含

まれている。 N.a.fr.23666の前半の 130枚は第3稿の清書課稿だが、後半の 89枚は下書

き原稿だし、 N.a.fr.23667には写字生による第3稿の写しの後に、フローベールの死後に

恐らくルイ・ベノレトランがつくった、いわゆる「外典版Jが紛れ込んでいるし、 3) また、

N.a.fr.23671に綴じられた草稿の約三分のーはノートでもプランでもない純粋の下書き原

稿である。さらに、下書き原稿と題された三巻は執筆時期の異なる三つの稿が混在してお

り、その中にもベルトランによる外典版の一枚 (N.a.fr.23668fo302)が紛れ込んでいる。

その他締かいことを言えばきりがないが、要するに図書館による分類は厳密な文献批判を

経たものではなく、適当に綴じであるだけなので、一枚の草稿を論じるにも細心の注意が

必要なのである。

草稿を分析する前にもう一つ述べておかなければならないのは、フローベーノレの作業手

)1慣である。作業手順は時期や作品によって異なるが、『霊アントワーヌの誘惑』の場合は、

草稿の分析や書簡との照合を通して、大体次のような過程を経て作品が生成されたことが

分かる。まず作品の着想、を書き留める段階から、読書ノートをとりながらの文献調査、そ

してかなり詳細な粗筋の作成にいたる。詳細な粗筋を書いたものはフローベーノレ自身が表

紙をつけて「セナリオj あるいは「プランJと名付けている。第 1稿では「セナリオJ、

第3稿では「プランj となっているが、この二つの語を作家は意識して使い分けているよ

うには思われない。このセナリオ〈プラン)は 40cmX60cmぐらいの大きさの穣皮紙を二

3) N.a丘.23667の後半の 104枚がフローベールの自筆原稿でもなく、作家が依頼した写字生によ
る原稿でもない Versionapocrypheであることを指摘したのはジゼ、ノレ・セジァンジエールであ
る (GiseleSegingerパ UneVersion apocryphe >>， in Flaubel.t 4 intersections， Minard， 1994)。
セジァンジェーノレによれば、この原稿はフローベールの死後、姪のカロリーヌ・フランクランヱヱ
グノレー夫人のもとにあったフローベーノレの草稿を誰かが何らかの目的で写し、ノレイ・ベルトラン
がそれに手を入れて編集したものだという。
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つに折ったもの、あるいは二つに切ったものが使われているが、分厚くて丈夫な慣皮紙を

用いたのは恐らく執筆中に手元に置いて何度も見直すためであろう。セナリオを作成した

後に初めて作家は作品の執筆を開始する。フローベールは『聖アントワーヌの誘惑Jに限

らず、必ず作品の最初から書いていく。切りのいいところで読み返して何枚かの草稿を書

き査すことはあっても、たとえば作品の第2部から書き始めて冒頭部を後で書くことはな

い。一つのエピソードごとに下書きを何段階か繰り返して清書原稿に仕上げては、次のエ

ピソードに取り組んでいくのである。下書きの八割くらいの頁は右上にフローベール自身

によって数字かアルファベットが書かれており、それらを手がかりにして執筆のj順序をお

およそ把握することができる。このような記号に関する系統的な研究はまだなされていな

いが、フローベールの草稿を概観すると、 1850年代まではほとんどがアラピア数字で記さ

れ、 1860年代、とりわけ『感情教育』以降はローマ数字やアルファベットが多く用いられ

ている。もちろんローマ数字やアルファベットが使われる場合も、ある程度段階を経ると

アラビア数字が記されて官頭から一貫した頁数を示すことになる。

このように最初の着想から、読書ノート、セナリオ(プラン)、 き、清書へと至る

のだが、この道筋は必ずしも車線的につながるわけではない。エピソード単位の小規模な

プランの変更や、読書ノートの追加あるいは編集はセナリオ作成後や下書き執筆中にも絶

え間なく続く。とにかく、まず草稿を解読しながら、執筆の順序を推定し、ひとまとまり

の草稿に分類して、全体として階層化する作業が必要になるのである。心

オフィス派

『聖アントワーヌの誘惑Jの中で、オフィス派は異端者(lesHeresies)の群れの中に

4) W聖アントワーヌの誘惑』の草稿に関する代表的な研究としては、キム・ヨンニウン (Kim
Yong-Eun， La Tentation de saintAntoine (version de 184[;，札geneseet structure， Kangeweon 
University Press， 1990) とジゼ、ル・セジァンジエール (GiseleSeginger， Naissance et 
metamolphoses d'un eaivain. Flaubertθt Les Tentations de saint Antoine， Honore 
Champion， 1997)が挙げられる。キムは第1稿の最初の 5つのセナリオのみを扱っている。セ
ジァンジエールの著書は 1991年にパリ第8大学に提出した博士論文の第 1部のみを刊行したも
のである。博士論文の第2部には第 1稿と第3稿のセナリオ・プランの分類と転写が収められて
いたのだが、刊行するときは第2部が省かれ、また第1部も『聖アントワーヌの誘惑』を初期作
品など他のフローベーノレの作品とを関連づけながら、フローベールの文学者としての変遷の過程
を考察したもので、セナリオ・プランはその援用としてしか用いられていない。唯一、 『聖アン
トワーヌの誘惑』の下書き原稿 (Brouillons)に踏み込んでいるのはメアリー・ネーランドであ
り、「饗宴の場問Jr都市の風景Jr群衆Jr女性の誘惑Jr悪魔」を扱っている (MaryNeiland， 
'Les 11θntations de saint Antoinθ， and Flaubert's Fiction : A Creative Dynamic， Amsterdam， 
Rodopi， 2001)。

151 



第H部

入っているのだが、そもそも異端者とは何か。言うまでもなく、それはキリスト教徒にと

っての異端、つまり正統ならざるものである。異端者はいつの時代でも存在した(あるい

はっくりあげられた)のだが、とりわけ 2世紀から 4世紀にかけて、キリスト教父たちは、

当時台頭しつつあった異端に対して反駁するとき、異端の思想的特徴を「グノーシスJ(ギ

リシャ語で「知識Jという意味)ととらえ、その担い手を「グノーステイコイ jと呼んだ。

このいわゆる「グノーシス主義者Jについては、ナグ・ハマディ写本と呼ばれるコプト語

のグノーシス文書が 1945年に発見され、 1956年以降公刊されてから徐々に研究が進み、

その真実の姿が解明されつつある。 5) しかし、 19世紀においては、グノーシス主義者自身

による文書はほとんど知られておらず、彼らの思想を知るためには、エイレナイオスの『異

端反駁Jl(180年頃)、ヒッポリュトスの『全異端反駁Jl(230年頃)、エピファニオス『パナ

リオンJl(375年頃)といった教父の著作や、それらをもとにした研究書に拠らざるをえな

かった。

フローベールは『聖アントワーヌの誘惑』のために読んだ書物のリストを自らつくって

いる。このリストはノレイ・ベノレトランが 1908年に刊行した『最初の聖アントワーヌの誘

惑Jの巻末に、ポーノレ・ドルヴォーによる文献注釈っきで掲載されている。 6) これはフロ

ーベール自身がリストの冒頭で書いているように、 f1870年 7月の初めから 1872年 6月

初日までにJ執筆された第3稿のためのものだが、もとよりこのリストに挙げられた著者

名・書名はフローベールが参照した文献のごく一部にしかすぎない。リストの中で、 「異

端者Jという見出しのついた箇所に、次のような文献が挙がっている:

Apollonius de Thyanes.・Chassang.

Les recognitions de saint Clement. 

Spicilegium de Grabbe， pour Simon. 

Histoire du gnosticisme.嗣 Matter.

Saint Epiphane. 

De haeresibus. -Saint Augustin. 

5)グノーシス主義やナグ・ハマディ文書については次の研究書を参照した:荒井献『原始キリス
ト教とグノーシス主義~ ，岩波書j苫， 1971， pp.93-103. 
6) Flaubert， La premiere Tentation de saint Antoine， publiee par Louis Bertrand， Fasquelle， 
1908， p.282・303.なお、この文献リストのオリジナノレ原稿の存者は他の研究者によっては確認さ
れていない。おそらくベルトランは、当時フローベールの姪のカロリーヌが所有していたこの原
稿を、彼女の許可を得て、転写したのであろう。
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Pluquet. 7) 

このうち、最初の『アポロニウス伝』のシャサンによる仏訳と三番目のグラピウスの著作

は、それぞれアポロニウスとシモンの場面をつくるための文献の一つで、あり、二番目の聖

クレメンス、五番目の聖エピファニオス、六番目の聖アウグスティヌスは教父の名前であ

る。残るマテノレとプリュケが、異端のための参考書・研究書である。 8)

まず、プリュケの方から見てみよう。これはプリュケ神父の『人間精神のキリスト教か

らの逸脱の歴史に役立つ覚書、あるいは異端・誤謬・離教事典~ 9) であり、最初は 18世

紀後半に出版されたが、 19世紀になってからも多くの版を重ねた。題名が示すように、こ

の書物はキリスト者の立場から宗教上の f異端jや「誤謬jなどを集めた百科事典である。

この異端百科事典の Ophitesの項目によると、オフィス派とはグノーシス主義者の一派

であり、 「智慧は蛇の姿で人間にあらわれたと信じるゆえに蛇を崇拝したj と述べ、さら

につぎのように説明している。

グノーシス主義者たちは、世界のすべてをつくりだす多くの霊を認めていた。彼らは、こ

れらの霊のうち、人聞にもっとも重要な務めを果たしたと信ずる霊を崇拝した。この原理

がグノーシス主義者たちにどれほど多くの分派を生み出したかが分かるし、このオフィス

派を生み出したのもこの原理なのである。創世記では、人聞に善と悪の知識の樹を教えた

のは蛇で、あったこと、アダムとイヴがその実を食べて、自が開き、善と悪を知ったことに

なっている。

グノーシス主義者たちは、自分たちの光によって他の人時から上に昇ることを望んでい

たので、普と悪の知識の樹の実を食べることを人間iこ教えた霊あるいは力を、人間に最も

目覚ましい働きをした力とみなしていた。彼らは霊が人間に智慧を授けるためにとった姿

のもとで、敬っていた。 10)

7) Ibidリ p.296・297.
8) r異端者Jtこ関する読書ノートは、姪のカロリーヌが死んだ後の競売リストには<<H紅白ie，50 
pages， papiers et formats devers悼とあるものの (Manuscritsde Gustave刀aubez・t，Lettz'es 
autographes et Objets (Succession de Mme Franklin Grout-Flaubert)， Vente a Paris，百otel
Drouot， Salle No 9， Les Mercredi et Jeudi 18 et 19 novembre 1931， p.22)、その存在場所は不明
である。例外的に、本論考の第E部第3章で扱う fアポロニウスJに関する読書ノートのみが、
フランス国立額書館に収められている。
9) Abbe Pluquet， Memoires pour servir a l'histoue des egaz'emens de l'espri・thumain par 
rappoz't a la religion chretienne， ou Dictionnaire des Heresies， des erreurs et de schismes， 
Paris， chez Nyon， 1762， 2 vol. 
10) Ibid.， tome 2， p.386. 
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以上が、オフィス派が蛇を崇める理由だが、さらに、彼らが次のように秘儀をおこなうこ

とが記載されている。

彼らは蛇を龍に閉じ込めて持っていて、蛇の姿で知識の樹を教えた力によって人間に思恵、

を与えたことを祝う時が来たとき、蛇の寵の扉を聞けて、蛇を呼ぶ。蛇はやってきて、パ

ンのある卓にのぼり、パンに巻き付く。これが、彼らが聖餐とみなしていたものであり、

完全な供物とみなしていたものなのである。蛇を崇めた後、彼らは天なる父への讃歌を蛇

によって捧げ、こうして秘儀を終えたという。 ll)

この記載によれば、オフィス派の秘儀では、図像ではなく、本物の蛇が使われており、本

物の蛇が巻きついたパンを聖餐としていたことになっている。彼らの「祈祷j について、

プリュケ神父は「ほとんど錬金術部の言葉のように理解できない隠語j と言うだけで、詳

しいことは分からない。そして最後に、イエス・キリストとの関係などの言及がある。

蛇を人聞に光を与えた力の象徴として崇めたこのグノーシスの一派は、イエス・キリス

トを敵としていた。イエスは、蛇の頭をへし折って、その帝菌を破壊し、再び人間を無知

に落としいれるためにのみ、地上に来たというのである。このように考えていたので、彼

らは、イエス・キリストを否認しない弟子を決して受け入れることはなかった。後らの指

導者はエウフラテスという名であった。 12)

グノーシスの宗派には、ヴァレンティノス派やマノレキオン派など、指導者の名で呼ぶもの

が多いが、オフィス派は、プリュケ神父の記載の最後の文にある通り、エウフラテスとい

う指導者がいるにもかかわらず、エウフラテス派と呼ばれることはない。そこから、この

宗派がエウフラテスを頂点とする一枚岩的な組織ではなく、多様な信条や習慣を内包する

集密であったことがうかがえる。

以上の記事から引き出すことのできるオフィス派の基本的な性格は、智慧が蛇の姿で人

間にあらわれた故に蛇を崇拝すること、秘儀においては本物の蛇を崇めること、イエス・

キリストを敵とみなすことなどである。分かりやすい記載であるが、一体いつの時代に、

l1) Ibi瓦， tome II， p.386. 
12) Ibid.， tome II， p.387. 
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どこで宗派が栄えたのか、また彼らにとっての神とは何かという問題については情報がな

い。基本的な線は押さえられているものの、時間的、空間的、さらには思想的な説明が欲

しいところである。

このようなプリュケ神父の書物の欠点を補うのが、ジャック・マテノレの『グノーシス主

義、およびそれが紀元 1世紀から 6世紀までの宗教・哲学諸派に与えた影響の批判的歴史』

13)である。オフィス派に関しては、第2巻にかなり詳しい説明がある。マテルはオフィス

派が、エジプトやオリエントの教義、さらにはユダヤ教、キリスト教に撞めてよく通じた

信徒たちの集団であること、その折衷的性格は徹患しているので起源を特定することは難

しいが、おそらく彼らの教説はエジプトで生まれた後、さまざまな宗教と接触して変化し

ていったと述べている。凶そして、聖エイレナイオスや聖エピファニオスといった教父た

ちの文書をもとにして、オフィス派の神学を詳述している。その大筋をまとめると、次の

ようになる。 15)

オフィス派は、すべての起源である至高の存在にピュトス(深淵)、あるいは光の源、

またあるいは第一の人間という名を与えた。彼から最初に出たのが、 rュトスの思考であ

るエンノイアであり、それは第二の人間とも呼ばれた。その思考はプネウマ(聖霊)を生

むが、これが天上のソフィア(智慧)である。ピュトスとその思考はソフィアの美しさに

うっとりして交わり、完全な存症であるキリストと、不完全な存在であるソフィアーアカ

モトを生んだ。ソフィアーアカモトは天上界の光の残余を持ちながらも、下方にある混沌

に飛び込み、ヤノレダパオト 16)という名の息子を生んだ。ヤノレダパオト (IB約聖書のヤハウ

ェ)は天使を生み、その天使からまた別の天使が生まれるといったようにして、結崩、ヤ

オ、サパオト、アドナイ、エロイ、オライオス、アスタブアイオスが誕生し、ヤルダパオ

トも含めて、へブドマス(七つのもの)が完成する。ヤノレダパオトは母から独立して、自

らが至高の存在にならんと欲して、天使たちとともに、人関をつくった。人間には魂がな

く地面に遣いつくばっていたので、ヤルダパオトは魂を吹き込んだ。しかし人間は、ヤル

13) Jacques Matter， HistoU"e critique du gnosticisme， et de son influθnc，θ sur 1es Sectes 
1・e1i旨ieusesθtphi1osophiques d，θs six premiel's siec1es de 1'ere Chl'etienne， Paris， F.G.Levrault， 
1828，2 vol. 
14) Ibi瓦， tome II， p.184・188.
15) Ibid.， tome II， p.191・216.
16)ソフィアの患子の名前はマテルの本で、はαIaldabaoth悼となっているが、フローベールのテク
ストで、は<<Iab.dalaoth )) (T3， p.89，下線は引用者による)と書かれている。おそらくフローベー
ノレがマテノレの著作を読んで、ノートにとるときに写し間違えて、それがそのまま決定稿まで、残って
しまったのだろう。
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ダパオトの似姿にではなく、天上の第一の人間の似姿になった。このとき、ヤルダパオト

の妬みと憤怒に満ちたまなざしは、物質の底に反映し、その像がサタンとなった。ヤノレダ

パオトは天上界の神秘が人間に知らされることのないように、知識の木の実を食べること

を禁じていたが、母ソフィアは蛇を人間のもとに遣わし、木の実を食べるようにしむけた。

人間はこれを食べ、天上のことを知った。ヤノレダパオトは、復讐のために、人間をパラダ

イスから追放する。その際、ソフィアは人間から光の残余を取り去って、自分のもとにと

っておいた。蛇もまたひき下ろされ、新たなるサタンとなり、六つの精を生む。こうして、

ヤルダパオトの「へブドマスJに類似したこの世の「へブドマスJが成立する。ソフィア

は人関を憐れんで、再び人間に光の残余を与え、人関は自らの本質を知る。ソフィアの摂

理によって、セツ、ノア、全人類が生まれるが、これに対して下のへブドマスからあらゆ

る種類の悪徳が送り出される。ソフィアはこの攻撃に苦しみ、母である聖霊に助けを求め

る。そこで、歪高の存在がキリストを霊的な世界に送り込むと、キリストはソフィアと合

体して、人間イエスの中に入り込む。イエスは、 18カ月間地上にとどまった後に、天に昇

り、キリストのもとに至る。イエスとキリストがグノーシスに達した人々の魂を集め、ヤ

ノレダパオトの世界に光の残余がなくなるときに、万物の完成が達せられることになる。

かなり錯綜しており、神学というより神話に近いが、要するにオアイス派の考える宇富

は3つに分かれており、第一に天上界、次にヤノレダパオトと六天使のいる中関界(へブド

マス)、三番自にこの世である。第二、第三の世界の歴史は、人間をめぐるソフィアとヤ

ルダパオトとの拭争の歴史であるが、最終的にはイエスの中に下ったキリストによってソ

フィアによる救済行為は完成へと向かう。

オフィス派の神学で問題になるのが、蛇の役割である。確かに蛇はソフィアから遣わさ

れて、人間に知識の樹を教えるのだが、ヤノレダパオトの復讐によってこの世へと追放され

ると、新たなるサタンとなるのである。つまり、蛇は、この世での蛇の存在からすると、

悪霊ということになってしまう。では何故、蛇を崇めるのか。この点をめぐって、マテル

はオアイス派の中にもさまざまな分派があるとし、次のように説明している。

今述べた論にしたがえば、蛇 (Ophis)は、人間に助言を与えたことで、罰をうけた後、

人間にとって敵になり、誘惑者になったということになる。別の理論によれば、逆に、蛇

はソフィアの忠実な撃とみなされ、ソフィアそのもの、あるいは諸霊の救済者と混同され

ることさえあった。この考えはし}、クネフ神 (Cneph) と善き霊 (Agathodemon)、
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つまり f善霊としての蛇jについてのエジプト神話につながるものであった。しかし、私

は、この理論がエジプト神話からの純粋な借用だとは恩わない。むしろ、オフィス派は、

ユダヤ教の象徴を自分たちの思弁の要素とみなしていたので、善行の象徴としてモーセが

砂漠に掲げさせた蛇を考えたのだと私は信ずる。17)

引用の最後の fモーセが砂漠に掲げさせた蛇Jとは、旧約聖書の『民数記.]21章 9節で、

「モーセは青錦で一つの蛇を造り、旗竿の先に掲げた。蛇が人をかんでも、その人が青銅

の蛇を仰ぐと、命を得たj とある、いわゆる「青銅の蛇Jである。マテノレによれば、この

青銅の蛇こそ蛇 (Ophis)の霊にほかならず、モーセがエジプトの善き霊 (Agathodemon)

を取り入れたのだとオフィス派は考えていた。エジプトやギリシャの神殿でおこなわれて

いる蛇崇拝も蛇の霊の力を示すものであり、蛇を最も霊的な動物とみなすフェニキアの宇

宙観と相まって、オフィス派は霊霊的なものを守護する神聖な動物として、蛇を崇めたのだ

としづ。 18)要するに、旧約聖書の青銅の蛇がエジプトの善き霊と一体化し、エジプトやギ

リシャ、さらにはフェニキアの蛇崇拝と結び、ついて、蛇が救窮者として崇められるように

なったのだと、マテノレは考えているのである。

しかしまた一方で、マテルはこのように蛇を善き霊とみなしていたのは、あくまで少数

派であり、大多数は蛇を悪の象徴と考え、崇めることはなかったと述べている。 19) では、

聖エイレナイオスや聖エピファニオスといった教父たちがオフィス派として攻撃している

者たちは、蛇を崇める少数派なのか、崇めない多数派なのか。教父たちはすべて彼らが蛇

を崇めると声をそろえているところを見ると、明らかに少数派ということになる。ところ

が教父たちが反駁のための前提として紹介しているオフィス派の神学は、むしろ多数派の

ものと考えられる。さきほど述べた神学をそのまま受け取ると、蛇は人聞にとって悪しき

霊ということになってしまう。確かに蛇は人間に知識の樹を教えたが、人聞が感謝すべき

なのは、背後で動かしているソフィアであって、蛇ではないし、この世に追放されて以降、

蛇は人間に悪をもたらす存在になるからである。そうすると、教父たちは、オフィス派の

中の相異なる集団のうち、反駁するのに都合のよいものだけを選んで攻撃したことになる

が、はたしてそうなのか。そもそも、マテルが言う多数派が蛇を崇めることがないならば、

何故オフィス派と呼ばれるのか。このような疑関に対し、マテノレは明確な答えを出してい

17) Ibid.， tome II， p.217-218. 
18) Ibid.， to血 eII， p.218. 
19) Ibid.， tome II， p.219・220.
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ない。とにかく、オフィス派に関する記述には矛盾が潜んでいて、なかなかその謎は解け

そうにないのである。

ところで、オフィス派の秘儀については、プリュケ神父の著作では簡単な説明があった

が、マテルはほとんど記していない。より詳しい清報を得るためには、教父の著作にまで

遡る必要がある。フローベーノレ自身のつくった文献リストには、聖エピファニオスの名が

あり、彼の『パナリオン』に、次のようなオフィス派の秘儀の記述を見いだすことができ

る。 20)

実捺、彼らは蛇を龍の中に飼っていて、秘儀のときには龍の近くの卓にパンを積み重ねて

誘うのである。龍を開けるとその穏れ家から蛇が出てくる。そして蛇はその巧妙さによっ

て彼らの懸かさを認め、車に上り、パンのまわりでとぐろを巻く。彼らはこの卓を絶対こ

の上ない供儀だとみなしている。ある者から聞いたところによると、彼らは蛇が巻きつい

たパンを細かくちぎって艶るだけではなく、何か歌を歌って蛇がおとなしくしたり、]3IJの

魔力をつかって害のないものにしておいて、口を近づけ蛇に接吻する。彼らは哀れにも蛇

の前にひれ伏し、曲がりくねったとぐろに触れたパンのまわりに蛇の体をくねらせて、そ

れを聖餐と呼ぶ。彼らの言うところによれば、蛇を通して至高の父を祝福して、秘儀を終

えるのである。 21)

プリュケ神父の記述にないのは、信徒たちが歌を歌ったり、他の方法を使って、おとなし

くさせて、蛇に接吻することである。一般に、エピブアニオスはグノーシス主義者の思想、

だけではなく、かれらの行状のいかがわしさを攻撃するのに巧みである。エピファニオス

20)フローベールは、 1870年 2月 1213 、ジョノレジュ・サンド宛に「私は疲労困懲で、ようやくこ

れから聖エピブアニオスと一緒に炉端でたたずむところですj と書き送っている (Corr.，IV， 
p.158)。しかし、彼がど、の版で、エピファニオスの著作を読んだのか、書簡にも草稿にも情報がな

い。原文はギリシャ語で書かれているのだが、フローベールはギリシャ語に必ずしも堪能ではな

かったので、ラテン語の版を参照した可能性が極めて高い。ここでは、ミーニュが繍纂した Fギ
リシャ教父著作集Jのラテン語版から訳出した。
21) (( Ve1'um quippe se1'pentem in cista nut1'iunt ; quem myste1'io1'um tempo1'e stipatis ad ejus 
cave1'nam in mensa panibus invitant. Isque ape1'to fo1'amine e lateb1'is e1'umpit. Atque ubi 
p1'o sua calliditate stoliditatem illo1'um agnovit， mensam conscendens， ci1'cum panes 
implicatur・ Hancabsolutissimum esse sac1'ificium censent. Unde ut a quodam accepi， non 
modo panes istos， quibus ci1'cumvolutus est se1'pens， f1'agunt ac distribuunt; sed etiam 
quilibet admoto o1'e serpentem exosculatu1'， sive cantionibus quibusdam ad mansuetudinem 
bestia mollitu1'， sive alio daemonis artificio innocua 1'edditu1'. Hanc quidem ado1'ant mise1'i， 
et Eucharistiam vocant， cum appositos panes tortuosis flexibus， ac ci1'cumvolutionibus 
ambierit. Ac demum supremum Parentem pe1' illum， ut aiunt， celeb1'antes， myste1'ia sua 
perficiunt. >> (Sanctus Epinphanius， Adversus Haereses， XXXVII， in Patrologiae Graecae， 
J.-P. Migne， Paris， 1863， Tome 41， p.647.) 
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第2章蛇崇拝

の『パナリオン』は、文字どおり、グノーシス主義の毒から身を守るパナリオン(ギリシ

ャ語で「薬箱J)なのである。エどブアニオスの伝えるグノーシス主義者の慣習や儀式が

どの程度まで事実に基づいているかについては、何とも言えない。蛇に接吻する行為はさ

すがに眉唾ものの感じがするので、プリュケ神父やマテルは取り上げなかったのであろう。

以上、オフィス派をめぐるいくつかの著作を見てきたが、それらの記述から、彼らの行

動と教義の一貫性を読みとることは不可能に近い。マテノレが詳述しているオフィス派の神

学をそのまま解釈すると、蛇はソフィアの遣いであって、救世主ではなく、この世に追放

されてからはむしろ悪しき存在である。蛇を崇拝する少数派は教義そのものに基づいてい

るではなく、旧約聖書の青銅の蛇や、エジフ。ト・ギリシャの蛇崇拝に結び、ついたものとマ

テルは考えている。プリュケ神父の方は、このような多数派・少数派の区分には頓者せず、

すべてのオフィス派が蛇を崇拝し、秘儀をおこなっているように記している。これは、も

ともと教父たちがグノーシス主義者たちを矛盾した者として提示しようとしたことから来

るものと思われる。エピフアニオスがその典型であるが、グノーシス主義者たちがいかに

聖書をねじ曲げて、おぞましい儀式をおこなっているかを、人々に知らせることが教父た

ちのねらいだ、ったのである。それらをつなぎ合わせて論理的に再構成しようとすると、マ

テルのように、オフィス派の大多数は蛇を崇拝しないという奇妙な結論に達せざるを得な

いのである。

『聖アントワーヌの誘惑Jにおけるオフィス源

オフィス派は、 1848年から 1849年にかけて執筆された第1稿にも、 1856年に番かれ

た第2稿にも、 1874年 4月に刊行された第3稿にもあらわれるが、このエピソードは最

初の二稿と第3稿とはかなり異なっている。第1稿・第2稿では、オフィス派の集団が蛇

を抱えながら異端者たちの群の中で登場するのだが、第3稿では、異端者たちの群から離

れてアントワーヌはある密室に導かれ、オフィス派の儀式を自にすることになる。

フローベーノレは普通、執筆前の準備として、読書ノートをつくり、プランを作成するの

だが、異端者に関する読書ノートは残念ながら公共の図書館や研究所には保存されていな

いので、プランから見ていくことになる。

第 1稿のプランでは、異端者の場面は次のように始まることになっていた。
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C'est quand Antoine ne sait plus que repondre 

a la logique盟宣辺住銀
se10n Tertu1lien est 1'auteur de 1a natul'e & comme 

une autre nature 
serpent quipasse sous 1e ¥ le serpent se-ゐalpassant sur la croix 

lit a 1a mort de P10tin et s'y balancant -les nuages s'ecartent幽 clair

de lune -

es-tu l'agathodemon 

le serpent a l'air tr色sdoux -lie par la queue 

il se balance -

Eve raconte comme il etait beau 

du serpent les Ophites 

utilite du serpent et de Juda Cainites 22) 

(アントワーヌが論理の悪魔への答えに窮していると、蛇が十字架の上を這って体を揺する。

雲が切れて、月の光がさす。お前は善き霊なのか。蛇はとても穏やかな犠子である。尾とつな

がって、体をふるわす。イヴは、蛇についてそれがいかに美しかったかを語る。オフィス派の

教徒たち。蛇とユダの有用性。カイン派の教徒たち。[行間]テノレトゥリアヌスによれば、蛇

は自然をっくりだしたものであり、もう一つの自然のようなものである。[左の余白]プロテ

イヌスが死んだとき、床の下を這う蛇。)

まず蛇があらわれて、十字架の上を遣って体を揺すり、 「おまえは善き霊なのかj という

文が次に来る。この間し1かけはアントワーヌによるものであろうと患われる。蛇は穏やか

な様子で「尾とつながってj いる。この姿勢は自分の尾を噛んで環となった蛇、つまりウ

ロボロスをあらわしている。そこへイヴが来て、蛇がし1かに美しかったかについて語り、

その後にオフィス派を初めとする異端者群があらわれる。さらに行間にはテルトゥリアヌ

スの蛇に対する見方、左の余自にはプロティヌスが死んだときの逸話が書き込まれており、

まだこの場面の確たる姿は決まっていなくて、アイデアを書き留めたという感じのプラン

になっている。とにかく大筋としては、蛇の登場、イヴの登場、そしてオフィス派が先頭

となって、異端者たち群れの場菌が始まるという設定になっていた。

このような設定は、次の段階のプランでも一亘書かれるのだが、削除される。

22) BnF， N.a.fr.23671 fo157vo ; CHH， tome 9， pp.457・458.
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11 -a moi mes五11es."

flot d守leresies

Saturniens 

Ophites 
Elxaites 23) 

G副長誌e-s

( r娘たちよ、わがもとへ来たれ。」 異端者たちの大群。サトクノレニヌス派、 オフィス派、

エノレカイザイ派。)

フローベーノレは、最初に 「虫色の登場一裸の女が後から走り寄る/イヴーああ、 この方は美

しかった 語り/蛇とはどなたで、あったか キリストで、あった/オフィス派一蛇への礼拝

ーカイン派」と書いてから、すべてを抹消し、 f散慢J(七つの大罪の一つ)が「娘たちよ、

わがもとへ来たれj と呼びかけて、異端者たちが押し寄せる設定にする。 そして異端者の

サトウノレニヌス派とエノレカイザイ派の聞にオフィス派を入れる。 この抹消した部分で興味

深いのは、 「裸の女j が蛇を追し1かけて、 アントワーヌの前にあらわれることである。 ヤ

」

の女と次の行のイヴとは同一人物であって、彼女はかつて自分に智慧の木の実をたべるよ

うに誘った蛇が、いかに美しかったかを物語り、その方はキリストであったと讃えるので

ある。 ここでは、最初のプランよりも蛇の美しさに魅了されたイヴがよりエロティックな

姿で浮かび上がってくる。 また、蛇が「キリストであったj という言葉は、最初のプラン

にあった「おまえは善き霊なのかJと同様に、 マテノレの説明を踏まえているのだが、蛇を

救済者として崇める考え方がより鮮明になっている。その一方で最初のプランにあったウ

ロボロスの姿はここでは全く記載されない。 このようにイヴと蛇とが前面に出てきて、オ

フィス派の集団はつけたしのように後に来て、 カイン派や他の異端者たちにつながるプラ

ンは、すでに述べたように、抹消されて、 グノーシス主義者の間に挿入されると、オフィ

ス派の場面はかなり変らえざるをえなくなる。

3番目のプランでは、 グノーシス主義者の登場がテーマ別に整理され、 fキリストとは

23) BnF， N.a.fr.23671 fo217. 
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何かJという閤いに答えるかたちでさまざまな異端者があらわれ、その中にオフィス派の

姿がある。

c'/ヲstJui go derouJe tes anneaux -3" Oh 11 etait heau 
11s portent un grand 40 adoration 

Ophites 嗣 1es mOl:エマementsserpent -Oh il etait beau 

/ 1e serpent勝 c'est1a vie， c'est 1e Christ -la femme etait la science 

¥， un pretre qui pince de Ja Jyre ~ømx du Chl'Ist 

un enfantjoue de Ja nute 

une femme qui danse et 

imite ses onduJations 24) 

(オフィス派。彼らは大きな蛇を抱える。ああ、この方は美しかった。それはこの方だ ?と

ぐろを広げよ 30 ああ、この方は美しかった 40 礼拝/蛇。それは生命だ、それはキリス

トだ/竪琴をつまびく祭司。子供が笛をふく。女が踊り、蛇のうねりを真似る。)

作家は最初「動き 蛇j と書いてから「動きj を削除し、 「彼らは大きな蛇を抱えるJに

変更する。さらに左の余白に「竪琴をつまびく祭南…j と書き込んで、オフィス派の集団

が蛇の周りで楽器を鳴らし踊る様子を描く。また本文の右上には「それはこの方だ ?と

ぐろを広げよ 30 ああ、この方は美しかった 40 礼拝j といったように、彼らの言葉や

動作の順番を定めていく。要するに、ここではオフィス派の集団が大蛇を抱えて最初から

登場し、彼らが蛇をキリストだと讃え、最後に蛇を崇める。先の二つのプランとは異なり、

イヴの姿はない。

第1稿は、この3番目のプランをもとにつくられている。オフィス派の場面の清書原稿

は、フローベール自身による真づけで、 70頁から 72頁までであり、それに相当する下書

きの頁は5つある。25)

異端者の群の中で、オフィス派の集団が巨大な蛇を抱えて登場する。その蛇をどういっ

た者たちが支えているかを、フローベールは下書き原稿で、練っているのだが、その最初の

24) BnF， N.a.fr.23671 f0 216vo• 

25)フランス間立図書館の分類番号は次の通りである。( )内の数字は、フローベーノレ自身がつ
けた頁番号である。下書き原稿のうち、 70頁にあたるところだけ、下書きの段暗で再度書き直
されている。

下書き原稿:N.a.fr.23664 f069俗'9); N.a.fr.23669 f063 (71ωN.a.fr.23669 fo124vo (71) ; 
N.a.fr.23669 f066 (72) 
下書き原稿 (70貰の書き直し): N.a.fr¥23669 f064 ('71ω 
清書原稿:N.a.fr.23664 f070 ('71ω; N.a.fr.23664 fo71 (71); N.a.fr.23664 fo72 (72) 
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段階を見てみよう。

dlHコごfごDゴコB .Je a bras 
poitrine“1es hommes poitrine -1:a taillo d 10s femmes母由1:osoutiennontoont1'O 
l'appuient sur 1eul' ventre. .J.'e l1F taille e二ご-st

1^"明日"..:.jレ叫4日円 円判 l'"'¥ro+n f"\日~1時晴t.. .....+-.........叫久+ハ λ^^明ハ竹内日明n.A.__..... .!:-'_........，..........，L.，L_， '-"..L.L VVV  .....l"A.Lふみ1V...._.....‘，J 1:"..1......， 101'-" '-A. V'-" .....'-.I'.&..&..，&.，1-'.&..'-" 
et 

Qせ金設ai1s s'arretent給制dovantSt Antoino品sforment 

法ままとf*71:ニtresavoc 10 sorpent qu'ils derou1ont ot 
義景去を桜 ungrandゼ丑歩間Dficerc1e ouvert 

N ，，'';ln '"""...........;判，，̂日+λ 自由明，̂ 明 日町内明^~-l ，̂句、叫̂，̂ ^"  ~~，~内司、

1n円いハ，̂ ……f.l""t，..:JI"""……A …ー，^ ，， ~ζ一一……おeみ四白

duque1 

31ニニ1'tsd'un 001'010， 主l'ontreoso tionnont un vioux pretro 
pince封Dede et 

on robo b1ancho句由j&He三o1a 1y1'e -un onfant nu ~明
de 1a flute 表制

jouant ao XJDDDDr'* -Au milieu une fommo dansouso qui 

{…] 26) 

(絢。男たちは蛇を腹で支え、女たちは腕で支える。彼らは聖アントワーヌの前で立ち止まり、

長く伸ばした蛇で大きな開いた輪をかたちづくる。その入り口には白い衣をまとった者祭司が

竪琴をつまびき、裸の子供が笛を奏でる。真ん中には踊る女がいるし.J) 

フローベーノレはまず「胸。蛇を胸で支える女たちの体は反り返って、ほとんど折れそうで

あるj と書く。つまり、女性だけが蛇を支える設定にするのだが、さすがに不自然と思っ

たのか、左の余自に「胸。男たちは蛇を腹で支えるJと書き込んで、男たちと女たちがと

もに蛇を支えるようにする。男たち女たちがつくる輪の入り口には、プランと間様に、司

祭が竪琴をつまびき、裸の子供が笛を奏でる一方で、真ん中では女が踊る(踊りの描写は

長いので省略した)。このような情景はプリュケ神父や教父たちの記述にあったオフィス

派の秘儀を恩わせるが、実際は似て非なるものである。教父たちの伝えるところでは、蛇

は初め寵の中にいて、扉が開くと卓の上のあるパンの方の向かうので、あって、信徒たちが

蛇を支えることにはなっていない。また、女性が秘儀に参加するとは書かれていない。女

性が蛇を拍えて登場するこの儀式はフローベールが考え出したものなのである。とりわけ、

蛇を「絢で支えJて f反り返って、ほとんど折れそうj になっている最初の設定は、解釈

26) BnF， N.a.fr.23669 fo63. 
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次第ではかなり官能的な姿勢である。この官能性の意味を探るために、続く箇所を見てい

こっ。

オフィス派の信徒たちは、プランの通り、 「それはこの方であったJつまりキリストは

蛇で、あったと語りはじめ、蛇がし、かに美しい存在であるかを言い、やがてある女性のこと

を話し出す。

Assise en face sous un terebinthe elle 1e regardait 

monter . quand i1 f:Ut en to二t，i1 ouvrit eut passe 
par 
純子toutes1es branches， quand il fut en haut . s食

tenace tえ..~円円相~~~ ;J曹司.f^，， ~lln rTr\ ~l ，...、、ぜγ叫4 み内白内明内......;J，.... ....."内 :;'~l、~，明ハenace bUbU t3UFHl:i ~~.み.L V ....，......... b.Lr.....'I.-.&.品目、.，; .&..&..&.<..4..........L....，叫 U

品開soussa pea u 4:助会長e 岳長田時間 son crane 

Cous sa neau molle tous 1es os de sa tete s首cartさrent
i1 ouvrit 1a machoire 
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du bout de 1a branche 1e 企uit土 J二i--aeaご
etと 1uimeme 1e fruit tomba . 

1
1
J
 

• • 
-

T
E
a
-
L
 

i1 s'arreta， fixa sur elle ses prunelles Dl'illantes 

et sur 1ui elle fixa 1es siennes. . ils se l'oe=al'三affi:nt

1a poitrino d'Evo battait . la queuo du serpent 
併盟抑制

se tordait Se tOl'dait 27) 

(彼女はピスタチオの下に向き合って康り、蛇が木をのぼって行くのを見つめていた。蛇がす

べての枝を通って行き、木の上に達したとき、粘り強い皮膚の下で、その頭の骨が広がり、蛇

は顎を開けた。枝の端から果実が落ちた。

蛇は歩みを止め、蛇の績が彼女を見据え、彼女の績が蛇を見据えた。イヴの絢は高まり、蛇

の尾は曲がりくねった。)

「彼女j は「彼jつまり蛇が木の枝から枝へと上っていくのを見つめる。蛇は木の上に行

き、大きく口を開けると、果実が落ちる。この女性がイヴであることは、引用の下から 2

行自を見ればはっきりする。蛇とイヴは見つめ合うと、イヴの腕は高まり、蛇の尾は曲が

りくねる。この場面は言うまでもなく創世記第3章を踏まえたものだが、28)原典とは細部

27) BnF， N.a.fr.23669 f0 124vo• 

28)創世記 3章 1喝節:主なる神が造られた野の生き物のうちで、最も賢いのは蛇であった。蛇
は女に言った。["関のどの木からも食べてはいけない、などと神は言われたのか。 J女は蛇に答
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において全く異なっている。そもそも創世記では、蛇が果実を取って落とすのではなく、

イヴが自ら木の実をもぎ取るのであり、両者が見つめ合うこともなければ、蛇の患が曲が

りくねることはない。すべてがフローベールの創作なので、ある。「イヴの胸Jや「蛇の尾J

は性的な関係を連想、させるものであり、作家は蛇とイヴの交わりを、隠されたかたちでは

あるが、テクストの中に織り込もうとしているのである。先程見たように、蛇を抱えて登

場する女性たちが「胸で支えj て「反り返って、ほとんど折れそうJになっていたのも、

この蛇とイヴとの関係を先取りするものであったにちがいない。

以上、第 1稿のプランからたどってきたが、常に焦点があたっているのは、蛇とイヴの

つながりである。とりわけ 2番自のプランで、イヴは裸の姿で蛇の後を追し、かけるかたち

であらわれて、両者の関係は明確になる。 3番目のプランではイヴはアントワーヌの前に

直接あらわれることはなくなるが、下書き原稿以降は、オフィス派の信徒たちの語りの中

に蛇とイヴとの性的といってもよい関係が前面に出てくる。

確かに、創世記によれば、イヴの方が先に木の実を食べたのだが、フローベールが参照

した文献には、そのことを問題にした箇所は見当たらない。特に、マテノレのオフィス派に

関する説明では、アダムもイヴも「人間j というひとくくりになっていて、イヴという名

前さえない。一方、マテルの著作で、あれほど詳しく述べられたオフィス派の神学は、第 1

稿では完全に無視されている。わずかに、最初のプランで「おまえは蕃き霊なのか」とい

う文が、マテルの記述をうかがわせるぐらいである。おそらく、フローベールはマテルが

記しているオフィス派の神学を読んで、それが、蛇がキリストであることの根拠にならな

いことに気づき、無視したのであろう。そこで、第 1稿におけるオフィス派の場面は、プ

リュケ神父らの伝える秘儀と、創世記の第3輩を、ともに大胆に改変して組み合わせたも

のとならざるを得なかった。蛇とイヴの関係が前面に出てきたのは、蛇の美しさと智慧に

魅了されるイヴが、次々とあらわれ出てくる悪魔たちの姿と言葉に、おぞましいと言いつ

つも、いつしか惹かれていくアントワーヌにちょうど重なるからであろう。最初の二つの

プランで蛇とイヴが異端者たちの群を先導するように登場していたのは、両者が誘惑の原

初的なかたちを提示していたからなのである。

えた。1"わたしたちは閣の木の果実を食べてもよいのです。でも、掴の中央に生えている木の果
実だけは、食べてはいけない、触れてもいけない、死んではいけないから、と神様はおっしゃい
ました。 J蛇は女に言った。1"決して死ぬことはない。それを食べると、自が開け、神のように
善悪を知るものとなることを神はご存じなのだ。J女が見ると、その木はいかにもおいしそうで、
自を引き付け、賢くなるように唆していた。女は実を取って食べ、一緒にいた男にも渡したので、
彼も食べた。
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1856年の第2稿に移ろう。オフィス派の場面に関しては、第2稿は第 1稿と大きな隔た

りはない。紛ただし、信徒たちが「それはこの方であったj という言葉を発する筒所で、

重要な書き込みがある。

Antoine 
Maisnon! 
Comment ? ce1a ? 

Les Ophites 釆来お踊P

& Moise 1e savait qui a 
dans 1e desert 
construit 1e serpent d'airain 

Ja tete 
(Antoine haisse & 1es 

les Ophites 
et Moise 1e savait 

C'etait lui 1 c'est lui 倒偶蹄

(アントワーヌ:とんでもない!どういうことだ、これは。

オフィス派:それはこの方だった!それはこの方だ!モーセはそのことをご存知であった。

青銅の蛇を砂漠につくられたそーセはご存知であった。

アントワーヌは頭を下げ、オフィス派は語り続ける。)

「それがこの方だJという信徒たちの言葉の後に、「モーセはそのことをご存知であったJ

と行関に書かれ、さらに左の余自にアントワーヌの言葉に続けて、 「青銅の蛇を砂漠につ

くられたそーセはそのことをご存知であった」というオアイス派の言葉が挿入される。「青

銅の蛇j とは、すでに述べたように、旧約聖書の『民数記Jl21章 9節の記事に由来するも

のだが、ここで青銅の蛇が出てきたのは、エジプトの善き霊 CAgathodemon)がモーセに

よって取り入れられたものであるというマテノレの説によっているのであろうが、もう一つ

の面も見逃しではならない。青鏑の蛇は、 『ヨハネ福音書Jl3章 14・15節で「モーセが荒

れ野で蛇を上げたように、人の子も上げられねばならない。それは、信じる者が皆、人の

子によって永遠の命を得るためであるJとあるように、キリスト教では、イエスが十字架

の上にあげられることの予言、予型として理解された。つまり、旗竿の先に掲げられた青

鍋の蛇を仰ぎ見ることによりイスラエノレの民が死から免れた!日約の記事になぞらえて、十

字架の上のイエスを仰ぎ見ることによって人間が永遠の命を得ることがヨハネ福音書で言

29)第2稿におけるオフィス派の場面の草稿の分類番号は次の通り。( )内の数字は、フローベ
ーノレ自身がつけた頁番号。
下書き原稿:N.a.fr.23668 f081αの;N.a.fr.23668 fo82 (28) 
清書原稿:N.a企.23665fo27臼7);N.a企.23665fo28臼U
30) BnF， N.a企.23668fo81. 
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われているのである。 31)この場面のみならず、第2稿においては、アントワーヌの言葉や

反応がかなり多く挿入されている。第 1稿では悪魔たちの誘惑に唖然とするばかりであっ

たのが、第2稿では、アントワーヌが戸惑いながらも、自の前にあるものは何なのかを自

ら閉し、かけており、何かを知りたいという欲求が芽生えている。フローベールはそのよう

な聖者に対して、あえてオフィス派の信徒たちの口から f青銅の蛇Jという、イエス・キ

リストを想起させる言葉を入れる。そこでアントワーヌの心の中で、ひょっとしてキリス

トとは、オフィス派の雷うとおり、蛇なのではないかという疑念が芽生える仕掛けになっ

ている。しかしアントワーヌはオフィス派の誘惑にのることはないし、そのそぶりも見せ

ない。被の知的女子奇心が刺激されないのは、第1稿と同様に、第2稿でも蛇が最初に姿を

あらわすことにあるのだとフローベールは考えたのであろう。第3稿では、蛇のあらわれ

方が全く異なるものになる。

第3稿は 1870年 7月から執筆されたが、フローベーノレは執筆開始前に 11枚の草稿か

らなるプランを作成している。そこでは決定稿とは異なり、全体が 9つの部に分けられて

いた。第4部のプランは「異端者たちJと題がつけられた2貰から成るが、その l頁自に

は「イエスはどのようであったのか?グノーシス派の者たちは彼の肖像画を持っている。

[...Jアントワーヌはそれを克ようと進み出るj とあり、アントワーヌの内にはイエスの

本当の姿を知りたいという欲求が芽生える。そのような文脈の中で、オフィス派の場面の

プランが、 1頁目の下から 2頁自の上にかけて警かれている。

Hilarion & Antoine montent 

On monte un esca1ier， et働

20 • ・ il se trouve dans 1a chambre haute d'une maison， d'un port de mer， 1a nuit. 

Lui & son introducteur Hilarion n'entrent qu'avec un mot de passe "Maran Atha " 

On parle a voix basse， on a peur d'etre decouvert， tout 1e monde est recueilli.桐

reve1ations impies sur 1es hauts mystiques theo1ogiques.・Onva 1ui faire voir une 

incarnation permanente de Dieu. Les Oohites剛 1eserpent de bronze figurait J esus. 

La 1une se mirant en realite dans 1es flots fait comme un serpent. ce serpent se 

confond avec ce1ui des Ophites. Ici Antoine s'evanouit. 32) 

31)ヨハネ福音書の一節の解釈については次の注釈蓄を参照した w新共同訳新約聖書注解 1~ 
E本基督教団出版局， 1991， p.408. 
32) BnF， N.a.fr.23671 ffo93・94; CHH， tome 4， pp.300刷302.

167 



第E部

(イラリオンとアントワーヌはのぼる。階段をのぼると、夜、港のある館の天井の高い一室に

いる。彼と案内人のイラリオンは fマラン・アタJという合言葉だけで入る。

一需は低い声で話し、露見しないかと怖れ、皆思いにふけっている。高度の神学的な神秘に

鴎する不敬な啓示。神が恒久的に受肉したものをアントワーヌに見せようとする。 rオフィス

派j。青銀の蛇はイエスをあらわしていた。現実に波に映る月が蛇のようになる。ここでアン

トワーヌは気を失う。)

アントワーヌは弟子のイラリオンに導かれるまま港の一室に入り、神秘に関する不敬な啓

示を聞き、 「神が恒久的に受肉したものJを自にする。そして、オフィス派の信徒たちが

f青銅の蛇はイエスをあらわしていたj と語る。 r神が恒久的に受肉したものj とは「オ

フィス派の蛇j に他ならなし、から、オフィス派の秘儀の中でアントワーヌの自の前に蛇が

登場するわけである。儀式の問、現実に月が波に映る様が蛇と溶け合い、アントワーヌは

気を失う。第1稿、第2稿とは異なり、聖者は幻覚の中で、失神してしまうのである。こ

のプランは、すでに決定稿におけるオフィス派の場面の骨組みを示しており、基本的には

プランから決定稿まで骨格は変わらない。

しかし、フローベールは執筆段階になると直接とりかからずに、まず文献(おそらく読

書ノート)を読み返し、 5頁にわたる、下書きとノートの中関のようなものをつくりあげ

る。 33)その中の一つは次のように始まる。

I冶terca1erce1a 

dans 1'hymne qu'on 
1ui adresse "o toi qui.. 

Qphites. 

D'abord， 

(Euvre du 

la matiere primitive， molle， f1uante， confuse， t白lebreuse. un rayon lumineux 
αフ

le Verbe tomba dessus.・cride la lumièr~ . (Hermes) Dans ce cri， dans ee品ece jet 

Serpent dan~ spontane de lumiere， se-品特lele Serpent (qui etait le Verbe) monta en 1igne 
1a creation enchainait les eaux 

droite， pendant que le reste de sa queue tournee en spirale， roulait la matiere 

et lui donnait la forme d'un globe . 

Rapportsdu同edemi山 ge: labdalaoth (qui est un Eon inferieure = le Dieu des Juifs) engendre 
Serpen t a vec I 
1e Demiurge I par Sophia， fut jaloux de 1企tre椿Supreme，・&seconde par les six g白iesplane・

33)分類番号は次の通り。( )内の数字はフローベール自身がつけた頁番号。
N.a.fr.23668 fo108vO ; N.a.fr.23668 fo115vOω; N.a.fr.23668 fo132vOω; N.a.fr.23668 fOl09vO 
α[); N.a.fr・.23668fo114vo白人
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-taires emanees de lui : Iao， Sabaoth， Adonai Eloi uraios=(Uraeos)-uur) & 

Astaphaios， resolut de faire l'hommeゑsonimage -
parell a un ver rampan t 

L'homme， fut anime par Sophia. 

I'aspect de l'homme， le Démiurg~ fut saisi de colere & de jalousie -& 

pr detacher l'homme de Sophia， & du monde superieur auquel Sophia 
g.outer a 

l'avait associe， illui defendit de mニngel'de l'arbre de la Science. -Mais 

Sophia， envoya a l'homme son genie uphis qui l'engagea a 
ce genie 

transgresser cette loi. ( ce serpent est uphis le Christ) 3心

( [左余白] Wおお、あなたは…』と呼びかける讃歌に以下を差し込むこと。まず、創造にお

いて蛇が為したこと。

オフィス派:原初の物質は、柔らかく、流体で、揮然として、暗黒で、あった。一筋の光、福ぎ

がその上に降りた。光の叫び。(ヘノレメス)この叫びの中、この光の自然な遊りの中、 (揺ぎ

であった)蛇がまっすぐな線となってのぼり、螺旋にまがった蛇の尾の残りは物質を巻き込み、

物質に球のかたちを与えた。

[左余白]蛇と、造物主や人間との関係、

造物主はヤブダラオト(下位のエオンzユダヤ人の神)はソフィアによって生み出されたも

ので、至高の存在に嫉妬した。そして至高の存在から発した6つの惑星的霊であるヤオ、サパ

オト、アドナイ、エロイ、オライオス(ウラエオスーウール)とアスタファイオスに助けられ

て、人間をその似姿に創ることを決心した。

人間は、這う虫と同じように、ソフィアによって魂を吹き込まれた。

人間の姿iこ、造物主は怒りと嫉妬にとらわれた。そこで、人簡をソフィアから引き離すために、

ソフィアが人間を結びつけた天上界から引き離すために、知識の木の実を味わうことを人関に

禁じた。ソフィアは人間にその霊オフィスを遣わし、オフィスは人間にこの捷lこ背くよう捉し
キリスト

た。この霊、この蛇が救世主オフィスなのである。)

左上の余白に「以下を差し込むことJと書き込まれており、この本文が信徒たちの讃歌の

中身を構成していくことが分かる。つまり、この頁は読書ノートをまとめたものであると

いうよりも、オフィス派の場面で信徒たちが語り歌う言葉の草案なのである。 r原始の物

質…j で始まる本文は、ほとんどがマテルの著作の中でオフィス派の神学として述べられ

34) BnF， N.a.fr.23668 f0 132vo • 
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た笛所からの抜粋であるが、微妙に具なっている。本文の最初の段落では、御言である蛇

によって物賓界に光があてられるのだが、蛇の本体は天上にのぼり、 「蛇の尾の残り j だ

けが物質を巻き込む設定になっている。つまり蛇はあくまで霊であって、物質界に全面的

にかかわるのは造物主なのである。第2段落以降は113約聖書のヤハウェにあたる造物主が

人間を創り、ソフィアがそれに魂を吹き込み、さらに霊なる蛇を送り込むいきさつが書か

れている。マテノレが述べているオフィス派の神学では、ここで問題になっているソフィア

は、プネウマとしての天上のソフィアではなく、不完全な存在であるソフィアーアカモト

なのだが、そのような位置づけは捨象されている。霊オフィスを人間に遣わすのはソフィ

アなのだから、ソフィアが不完全な存在であるというのは無駄な情報なのである。また、

マテルの著作では、人間が知識の木の実を食べた後、蛇は造物主の復讐によってこの世へ

と追放され、霊でなくなってしまうのだが、そのことには全く触れられていない。フロー

ベールは上記の頁の第l段落で「蛇は御言であったj 、第2段落の最後で fこの蛇は救世

主オフィスであるj といったように、オフィス派の神学の本流からは外れるが、マテルが

少数派の信仰として紹介している考えを書き込んでいる。要するに、マテノレが記している

オフィス派の神学の中で、霊なる蛇がキリストであることの理由付けになる箇所だけがす

くいとられているのである。

もう一つ、この本文における特徴は、第 l稿や第2稿と異なり、イヴに関する記載がな

いことである。たとえば、最後の二行で「ソフィアは人間にその霊オフィスを遣わし、オ

フィスは人聞に按に背くよう促したjとあるように、イヴという名は出てこない。これは、

フローベールが抹消したのではなく、もともとマテルの記述にイヴのことが全く書かれて

いないことによる。マテルは創世記の記述との整合性よりもオフィス派の神学体系に関心

があるせいか、説明においては、イヴだけではなく、アダムという名さえ用いておらず、

すべてαl'homme))で、通している。もちろん((l'homme ))はイヴをも指しうる語だから、創

世記の記述に反するものではないのだが、それをそのままフローベールが踏襲しているこ

とには意味があるように思われる。先の二つの稿、とりわけ第1稿でイヴと蛇との性的と

もいえるような関係が強調されていたが、第3稿ではそのような関係は問題でなくなる。

蛇が面と向かうのは人間であって、女性ではない。誘惑も官能的なものが影を潜め、人間

の救済というテーマが前面にで、てくる。このように、第3稿のオフィス派の言動は、蛇の

救世主としての側酷が強化されるのだが、その一方でアントワーヌは最後に幻覚の中で、

気を失ってしまう設定になっている。次の執筆段階では、蛇がいかにおぞましい姿でアン
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トワーヌの前にあらわれるかが焦点になる。

執筆段階では、下書き原稿が 17頁、清書原稿が 3頁、見出される。下書き原稿は、各

頁の内容や、右上につけられた数字をもとに分類すると、 6つの段暗に分けることができ

る。 35)オフィス派の信徒たちの言葉はすでに準備段階で基礎がおおよそ閤まっているので、

きでは、主に秘儀の最中に蛇が登場するときの描写が練られてし1く。

第 1段階は場面全体の素描といった感じの頁だが、それは次のように始まる。

Ophites 

etest 
enferme dans une cage -et 1ache 
Le serpent montait sur 1a tab1e ouるtaient1es pains， s'y entortillait. -ce1a 

faisait 1eur eucharistie. Ils 1e brisaient. 3ω 

(オフィス派。畿の中に閉じ込められていた蛇は解き放たれ、パンのある卓の上をのぼってい

た。そのパンが信徒たちにとって聖餐になるのだった。彼らはそれを細かくした。

第2段階になると、冒頭にアントワーヌが導き入れられる部崖の描写が入札その後に蛇

の登場となる。

Le serpent est cache derri色rel'aute1， qui ne touche 

pas precisement a 1a muraille. 

日』急臨註.trらsdoucement， -se confondant d'abord avec 1e tour 

du pain， dont i1 fait comme 1a bordure， 1e xxxxxxxx 
"Comme i1 est gros aujourd'hui， i1 a 1e ventre p1ein d'eau" 1e pretl'e 1ui tient 1a bouche contre son ventre 

puis il se deve1oppe， -immense， 1es hommes 1e supportent 

sur 1eur poitrine， 1es femmes sur 1eur ventre， 1es enfants 

35)分類番号は次の通りである。( )内の数字は、フローベーノレ自身がつけた頁番号。
第1段階:N.a.fr.23670 f048vo 

第2段階 :N.a.fr.23668 fo120vo ; N.a.fr.23668 fo140vo位。
第3段階 :N.a.fr.23668 f0138voω ; N.a.fr.23668 fo 128 Voιρ ; N.a.fr.23668 f0131vo在l刀;
N.a.fr.23668 f099vo (JV); N.a.fr.23668 f0104vo (v) 
第4段階:N.a.fr.23668 f0123voω N.a.fr.23668 f0129vo在[); N.a.fr.23670 f063voιl刀;
N.a.fr.23670 f051vo (JI'う)
第 5段階:N.a.fI¥23668 f0101 Voω N.a.fr.23670 f047voαρ N.a.fr.23668 f0106voι日); 
N.a.fr.23668 fo100vo (JV) 
第6段階:N.a企.23670fo150voω;N.a丘.23668fo105voιρ; N.a.fr.23668 f098voαιj 

清書原稿 :N.a.fr.23666 f053 (53); N.a.fr.23666 f054臼4);N.a.fr.23666 f055 (55) 
36) BnF， N.a.fr.23670 f048vo. 
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sur leur tete. -Tous baisent le serpent. 

出型組
le 

pendant qu'on chante， on repらtesur un rythme supplie 

et plaintif "Kyrie Eleison" 37) 

(蛇は祭壇の後ろに揺れる。祭壇は必ずしも壁に接しているわけではない。

蛇があらわれる、非常にゆっくりと。蛇はまずパンの周りを回りながら混ざり合い、パンを

縁のようにする。 r今日は侭とこの方は大きいことであろう、腹に水をいっぱいにしておられ

る。 j祭奇はその口を腹で支える。それから、蛇は大きくなる。巨大な蛇を男たちは胸で支え、

女たちは腹で支え、子供たちは頭で支える。皆、蛇に接吻をする。

讃歌。信徒たちは讃歌を歌っている問、哀願するような嘆くような調子で fキリエ・エレイ

ソンj と繰り返す。)

第 1段階では蛇は、プリュケ神父らの伝えるように、鐘の中に入っていたのが出てきて卓

の上にのぼるのだが、第2段階では最初「祭壇の後ろに揺れてj いて、ゆっくりと姿をあ

らわす。また、第2段階では「皆が蛇に接吻をするJとあるが、これはエピファニオスの

述べるところをそのまま記したものである。フローベーノレはどのようなかたちにするか迷

っていたようだが、第3段階以降は、第1段階と同じものに震る。

興味深いのは、第1段階・第2段階とも、蛇が登場した後で讃歌が歌われることである。

プリュケ神父を始め、秘儀に言及している文献はすべて、讃歌は蛇の前で歌われるのだか

ら、自然な)1慎序なのだが、このようなかたちにすると、信徒たちが救世主とするものは蛇

であることがアントワーヌに最初から分かつてしまう。第 l稿や第2稿の場合は、イヴと

蛇の関係が前面にでてきて、蛇が救済者であることがすぐには明確にはならないのだが、

第3稿ではいわば最初に結論がでているかたちになってしまう。そこで、フローベールは

第3段階以降は、蛇が最後にあらわれるようにしたのである。基本的な場面設定は、第3

段階で決定し、清書原稿まで大きな変化を見せない。

以上、オフィス派の場面の生成過程を、典拠とした文献との関係を中心にたどってきた。

『聖アントワーヌの誘惑』のさまざまな場面をっくりあげる過程を追っていくと、参照し

た文献のレジュメとほとんど変わらない状態から出発して、全く異質の資料を混ぜ合わせ

ていく場合が多いことが分かる。それに対して、オフィス派の場合は、創世記および、教

父たちの伝える秘儀に対するフローベーノレ独自の解釈から出発している。その原因は、マ

37) BnF， N.a.fr.23668 fo120vo• 
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テノレや教父たちの述べるオフィス派の神学体系に大きな矛膚、つまり神学を棄寵に解釈す

ると蛇は悪しき霊になるとしづ矛盾である。マテノレによれば、蛇を崇拝するのは少数派と

いうことになる。そこで、フローベールはマテノレの記述を一旦脇に量いて、大胞な解釈に

頼らざるを得なかったにちがいない。第3稿においては、イヴと蛇との性的なつながりと

いう解釈は完全に捨てられ、イエス・キリストの真の姿を見たいというアントワーヌの欲

求を軸としてオフィス派の場面は組みかえられる。準備段階において、フローベールはマ

テノレの伝える神学の中で、一見矛震が表聞にでてこないようにして、蛇が救済者であるよ

うなかたちにする。巧みに矛盾点を回避して、信徒たちの言葉に一貫性を与えようとした

のである。

マテルや教父たちの伝えるオフィス派の神学体系が矛盾をはらんでいるのは、地中海・

オリエントの古代世界において、蛇そのものが救世主であったと同時に悪霊でもあったと

いうこ面性によるものである。実際、 『聖アントワーヌの誘惑J第3稿のオフィス派の場

面では、蛇は信徒たちにとっては救世主であり、アントワーヌにとっては悪霊として映る

ように構成されている。しかし一方、第1稿の最初のプランにあった蛇の「尾とつながっ

てJいる姿勢、つまりウロボロスの姿を中心にしてオフィス派の場面を構想していったな

らば、全く様相が変わっていたであろう。もちろんフローベールは前後の誘惑の文脈を考

えて、 2番目のプラン以降は削除したのであるし、ぜひともそうしなければ作品は成立し

なかった。自分の患を噛んで環となった蛇、永遠の生命をもった蛇の姿は最初に作家の頭

をよぎっただけで、この場面からは消えてしまったのである。
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第3章アポロニウス

小アジアのテュアナに生まれたアポロニウスは、紀元 1世紀のネオ・ピュタゴラス学派の

哲学者である。『聖アントワーヌの誘惑』の中で、異端者の群れの最後に哲学者が登場する

のは一見不思議な感じがするが、第3稿のプランの余自にフローベールが書き留めたメモを

見れば、その理由はすぐ理解できる:r彼はキリストに匹敵するもの、措抗するものである。

彼はキリストと全く閉じ程度に驚くべきことを為し、間じ翠度に純粋であり、キリストより

長い間驚くべきことをおこなっているJ0 1)つまり彼は異教のキリストなのであり、奇麗を

おこなう期間にかけてはイエス・キリストを凌ぐほどの存在なのである。『盟アントワーヌ

の誘惑』で、キリストとは何か、イエスとは誰かといった異端者たちの議論の最後に、アポ

ロニウスが真打として登場するのも当然である。

アポロニウスに関する「伝説Jはすべて、 3世紀にフィロストラトスによって書かれた『テ

ュアナのアポロニウス伝~ (以降は『アポロニウス伝Jと略する)から発している。エノレネ

スト・ルナンは『イエスの生涯』の序文で、アッシジの聖フランチェスコの伝記と比較して、

「逆に、誰も『アポロニウス伝』に対しては信頼を置くことができない。というのもその主

人公の死後ずっと後になって、全くの作り話の状態で書かれたからであるJと述べているが

2)、むしろ「全くの作り話J({ un pur roman >>で、あったからこそ、その奇想天外な物語がフ

ローベールの関心を惹いたのであろう。さらに、『アポロニウス伝Jに登場する弟子ダミス

という狂言回し的な存在によって、アポロニウスとの対比が生まれ、この依記(というより

も伝奇)にドン・キホーテとサンチョ・パンサのような彩りを与えることになった。アポロ

ニウスはダミスとともに各地を遍歴して悪魔被いや死者の更生生など数々の奇績をおこない、

西はスペイン、東はインドにまで達する。アポロニウスの旅に比べると、ベツレヘムからエ

ルサレムまでに至る(たとえ幼兜期にエジプトに逃れたとしても)イエスの旅は、かなり分

が悪い。

1) {< il est l'egale， l'antagoniste du Christ. il a fait des choses tout aussi etonnantes que lui， est 
aussi pur & il en fait plus long.>> (BnF， N.a.fr.23671 fo93).下の余白に書かれたこの文の最後に
は<<V. Vacherot t.1er 305-308悼とあり、ヴァシュロの『アレクサンドリア学派の批評的歴史』
Etienne Vacherot， Histoire critique de l'Ecole d'Alexandrieの第1巻への参照が記されている
が、該当のページにはアポロニウスへの言及はあっても、余白に書かれた文そのものは見当たら
ない。したがって、引用した文はフローベール自身のメモ書きである。
2) Ernest Renan， La ~ぅ:e de Jesus， Michel Levy， 1863， p.XV. 
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本章では『アポロニウス伝』から出発して、フローベールがし1かにして決定稿に至るまで、

アポロニウスのエピソードを作り上げていった過程を追いながら、そこで何が関われている

のかを明らかにしていきたい。

第 1稿

フローベールは fアポロニウス伝』のノートをとることから作業を始める。フランス国立

図書館に保存された読書ノート 3)の官頭を見れば、作家が参照したのはカスティヨンによる

仏訳版であることが分かる。 4)17貰からなる読書ノートの中で、フローベーノレはかなり忠実

に『アポロニウス伝Jの語りを再現していて、物語の進行をあらわす動詞は単純過去が基本

となっており、またときおり「私Jつまり『アポロニウス伝』の語り手が介入する:<<je pense 

plus grand et plus feroce que les autre >>0 5) しかし、この読書ノートはフィロストラトスの

著作の単なる要約ではなく、そこにはアポロニウスを来たるべき作品の中に組み込むための

配慮が見て取れる。読書ノートでは、アポロニウスのピュタゴラス的な哲学にはあまり触れ

られず、さまざまな奇蹟の叙述に中心がおかれている。たとえば、ベストに襲われたエブエ

ソスでは町の人々に年寄りの乞食を石で撲殺させて、疫病の霊を追っ払ったり、6) チボリで

は埋葬されかかった少女を難生させたり、7) ドミティアヌス帝から迫害されたとき、透視に

よってエフェソスからローマにおける息帝の死を見た、 8) といった事が記される。ここでは、

ドミティアヌス帝から迫害を受けて、ローマの法廷に召喚された場面を見てみよう。

il ne recita pas la harangue qu'il 

avait composee mais a toutes les questions de 

l'empereur repondit ingenieusement -il 

disparut du tribanal avant midi et apparut 

3) BnF， N.a.fr.14154 :日ed'Apollonius de Thyane de Philostrate， 11 ff. 
4) Philostrate，日~'ed'Apollonius de Tyane， avec les commentaires donnes en anglais par Charles 
Blount sur les deux premiers livres de cet ouvrage. Le tout traduit en francais par Castillon， 
Berlin， G.J.Decker， 1774. 4 vol. なお、ジャン・セズネックは『聖アントワーヌの誘惑』の起
源に関する研究書でフローベーノレはギリシャ語ーラテン語の対訳版を読んだものと推測してい
た (JeanSeznec， Nouvlθlles Etudes sur La Tentation de saint Antoine， London， The Warburg 
Institute， University of London， 1949， p.48)。セズネックは 1958年にフランス国立図書館に収
められる『アポロニウス伝Jの読書ノートを参照することができなかったのである。
5) BnF， N.a.fr.14154 f05. 
6) BnF， N.a.fr.14154 fo8vo. 
7) BnF， N.a.fr.14154 fo9vo• 

8) BnF， N.a.fr.14154 f011. 
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vers midi主Pouzz01a Demetrius et a Damis. 

Ces amis en sont fort針。nnes.[…] 

ce1a ressemb1e un peu a 1'apparition 

d'Emmaus! 9) 

(アポロニウスはあらかじめつくった演説を声に出して読むことはしなかったが、皇帝のすべ

ての質需に巧みに答えた。彼は昼爵に姿を消し、お昼頃にポッツオーリでデメトリウスやダミ

スの前にあらわれた。この友人たちは仰天した。これはエンマウスの出現に少々似ている!) 

ローマの法廷から突然姿を消し、ナポリの近くのポッツオーリで友人デメトリウスと弟子ダ

ミスの姿をあらわすことは、『アポロニウス伝Jと全く閉じである。 10) しかし、引用の最後

の「これはエンマウスの出現に少々似ている!Jはフィロストラトスのテクストにはない。

『ルカ福音書~ 24 : 13で復活したイエスが二人の弟子の離にあらわれたことへの言及は、

フローベール自身の思いというよりも、アントワーヌがこの奇蹟を知ったならば発するであ

ろう言葉とし き留めたものと思われる。読書ノートというかたちをとりながらも、アポ

ロニウスのエピソードの作成はすでに始まっているである。

フローベーノレは作品全体のセナリオをつくった後に、場面ごとの部分セナリオ (scenario

partiel)を作成することがあるが、アポロニウスの場合も<<Apollonius >>と題されたセナリ

オをっくり、そこにまず読書ノートの要約を書き留める。

Sa naissance -Protee -cygnes. 

Courez vous voir 1e jeune homme 

Formu1e de priere : o Dieux donnez-moi ce qui me convient 
beaute -les femmes le rechel'chent 

Gouverneur de Cilicie pederaste圃

Silence刷 Ca1me1es emeutes欄 viepythagoricienne. 

制otssur 1e temp1e d'Apollon・1egourmand -l'守'ho

l'喝e10gede J upiter.ノぷ1ごrapportepar Dami必:旨3 

partir en voyage 

1
2
J
 

• • • rz
a
 

1es Indiens 1e recoivent -vin de dattes -Damis en boit 

9) BnF， N.a.fr.14154 fo10vo• 

10) (( Apollonius disparut du tribunal avnt midi， & autour de misdi il apparut a Demetrius & a 
Damis a PouzoL )) (Philostrate， op.cit， tome IV， p.562) 
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elephant de Porus -'*，*，*xx du roi des 

repas etrangesゅ tigressur la table -jeux terribles I Damおlesblamθ 凶

(アポロニウスの誕生。プロテウス。白鳥/あなたは青年に会いにいくのか/祈祷の文言「神々

よ、私にふさわしいものをお授けくださいJ/美しさ。女たちが彼を求める/キリキアの総督

男色家/沈黙。騒乱を鎮める。ピュタゴラス的な生活/(アポロンの神殿についての言葉。食

いしん坊の男。ユピテノレを称賛していた男)=ダミスが伝える

旅に出る

しJインドの人々はアポロニウスを歓待する。ナツメヤシの酒。ダミスが飲む/ポノレス王

の象/奇妙な食事。食卓の上の虎。恐ろしい演戯|ダミスはそれらを非難する)

簡潔すぎて意味が取りにくいが、 1行自は母親がアポロニウスを身ごもったとき、エジフ。ト

の神プロテウスを見たこと、出産したとき白鳥が歌う夢を見たこと、 2行自は小アジアのキ

リキアの人々が青年になったアポロニウスを一自見んものと急いだことを指している。読書

ノートから項目や表現を抜き出したこのセナリオは、読書ノートの索引のようなものである。

しかし索引にとどまらず、作家はさらに余白や行聞に書き込みを入れていく。 3行自と 4行

目の開に「美しさ。女たちが彼を求めるj と書き加えられているが、これに該当する笛所は

『アポロニウス伝Jにも読書ノートにも見当たらず、アポロニウスの美しさを強調するため

にフローベーノレが付け加えたと考えられる。また、 6行自の fアポロンの神殿についての言

葉…Jには括弧がつけられ、最後に「ダミスが伝える」と付け加えられる。ダミスの役割は

読書ノートよりも強化されており、インドでの滞在における「奇妙な食事…Jの行の最後に

「ダミスはそれらを非難するJとあるが、『アポロニウス伝Jではダミスは食卓の上の虎な

どを面白がって褒めているし、 12)読書ノートでは何も触れられていない。さらに、引用笛所

にはないが、セナリオの下の方で、アポロニウスがさまざまな像の意味を語る箇所で

(( Venus de Chrypre， Venus de Paphos …>>と番き込まれている。これは『アポロニウス伝』

ではなく、クロイツェルの『古代の宗教』からの51用である。 13) このように、余自や行間へ

の書き込みには、『アポロニウス伝Jや読書ノートを踏まえつつも、フローベーノレの中でア

11) BnF， N.a企.23671f0218 ; CHH， tome 4， pp.360・361.
12) Philostrate， op.cit.， tome III， p.350. 
13) Frederic Creuzer， Religions de l'antiquite， considerees principalement dans leurs formes 
symboliques et mythologiques， Ouvrage traduit par J. D. Guigniaut， Paris， Treuttel et Wurtz， 
1825桐1851，4tomes en 10 vol.クロイツェノレの著作については次章で詳しく述べる。 rキプロス
のヴィーナスJは問書の第1巻 85頁、 「パフォスのヴbィーナスj は第 1巻221頁に言及がある
ことをジャン・セズネックが明らかにしている (JeanSeznec， op.citリ p.59)。
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ポロニウス像、ダミス像をさらにふくらませ、アントワーヌに奇想天外な旅の姿を伝えよう

とする努力が見て取れる。

同じ努力が、アポロニウスのエピソードのもう一つのセナリオにも見られる。このセナリ

オには真ん中に長い横線が入っているが、その線の前後を見てみよう。

Apollonius commence. 

a la fin d'Apollonius 

il est temps de partir パleux-tu? -autres voyages -des fortunes 

voici 1e vent qui va se 1everl les heresies -veux-tu ? / dans un meme mouvement 

1es hirondelles se reveil1ent ¥ les Peches 暢 veux-tu・ 1心¥¥

(アポロニウスは語り始める。

アポロニウスの終わりに

[左余白]出発のときだ/今や嵐立っとき/ツバメが目覚める

[中央]一緒に来るか?さまざまな旅。さまざまな富/異端者たち。一緒に来るか?/大罪た

ち。一緒に来るか?

[右余白]同じ動きで)

長い線の上ではアントワーヌの前にあらわれたアポロニウスとダミスの様子と会話が描か

れて「アポロニウスは語り始めるjで終わり、線の下では「アポロニウスの終わりにJで始

まり、中央にはアポロニウスたちゃ異端者、大罪の誘惑の言葉の冒頭αVeux-tu?>> (清書原

稿で、は((Veux-tu venir avec moi ? >> 15)等々)が書かれ、左側にはさらに魅力的な旅への誘

いの言葉が記される。真ん中の線の所に55IJのセナリオにあるアポロニウスの生涯が入れば、

この場面全体ができあがることになる。つまり、 2つの部分セナリオはアポロニウスの場面

全体の構造、つまり 10二人の訪問者があらわれる導入部、 20アポロニウスの生涯、 30旅へ

の誘い、を示しているのである。このいわば序論、本論、結論からなる基本的な構造は第3

稿(決定稿)まで変わらない。エピソード全体の基本的な枠組みが決まると、ようやく執筆

の段階に入る。

アポロニウスの場面の下書き原稿は63頁あるが、 16) そのうち4つを除くすべての草稿の

14) BnF， N.a.fr¥23671 f0219vo; CHH， tome 9， pp.455耐456.
15) BnF， N.a.fr.23664 fo146. 
16)本論で述べるように、このエピソードの執筆は第1段階、第2段階、そして部分的な書き換えとい
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右上にフローベーノレ自身が頁番号をつけているので、その番号と各草稿の内容を照合すれば、

執筆順をたどることができる。

アローベールはまず 121と番号を付けた貰から始めて、 153貰までアポロニウスのエピ

う3つの段階を経て、清書原稿にき三る。下記の最初の数字は論者が想定した執筆)1演、次が図書館の分

類番号。がついたものは清書原稿に組み込まれた原稿)、最後の( )内の数字は、フローベール自

身がつけた真番号。

第 1段階
1. N.a.fr.23669 fo101白21)
2.会N.a.fr.23664fo122白22)
3. N. a.fr.23669 fo103 (J23) 
4.会N.a.fr.23664f0124 (J24) 
5.*N.a.fr.23664 f0125白25)
6.会N.a.fr.23664fo126白26)
7.*N.a.fr.23664 fo127 (12η 
8. N.a企.23671fo151 Vo白28)
9. N.a企.23669fo133vo白2[;り
10. N.a.fr.23671 fo165vo 

11. N.a.fr.23669 fo104白30)
12. N.a.fr.23669 fo105白31)
13. N.a.fr.23669 fo107白32)
14. N.a.fr.23671 f0149vo白3必
15. N.a.fr・.23669f0109 (J34) 
16. N.a.fr.23669 fo108白35)
17. N.a企.23669fo110白36)
18. N.a.fr.23669 fo111白3η
19. N.a.fr.23669 fo112白38)
20. N.a.fr.23669 fo113白3[;り
21. N.a.fr.23669 fo115白4ω
22. N.a.fr.23669 f0116白41)
23. N.a.fr.23671 fo117vo 

24. N.a.fr.23669 fo117白42)
25. N.a.fr.23669 fo130vo白43)
26. N.a.fr.23669 fo120 (144) 
27. N.a.fr.23669 fo125白45)
28. N.a.fr.23669 fo123白46)
29. N.a丘.23669f0140白47)
30. N.a.fr.23669 fo129白48)
31. N.a.fr.23669 fo114白4[;り
32. N.a.fr.23669 fo131 (15，ω 
33. N.a.fr.23669 f0106白51)
34.会N.a.fr・.23664fo146白52)
35. N.a.fr.23669 f0118vo白53)

第2段階 部分的な書き換え

54. N.a.fr.23669 f0102白23)

55. N.a.fr.23671 f0117 
56. N.a.fr.23668 fo243白29)

36. N.a.fr.23669 fo118 (4.4.2 143) 
37. N.a.fr.23669 fo119白43)
38. N.a.fr.23669 fo121 (J44) 
39. N.a.fr.23669 fo122白45)
40. N.a.fr.23669 fo124 (J46A) 
→ N.a.fr.23669 fo125 (.1.45 146B) 
→ N.a.fr.23669 f0123 (146) 
→ N.a.fr.23669 fo140白47) 57. N.a.fr.23669 f096vo白4刀
41. N.a.fr.23669 fo128白48) 58. N.a.fr.23669 f094vo 

42. N.a.fr.23669 fo130白49・15，ω59.N.a.fr・.23669f0127白4完j
43. N.a.fr.23669 fo132白5ω60.N.a.fr.23669 f0126白47)
44. N.a.fr.23669 fo134白51) 61. N.a.fr.23669 f0133白51)
→ *N.a.fr.23664 fo146ο52) 
45.会N.a.fr.23664f0147白53)
46. N.a.fr¥23669 fo135白54)
47. N.a.fr.23669 fo136白54)
48. N.a.fr.23669 fo138白55) 62. N.a.fr.23669 fo137白55)
49. N.a.fr.23669 fo139白56)
50. N.a.fr.23669 fo141白5η
51. N.a.fr.23669 fo142白58) 63. N.a.fr.23669 f0143白58)
52. N.a.fr.23669 fo144白5[;り
53.合N.a.fr..23664fo154白6ω
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第E部

ソード全体を書く。この第1段階の草稿は、アポロニウスとダミスの登場 (121頁)、アン

トワーヌとアポロニウスたちとの会話 (122附126貰)、アポロニウスの誕生と子供時代

(128町129頁)、旅(130・142貰)、奇蹟(143-148頁)、そして旅への誘い (149・153貰)まで、

2つのセナリオおよび読書ノートにかなり忠実で、ある。しかし、第2段階で、フローベール

は一旦書いたこのエゼソードのうち、さまざまな奇蹟を起こしたことが語られる場面以昨

(143頁以降)を編成し直す。そして、アポロニウスのエピソードを 160頁の 6行自ま

き、続けて異端者たちが再びアントワーヌの前にあらわれる場面を書いて、第1部の最後ま

で書き上げる。その後でいくつかの草稿を書き換え(123、129、147、151、155、158頁)、

最後に清書し直して、 121から 153まで頁番号をつける。 17)この書き換えによって、第2段

階では 160貰の 6行自まであったアポロニウスのエピソード 153頁までになってしまった

ので、すでにできている異端者たちの再登場の場面の頁番号を 160・166から 154-160に変

えて、清書原稿に組み込む。フローベールはこの時期には紙を節約して、下書き原稿でも出

来の良い頁はそのまま、ときには多少手直しして、清書原稿としていたので、ある。

執筆の各段階における草稿の特徴を見ていこう。第1段階は、すでに述べたように、 2つ

のセナジオや読書ノートにかなり忠実に書かれているのだが、それとは異なる筒所ももちろ

ん見られる。アポロニウスのエピソードの最初の貰(121頁)で、アントワーヌは異端者た

ちが急に自の前からいなくなったことに驚く。

Antoine 
11s sont partis Ah.... 

tiens ! plus rien -est-ce possib108/ Ah ! c'est 1e tonneFFeヨロ
/み長田

円円ζ 四"V'!O......"明，....""，… n 一九…./.'，，~.j.c バlOOO…町内同町内… Aハ日向日門日円…4

v~'nせ.T^ f7 ;JA1';'YT，，"t.. ..l噌噌 ......Á. ~.;1 
.........1.. l，A." '-'LJ \.A.、~.L.L" .... '-' ¥.A.¥A. tJv .L;L:.L.. 

器 問¥d'ouvient donc que mes yeux n'y voient plus -国

(アントワーヌ:ああ!何もない。彼らは行ってしまった、どうして私の自にはもう見えない

のだろう。)

アントワーヌは異端者たちの消滅に驚くのだが、 「這の信ちがやつらを追い払ってくださっ

17)清書原稿はN.a.fr.23664のfo121白21)から fo153白53)までである。fo146はフローベーノレによっ
てつけられた番号は最初 152で、あったのが、清書原稿に組み込まれるとき消されて、 146となってい
る。またfo154白54)は上から 6行分がアポロニウスの場面の第2段階だったのだが、その6行分に
擦が引かれて、その下に書かれた異端者たちの再登場だけが清書原稿に組み込まれることになった。
18) BnF， N.a.fr.23669 fo101. 
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第3章アポロニウス

たのだ。私を危機から救ってくださったイエス様に祝福あれjと、イエス・キリストに感謝

の言葉を述べる。フローベールはこの言葉に線を引し、て、消してしまう。イエスに感謝の言

葉があれば、少しの間でもキリストが自分を見守ってくれているという気持ちがアントワー

ヌに安らぎを与えたであろうが、抹消された結果、荘然自失のアントワーヌだけが残る。そ

こへアポロニウスが登場する。

de figure douce， de maintien grave 
n ・ιA___:目.J...:......日出............A暢

Le premier est de haute taille，酷信伊e.ses cheveux blonds 

separes B殺害parune raie， sur le milieu de la tete， a la maniらredu 

Christ， descendent en longues meches plates sur ses epaules n殺側同

(最初の男は背が高く、穏やかな顔、ゆったりとした物腰である。その金色の髪は、キリスト

のように、頭の真ん中の筋で分けてあり、粛の上に平たい房となって降りていた。)

『アポロニウス伝』にはアポロニウスがどのような外観で、あったかは全く書かれておらず、

フローベールは類推するしかないのだが、このアポロニウスははっきりと「キリストのようJ

な姿だと書かれている。読書ノートですでに fこれはエンマウスの出現に少々似ている!J 

20) という挿入によってあらわされたイエスとの類似性が、アポロニウスがアントワーヌの

前に初めてあらわれたときの姿において保持されている。この第1段階の草稿でローマの法

廷から消えて弟子たちの前に再びあらわれる場菌 (151頁)でも、アントワーヌは((comme 

Jesus ! >>という言葉をもらしており、21) この言葉は第1稿だけでなく、第3稿まで全く変

わることがない。一方で、さきほど見たように、異端者たちが消えてしまったときイエス・

キリストへの感謝の言葉が削除されたことと考え合わせると、アントワーヌの中でイエスを

唯一無二の存在とするのではなく、イエスに相当するキリストは外にもいるのではないとい

う疑念が芽生えるように、フローベールがつくっているのだと言えるだろう。

イエスとの類似性は第2段階の草稿においても問題になる。 35真にわたる第1段階の草

稿を書いた後、フローベールは奇蹟の部分を編成し直そうと考え、最初に素描をつくる。

An初登時s Apoll. 

主Ephらse-j'ai chasse la peste de la ville en faisant lapider 

19) BnF， N.a.fr.23669 foIOl. 
20) BnF， N.a企.14154fo10vo • 

21) BnF， N.a.fr.23669 fo106. 
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第E部

un mendiant qui駒 quandon l'a decouvert -主la

place du cadavre d'un homme 

D. 

& la peste est partie 

Ant. 

Quoi -il chasse les maladies 

Apoll. 

λi可円、，."......叫《側';'.....'; ...:1 ;:'1'; ，.'7''"λ 口判 h~.仇日^~ ;J唱曹 Aλ~~~ 
~ ~~ム.......J.L........ J........... '-"-_......&.'I'.&..'-' ............. .................................. ........-

Damis 

P守町明日明ハ，.，，~ ~，~~ 1 ハ;Jt..................._暢且~ 1...，. ......イト凸+，.ハハ門4トィト.................1-../.内
、~.t-'ム y晶.............. . ....， J '̂..&.-.......... ~-晶~~~晶晶 、岬品目、-'v""v.........................νV_.L..L...__ ...... 

Ant. 

Comment立chasseles demons. 

Apoll 

a Tibur on portait -une jeune fille en terre... 

Damis 

…&  la jeune fille en se relevant sur les mains 

comme un enfant qui s'eveille 

Ant 
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le satyre -ノ22)
(アポロニウス:エフェソスで、私は乞食を撲殺させることによって町からベストを追い出し

た。乞食の体を開けてみると、人間の死体ではなく…

ダミス:こうしてベストはなくなった。

アントワーヌ:何と、彼は疫病を追い払うのか。

アントワーヌ:何だ、って、彼は悪霊を追い払うのか。

アポロニウス:チボリでは運んでいた、少女を埋葬しようと…

ダミス:その少女は自が覚めた子供のように両手をついて起き上がったのです。

アントワーヌ:彼は死者を建らせるのか。

22) BnF， N.a.fr.23669 f0118. 
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ダミス:コリントスでは…

アントワーヌは拒絶する。

第3主主 アポロニウス

[左の余白]恋する男。ウェヌスの像。サチュロス。)

第1段階で奇蹟が語られるのは『アポロニウス伝』と同じ順番、つまりまずエブこにソスでの

ベスト撲滅(143頁)、コルキュラ島での悪霊被い (143貰)、コリントスで吸血鬼に誘惑さ

れた哲学者メニプスを救った話(144・145頁)、埋葬されようとしていた少女を更生生させた

話(147頁)、ウェスパシアヌスが皇帝になるという予言 (148頁)、ナイル河の爆布でサチ

ユロスを銅い層11らした話(148頁)、クニドスでウェヌスの像に恋した男を癒した話(148頁)、

ポッツオーリで、弟子たちの前に姿をあらわした話(150・151貰)、という JI霞番であった。そ

れに対して、第2段階の最初のこの素描 (142真という番号がついている)では、エフェソ

スでのペスト撲滅、コノレキュラ島での悪霊被いが記されるが、コノレキュラ島の方は一旦消さ

れて、その後に少女の魁生、そしてコリントスが来て、さらに左余白に((am -de 1a V -1e 

satyre 嶋 ))23)と記されている。フローベーノレは第1段階の順序を組み替えようと試行錯誤し

ているのだが、この組み替えの意院を知るためには、奇蹟そのものよりも、それを開いたと

きのアントワーヌの反応を見る必要がある。アントワーヌの言葉を!頃番に並べてみると、「彼

は疫病を追い払うのか」、 「彼は悪霊を追い払うのかJ、 「彼は死者を匙らせるのかj とな

るが、この「疫病J r悪霊J r難生j という順番は、新約聖書の『マタイによる福音書』で

イエスが、まず「重い皮膚病を患っている人jや「ベトロの家jの「しゅうとめ」の病気を

癒し (8: 2・4，14嶋15)、次に「悪霊に取りつかれた者j から「イエスは言葉で悪霊を追い出

しJ(8: 16・17)、そして「わたしの娘がたったいま死にましたj という男がいたので、娘の

手に触れると、 「少女は起き上がったJ(9 : 18・26)という奇蹟をおこなった順番と同じな

のである。もちろん第工段階でも、おおよそ f疫病Jr悪霊Jr難生jという順番なのだが、

問に吸血鬼の話が挟まっているし、アントワーヌの反応の言葉がないので、福音書との対応

が明確で、はなかったのである。第2段階では「彼は疫病を追い払うのかj等の言葉を入れ、

奇蹟のJI慎番を多少入れ換えることによって、ポッツオージで弟子たちの前にあらわれた場面

ですでに読書ノートや第 1段階の草稿に書き込まれていたイエスとの類似性を、フローベー

ノレはさらに発展させようとしたにちがいない。奇蹟の場面の組み換えは、これだけには留ま

23)αam))は((amoureux ))つまり「恋する男」の血を好んで吸う吸血鬼を指し、((de 1a V))はαde1a 
Venus ))つまりウェヌスの像に恋した男の話、((1e satyre ))はサチュロスを飼い関iIらした話を示
している。
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第H部

らない。

第2段階の次の頁 (143としづ頁番号がついている)では、今引用した素描に基づいて、

奇蹟の場面を書き直していき、少女を魁生させる話のところにかかったところで、ある着想、

を左余白に書き留める。

Damis 

立s'estapproche du brancard， a touche le front 

de la jeune morte -et elle s'est relevee sur 

les deux mains en appelant sa mere comme 

un enfant qui eveille 

会食鉛強e

f可 ...........-v.."""'...._~ト， ~l 明内内向日向~~..内 1............ ""'......明4ド門 T
..............，.&.........ム品、.-......v. ι........................_.............v..... .................. .......L'¥J....vu 

B会随時

J1 .. ~TT~~.ト λ 「、~~~.j-1.~

AD毛7

A 1. ， ~，~~ ~~~~~ ，;j~ ..~.... ~~l~ 1 24) 

(ダミス:アポロニウスは議に近づくと くなった少女の額に触れた。すると少女は、まるで

子供が目覚めたときのように母親を呼びながら、両手をついて起き上がった。)

フローベーノレは左余白にまず「私はウェスパシアヌスに帝位につくことを予言したjという

アポロニウスの言葉を記し、その下に f2つの話を同時にするか?J と書く。 25)この頁だけ

では f2つの話Jが何か分かりづらいが、次の 144頁以降を見ると、 ウェスパシアヌスへ

の予言とコリントスで吸車鬼に誘惑された哲学者の話であることが分かる。 144頁以降、ア

ポロニウスはウェスパシアヌと食卓をともしていて一匹の犬が手首を涯えてきた話をする

一方、ダミスは哲学者メニプスが美女の姿をした吸血鬼と結婚するところをアポロニウスに

助けられるいきさつを話すのだが、両者の話は断片化され、噛みあうことはない。第1段階

で語られる個々の奇蹟自体アントワーヌには驚くべきもので、あっただろうが、さらに奇蹟の

物語が断片化され、その断片関士がつなぎ合わされて、開いているアントワーヌには訳が分

からず、 ほとんど錯乱状態になってしまう。

24) BnF， N.a.fr.23669 fo119. 
25)αfaire 2 recitsゑlafois))やアントワーヌらの言葉に抹消線が引かれているが、これは f没Jと
いう意味ではなく、他のフォリオにしかるべき文章を写した、つまり「済Jという意味である。
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第3索アポロニウス

以上のような操作の結果どうなるのかを見てみよう。第2段階で、 158という番号をつけ

られた真で、アポロニウスはイエスを目の前に出してみょうかと言う。

ce sera 1ui -bien 1ui 

pas un autre -tu verras 

1es trous dans 1a paume 

，Jn ~n~ ~n;~~ _ 1 ~ .f';~Á aesesma1ns・.........................b .-.o.d.....
j 

et au flanc droit 1e sang， 

nge sur 1a b1essure 

i1 brisera 

Apollonius 
1e 

Veux-tu que je fasse apparaitre Jesus 1ui meme 

Antoine (hるbete)

quOl・ quOl

Apollonius 
oui tout a 1'heure 
tu-leγeHB:s ici -la -tffi*tと~eil艶 brisera

i1mauめTasonpere 
la croix sur son eeno .... ニ，ilinelinera1二tete，il 

Jh咽円内向明町内v1門 n ~明n門4ト円明日《鴨n ~~叫 4ドハ明明ハハ.j­
.....""...................L'I"A. "-''-'........ .1........，...........ゐ...."-'-_ .. 恥 _......v.........白.~~~~~ ./:"~~‘-~~ゐ~ ~V 

il m'adorera， le dos courbe. et ce sera 1ui. bien 

品会毛を是

tt Antoine 

quoi quoi -26) 

(アポロニウス:イエスを自の前に出してみょうか。

アントワーヌ(呆然として何と、何と。

アポロニウス:そうだ、このあたりに。彼だ、まさしく彼、他ならぬ彼だ。その手のひらに

穴があき、右の横腹の傷に血がこびりついているのが見えるだろう。イエスは十字架を壊すだ

ろう。自分の父を呪うだろう。背を曲げて、私を崇めるだろう。

アントワーヌ:伺と、イ可と。)

最初に書き留めたところでは、自の前にあらわれるイエスは「膝の上で十字架を壊Jし、「う

なだれてJr自分の名を否認し」、「地面に平伏して」アポロニウスを崇める。左余白には、

藤刑のすぐ後のイエスがそのままあわられるように描写が付け加えられ、さらに行簡には

「自分の父を呪うだろうjと記される。一貫して、アポロニウスはイエスを、父なる神を冒

演する言葉を吐く。そしてイエスがひれ伏して自分を崇めるだろうと言っているのだから、

アポロニウスは、自分をイエス・キリストに匹敵する存在どころか、自分が神であることを

公言したことになる。このような発言を前にして、アントワーヌは呆然となり、<<quoi quoi )) 

26) BnF， N.a.fr.23669 fo142. 
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と鴨のように鳴くしかない。

第2段階から、清書原稿にかけては、いくつかの草稿の手直しはあるものの、アポロニウ

スのエピソード全体に大きな変化はない。このエピソード、特にその最後の場面が変貌する

のは 1856年である。

第2稿

1856年 6月 l日、フローベールはルイ・ブイエ宛てに「僕は『聖アントワーヌ』の中で、

ふさわしくないと思われるものを削り取ったが、結構な仕事だ、った。というのも、 160頁あ

った第1部が、今は(書き写して)74頁しかなしゅ￥らだ。 1週間ほど後にはこの第 1部か

ら解放されたいと思っているJと書いている (Corr.，II， pp.613・614)。まずフローベールは

第1稿を削り歌って、それを書き写したわけだが、この手紙では第l部が 74頁になったと

ある。第2稿清書原稿の第1部は 73頁で、終わっていて、下書きでは第1部の最後が 74頁

になっている草稿があるのだから、1856年6月 113の時点で一旦第1部の最後まで書いて、

それから 1週間ほどその前の場面を修正し、 73頁で終わる清書原稿にしたのである。

第2稿では執筆前のプランや素描はなく、全体の構成を変更する気がなかったことが分か

る。アポロニウスのエピソードの下書き原稿は 26頁ある。 27)そのうち 21の買は第 1稿の

27)下記の最初の数字は論者が想定した執筆)1演、次が図書館の分類番号。がついたものは清書原稿
に組み込まれた原稿)、最後の( )内の数学は、フローベール自身がつけた貰番号。
第1稿のダイジェスト版 部分的な書き換え
1. N.a.fr.23668 fo275vo (50) 22.N.a.fr.23668 fo136臼Obis)
2アN.a.fr.23665fo50・51臼θ-51) 23.N.a.fr.23668 fo102vo臼Obis)
3アN.a.fr.23665fo52臼2) 24.N.a.fr.23668 fo137臼Obis)
4アN.a.fr.23665f053 (53) 
5. N.a.fr.23668 fo349 (54) 
6. N.a.fr.23668 f0145臼5)
7.*N.a.fr.23665 f056 (56) 
8アN.a企.23665f057 (57) 
9アN.a.fr.23665fo58 (58) 
10アN.a.fr.23665fo59 (59) 
11アN.a.fr.23665f060俗ω
12アN.a.fr.23665fo61白1)
13アN.a.fr.23665fo62自が
14. N.a.fr.23668 f0157白羽
目アN.a.fr.23665f064俗4
16.会N.a.fr.23665fo65白U
17アN.a.fr.23665f066俗U
18アN.a.fr.23665fo67 (67) 
19アN.a.fr.23665fo68俗U
20アN.a.fr.23665fo64臼'9) 25.N.a.fr.23668 fo271 Vo 

21.会N.a.fr.23665fo70 (71ω26.N.a.fr.23668 f0168 (71A) 
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第3章アポロニウス

いわばダイジェスト版であり、 1856年 6月に推敵された下書きは 5つの頁である。そのう

ち、50bisと番号をふられた 3つの買は、ダイジェスト版の最初の 50真の書き換えであり、

残りの 2つの頁はアポロニウスのエピソードの最後の場面に関わるものである。

50bisという番号のある 3つの貰のうち、最初に書かれた買の下の余自に、異端者たちが

突然姿を消してしまった後のアントワーヌのそノローグが記される。

j'y goutais cependant un plaisir予傍鴨拘， un charme plein 

d'epouvante qui m'attirait. -il y en avait qui 

n'etait pas compl色tementdetestableトと eommenteela 

ce-faisニit41 Mais elles m'en decouvraient d'autres 

par derriere -et je n'ai pas tout vu -2紛

(私は異端者たちにある喜び、恐怖に満ちた魅力を味わい、それに引きつけられた。汚らわし

いというわけではない者もいた。背後にはまた日!Jの異端者たちの姿を私に見せていた。私はす

べてを見たわけで、はない。)

異端者たちが消えた後、第1稿では託然とするばかりで、あったアントワーヌは、第2稿では

異端者たちの登場に「喜びJや f魅力Jを味わい、引きつけられたことを告白する。聖者は

自分の中に芽生えた感情を客観的に見つめており、最後に「私はすべてを見たわけで、はないJ

と言う。つまり、まだ見るべきものがあると言ったところに、アポロニウスがやって来るわ

けである。

アポロニウスやダミスの語る言葉そのものは基本的に第 1稿と同じであるが、最後の残り

の2つの頁が示すように、アポロニウスのエゼソードの最後の場面は大きな変貌をとげる。

第1稿でも、アポロニウスは自らを神とみなす言葉を吐いていたが、さらに第2稿の 71A

という番号をつけられた頁では、異常なほど在大化する。

& 
( il frappe du pied， la terre 6'ent:r'ouマre

手M._/，，;11，、明日--手
-& fait un grand abime 

t~ ごeHj7yse creusant en entonnoir sous ses san去三les
pas .&-Apollωi出¥

J1 _1""¥ 1--̂"..，nkr. "旬、し唱内 1ハ円-， 1 門~ ./."~~.j. ~~・""時、ハ円日円~~~-1"
.......... ..l............ v..."......~..~ 1:'ム~..，ム..L..L VV  .Lc"A，..LV VV品、.L..L..l._ ......"'-u，tJv.....L¥A."-¥. 

江est三evenut:resごrand& il¥grandit grandit -

28) BnF， N.a.fr.23668 fo136. 
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cou1eur de sang ses pi，θdsnus 
Des nuages時鵠srou1ent sous 1ui， a g時 sses

cercle 1arges ecumeuses 

母制御led'or vo1utes comme 1es vagues de 1a mer. -sa tunique 
toute b1anc必e une statue de au sole11 号<ilHぞ

s'e1argit autouI・deson brille comme de-品 neige. 'I::Hl:e--ffiエréele 二~
来蕊蹄 . mou陀 'mente1astique & 11 a St Ant 

fz-ont & vib叩 dans} 4怯告側毛 “品主時tend価 tsa main gauche 
ノ コゴゴごコエコ'11HF1eココご*-二5!l'de 1a droite 1ui 

l包かa開 cun/' &souriant d'un sourire ser二nhiaueil montre 

まe-ffi三reite1e cie1 dans une attitude souveraine 

& inspiree 29) 

(彼が足でたたくと、大地は漏斗のかたちに窪み、大きな深淵ができ、アポロニウスは大きく、

大きくなる。血の色をした雲が海の波のように泡立つ大きな渦となって、彼の足もとを巡って

いた。その真っ白な衣は日の光で雪の像のように輝く。金の環が額のまわりに広がり、柔軟な

動きをしながら空中で震える。彼は左手を聖アントワーヌに差し出し、右手で、霊感にあふれ

た至高の様子で天を指し示す。)

大地は窪む一方、アポロニウスは雲を足もとに従えるほど大きくなる。フローベールは最初、

「その衣は雪のように輝く Jに続いて「額のまわりに光輪。左手を差し出して、天使のよう

な微笑みをたたえて、右手で霊感にあふれた至高の様子で天を指し示すJと書くのだが、左

余白と行間を利用して修正を加え、 「雪のようにjを「雪の像のようにJにし、 「光輪Jを

「金の環Jに変え、 「天使のような微笑みをたたえて」を削除する。それでもなおかつ、こ

のアポロニウスは聖者に「霊感にあふれた至高の様子で天を指し示すJことで、救世主とし

ての側面を保つてはいるのだが、左余白と行聞にほどこされた修正によって、この巨大化し

たアポロニウスはi臼約聖書に描かれたある巨像を連想させるものとなる。ネブカドネザノレ王

が夢の中でみた幻について、ダニエルは「王様、あなたは一つの像を御覧になりました。そ

れは巨大で、異常に輝き、あなたの前に立ち、見るも恐ろしいものでしたJ(Wダニエル記』

2:31)と述べ、しかもその像の「頭が純金J(問書2: 32)で、あったと言い当てる。アポロ

ニウスの場合は「金の環が額のまわりにj広がっているだけで、頭が金でできているわけで

はないのだが、 「臣大で、異常に輝きJ、アントワーヌの「前に立ちJ、「見るも恐ろししリ

姿は、ネブカドネザノレ王の夢の中での巨像を思わせる。ダニエルが読み角料、たところでは、

この夢は天の神が王に「国と権威と威力と威光をj授けたことを示しており、アポロニウス

29) BnF， N.a.fr.23668 fo271 vo. 
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も救世主という側面をもちながらも、天の神から地上の威光を授けられた地上の王としての

側面も、巨大化した場面で見せているのである。

第2積ではアポロニウスはこのように最後の場面において突然変異ともいえる変貌をと

げるわけだが、このエピソードの後にくる異端者たちの再登場の場面は、第 1稿とは基本的

には変わらないものなので、結果として、アポロニウスの最後の場面だけが浮いたようなか

たちになってしまう。アポロニウスのエピソードが前後の場面とうまくつながるには、第3

稿をまたねばならない。

第3稿

第3稿では全体の構成が先の 2つの稿とは大きく変わり、アポロニウスのエピソードは第

4部の最後になり、第5部には神々の登場となるので、ネオ・ピュタゴラス学派の哲学者は

異端者たちとの関の結節点となる。作品を執筆する前につくられた全体のプランにも、 「テ

ュアナのアポロニウス。あらゆる異端者とあらゆる宗教を彼のうちにまとめること。神話的

な面を強調することj制と書かれる。

アポロニウスのエピソードの下書き原稿は 25頁からなるが、二つのグループに大きく分

けることができる。第 1のグループρは72、72bis、73、73bisという番号をふられた 9つの

頁であるが、これらは番号および内容から判断して第2稿のアポロニウスの最後の場面の補

遺にあたるもので、 3つの段階に分けられる。 31)第2のグループは 68から 81までの番号が

ついた連続する頁であり、内容的に清書原稿に近いものである。 32)

30) (( Apollonius de Thyane. resumant en lui 4epassant toutes les h紅白ies& toutes les religions. 
“insister davantage sur le cote mythologique)) (BnF， N.a企.23671fo93). 
31)下記の最初の数字は論者が想定した執筆!領、次が図書館の分類番号、最後の( )内の数学は、
フローベーノレ自身がつけた頁番号。
第1段階 第2段階 第3段階
1. N.a.fr.23668 f0172 (7272bis 73) 3. N.a.fr.23668 fo174vo (72) 7. N.a.fr.23668 fo170 (72) 
2. N.a.fr.23668 foI 76 (73bisI74) 4. N.a企.23668fo173 (72bis)→ N.a.fr.23668 f0173 (72bis) 

5. N.a.fr.23668 fo175vo (73) 8. N.a.fr.23668 fo174 (73) 
6. N.a.fr.23668 f0172vo (73bis) 9. N.a.fr.23668 fo175 (73bis) 

なお、これらの頁は内容上第2稿とつながっているが、筆跡から見て、 1870年代に書かれたことは間
違いない。フローベーノレの筆跡は『感情教育~ (1869)を執筆した 1860年代にかなり変化しており、
1870年代に審かれた草稿の文学は、若いときの伸びやかな感じがなくなり、より細かくなっている。
32)下書き原稿 作がついたものは清書原稿に組み込まれた原稿)
10.合N.a.fr.23666f068印8) 18.女N.a.fr.23666fo76 (76) 
11. N.a.fr.23668 fo167 (69) 19. N.a.fr.23666bis fo77 (77) 
12.*N.a.fr.23666 fo70 (71ω20.  N.a.fr.23668 foI 79 (78) 
13.*N.a.fr.23666 f071 (71) 21. N.a.fr.23666bis fo78 (78) 
14.女N.a.fr.23666fo72 (72) 22. N.a.fr.23668 fo239vo (7/;り
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フローベールは第2稿のアポロニウスのエピソ}ドの清書原稿を出発点にして作業を始

めてし1く。第2稿清書原稿のアポロニウスの最後の頁は 71Aという番号がついているので、

72から始めるのだが、N.a.fr.23668fo172という図書館の分類番号がついた頁には上に 7233)、

中央に 72(bis)、下に 73と記されていて、それぞれに第2稿のアポロニウスの場面の抜粋

が書かれ、余自や行間に多くの書き込みがなされる。中央やや下にあるアポロニウスの言葉

のあたりを見てみよう。

Venus noire a Corinthe， carree dans Athenes， conique主Paphos.34) 

(旅の迭上で、空中や澗窟や森にいる神々と人間とをつなぐ霊の本質を教えよう。お前は神々

やその力や振る舞いの理由を知るだろう。なぜユヒ。テノレは座っていて、アポロンは立っている

のか、ウェヌスはコリントスでは黒く、アテネでは閤角く、パフォスでは円錐なのか、教えよ

う。[左余白]天イ吏や精霊や神々を、神なる存在を教えよう。)

最初に記されたユピテノレやアポロンやワェヌスの像についての知識は先の稿にもあったも

のだが、余自に、さまざまな神々や霊や天使に関することを教えよう、という言葉が入る。

明らかにフローベールは、第5部の神々の登場につながるように、神々や神話に属する知識

をアポロニウスの口から語らせようとしているのだが、第 1稿から引き高齢、でいるユピテノレ

やアポロンに関する知識はクロイツェノレの『古代の宗教Jから取られているに対し、余白に

書かれたものは具体性に欠けている。とにかく、第2稿にあった巨大化するアポロニウスは

ここでは最初から放棄されて、何かそれに代わる素材をもとめながら、とりあえず抽象的な

がらも頭の中にあるイメージだけを書き留めたのであろう。

次の 73bisと番号がつけられた買は次のように始まる。

-La naissance n冶stqu'un passage de l'essence a la Nature 

15.*N.a.fr.23666 fo73 (73) 23. N.a.fr.23668 f0234vo (8ω 
16.女N.a企.23666f074 (74) 24. N.a.fr.23668 f0230vo (81) 
17. *N.a.fr.23666 f075 (75) 
33)正確に言えば、 72という番号の右に一旦bisと書かれて、それが消されている。
34) BnF， N.a.fr.23668 fo172. 
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ーLasubstance des choses ne dif:おreque par le mouvement & le repos. 

胸 Lemouvement separe ou reunit， produit la rarete ou la densite de 

l'essence. & la rend ainsi tantot latente， tantot manifeste.嶋 Laest le principe 

de toutes les formes & de tous les etats de l'etre. 

La modification des etres visibles ぜappartienta aucune cause individuelle. il faut 

la faire remonter a Dieu. 35) 

(誕生は本質から自然への移行にすぎない。物事の実体が異なるのは運動と休息によってのみ

である。運動は分離あるいは結合をなし、本質が練らであったり密であるようにする。そして

本質をあるときには潜産化したり、あるときには顕在化したりする。それが存在のあらゆる形

態、あらゆる状態の原理である。

見える存在の変化は個人のいかなる原因に属するものではない。その原臨を神に趨らせなけ

ればならない。)

これはエティエンヌ・ヴァシュロの『アレクサンドリア学派の批評的歴史』第 1巻からの抜

粋であり、アポロニウスの哲学を書簡を引用しながら説明している箇所である。36) 下書き原

稿というよりも、原文からほとんどそのまま抜き出した読書ノートである。引用箇所だけで

は分かりにくいが、ここで言わんとしているのは次のようなことである。あらゆる物はその

実体があらかじめ存在しているのであって、この世に生まれることは本質から自然への移行

にすぎないし、死ぬことも自然から本質への移行にすぎない。実体はつねに同一で、あって、

運動によって全体を部分に分けたり、部分を全体に結合しているだけである。生まれたり死

んだり、さまぎまに変化する原悶は、普遍的な実体、つまり神(至高の容在)にある。

フィロストラトスの『アポロニウス伝』にアポロニウスのネオ・ピュタゴラス的な思想、に

ついての記述はあったのだが、フローベールは読書ノートに取るときにほとんどそれらを取

り上げていなかった。それが突然、彼の哲学の根本原理がヴァシュロによる解説付きで第3

稿の下書き段階に組み込まれたのである。もちろんこれは試行錯誤の中での一つの選択肢で

あって、完全なかたちでは組み込まれるわけで、はない。第2段階の 73bisと番号がつけられ

た頁には次のようなアポロニウスの言葉の中に、ヴァシュロからの引用の痕跡がかろうじて

35) BnF， N.a.fr.23668 f0176. 
36)白tienneVacherot，正ristoirecri的問 del'Ecole d'Alexandrie， Ladrange， 1846， tome 1， 
pp.307-308.フローベールがつくったプランのアポロニウスの箇所には、下の余白の最後に((V. 
Vacherot t.1 er 305・308))という書き込みが見られる (BnF，N.a企.23671f093)。プランそのもの
は下書き原稿の執筆前に書かれたものだが、おそらく余自の書き込みは下書き原稿を書きながら
(あるいは書く直前に)なされたのであろう。
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第H部

eternelle 
craint qui est immorte11e pou1"tant 
Il a peur de perdre son ame sans se doutm' aue l'三meest 

comme une brute 
a 1a rea1ite 悲観忌おD:ee

品開張叫le. i1 croit fl:'I:Hf-O二三sesdes eE二osesambiantes -Sa terreur fl叫品
choses 

会 desdieux l'empeche de 1es comprendro. & i1 rava1e 10 sion au niveau 
rOl 

d'un品臼ja1oux.37) 

(魂は永遠なのに、彼は自分の魂を失うことを恐れている。彼は獣のように物の現実を倍じて

いる。神々に対する恐怖によって彼は神々が理解できなくなっている。そして自分の神を嫉妬

深い王にまで失墜させている。)

ヴァシュロの説明にあった「実体Jはここではアントワーヌの立場になって「魂J(( ame >> 

に代えられ、次の文で最初に書かれた「周囲の物の原因Jは「物の現実j と直される。内容

的には、あらゆる実体の永遠性を信じようとせず、 「嫉妬深い王Jにまで堕ちたキリスト教

の神にしがみつくアントワーヌを非難する言葉になっているのだが、もとの著作に書かれた

アポロニウスの哲学の用語の独自性は失われている。

このようにアポロニウスの最後の場面を推戴した後、エピソード全体を写し産す作業にと

りかかる。この第2のグループに属するのは 15貰だが、そのうち 8つの頁がそのまま清書

原稿に組み込まれているので、純粋の下書き原稿は第1グループ。のものを入れても 16頁し

かない。これは第3稿の清書原稿 14頁耐と比べて、例外的な少なさである。アポロニウス

のエピソードに関しては、フィロストラトスの『アポロニウス伝Jとその読書ノートに負う

ところが大きく、また第 1稿の段階でかなり推散がなされたので、最後の場語、つまり次の

場面とのつながりの部分を練り夜すだ、けで十分で、あったのだろう。実際、アポロニウスの生

涯や奇蹟を起こす場面については、第1稿の清書原稿から第3稿の清書原稿まで、基本的に

は大きな変化はない。

以上、アポロニウスのエピソードを、第1稿の準備段階から第3稿までたどってきたが、

全体としてはフィロストラトスの『アポロニウス伝Jに負うところが多大であることは雷う

までもない。第3稿の下書き原稿でヴァシュロの『アレクサンドジア学派の批評的歴史』か

ら引用されたアポロニウスの哲学原理があらわれるのも、ネオ・ピュタゴラス学派の哲学者

37) BnF， N.a.fr.23668 fo172vo. 
38)清書原稿はN.a企.23666のfo68俗dりから fo80・81自0・81)まで。
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第3寧 アポロニウス

の生涯を描いた伝記への突然の原典復帰と考えればいいだろう。アポロニウスのエピソード

の生成過程を一言で要約すれば、ブイロストラトスのテクストを基盤にして、いかにイエ

ス・キリストとの類似性を浮かび上がらせるかということになる。読書ノートにおいてすで

に、ローマにいるはずのアポロニウスがポッツオーリに姿をあらわす場面で、((cela 

ressemble un peu主l'apparitiond'Emmaus ! )}39)という文が付け加わっていて、下書き原稿

ではさらに他の奇蹟の場面でもアントワーヌの心の中に自の前の人物が福音書で語られた

イエスとほとんど同じではないかという感情が芽生えるようにしている。第2稿では聖書の

中でも旧約聖書の『ダニエル記』の臣像を連想させるようなかたちで、アポロニウスが佳大

化したり、第3稿でネオ・ヒ。ュタゴラス的な哲学を暗示したりするものの、全体としてはア

ポロニウスをイエスの競合者として位置づけようとしている。

しかし、アポロニウスとイエスとで決定的に異なるのは、その死である。その棺違はすで

に読書ノートの fこれはエンマウスの出現に少々似ている!Jという書き込みにあらわれて

いて、イエスが礎刑の後エンマウスにいる弟子たちの前にあらわれたのに対し、アポロニウ

スの場合はローマの法廷から姿を消して、ポッツオ}リの弟子たちの前にいわば瞬間移動し

ただけなのである。アポロニウスの死については、『アポロニウス伝』で、は何も伝わってい

ないとされ、読書ノートでも((on ne sait rien de precis sur sa mort ))と記される。叫フロー

ベーノレは第2稿ではアポロニウスを巨大化させたり、第3稿でその哲学を開陳させようとし

たり、エピソードの最終場面の処理に苦慮していたことがうかがわれるが、もしアポロニウ

スがイエスのように死んだ後に復活して、それをアントワーヌの前で、語っていたら、聖者は

アポロニウスを本物のキリストだと信じたかもしれない。真の救世主とは死んでもまた復活

するものであり、そのような存在をアントワーヌは求めることになる。

"39) BnF， N.a.fr.14154 fol0vo. 
40) BnF， N.a.fr.14154 fol1. 
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第4章アドニス

1845年 4月 15日、プロヴァンスやイタリアへの旅行の途上でリヨンに立ち寄ったフロ

ーベールは、親友のアルフレド・ノレ・ポワトゥヴァンに宛てて、ローヌ河とソーヌ河が合

流するところを散歩しながら「僕は『しかしほどなく途方もない悦びに胸躍らせて』と『若

い娘』の戯詣を暗唱したよJと書き送っている (Corr.，1， p.223)。プレイアード版の注に

もあるように(Corr.リ 1，p.954)、((mais bientot bondissant d'une joie insense >>と((la jeune 

fille >>はともにアルフレドがつくった韻文作品を指している。前者は、無題、 3節目行か

らなる詩で、その第 1詩節はつぎの通りである。

Quand， des femmes de Tyr， les troupes desolees 

De l'aride Jourdain parcouraient les vallees 

En funebres habits， 

On eut dit， a les voir se rouler dans la cendre， 

qu'en la sombre demeure elles voulaient descendre 

Pour rejoindre Adonis.1) 

(テュロスの女たちの悲嘆にくれた群れが、乾いたヨノレダン河の谷間を喪服に身を包んで駆け

めぐるとき、灰の中でころがりまわるその姿を見ると、あたかも女たちが閣の住まいに降りて

行き、アドニスに会いに行きたがっているかのようだ、った。)

「テュロスj は地中海東岸のフェニキアの都市、 「アドニスJはギリシャやエジプトなど

でも信仰の対象となったが、もともとはフェニキア人の神で、ある。この詩節の中で、喪服

をまとった女たちは、アドニスが「閤の住まいjつまり冥界に行ってしまったことを嘆き

悲しみ、まるで自分たちも黄泉の固に行きたがっているようだと歌われている。次の詩節

で、 「しかしほどなく途方もない悦びに胸躍らせてJ女たちは、愛する男たちと唇を重ね

合わせる性の饗宴の場面となる。ここで歌われているのは、アドニスの死を嘆き復活を願

う祭り、つまりアドニス祭の靖景で、あり、女たちは神殿で自らの貞潔を捧げているのであ

る。第3節は、 「男は、狂暴な饗宴の火が燃えさかる中で、萎えた心のうちに生命がよみ

1) Alfred Le Poitevin， (Euvr，θs inedites， Precedees d'une introduction sur la vie et le caractere 
d'Alfred Le Poitevin par Rene Descharmes， Ferroud， 1909， p.75. 
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がえり、解き放たれるのを感じるj としづ詩句で結ばれ、死から生への移行が示される。

アノレブレドのこの詩は、古代の宗教の神聖さに関わると同時に、複数の男女が交合する狼

雑さをも含んだ、し¥かにもフローベーノレ好みの作品で、あり、彼が諾んじたのもうなずける。

上記の書簡が書かれてから約3年後の 1848年 4月 3日の晩、アルフレド・ノレ・ポワト

ゥヴァンは死去する。 1848年 4月 7目、マキシム・デュ・カン宛の書簡で彼は「アノレブ

レドが月曜日の晩、真夜中に死んだ。きのう埋葬した。僕はこ晩、通夜をした[…〕。通

夜をしながら、クロイツェノレの『古代の宗教』を読んでいた」と書き送っている (Corr.，I，

pp.493-494)。アルフレドの死体を前にして読んでいたのは、クロイツェルの『古代の宗教J

で、あった。フローベーノレはこの箇所の後で f僕の自は彼が一番好きだ、った作品に、あるい

は僕にとって今のことに関係ある作品にいつもそそがれたJ(Corr.， 1， p.494)と書いてい

ることから、 『古代の宗教』が、アルフレドとフローベールにとって特別な審物であった

ことが分かる。フローベーノレが通夜のときに『古代の宗教』のどの巻を読んでいたのかは

定かではないが、第2巻のアドニスの笛所を読み返して、冥界に行ってしまったことを嘆

き復活を願う女たちに畠分を重ねていたとしても不思議ではない。

フローベーノレはアルフレドが死んでから 50日後の 1848年5月24日に『聖アントワー

ヌの誘惑』第 1稿を書き始めるのだが、 『古代の宗教Jはその作品を構想するにあたって

きわめて重要な原資料であった。『聖アントワーヌの誘惑Jの決定稿である第3稿が 1874

年に刊行されたとき、アルフレド・ノレ・ポワトゥヴァンへの献辞がつけられたことから見

ると、 『聖アントワーヌの誘惑Jはフローベールとアノレフレドをつなぐ紳であり、この作

品がこの親友の魂の鎮魂のために警かれたものと想定される。

『聖アントワーヌの誘惑~ (1874)の中に、アドニスが冥界に行ってしまったことを女

たちが嘆き悲しむ場菌がある。第1稿や第2稿にも関じ場面設定があり、これらはアルフ

レドの詩の内容と共通している。ただ、第3稿では、先の二つの稿とは異なり、アドニス

の名前がテクスト上にあらわれず、女たちの嘆きの言葉の後、一人の女性が悲しみに狂う

心情を吐露し、それをアントワーヌが聖母マリアの嘆きと取り違えるといったように、か

なり複雑な構造となる。

本章ではアノレフレド・ノレ・ポワトゥヴァンの詩と死を出発点にして、クロイツェルの『古

代の宗教J、そして『聖アントワーヌの誘惑』におけるアドニスの場簡を第1稿から第3

稿まで、たどりながら、フローベールが死と復活についてどのように考えていたのか、探っ

ていきたい。まず、 『古代の宗教』およびその読書ノートについて触れた後、アドニスの
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場面が第1稿から第3稿までどのように変遷したかをたどっていく。

ク口イツェルの『古代の宗教』

フリードリッヒ・クロイツェノレは 1771年生まれのドイツの哲学者・神話学者であり、

主著である『古代の宗教~ 2)の初版は 1810年から 1812年にかけて4巻本で出版され、第

2販は 1819年から 1821年までにやはり 4巻本で刊行された。ジョゼ、フ=ダニエノレ・ギニ

ョーによるフランス語版は『古代の宗教、主に表象的及び神話学的形態における考察Jと

題されて、 1825年から 1851年まで 26年にわたって、 4巻講成の 10分冊で刊行されてい

る。 3) ドイツ語の原本にも脚注はついているのだが、フランス語版には、原注に加えて、 (J.

D. G.)という署名の入ったギニョーによる脚注があり、さらに各巻には<<Notes et 

Eclaircissements ))と題されたギニョーによる広汎な解説がつけられている。つまりフラ

ンス語版は単なる翻訳ではなく、ギニョー版『古代の宗教』と言ってもよい書物なのであ

る。フローベーノレは、 1849年 4月 4日のフレデリック・ボードリ宛の書簡でドイツ語が

読めないことを嘆いていることから分かるように (C;何人 1，pp.510欄511)、原著からではな

く、フランス語版からすべての情報を得ていた。フローベールが『聖アントワーヌの誘惑』

の第1稿を着想、し、執筆した 1840年代後半には、『古代の宗教』のフランス語版は、第3

巻第3部つまりギリシャの神々に関するギニョーの解説にあてた 1分冊以外はすべて出版

されていた。しかしなおかつ、同じ 4月 4日のボードリ宛の手紙でアポロンについての情

報が自分には欠けていて、クロイツェノレの翻訳はいつ出るのかとやきもきしていることか

ら見ても、いかにギニョーの注釈や解説に信頼と期待を持っていたかが分かる。

『古代の宗教J全体を貫く基本的な思想は、第 1巻の序論で述べられている。彼によれ

ば、ホメロスやへシオドスの詩が成立する遥か以前に、ギリシャには神々に撰する口承の

詩歌があって、それを歌い伝えた人々はその信仰をオリエントの宗教や神話から受け取っ

2) ドイツ語の原題は Symbo1ikund Mythologie der alten V担lkel~ bθsonders del' Griechen、つま
り『古代民族、とりわけギリシャ民族の表象と神話学』であるが、本論では、ギニョーによるフ
ランス語版の表題を略した『古代の宗教』という呼び方で統ーした。本論腎頭で引用したデュ・
カン宛書簡において、フローベーノレ自身が<(Re1igions d，θf包nti引Jite))と呼んで、いるからである。
3) Frederic Creuzer， Re1igions de l'antiquite considerees pl泊cipalementdans leurs fOl'mes 
symboliques et mythologiquθs， Ouvrage traduit par J. D. Guigniaut， Paris， Treuttel et Wultz. 
各分冊の発行年は次の通り tomeIer， Iere partie， 1825 tome Ier， IIe partie (Notes et 
Eclaircissements)， 1825 ; tome IIe， Iere partie， 1829 ; tome IIe， IIe partie， 1835 ; tome IIe， IIIe 
partie (Notes et Eclaircissements)， 1844 ; tome IIIe， Iere partie， 1838 ; tome IIIe， IIe partie， 
1841 tome IIIe， IIIe partie (Notes et Eclaircissements)， 1851 tome IVe， Iere partie 
(Explication des planches)， 1841 ; tome IVe， IIe partie (Table generale ; Planches) 1841. 
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ていた。そのような遥か古代の司祭たちは自に見える表象と耳で理解する神話とをつなげ

ることによって、民衆に自分たちの信仰を伝えていた。インド・オリエントから地中海世

界に連綿と見られる表象や神話をたどることによってギリシャの宗教の基層にあるものを

把握できるのである。このような考え方は今日の比較神話学にも通じる面を持っているが、

実際クロイツェノレの議論は文字化される以前の宗教の表象や神話を美化するあまり、現存

する諸宗教の文字文献との整合性に欠けると 19世紀当時のドイツでは批判され、現代で

も学問的と言うよりもロマン主義的な神話学として扱われている。心しかし、クロイツェ

ノレの方法論上の欠陥によって、倍々の宗教が新鮮な魅力を持った相貌のもとにあらわれる

こととなり、それがフローベールを引きつけたことは十分想像できる。

フローベールが『聖アントワーヌの誘惑』第 1稿の執筆を開始する前に『古代の宗教J

を読み、読書ノートをとったことは間違いない。プランス国立歯書館に保存された『聖ア

ントワーヌの誘惑』の草稿のうち、 N.a.fr.23671という整理番号をつけられた草稿に、古

代の神々に関する 53頁にわたるノートがある。5) このノートは内容から見て第 1稿の準備

のために作成されたことは確実であるが、たとえば「クロイツェノレ第 1巻 228頁を見よJ

といったように『古代の宗教Jへの明確な言及があると開時に、他の審物からの引用もあ

る。つまり、単純に『古代の宗教』をなぞ、ったノートではなく、フローベールの頭の中に

はある程度作品の中で神々が登場する場面のプランがあって、それに沿ったかたちで構成

したものなのである。実際、国立図書館にある 53頁のノートは、セナリオと同じ 30cmX

40cmぐらいの大きさの噴皮紙(透かしのない分車い紙)に書かれていて、セナリオとほ

ぼ同等の扱いで、執筆中も常に参照できるようにかたちになっている。 6)

4)当時のドイツ、及び現代でのクロイツェノレ評{屈に関しては次の研究書に拠った:Marc-Mathieu 
Munch， La (( Symbolique)) de F1'l訟のぜ'chα'euzer，宣伝tionsOphyrs， 1973， p.101・142.
5) BnF， N.a.fr.23671 fo175栴185vo，f0187-205vo (中にはfo188やfo200などのように一部はノート
で一部はセナリオである頁も含まれている).関じ N.a.fr.23671の草稿には、この他に、イシス、
シベール、アドニスなど、エジプト・シリア地域の神々に関する 5頁のノートが見出される。この
5頁のノートは 1870年代に書かれたものであることが、筆跡から容易に判断できる。 5頁のノ
ートについては本章の第3稿のところで述べる。
6)読書ノートは透かし入りの紙に書かれることが多いので、 『古代の宗教Jの場合も、積皮紙で
なく、透かし入りの紙に書かれた、より原典に忠実な内若手の読書ノートがあったかもしれない。
1931年に姪のカロリーヌ・フランクラン・グノレーが亡くなり、フローベールの遺品が競売にか
けられたとき、 4月 28日-30日のカタログには「神話学Jや「インドj、さらに 11月 18日一
訪日のカタログには「宗教」という表題のついた読書ノートが記載されている。とりわけ「宗
教Jと題された読書ノートには、競売カタログに f1846年 10月/1847年3月j と記されてお
り、一年半にわたる準備期間とほぼ一致する (Cataloguedes Manuscri民 Projets，Notes， 
Etudes， Cahiel・'sde Gustave Flaubel'ιVente a Paris， Hotel Drouot， les 18 et 19 novembre 
1931. No 144)。残念ながらこれらの読書ノートは公共の図書館にはなく、内容や年代を確認でき
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第 1稿

アドニスの場面の生成過程を第 1稿の準備段階から!慣に見ていこう。

ジャン・セズネックは『聖アントワーヌの誘惑』第 1稿の起源研究の中で、フローベー

ルがアドニスのエピソードを作り上げるのに拠った主な資料は、テオクリトスの『牧歌』

第 15歌とクロイツェルの『吉代の宗教』であることを明らかにしている。 7)テオクリトス

の『牧歌Jについては、 1847年 2月 23日のエノレネスト・シュヴァリエ宛書簡で「ギリシ

ャ誇を続けて勉強して、テオクリトスを読んでいるj と書いており (Corr.吋 1，p.440)、フ

ローベールが『牧歌』、特にアドニスに直接かかわる第 15歌の第 100行から第 144行を

ギリシャ語原文で読んだ可能性はきわめて高い。セズネックはコナ}ノレ版のテクストと、

テオクリトスのギリシア語原文およびフランス語版『古代の宗教Jと対応関係を明らかに

しているが、本軍ではそれを逐一追うことはしない。ここではまず、セズネックが取り上

げていない読書ノートやプランを中心に見ていくことにする。

アドニスやシベーノレなどのシリアの神々に関する読書ノートは、国立図書館で

N.a.fr.23671 f0175と番号をつけられた草稿の表裏に書かれている。アド、ニスへの言及は

表の下半分を占め、 7つの段落にわたる、かなり長いものである。これらの記述はすべて、

ギニョーがフランス語に訳したクロイツェルの『古代の宗教J第2巻第l部「東アジアお

よび小アジアの宗教Jの中の「タンムズ;アドニスの神話と祭;プリアポスJと題された

箇所から抜粋し、まとめたものである。 8)読書ノ」トにはオウィディウスやテオクリトスへ

の言及があるが、これもクロイツェルの『古代の宗教』で説明されたものをまとめている

だけで、ギリシャ語やラテン語の原典に遡って付け加えられたものは、ここには見られな

い。つまり、アドニスのこの読書ノートに関する限り、クロイツェノレが唯一の原典で、あり、

記述の順番も読書ノートとクロイツェノレで、は変わりがない。 7つの段落のうち、冒頭から

第4段落の前半まではアドニス神話そのものやフローベールのテクストを理解するのに不

可欠なので、以下に引用する。

Adonis. les femmes pendant la nuit se tenaient assIses pleurant devant leurs 

ないので、本当のところは把握し難い。
7) Jean Seznec， Les sources de 1ゆ'isodedes diθux dans La Tentation de saint Antoine 
φ'l'emiere vel'sion， 184!:-り~ Vrin， 1940， pp.125網131.
8) Creuzer， op.cit， Tome II， 1在repartie， p.42-56. 
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maisons， les yeux incessamment fixes vers un certain point du Nord. (V. Ezechiel VIII. 

14) C'etait dans le mois de juin. 

Amant d'Astarte = d'Aphrodite. Aphrodite voulant cacher a tous les yeux son 
amant Adonis fils du roi d'Assyrie Thias l'enferma encore tendre enfant dans un 

coffret qu'elle confie a l'epouse d'Ais， Persephone. Celle-ci retient le depot. Jupiter 

dるcidequ'Aphrodite et Proserpine garderont chacune Adonis un tiers de l'annee -

l'autre tiers est laisse a sa disposition. il donne a Aphrodite et reste aupres d'elle 8 

mois tandis qu'il en passe quatre dans les sombres demeures. 

Selon Ovide， Myrrha， fille du roi de Chypre Cinyras， poursuivie par la jalousie de 

Venus concoit une passion pour son propre pらredont elle a Adonis. Apres la 

methamorphose de sa m訂een myrrhe， celui-ci devient l'amant de Venus， & rival de 

Mars qui le fait perir par un sanglier. 

deux fetes -une de deuil揃 uned'allegresse. a Byblus les femmes coupaient leur 

chevelure ou devaient offrir au dieu dans le temple leur chastete. le dieu est fl・'appe

d'impuissance ! !! a Alexandrie les cheveux epars， en robe de deuil flottante sans 

ceintures， hymnes avec accompagnement de註utes.-ima!!e d'Adonis sur un lit funebre 

ou sur un catafalque colossal comme a Alexandrie -a Byblus ou on ~nterrait le die.!l， a 

Alexandrie la statue d'Adonis etait ur・eciniteedans la mer (Theocrite XV. 132) 9) 

(アドニス。女たちは夜の問、家の前で、北のある点を絶えず見据えて、涙を流しながら座っ

ていた(エゼキエノレ書 8:14参照)。それは6月であった。

アスタノレテ(=アフロディテ)が愛する者。アフロディテは自分が愛する、アッシリア王テ

ィアスの息子アドニスをあらゆる者の白から蕗そうとし、さらに愛しい子を箱に入れ、アイス

の妻ベノレセポネに渡す。しかし、ベルセポネは預かったものを返さない。ユピテルは、アフロ

ディテとベルセポネが各々 1年の3分の 1の間アドニスを自分のものにおき、残りの3分の1

はアドニスの裁量にゆだねる裁定を下す。アドニスは最後の 3分の 1をアフロディテに与えた

ので、彼はアフロディテのもとで8カ月、冥界で4カ月過ごすこととなる。

オウィディウスによれば、キプロス玉キニュラスの娘ミュノレラは、ウェヌスの嫉妬に責め立

てられて、自分の父に対する恋に駆られ、そこからアドニスが生まれる。アドニスは、母がミ

ユノレラの木になった後、ウェヌスの愛人になり、マノレスと競い合い、猪によって殺される。

9) BnF， N.a.fr.23671 fo176 ; CHH， tome 4， p.374.この頁に限つては、もとの草稿の改行等を尊重
してはいない。あまりに一行が長すぎるからである。なお第4段落の((le dieu est frappe 
d'impuissance ! ! ! ))は行間の挿入である。この文は『古代の宗教』にはなく、フローベールの単
なる感想、であろうと思われる。
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ニつの祭。一つは喪の祭。一つは歓喜の祭。ビュブロスでは女たちは髪を切るか、神殿で貞

潔を神に捧げなければならなかった。神は不能に襲われるアレクサンドリアでは、女た

ちは髪を乱し、帯のないゆったりとした喪賑をまとって、笛の伴奏に合わせて讃歌を歌う。「ア

ドニスの像jは、死の床の上に置かれるか、あるいはアレクサンドリアのように巨大な棺台に

乗せられるかどちらかである。ピュブロスでは「神を埋葬していたjのに対し、アレクサンド

リアでは、アドニスの像は「海に落とされたJ(テオクリトス 15: 132)0 ) 

第1段落は!日約聖書『エゼキエノレ記Jからの引用、第2段落では、アドニスがアスタルテ

(ギリシャではアブロディテと、ローマではウェヌスと間一規された女神)のもとで8ヵ

月、冥界の女王ベノレセポネのもとで4ヵ月過ごすことになった、つまり死と再生を毎年繰

り返すことになった出来が記されている。第3段落は、オウィディウスの『変身物語』か

らとられた神話でアドニスが近親棺姦の結果生まれ、最後は野猪に突かれて死ぬ話、第4

段落はアドニス祭で、ブェニキアのピュブロスでの喪に服す祭と、アレクサンドリアのに

ぎやかな祭とが対煎的に描かれる。

この四つの段落は、クロイツェノレが記述した通りに並べられているわけだが、一貫した

一つの神話を記述しているわけではない。たとえば、第2段落のアドニスは「アッシリア

の王ティアスの息子j であるが、第3段落では「キプロスの王キニュラスJとその娘との

間にできた子供だから、別系統の神話が語られていることになる。アドニスの死の原因は、

第2段落では冥界のベノレセポネが彼に固執することにあるのに、第3段落で、はマノレスのせ

いになっている。アドニス神話は、フェニキア生まれなのだが、エジプト、キプロス、ギ

リシャ、さらにはローマなど、地中海世界全体に拡がるにつれて、さまざまな要素が付け

加わった護合体なのである。第4段落で描かれるアドニス祭の様子も、フェニキアとエジ

プトではかなり異なる。

このように多様な神話形態の中で唯一共通するのは、女性がアドニスの死を嘆くという

要素である(r女性j はアブロディテのような女神であることもあるし、人間の女たちの

場合もある)。その意味で、フローベールが読書ノートを「女たちは夜の問、家の前で、

北のある点を絶えず見据えて、涙を流しながら座っていたjという情景で始めているのは、

彼がこの神話の基本的な性格を女性の嘆きの中に捉えていたことを示している。ただ、こ

こで一つ大きな問題点がある。それは、フローベーノレがクロイツェルの文章を必ずしも正

確には写し取っていないことである。クロイツェノレのr古代の宗教』では次のように書か
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れていた。

Dans le prophete Ezechiel nous lisons ces paroles :αEt il m'introduisit par la 

porte de la maison du Seigneur， qui regardait l'aquilon ; et la etaient des femmes 

assises pleurant sur Thammuz.)) 10) 

(預言者エゼキエノレの中に次のような言葉がある。 r彼はわたしを、主の神殿の北に面した円

の入り口に連れて行った。そこには、女たちがタンムズ神のために泣きながら座っているでは

ないか。 J) 

タンムズとはアドニスのことであり、エノレサレムの「主の神殿」の入口のところでさえ、

異教崇拝、偶像崇拝が広がっている様を預言者エゼキエノレは自にしているのである。クロ

イツェルは旧約聖書『エゼ、キエノレ番~ 8 : 14の通りに、女たちのいる場所を「主の神殿j

(( maison du Seigneur ))としていたのだが、フローベールは読書ノートで「彼女らの家J

(( leurs maisons ))と変えてしまう。それによって、女たちの行為はヤハウェ神への胃潰で

あることが判然としなくなり、単にタンムズの死を嘆き悲しむだけになっている。フロー

ベールは『エゼキエノレ書』の引用箇所を指示しているので、そこを見れば宗教的な文脈が

つかめるわけだが、読書ノートだけを見る限り、女たちの涙の胃潰性は消えてしまってい

る。この笛所以外のところでは、クロイツェルの文を忠実にたどっているだけに、これは

写し間違いではなく、意図的に改変したと考えざるをえない。

rェゼ、キエル審』のみならず旧約聖書の根底にあるのは、言うまでもなく一神教の世界
観であり、その立場に立てば、多神教や偶像崇拝は腐敗・堕落に他ならない。そのような

一神教からの観点をフローベールは、少なくともこの読書ノートにおいては抹消し、多神

教の世界に身を投じているのである。この読書ノートが、聖アントワーヌという唯一神信

仰者が主人公である作品の準備のために番かれたことを考えると、一神教的な要素が消し

去られているのは矛盾しているようだが、フローベールが第 1稿ではアントワーヌではな

く、彼を誘惑する悪魔の倶1]に立ってアドニスの場面を想定していることを示すものであろ

フ。

以上の読書ノートを作成した後、フローベーノレは次のような簡単なプランをつくる。

10) Creuzer， op. cit.， Tome II， Iere partie， p.42. 
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Adonis. . Cataphalque . femmes autour s'empressant . Non . reviens . caresses et 

essais . grandes lamentations. (sans phrase) Ah ! il ne reviendra pas . il est mort. 11) 

(アドニス。棺台。まわりの女たちが押し寄せる。いや、震ってきて。抱擁と試み。深い嘆き。

(言葉なし)ああ、彼はもう戻らない。死んでしまった。)

(( Cataphalque >>は読書ノートにあった((Catafalque >>，つまりアドニス祭に使われる棺台で

ある。この語が典型的に示すように、フローベーノレがテクストとしてつくろうとしている

のは、読書ノートの第4段落にあったアドニス祭の場面だけである。このプランで示され

た憤景に、本軍の冒頭で見た、 「悲嘆にくれJ r喪服に身を包jむ女たちを描いたアノレフ

レド・ノレ・ポワトゥヴァンの詩の影響を見ないわけにはいかない。フローベールは、アノレ

フレドの詩のアドニス祭の場面を巧みに自分の作品に組み込んで、聖アントワーヌを誘惑

する神々の列の中に入れたのである。ただし、もとのアルフレドの詩の舞台はブェニキア

のテュロスだが、((Cataphalque >>という語が示すように、このプランで提示されているの

はアレクサンドリアのアドニス祭である。フローベールがアレクサンドリアを選んだのは、

アドニス祭の場面の細部、とりわけ棺台の描写がテオクリトスの『牧歌』第 15歌によっ

て提供されるからに他ならない。もしテオクリトスのテクストがなければ、フローベール

はテュロスを舞台に選んでいただろうと恩われる。このように、第 1稿におけるアドニス

の場面は、テオクリトスやクロイツェノレの記述が表面に出ているが、根底にはアルフレド

の詩が存在するのである。

第 1稿では第3部に位置するアドニスの場面が執筆されたのは、 1849年の夏である。こ

の場記の下書き原稿は、フランス罰立図書館に保存された草稿の中には見当たらない。清

書原稿として、フローベーノレ自身によって 482から 486までの番号がつけられた買が見出

されるのみである。 12) その内容は、プランの通り、まずアドニスの像、を載せた棺台がアン

トワーヌの前にあらわれ、棺台の周囲にいる女たちがアド、ニスの死を嘆き、彼の像を抱き

しめて建らせようとし、最後には狂乱状態になる。

清書原稿とテオクリトスや『古代の宗教Jと対応関係についてはセズネックがすでに指

捕しているので、 13) ここではテオクリトスやクロイツェノレなどの原資料には見当たらない、

あるいは原資料とは異なる、いくつかの細部を取り上げたい。論を整理するために、アド

11) BnF， N.a.fr.23671 fo174. 
12) BnF， N.a.fr.2364 ffo482・486.
13) Jean Seznec， op.cit.， pp.125・131.
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ニスの像を載せた棺告と、周菌の女たちとに分けて話を進める。

清書原稿において、棺台にかかわる細部で、原資料にない要素は、棺台の「上から下ま

で松明がつけられていたJ(( garni de flambeaux du haut en bas ))ことと、アドニスの像

が f蝋でJ(( en cire ))できていたことである。 14)これらの細部の導入によって、女たちの興

奮がつのるにつれ、松明の火が蝋の{象にかかつて溶けはじめ、最後には「形のない閉まり

になった蝋の死体J15)が残ることになる。これはおそらく、アルフレドの詩の第3詩節の

f狂暴な饗宴の火が燃えさかるjとし1う箇所がフローベールの意識のどこかに残っていて、

アドニス祭の場面に、テオクリトスなどにはない燃えさかる火という要素を入れ、さらに

アドニスの死を象徴する像の融解を効果的に場面に組み込むために、{象を蝋にしたものと

思われる。もちろん、もとの詩の「火Jは比略的なものだが、フローベーノレのテクストで

は火が棺台を飾るかたちで具現化し、蝋のアドニス像を溶かすのである。

女たちに関しては、涼資料と清書原稿との間に組み替えがなされている。先程述べたよ

うに、プランにおいてはアレクサンドリアのアドニス祭の'f青景が示されていたのだが、清

書原稿では女たちは狂乱状態の果てに、読書ノートで記載されたフェニキアにおける習慣

と同じく、 「髪を切るJ0 16) また、場面の最後の方で、アントワーヌの間いに答えて、悪

魔が((Ce sont des filles de Tyr qui pleurent Adonis ))と女たちを紹介する。 17) アレクサ

ンドリアのアドニス祭の 4情景のはずなのに、泣きわめいている女性はフェニキアの女たち

なのである。これは明らかに、アノレブレドの詩の第 1行((des femmes de Tyr ))を踏まえ

て、アレクサンドリアのアドニス祭にフェニキアの女たちをはめ込んだ、つまりテオクリ

トス描くアドニス祭の棺台のまわりに、アルフレドの詩の「テュロスの娘たちJを入れた

ためである。その結果、まるでこの言葉を発する悪魔はアノレフレドの化身であり、聖アン

トワーヌの前にアドニス祭の宴に狂う fテュロスの娘たちj を見せているかのようになっ

ている。

フローベールはたいていの場合、何度か書き直してから一つ一つの場面をつくっていく

のだが、アドニスの場面に根つては、読書ノート以外には、簡単なプランがあるだけで、

下書き草稿は一枚もない。おそらく、アルブレドの詩がごく自然なかたちで頭にしみこん

でいて、それをテオクリトスやクロイツェノレなどの資料によって補うだけなので、フロー

14) BnF， N.a.fr.2364 fo482 ; CHH， tome 9， p.266・267.
15) Ibid. 
16) BnF， N.a.fr.2364 fo486 ; CHH， tome 9， p.268. 
17) Ibid. 
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ベールの頭の中に比較的容易に浮かび上がったのであろう。アルフレドの詩に登場する女

たちがほとんどそのまま聖アントワーヌの前にあらわれたと言っても雷い過ぎではない。

アルフレドの詩に半ば懇りつかれたようなこの場面が多少の変化をみせるのは、 7年後で

ある。

第2稿

第2稿のために全体のプランが練り直された形跡はなく、総じて第1稿のダイジェスト

版といった観がある。しかし、アドニスの場面に関しては、かなり重要な付加がおこなわ

れている。

第2稿においては、読書ノート、プラン、下書き、清書という通常の作業手順とは異な

った手順がとられているので、それをまず述べておく必要がある。書籍や草稿から総合し

て判断すると、フローベールは次のように作業を進めたことが分かる。まず、第 1稿の清

書原稿に筆を入れて、削除したり、修正したりする。次に、それを書き写し、また必要が

あればさらに修正していきながら、一応の清書原稿をつくっていく。一応の清書原稿は三

つの部ごとに頁番号がうたれるが、終わりまで書いてしまってから、また最初から全体を

見直して、通し番号をつけ直していく。したがって、第2部と第3部の清書原稿の各々に

はこつの頁番号が作家によってつけられている。

アドニスの場面には、一応の清書原稿としてお、 24、25という頁番号がつけられ、そ

のうち 25頁目は全面的に書き夜される。そして、 23貰自、 24頁目、書き直された 25貰

自が、全体の通し番号では、 164、165、166となって、最終的な清書原稿となるのである。

18) ここでは、 25貰自の 2つの頁を比較することによって、アドニスの場面に何が付け加

わり、何が変わったのかを検討したい。アドニスの場面の最後は、最初に書かれた 25頁

目では次のようになっていた。

Antoine (attentif) 

Pourquoi随時ce1a?

1e Diab1e 

Ce sont des filles de Tyr qui p1eurent Adonis 

18)フランス国立図書館の分類番号では次の通りである(括弧内はフローベールがつけた頁数)
一応の清書原稿:N.a.fr.23665 fo164α'3)， fo165臼4)，fo42vo (25)， fo166 (25) 
最終的な清書原稿:N.a.fr.23665 fo164白64)，fo165白65)，fo166白66)
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(主1aMort :) 

Comme 1es Saintes femmes Va donc! tu 1anguis 

J話sus

tristesse d'Antoine 

A110ns ! ranime幽toi

1n 1¥1f r'¥.叫.. {.(!~~円円判.. ~明n 向日ハ明門r'\Y"Io .....，...喝、A向、
.L'-A. .i...............L V 、....~.L v'-'\..L.L V _.... '-'¥.'-41 ，，"，，-'-'.L UVJ‘ J‘、，~~日~，

「川内門会内司、，，，........ ，..，，..，.明~..λ ~'n~ lr'¥ h"V'l n r.明~y判明日
~ ~......~......日............ T......................_ I..........a._ ....，ム.......~ .........，.L.L.，&.tJ'-'4. 

a_disparu 
Le catafa1que d'AdonisとSpUl'UIt.19) 

(アントワーヌ (注意深く) :なぜこうなっているのか?

悪魔:これはアドニスを悼むテュロスの娘たちだ。 (死神に)行け!お前は弱っている。

アドニスの棺台が消える。

[左余白]聖なる女たちのように/イエス/アントワーヌの悲しみ/さあ、 元気を出せ。)

フローベールはまず、 第 1稿をほとんど写すように、 右側に、 アントワーヌと悪魔との応

答、棺台の消滅を 、た後、左側の余白に 「聖なる女たちのようにJ 「イエスJと き留

める。 さらにその下の方に fアントワーヌの悲しみJと番かれる。 これらは明らかにアン

トワーヌの心理に踏み込んでおり、 自の前で女たちが涙を流す様を見て、 イエスの死を嘆

くマグダラのマリアたちのことを思い浮かべ、 自分も悲しみにくれるとしづ感情が、ほん

のメモ程度だが、 書き留められている。 アドニスの死とイエスの死とのつながりという着

想、は、 この段階で初めて生まれる。

さらに、 フローベーノレはこの着想をアントワーヌのモノローグのかたちにして、 25とい

う番号のついた 2つ目の頁の余白に、 次のように書き込む。

石、1l~~ ~~"内~~~.. ;J~ ~明~~;J内，vAVHJ 円円ハ~~日 4レ内 Eヤ内'.<..-."明~1-.~円+
~~ .t'~日.............................、~~ bム ~4具、.......... b'-'，，&..........I..UUv.l..l..l.v--:rr1;;iO、JIOI U vv¥JLvJOXC'l::rv 
1a figure 

E11es s'ec郎 chent品平日食geavec 1eurs ong1es & se mettent 

Antoine se prend 1a tete 
dans 1es mains 

Comment?…Mais!…oui! …jeme 
souVlens 
四月子eJJe!… unefois de誠一parunenuit 

par8111e， autour d'un cadavre couche.…1a 

myrrhe fumait sur 1a co1line， pres 

a couper 1eurs cheveux. Puis elles vont 

l'une apres l'autre 1es deposer sur 1e lit 

& toutes ces 10ngues cheve1ures pele刷mele

semb1ent des serpents b10nds & noirs 
pe1e-me1e c.'l1daV1'8 rose 

rampant sur 1e ffim.alニerede cire qui 
malntenant 

n'est p1us qu'une masse informe. 
d'un sepu1cre ouvert ; 1es sang10ts eclataient ¥ 部副

Elles s'agenouiller氏側部惜&sang1ottent. 
sous 1es voi1es noirs penches ; des femmes 

p1euraient -& 1eurs 1armes tombaient 
Antoine 1a tete dans 1es mains， se prend 

19) BnF， N.a.fr.23665 fo42vo. 
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λ 円白日目1~+<ト円相~~~目't"'V\ l"¥ l"¥ 11l""¥.l"'I 
~ U~品品.，~~VV~L ~~~~~...~ ~~L~U ・

sur ses pieds nus， comme les gouttes -silence 20) 

d'ea u sur du mal'bre blanc 

ゐtil S'aβaisse. 

(女たちは爪で顔をかきむしり、髪を切り始める。そして女たちが次々と髪を床の上に置くと、

この長い髪は、蝋の屍体の上にごちゃごちゃに遣いまわる金や黒の蛇のようになる。屍体はも

はやかたちのない塊にしか過ぎない。女たちは脆いてすすり泣く。

アントワーヌは両手で頭を抱える。 r倒だ?いや…そう…思い出した…かつて…こんな

夜、 横たわる屍体のまわり… 丘の上で、ミノレラが開いた墓のそばで、香っていた。傾いた黒

い幕の下で鳴唱が鳴り響いた。女たちは泣いていた。その涙は、水滴が白い大理石の上に落ち

るように、屍体のむき出しの足の上に落ちていた。」そして彼はくずれおちる。沈黙。)

右側には、女たちが狂乱状態になって髪を切り、その髪が溶けたアドニスの像の上に落ち

て蛇のようになる様が措かれる一方、後から番かれた左側には (( Comment ? >>で始まる

アントワーヌのモノローグがある。モノローグでは、イエスという名前は表面に出ず、似

たような情景に遭遇したことを思い出すという設定になっている。アントワーヌは、横た

わった屍体、丘の上のミルラの香り、開いた墓、女たちのすすり泣き、裸の足と次々に細

部を思い出していく。描音書でこのような描写がすべてあるわけではないのだが、アント

ワーヌはイエスの死の情景を想像し、まるで実際に体験したことのように思い出すのであ

る。

このようなモノローグの追加は、アドニス神話の変貌の中で大きな意味を持っている。

第 1稿では、最初の読書ノート作成の段階での一神教的な観点の消滅が示すように、誘惑

者の悪魔の側からのみ(悪魔がアノレフレドの化身だとすればアルフレドの側からのみ)ア

ドニスの場面がっくりあげられていたのが、ここで初めてアントワーヌの立場にたって、

アドニスの場屈が捉えられたことになる。ただし、悪魔とアントワーヌは対等ではない。

自の前で繰り広げられているのは、アドニス祭でアドニスの死を嘆く情景であって、イエ

スのそれではない。アントワーヌは、謡音書の知識や想像をもとに、取り違えしているだ

けなのである。

さらに、この取り違え自体にも問題がある。最初に書かれた 25頁自にもあったように、

すでに悪魔は「これはアドニスを悼むテュロスの娘たちだJと真相を述べているのに、そ

20) BnF， N.a.fr.23665 fo166. 
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の異教性を理解しないで、イエスの死を嘆く情景を連想するのは、キリスト者として矛盾

している。また、自の前のアドニスの像は松明の火で溶けてしまっていること、墓にでは

なく、棺台の上に屍体があることなど、イエスの死を悼む場面とは細部において隔たりが

あるので、アントワーヌが後者の場面を思い浮かべるには無理がある。要するに、アルフ

レドの詩やテオクリトスなどをもとにしてつくられた第 1稿のテクストの細部をほとんど

のこしたまま、アントワーヌの立場からアドニスの場面を見るという新たな要素を入れた

ので、両者がうまく接合していないのである。アドニスの死とイエスの死とのつながりと

いう着想が、矛盾なくテクスト{じされるためには、第3稿における全面的な練り直しを待

たねばならない。

第3稿

第3稿を作成するにあたっては、読書ノート、プラン、下書き、清書という通常の作業

手)1慣がとられている。

フランス国立図書館の草稿には、第3稿の準備として書かれた、イシス、シベーノレ、ア

ドニスなどエジプト・シリア地域の神々についての読書ノートが見出される。21)中には、

複数の文献の典拠が示された神々の読書ノートもあるが、アドニス神話に関するものはす

べて、クロイツェノレの『古代の宗教』第2巻第3部、つまりギニョーによる第 1部と第2

部の注解が収められた書物からの抜粋である。 22) フローベールはすでに第 1稿のために、

アドニスに関するクロイツェノレの記述から読書ノートをつくっていたのだが、それでは不

十分だと考えて、さらにその記述に対するギニョーの注解からも読書ノートをつくったの

である。この二つ自の読書ノートに記されているのは、アドニス祭の日付に対する考察、

アドニス祭で捧げられる鳥、歌の伴奏楽器の名など、きわめて細かい事柄であるが、フロ

ーベールにとっては一見取るに足らない細部でも、アドニスの場面を構成し在すために有

益だと考えたのだろう。

アドニスの場面は、 1870年春につくられた全体のプランの中ではほとんど言及されず、

1871年夏にシリアの神々の執筆のときに、プランが組み立てられる。

-f]ambeaux. cadavre 
dais en 101・wede grotte toutes assises. une f1別;neerOU!!e sur 1a cuisse 

Catafalaue dtAdonis 酬 femmesautour 幽 unchien qui hurle pres証u

21) BnF， N.a.fr.23671， f042ro&vo， f044ro&vo， fo45. 
22) Creuzer， op.cit" Tome II， 3e partie， 1844.， p.917-943. 
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..J ~.，~~ 1nλ1~ caαavre. 1e SUO U lU CU工~~~・

expliquer comment i1 est mort -non : i1 n'ost qu'endormi -

i1 va se reveiller 

olles tachent de 10 reveiller. l'encouragent. 
Helas! 
民eD:.i1 est bien mort . 

・unefemme p1us deso1ee quo 1es autres， agenouillee，コ(Astarte.
malgre notre convention 

'Persephono 1e garde definitivoment.びestfini，・ i1ne reviendra 

p1us." 

La statue de cire s'est peuゑpeufondu en disso1ution 

c'est fini陶 23)

fアドニスの棺台j 洞窟のかたちの天蓋。周聞に女たち、皆座っている。松明。屍体、腿

に赤い筋。犬が屍体のそばで遠吠えする。

どのようにしてアドニスが死んだかを説明すること。いや、彼は眠り込んだだけだ。もうす

ぐEが覚めるわ。女たちは彼の目を覚まそうとする。彼を励ます。

他の女たちよりも一層悲嘆に暮れて、続く女(=アスタノレテ)0 rベノレセポネは、われわれ

の取り決めに背いて、アドニスを永遠に自分のもとに霞く。もう終わりだ。彼はもう戻ってこ

ない。 j

蝋の像は少しずつ溶ける。もう終わりだ。)

「アドニスの棺台j があらわれ、周囲に女たちがいてアドニスの死を嘆き、最後に蝋の像

が溶けるという設定は、先の二つの稿と変わらないが、大きく異なる点が二つある。一つ

は女たちと並んで「屍体のそばで遠吠えする犬j がいること もう一つは、下から 5行臣

にあるように、 「他の女たちよりも一層悲嘆に暮れてひざまづく女j が登場し、しかもそ

れが女神の「アスタノレテJだと同じ行で説明されることである。 rアドニスj と「犬Jと

「アスタノレテj という組み合わせは奇妙であり、フローベールが思いつくままに寄せ集め

たように見える。しかし、実はこの三者が並んであらわれる資料が存在するのである。そ

れは、クロイツェルの『古代の宗教J第4巻第2部の図像集の 398としづ番号のついた版

画である。制アドニスを真ん中にして、左側には犬が座って不安げにアドニスを見上げ、

右側には女神が座り、左手をアドニスの肩にそっと置いている。これは、 『古代の宗教』

第4巻第1部の説明にもあるように、犬を連れて狩りをしていたアドニスが、野猪に腿を

23) BnF， N.a.fr.23668 fo207vo• 

24) Creuzer， op.cit.， Tome IV， 2e partie， nO 398. 
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突かれて倒れ、ウェヌスに抱きかかえられる場面である。 25)アドニスが野猪の牙に倒れて

死ぬという詩は、言うまでもなくオウィディウスの『変身物語』からとられたものである。

26) フローベーノレは 1840年代に、第 1稿の準備としてクロイツェノレの『古代の宗教Jから

読書ノートをとり、その第3段落で、その神話を記していたのだが、そこではアドニスが

犬を連れていたこと、野猪はアドニスの腿を突いたことは記載されていなかった。今引用

したプρランをよく見ると、 「屍体のそばで遠吠えする犬Jの上に「腿の上に赤い筋Jとあ

る一方、クロイツェルの図像 398でもまさしくアドニスの腿から血が一筋流れている。ま

た、犬の「遠吠えj もオウィディウスの原典にはなく、 398の図像で描かれた悲しげにう

めいているような犬の様子とのみ一致することからみても、フローベールが図像 398を見

ながら、このプランを作成したことは疑し、がない。このプランの典拠は、オウィディウス

というよりも、オウィディウスをもとにした図像なのである。

このような国像の導入は、アドニスの場面に大きな変化をもたらす。というのも、基本

的に描かれているのはアレクサンドリアのアドニス祭の情景であり、泣き叫ぶ女たちはも

ちろん人間なのだが、そこに女神が突如あらわれる。しかもウェヌスは、アスタルテとい

うフェニキアの女神として登場するのである。もちろん、このプランを見る限り、最後に

は「蝋の像は少しずつ溶けていったJという、祭の惜景に戻るのだから、アスタルテも偽

物、つまりアスタノレテ役の女性が祭の中で嘆き悲しむ演技をしているようにもとれる。で

は、フローベーノレはどのようにこのプランをテクスト化していくのだろうか。

アドニスの場面の草稿は、下書きと清書合わせて 10の頁からなる。そのうち 3頁が女

たちの悲嘆の場面で、残りの 7貰はアスタノレテがあらわれる場面である。アスタノレテの草

稿が多いのは、前半は第1稿・第2稿ですでにかなり練り上げられているのに対し、後半

はほとんどゼロからの出発だからである。女たちの場面とアスタノレテの場面を分けて、段

階分けをすると次のようになる(矢印の笛所は、その前の段踏の買がスライドする)027)

25) Creuzer， op.cit.， Tome IV， 1re partie， p.166. 
26)アドニスの死と変身は、オウィディウス『変身物語』第 10巻 708行から 739行に語られてい
る。
27)草稿の番号で N.a.fr .23666bisというのがあるが、これは、国立図書館で N.a.fr .23666と分
類された草稿のうち、前半の 130枚は第3稿の清書原稿であるのに対し、後半の 89枚は下書き
原稿なので、再者を区別するために、後者の 89枚には bisが研究者によって通常つけられるか
らである。また、この N.a.fr.23666bisには、フローベーノレが 97という番号をつけた真が 2枚
あるので、それらをB:J3りするために、最初にある方を fo97・1、後の方を f097・2とした。頁番号の
後に括弧して入れた番号は、フローベール自身がつけた頁番号である。第 1段階のアスタルテの
頁に 99bisとあるのは、フローベーノレが最初 99としておいて、第2段階の頁を書いてから、そ
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女たち アスタノレテ

① N.a.fr.23668 fo199vo (98) N.a.fr.23668 fo200vo (99his) 

② N.a.fr.23668 fo207ω9ノ

③ N.a.fr.23668 fo204 (1:，み998)

④ N.a.fr.23666bis fo97・2印η N .a.fr .23668 fo203印U

⑤ N.a.fr.23666bis fo98 (98) 

⑥ N.a.fr.23666 fo96印U N.a.fr.23666bis fo97・1(留の

⑦ N.a.fr.23666 fo97臼7)

各段階の頁をJI慎に検討していくと長くなるので、議論を整理しやすいように、場部の主

要な要素を取り上げて、その変化をたどることにする。

まず、アドニス。アドニスの像の位置づけは、第 1段階で大きく変わる。

Antoine eprouve 
certaine 
une angOlsse 

Ant 
En y regardant mieux distingue sur 1e lit 1e cadavre 

刀u Le sang sortant coule en rouge 
d'un homme -e奇モ控e，-もlancheu1;-.・-blessure a la cuisse，・ une

G'une 
devantぞespied$. -

main pendante -un chien qui hurle. 28) 

(もっとよく見ると、アントワーヌには床の上に男の屍体があるのがはっきり見える。裸で、

腿の傷から出た取が赤くi寵り落ちる。だらりと垂れた手。足もとには遠吠えする犬。

[左余白〕アントワーヌはある苦悶を感じる。)

1行自から 2行自にかけての「男の屍体Jの後に、二行自にあった「蝋でできたJは消さ

れ、 「裸のJに置き換えられる。次の「由さJは補される一方、 「腿の傷Jのよの行関に、

「出た血が赤く瀧り落ちるj と書き加えられる。つまり、アドニス像は最初は蝋人形で、

腿に傷痕があっただけなのに、だんだん血を流す裸の屍体に変貌してし1く。また一方、ア

ドニスを見る主体も変化する。先の2つの稿では<<on distingue妙であったのが、ここで

は、 1行自の動詞の上の方に「アントワーヌj と書かれて、主体が限定される。この主体

の補足の意味で bisをつけて後ろに付け加えたからである。また、第3段階で0098とあるのは、
まず99としておいて、第4段階の女たちの頁に 97という番号をつけたときに、とりあえずアス
タルテの貰として、第3段階の頁の番号を 98に変えて置いたからである。以上の数字の変更の
意味は、各頁の内饗との照合から割り出すことができる。

28) BnF， N.a.fr.23668 fo199vo. 
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の変化は、左の余白に書かれた「アントワーヌはある苦闘を感じる」と呼応している。こ

の「苦関jが何であるかは、第4段措(前半部の実質上の第 2段階)で追加されるαna peur 
de reconnaitre que1qu'un )}という文から類推することができる。 29) 第2段階の下書き原

稿で、<<Jesus ))という書き込みがなされたことを考え合わせると、30)<< que1qu'un ))とはイエ

ス・キリストということになる。アントワーヌは目の前にいる屍体を、イエスのそれだと

取り違え始めるのである。

ではこの屍体は場面の後半ではどうなるのか。第 1段階ではまだプランと同じく、アド

ニスの像は松明の炎で溶けるという設定になっているのだが、余白に興味深い文が書かれ

る:

Mais i1 est temps de l'enseve1ir. 

el1es s匂'pprochent，pour ce1a， ~ La statue de cire se fond -& tombe peu主peuen 

1eprennent一一一一............... disso1ution -31) 

(しかし埋葬するときである。女たちは埋葬のために彼の体を抱く。蝋の像は溶ける。少しず

つ溶けてなくなる。)

左余白の「女たちは壊葬のために彼の体を抱く j と右側の f蝋の像は溶けるj が相容れな

いことは、すぐ分かる。どろどろに溶けたものを持ち上げて埋葬することはできないから

である。そこでフローベールは、第2段階では場面の結末を次のようにすることに決める。

1e catafa1que s'abaisse -Autre mise au tombeau. 
que 1e cadavre iヲξprou私P

Ant. s'apercoit qu'i1 n'est qu'en cire同品毛与鈍

un sou1agement 32) 

(棺台が低くなる。墓場にまた運ばれる。

アントワーヌは屍体が蝋に他ならないことに気づき、安堵を覚える)

屍体が墓に運ばれるところで「アントワーヌは屍体が蝋に他ならないことにJ気づく、つ

まり初めて真相がアントワーヌに分かるという設定になっている。ここで、アドニスの埋

葬という先の 2つの稿にはない要素が加わるわけだ、が、実はアドニス祭の折りに像を壊め

29) BnF， N.a.fr.23666bis fo97嗣2.
30) BnF， N.a.fr.23665 fo42vo. 
31) BnF， N.a.fr.23668 fo200. 
32) BnF， N.a.fr.23668 fo207. 
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るのは、第1稿のための読書ノートの第4段落で記載されていたように、ブェニキアの習

慣である。桔台の作りや装飾は、第 1稿・第2稿と同じく、テオクリトスにおけるアレク

サンドリアのアドニス祭の描写から取られているのだから、異なる地域の習慣が並列して

いることになる。それを承知でフローベールがここで、墓への埋葬という設定にしたのは、

アントワーヌが墓にいるイエスを悼むマグダラのマリアたちのことを自然に思い浮かべる

ようにするためだと考えられる。

もう一つ、アドニスに関して指摘しておかなければならないのは、先の二稿では悪魔が

「これはアドニス右悼むテュロスの娘たちだJと紹介していたが、第3稿では最初からこ

の言葉は削除されていることである。アドニスという名前さえ、プランや、読書ノートの

再録的な要素をもっ第2段階の貰を徐けば、全くあらわれない。アドニスは震名化されて

いるが故に、アントワーヌによる取り違えも成立するのである。第2稿ではアドニスの死

とイエスの死とのつながりという着想、が、他の細部と矛盾を起こしていたが、ここでは、

悪魔の言葉の抹消やアドニス像の位置づけの変化などによって、矛盾が解消している。

では、女たちはどうか。これも、今述べた悪魔の言葉の削除によって、 「テュロスの娘

たちJであることがアントワーヌにも読者にも分からなくなっているが、その他の細部や

嘆く言葉については、第1稿・第2稿を踏襲していて、大きな変化はない。狂乱状態で「髪

を切るJというブエニキア独特の動作も第 l段落から保持されている。

次に、アスタノレテ。転回点となる第2段踏をまず見てみよう。

tab1eau. chevelures -bouquets noirs & blonds -
est-i1 mort ? peii俗4四 e
essaispoUI・1eI計百l1er Une Femmeム話会話笠paraitderriらrele catafalque -
. Oui -i1 est mort. 

乙!¥.nttFO訂 equ'elle l:'essembleとla-d蛇み誌傍酔与 33)

(髪。黒と金色の花束。一人の女「アスタノレテjが棺台の後ろにあらわれる。

〔左余自〕矯景。アドニスは死んだのか?彼の日を覚ます試み。本当に死んだのだ。)

「アスタノレテj が棺台の後ろにあらわれ、悲嘆にくれながらアドニスが本当に死んでしま

ったことを確認する。アスタルテ登場の文の下に、 「アントワーヌは彼女が聖処女に似て

いると思うJと警かれ、それが削除される。しかし、このアスタルテと聖処女(つまり聖

母マリア)との混同という着想、は泊えてしまうわけではなく、同じ頁の下の余白に「アン

33) BnF， N.a.fr.23668 f0207. 
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トワーヌは聖処女のことを考えるj という文が記されるように、後の段階まで持続する。

おそらくフローベールは、聖母マリアとの散り違えが成立するためには、アスタルテの描

写などにもっと工夫がいると思って、一旦消したのであろう。

まず、アスタノレテという名前だが、プランから今引用した第2段階、さらに次の第3段

階までは残るが、第4段階では消え、単に「一人の女Jになる。その代わりに、第3段階

の左の余白で¥((surhumaine ))という形容詞がこの女性の描写にあらわれ、第4段階では、

その後に((infinie ))が付け加わる。第5段階では、((surhumaine ))は((plus qu'humaine )) 

に代えられ、結局((plus qu'humaine， infinie ))という形容が清書原稿まで保持される。

この女性が女神だとは明示されてはいないのだが、形容の変化を見ると、アスタルテと他

の女たちとの差異化は、段階を経るにしたがってますます大きくなっていることが分かる。

他の女たちとの違いが大きくなっているのは、アントワーヌがアスタノレテを見てごく自然

に聖母マリアと勘違いするようにするためだが、他方、このアスタルテが外観を見ただけ

でも普通の人間ではなく、女神に他ならないことを示唆するためでもある。フローベーノレ

はアスタノレテを、女神の役を演じる人間の女性ではなく、やはり女神そのものとして登場

させようとしているのである。

また、アスタノレテと聖母マリアとの混同をあらわす文も練り上げられる。第2段階では

f襲処女j という表現が用いられていたが、第4段階では((Antoine pense a la mere du 

Christ ))と書かれ、それが αAntoinesonge主lam色rede Jesus ))に修正される。 rキリ

ストの母」から「イエスの母Jにしたのは、アドニスとイエスとのつながりを強調するた

め、あるいは先程引用した第4段階の((Il a peur de reconnaitre quelqu'un ))と連動して、

「誰かj という語が示す人物がテクスト上に存在するようにしたためであろう。

アスタノレテの描写に関して興味深いのは、第5段落で「彼女は髪を切らなかった」とい

う文が行間に挿入されることである。これは一つには、 「髪を切る」人間の女たちとの区

別を明確にするためだが、もう一つ、アスタルテが屍体を前にして髪を切っていては、ア

ントワーヌが彼女を聖母マリアと間違えることがないからである。こんな細かいところに

も、アドニスとイエスの取り違え、アスタノレテとマリアとの取り違えが自然になるように

した作家の配患がうかがわれる。

以上、第3稿の草稿を、主要な要素の変化を軸にして見てきたが、先の 2つの稿、とり

わけ第 1稿と異なるのは、アルフレドの詩からの影響が大幅に後退している点である。 fテ

ュロスの娘たちjという悪魔の言葉は削除され、詩の一節「狂暴な饗宴の火が燃えさかるJ
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に触発された、槽台の松明の燃えさかる火が蝋の像を溶かす場面もなくなる。もちろん、

アドニス祭で嘆き悲しむという設定は残っているが、後半のアスタノレテの登場によって影

が薄くなっている。その代わりに、前面に出てきているのはアントワーヌの視点である。

ここでは第2稿と異なり、アドニスとイエスとの、またアスタノレテとマリアとの取り違え

が矛盾なく遂行される。

このように第3稿では、キリスト教と異教との境界がなくなってきたわけだが、幻想世

界どうしの境界も微妙になっている。アドニスの場面全体が、悪魔がアントワーヌの前に

展開した幻覚の一つだと言えるだろうが、その幻覚の中に裂け目が生じている。アドニス

祭の情景をアントワーヌは自にしているなずなのに、突然女神があらわれ、アドニスをベ

ルセポネに奪われる悲しみを歌う。本物の女神だとすれば、何故アドニス祭にあらわれる

のか、アスタルテの登場とともにアドニスは本物の屍体に変わるのか、それがどうして最

後には蝋の人形に震るのか、また遠ぽえする犬はアドニス祭に付随しているのか、あるい

はアスタノレテが連れてきた神話上の動物なのか、疑問は尽きない。アドニス祭そのものも、

アレクサンドリアのはずなのに、女たちはフェニキアの習慣にしたがって髪を切り、アド

ニス像を埋葬するという矛盾を内旬している。そして、この錯綜した幻想全体を、アント

ワーヌは福音書で語られたイエスの死の幻想、に重ねようとする。アドニスの場面は、多様

な書物や図像や詩が何重にも絡み合った幻想、世界なのである。

この多層の幻想世界にさらにもう一つ積み重なるものがある。それはアノレフレドの死、

より正確に言えば 1848年 4月の通夜にフローベールが前にしていたアルフレドの屍体で

ある。第 1稿のアドニスの場面ではアルフレッドの詩が背後にあり、テオクリトスやクロ

イツェノレのテクストで諮られるアドニス祭が前面に出てきていたのに対し、第3稿の生成

過程で、アドニスは蝋人形から徐々に屍体に変貌していく。下書き原稿にあったαEny 

regardant mieux Antoine distingue sur 1e 1it 1e cadavre d'un homme ))， << Antoine 

eprouve une certaine angoisse )) 34)の主語を Gustaveにしてみると、まさしくアルフレ

ドの屍体を前にしたフローベールの姿となる。それでは、フローベールはアルフレドの復

活を信じていたかというと、必ずしもそうではない。第 3稿のプランでアスタルテが

<< Persephone 1e garde definitivement. c'est fini， -i1 ne reviendra p1us ))と言って嘆くよ

うに、 35)アドニスはもう震らない。このように考えると第3稿でアスタルテが登場した理

34) BnF， N.a.fr.23668 fo199vo• 

35) BnF， N.a.fr.23668 fo207vo• 
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第4章アドニス

由の一端がつかめるように思われる。テュロスの娘たちならば、ペルセポネがアドニスを

もう渡してくれないことなど分からないはずだが、女神ならばそれが分かるからである。

アドニスが戻らないように、アノレブレドはもうこの世には戻らない。

第1稿から第3稿までの変遷は、生きたアノレフレドがつくったアド、ニスの死を歌う詩の

世界から、死んだアノレブレドがアドニスそのものになる世界への変遷でもある。
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第5章 イエス・キリストの死とその復活

1880年にフローベールが死去すると、彼の作品の草稿はすべて彼の姪のカロリーヌ・フ

ランクランZ グノレー夫人の所有となった。グル一夫人が亡くなるまでの約 50年間は夫人

の許可を得たごく少数の研究者しか草稿を閲覧することができなかったのだが、その間に、

二人の研究者が『聖アントワーヌの誘惑』の草稿の中のあるエピソードに注目した。それ

は、第3稿の第5部で神々の登場の最後にイエスが近代の都市に姿を現し、罵られながら

死にゆく場面である。この場面は最終的には削除され、 1874年に出版された版の中にはな

い。最初にこの場面の草稿に言及したのはE.W.フイツシァーであるが、彼は粗筋を紹介

するだけで、場面全体を揚載していない。1)この場面の全貌が日の自を見たのは、 1908年

にルイ・ベルトランが刊行した『聖アントワーヌの誘惑』第2稿 (1856年)の版の巻末補

遣においてである。 2)ベルトランは同年3月の『エコー・ドゥ・パリJ紙で、この場面に

まつわる逸話や解釈を紹介している。 3) グノレ一夫人はかつてフローベールからこの場面の

草稿を読んで聞かせてもらい深い印象を覚えたこと、また「フローベールは敬農な心を傷

つけることを恐れて、この場面を削除したらしいj と夫人が考えていたことなどを、夫人

から直接聞いた話としてベルトランは書き留めている。その一方でベルトランは、フロー

ベールがこの場面を削除した真の理由は、「結論するJことが愚かさ (betise)につながる

という作家の信条にあるのだという自らの解釈を掲げている。削除の理由はともかく、フ

1) E.W.Fischer， (( La Tentation de saint Antoine， ses origines， ses differentes redactions et ses 
rapports avec l'Auteur >>， in Etudes sur Flaubert ine，己批 Traduit de l'allemand par Caroline 
Franklin-Grout， Leipzig， Julius Zeitler， 1908， p.70・71.元のドイツ語瓶が 1903年に Marbourg
で出版されているが、自にすることができなかったので、フランス語版から引し、た。
2) Flaubert， La Premiere Tentation de saint Antoine白849・1856)，CEuvre inedite publiee par 
Louis Bertrand， Fasquelle， 1908， p.275・277.なお、ベルトランはイエスが都市にあらわれる場
‘面がどこに位置していたのかをこの版では明記していないせいか、彼の記載を踏襲したプレイア
ード版では作品の末尾に註をつけてこの場面全体を引用している (Flaubert，(Euvresよ
Bibliotheque de la Pleiade， 1951， p.1019-1020)。そのため誤解が生じ、筑摩書房版フローベー
ノレ全集の解説で、平井照敏氏は、都市のイエスのエピソードが全体の結末に置かれ、それが 1873
年5月に削除されて日輪に浮かぶイエスの顔に変えられたように述べているが(第4巻、p.368)、
これは事実に皮する。問題のエピソードが第5部の神々の登場の後に置かれていたことは、すで
にフイツシァーが前掲書で述べているし、フローベールの草稿からも饗易に確認できる。 1873
年5月に削除されたのはイエスのエピソードではなく、三つの対神徳登場の場面である。
3) Louis Bertrand，αUn scrupule re1igieux de Flaubert >>， Echo de Paris， 19 mars 1908， p.1.こ
の記事は若干訂正されて次の本に再録されている:Louis Bertrand， Gustave Flaubert avec d，θS 
fragments inedits， Mercure de France， 1912， p.137岨144.
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第5章 イエス・キリストの死とその復活

ローベールは書簡の中でこの場面について全く触れていないので、いつ彼がこの場面を削

、除したのかを決定するのが難しく、フィッシァーやベルトランもこの点については何も触

れていない。隠されたエピソードは草稿の山からり起こされたものの、謎を残したわけで

ある。

1931年にグル一夫人が亡くなり、その遺志によって『聖アントワーヌの誘惑』の草稿は

パリの国立図書館に寄贈され、一般の研究者にも門戸が関かれるようになったが、それ以

降今日に至るまで謎の解明が進んでいるようには思われない。 1983年のフォリオ版の巻末

に「近代都市におけるキリストの死Jと題されて問題のエどソードが掲載されているが、

ベルトランの誤った読みをそのまま踏襲している箇所がある。 4)一枚の草稿を正確に読み、

執筆時期を決定するためには、その草稿が他の草稿とどのような関係にあるかを把握する

ことが前提となるのだが、従来はそのような基礎的作業がおろそかにされてきたように忠

われる。本章では、まず『聖アントワーヌの誘惑』第3稿の全体プランにおいてイエス・

キリストがどのようなかたちで言及されているかを述べてから、近代都市におけるイエ

ス・キリストの場面の草稿を検証し、削除の時期や理由を考察したい。そして最後に、イエ

ス・キリストの顔があらわれる最終場面について触れることにする。

プランにおけるイエス・キリスト

フローベールは、 1869年 6月 9日に姪のカロリーヌ苑の手紙で『聖アントワーヌの誘

惑Jのためのノートをとり始めたことを記している (Corr.，IV， p.51)。執筆を開始したの

は 1870年の 7月だから、一年余りを準備的なノートやプランの作成に費やしたことにな

る。全体のプランが作成された時期を特定するのは難しいが、 1870年の 3月までの書簡

では作品全体を練り直すために資料を読んでいることが述べられているのに対し、 4月以

時は早く作品の執筆を始めたいことを語っていることから見て、おそらくこの年の春にプ

4) La Tentation de sai冶tAntoine， Edition presentee et etablie par Claudine Gothot-Mersch， 
Gallimard， (< Folio >>， 1983.， p.271・272. フォリオ版のテクストの明らかな誤りは次の通り:
p.271，11-12行自<<leurs visages >>は草稿で、は<<leur visage >> ; p.272， 18行自<<leurs boutiques >> 
は草稿で、は<<leurboutique >>0 p.271、13行自制costumes>>も最終的な請書の N.a.fr .23668 fo224 
で、は<<costume >>なのだが、その前の段階の清書の N.a.fr.23670f0195voでは複数形であり、どち
らの形を取るべきかを判断するのは難しい。また、 p.271、14行自<<courent >>は N.a.fr.23668
fo224で、は<<s'entrecroisent>>の上にヴアリアントとして書かれたものであり(本稿末尾の較事参
照)、これもどちらを取るかは決めがたい。刊行されなかった草稿を活字にする場合は、どの形
を何故テクストとして採用するのかを明記する必要があるのだが、残念ながらそのような配慮は
フォリオ版ではなされていない。
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ランを仕上げたものと思われる。プランは 11枚、アネックスも入れると 13枚からなって

いる。 5)そこでは決定稿とは異なり、全体が 9つの部に分けられていた。第6部まではプ

ランと決定稿とは基本的に同じ構成だが、プランの第7部から第9部までが決定稿では一

つにまとめられたのである。

プランの中で「イエスj あるいは fイエス・キリストJという詩があらわれるのは、第

3部、第4部、第5部だけである。最後の第9部では、決定稿とは異なり、三つの対神徳、

が登場することになっていた。したがって、イエス・キリストが問題になるのは作品の中

央部だけだ、ったのである。第3部のプランにはフローベール自身によって「論理j と題が

つけられ、全体が四つの部分に分けられているが、その四つ自の部分、すなわち論理の悪

魔であるイラリオンが福音書にも矛盾があることを指捕していくところで、その行間に「イ

エスは誰で、あったのか、等々 ?Jと書かれている。6)また、第4部のプランは「異端者たちJ

と題がつけられた2つの頁から成るが、その前半の部分で「イエスはどのようであったの

か?グノーシス派の者たちは彼の肖錬闘を持っている。マニ教徒やテルトゥリアヌスや聖

キュリロスは彼が非常に醜かったと主張する。しかし人間の手によらない肖像画がある。

アントワーヌはそれを見ようと進み出る。 Jと書かれている。 7) さらに 2頁目の下の余白

に、アポロニウスは「キリストに匹敵するもの、措抗するものj と記されるように、8)アン

トワーヌにとっては偽のキリストも登場する。要するに第3部から第4部にかけて、イラ

リオンや異端者たちの震動によってアントワーヌの内には真実を知りたいという欲求が芽

生え、彼はイエス・キリストの本当の姿を知りたい気持ちに駆られるのだが、その思いは

なかなか叶えられない。第5部に入って、死から復活へと至る神もあらわれるのだが、真

のキリストにはめぐりあえず、ようやく神々の列の最後にキリストが近代の都市の中に姿

を見せる。ただし、そのキリストは「非常に年老しリ、十字架を背負い、近代の世界で受

難をふたたび始める。あらゆる戸口をたたいては、いたるところから追い出され、噺弄の

的となる。 J9) このようにプランでは第3部・第4部においてイエス・キリストを見たい

という欲求が芽生え、何度か裏切られるが、第5部の最後にアントワーヌはその姿を見る

5) BnF， N.a.fr.23671 fo90・95，f097-99， fo106， fo226 (Annexes : fo96， fo227). これらのプランは不完
全ながらも、オネット・オム版に掲載されている:CHH， Tome 4， pp.287・317，p.362・365.なお、
オネット・オム版では f0186が第3稿のプランのアネックスとなっているが (pp.318・319)、これ
は内容から書っても筆跡から言っても第 1稿のセナリオである。
6) BnF， N.a.fr.23671 fo92 ; CHH， tome 4， pp.295-298. 
7) BnF， N.a.fr.23671 fo94 ; CHH， tome 4， pp.299・301.
8) BnF， N.a.fr.23671 fo93 ; CHH， tome 4， pp.303・304.
9) BnF， N.a.fr.23671 fo95 ; CHH， tome 4， pp.304・305.
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第5章 イエス・キリストの死とその復活

といったように構成されている。もちろん、このような心理的側面がある一方で、第5部

におけるイエス登場は悪魔側の戦略の一環となっている。イラリオン(悪魔)はさまぎま

な古代の神々を登場させた後、近代におけるイエス・キリストの死をアントワーヌに見せ

て、絶望させることによって、次の誘惑つまり第6部における形市上学的な誘惑へと向か

わせるのである。

近代都市におけるイエス・キリストの死

近代都市におけるキリスト受難の場面の生成過程を追っていこう。このエピソードの草

稿は全部で 22の頁から成っていて、 12の段階に分けることができる。全体の作業手)1演を

図式化すると次のようになる。 1つの枠が 1頁を表しているが、枠の上段には国立図書館

の草稿番号を、下段にはフローベール自身が各貰の上部に書きしるした記号・番号を示し

た。矢印は関じ貰を次の段階でも再利用したことを表す(記号が作家によって書き直され

ている場合は、各段階での記号を記した)。また、点線枠はこのエピソードに続くイラリ

オン再登場の場面の頁を示している。

① lN.a合 TOPI91

② IN.a.企.23668陀 19v
VII 

円
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守
口
問
『

L
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付
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A

 

円。
q
h
M
1
1
 円。

l
V
A

噌
E
A

a
I
司

i

a
/
t
 

N
 

③
 

N.a.fr.23670 fo16 

BIX 、
@ IN.a企.23668fo223v1 IN.a.fr.23668 fo211v 

(113) A I I B 

⑤ I N.a.fr.23668 fo218v IN.a会 23?8P212V1
A 

も"“向山叫M'，，"回目.m....._叫山山"_...-・H・白....__..町村‘山ー'、
⑥ N.a.企.23668fo218v N.a.fr.23668 fo213v N.a.fr.23668 fo214 v j N.aD .frG.23易670拡fo16 

A B C 

!i N aD仕G23品670毘fo16 ⑦ lNaM3?8P2吋 N.a.企.23668fo217v N.a.fr.23668 fo220 
B C 

③ l N.a企.23668fo230 N.a.企.23668fo232 I N.a.fr.=8 fo239j 
113 114 

⑨ lN.a.fr.236俗的30I I N.a合23668P234l
113 114 115 
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第H部

⑬ N.a.fr.23668 fo229 lNd2ft8m35| ! N.a.fr.23668 f
0236 

113 115 

@ N.a.fr.23666 fl>l12 N.a合23670fl>附 I N.a合制
112 113 114 

⑫ i N.a.fr.23668的 24
113 (variante) 

第1段階から第3段階まではローマ数字が各頁の上部に記されているが、これらはローマ

の神々やヤハウェが登場する一連の場面の草稿につけられた数字である。最初の3つの段

階では、イエスのエゼソードとイラリオン再登場の場面が、先行する場面に組み込まれて

いたのである。ところが、第3段階が終わった後、ローマの神々やヤハウェの場面のみが

溝書されると、イエスのエピソードとイラリオン再登場の場面は切り離され、新たな推敵

の対象となる。そのことを示すのが第3段階の 2つの草稿の記号の変化であって、ローマ

数字は抹消されてA.Bに書き換えられる。つまり、先行する場面に組み込まれていたこの

二つの貰は、アルファベットを用いた次の段階への出発点として再利用されるのである。

第3段階の 1貰自のAの横に(113)という数字が脅かれるが、これは直前のヤハウェ登場の

清書原稿が 112なので、通し番号を控えたものなのであろう。第4段階から第 7段階まで

は、イエスのエピソードだけが次々と書き換えられるが、その際徐々に頁数が増えるのに

応じて、イラリオン再登場の場面の頁の記号がBからC、CからDへと変更になる。フロ

ーベールは頁の記号をまず右上に書き、直すときはその左側に並べていく癖があるので、

抹消の痕跡を調べることによって、一つの真が異なる段階に組み込まれていく過程を追う

ことができる。第 8 段~皆以降はアラビア数字によって真数が表される。第 8 段階の 3 頁目

と第9段階の4頁目とはともに N.a.fr.23668fo239だが、これは第8段措で 115と番号

をつけた頁の真ん中あたりまで書いてから、それを抹消し、上下さかさまにして、空いた

部分に第9段階の 116貰を書いたためである。また第 11段階では貰番号が 113ではなく、

112から始まっているが、これはヤハウェがあらわれる 112賓の清書原稿の下の方に、イ

エスのエピソードの最初の6行だけが書かれているためである。 114頁も半分しか書かれ

ていないので、第 11段階は実質2頁弱の分量しかない。各段階の草稿の頁の数を見ただ

けでも、一つのエピソードが徐々に膨れ上がりながら形成され、ある緯度まで達すると今

度は削り取られて収縮していく様が浮かび上がってくる。

内容の検討に移るが、すべての草稿を引用することはできないので、エゼソードの変化
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が把握できるような箇所のみを指摘してし1く。第 1段階は次の通り。

Puis une ville moderne.幽 d'unehideur grandiose， maisons noires， fumees， 

boues -Des hommes fort 1aids， maigreurs fameliques， obesites grotesques岨

l'air sombre， marchent tres vite， -preoccupes. 

Le Christ passe dans 1es rues， recommencant sa passion， portant 

une croix gigantesque欄 frappe主toutes1es portes， est repousse bafoue・

et (pire que tout ce1a， outrage supreme，) beaucoup meme ne 1e ∞nnaissent pas! 10) 

(次いで「近代の都市J。壮大なほど醜悪で、家々は黒く、嬬り、泥だらけ。人々はひどく見

苦しく、飢えるほど痩せこけているかクゃロテスクなほど肥満している。陰欝な様子、足早に歩

く、せわしげに。

キジストは通りを進み、巨大な十字架を背負いながら、受難をふたたび始める。あらゆる戸

口をたたいては、あざけられ追い返される。そして、 (街よりもひどいことに、究極の侮辱だ

が、)多くの者はキリストを知りさえしない。)

まず第 1段落で近代の都市、そこに住む人々が描かれ、第2段落でキリストが登場し、受

難劇jが始まるわけだが、ここで提示された、前半で「都市J、後半で「キリストj という

基本的な構図は最後の段階まで全く変わらない。また、容易に読み取れるように、この近

代都市には何ら豊かさをうかがわせるものはなく、ひたすら醜悪さだけが強調されており、

キリストに対する反応の冷淡さも含めて、すべてが最後の段階まで変わらぬ基本的なモチ

ーフである。ただ、最終段階の N.a.fr.23668fo224ではキリスト登場までの前半が 12行

なのに対し、後半が 27行あることで分かるように、段F皆が進むにしたがって後半が膨れ

上がり、内容の点でもとりわけキリストに対する反応が多様性を増してくる。このように

f都市j の部分と「キリストj の部分とでは異なる種類の変容が見られるので、前半と後

半とを分けて論じることにする。

まず f都市Jの第2段階。

et 
des ponts de fer sur des fleuves noirs. 

-lapθrspective des rues se perdant 
白ormedemesuree， dans 1回'01包rnement

Une ville艶吋慢強e_(en style apoc二lyptique)d'uむととなにT二三とese-時長鶴間
み。琵ぷ必即S-8ごコニ℃二fゴニ-f18-l，ごと・ごにilJ:.EtM

10) BnF， N.a.fr.23670 fo191. 
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sortant“ 
brouillard. Maisons恐位艶-8， fumees -ゐ側e-s.fanges. 
1、・ grlses

des 1angues de fJ1u¥ d'un -a-eIA race nol!.思必と~ d' 
~ 1 Des hommes fort laids，maigreur famelique， ou obesite grotesque， l'air 
. courent dans 1e I :p必尖波芳ヨ1:préoccupé~ち ha1etantde besoiカs.

sombre marchent むさsvite， -f1rるee-tlj3e-s. Ambitions sa臼niques.ll) 
tavernes ecJaires ronges d'inquietude -
mll・'olrs

(豆大な、途方もない都市。通りをずっと見通すと遠くの方で見えなくなる。そして鉄橋が黒

い河の上に架かる。火炎が霧の中を走る。灰色の家。煙が出る。泥。暁かりのついた居酒屋、

鏡。

新たな人種の人々は、ひどく見苦しく、飢えるほど痩せこけているかあるいはグロテスクな

ほど肥満している。陰欝な様子、足早に歩く。せわしげに、不安にさいなまれ、欲求にあえぐ。

悪麗的な野心。)

ここでは都市のイメージが膨れ上がってきているが、都市そのものの捉らえ方が第 1段階

とはかなり異なっている。まず、第 1段階で「都市j についていた「近代のj という形容

詞は抹消されて「臣大な、途方もないJに代えられ、さらに「通りをずっと見通すと遠く

の方で見えなくなるJと付け加えられる。 r近代のj という語が消えてしまったのは、こ

の語がなくても 19世紀の都市が舞台になっていることを他の語や表現で表せば十分なの

で必要がなくなったせいもあるだろうが、ここではそれ以上の意味があるように思われる。

それは視点の転換であって、 「近代のj という語り手の立場からの表現が、アントワーヌ

の視点からの表現に変えられたのである。つまり、都市はアントワーヌが見るままに「巨

大Jで「途方もなしリものとなり、 「通りをずっと見通すと遠くの方で見えなくなるj ほ

ど奥行きのある世界となる。明らかにはここではアントワーヌの視点、からの遠近法が導入

されているのである。もう一つ興味深いのは、「近代のJの後に((en style apocalyptique )} 

としづ表現が括弧っきで一旦書かれ、それが抹消されていることである。 r黙示録的な様

式のj都市であるという設定も語り手の立場からのものなので抹消されたのであろうが、

「近代のJ都市であると開時に「黙示録的なJ都市としづ設定はフローベール自身がこの

都市をいかに構築しようとしていたかを明確に示すものである。たとえば、左の余白に

かれた((langues de feu )}は工場などから出る「火炎j の意味するものだが、一方では『使

11) BnF， N.a.fr.23668 fo219vO• この真ではイエスのエピソード全体に×印がつけられている。下書
き痕稿における×印は通常は他の紙に写されたということであって、没になったという意味では
ない。
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徒言行録~ 2: 3における聖霊の顕現形態としての「炎の舌」、あるいは『ヨハネ黙示録』

11 : 5で神の二人の証人の f口から火が出て、その敵を滅ぼすであろう」という場面を思

い起こさせる。都市に充満する「煙J も『ヨハネ黙示録~11 節で神に敵対する者たちが焼

かれる都パピロンの様を再現しているかのようである。もちろん、その一方で、上の余白

の「鉄橋Jαpontsde fer >>や行聞の「炭鉱Jαhouillさres>>などのように産業革命を経た 19

世紀の都市特有の要素もちりばめられている。このような近代性と宗教性の同居は、後半

部の都市住民を描いた箇所でも見られる。人々は近代的でせかせかしているだけでなく、

「悪魔的な野心Jを持っている。要するに、ここで描かれた都市は 19世紀のメトロポル

であると同時に、悪霊の棲む都パピロンなのである。

都市の描写そのものはこの第2段階で全体の枠組みが確立する。細かく見ると、第4段

階では人々の描写の最後に fすべての人は何かを隠、している様子であるj とつけ加えられ

る一方で、 12)第2段階からあった「悪魔的な野心Jという表現は第5段階では消えてしま

うといったように、 『黙示録』と明確に結びつくものが消されて、漠然とした表現に代え

られる傾向が見られるが、基本的な性格は第2段階以降変わらない。ただ、第4段階では、

都市がアントワーヌの自の前にあらわれるまでに数行が付け加わる。すでに述べたように、

フローベールは第3段階を終えたところで、このエピソードに先立つ場面、つまり 112頁

自のヤハワェ登場の場面までを清書した。そこで彼はヤハウェの場面と都前の場面とが自

然につながるように、ヤハウェが消えると問時にアントワーヌの周囲を留と沈黙が支配し、

やがて暗閣のかなたに都市の姿があらわれるとしづ場面を差し挟む。このように前とのつ

なぎの場面もできあがり、都市の部分は、細かな字句の変更を受けながら、清書へと向か

フ。

イエス・キリストの受難の場面に移ろう。第2段階では、まず第1段階にあった「受難

をふたたび始めるキリストj という表現が写されるが、その行の左の余白に「アントワー

ヌは通りで見るj と書かれ、さらに「受難をふたたび始めるJが抹消されて、 「老人一衰

弱したJと上に書き加えられる。つまり f受難をふたたび始めるキリスト」は「アントワ

ーヌは通りで老人一衰弱したキリストを見るJに改変される。この改変は都市の場面で見

られたように、 「受難Jという客観的な状況説明が抹消されて、アントワーヌの視点から

出来事全体が語られることを示している。次の第3段階では、この受難劇が大きく膨らむ。

12) BnF， N.a.fr.23668 fo223vo. 
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1Jf.dessous..ses cheveux Antoine distingue dans 1es rues.. Le Christ平時品晶子d
f1eurs des autres xxxxxx Mais i1 est vieux & 1a croix 

saignan t tOUjOUl'S-a-ffaおeeportant sa croix. Elle est demesuree， hideuse i1 trebuche eもdessous
-vivante une personnθ tombe 

son poids. -i1 frappe a toutes 1es portes -i1 est repousse bafoue・
1'kHニYJSf{110 llli jeDt 1espas四 nts-

et pis que tout ce1a， outrage supreme， beaucoup ne 1e reconnaissent 
ne 1e connaissent pas ! & continuent 1eur chemin 

pas， -& passent主cote，indifferents. 
se divertir 

Et~ ， n.  Pours-与強制fH'"，par々 ab'itude
品s1ui crachent au visage -mais sans co1ere， cette fois， 'en jouent po.ur rire， 

du gouverneur 
qques uns， comme faisaient 1es soldats a:e-手品硝e，se prosternent ironiquemt. 

et on r句会teencore ミロ8-*deマinequi t'a frapp5刷((811 e8t dieu， qU111e prouve>> 
刀asauve les aut四s，qu'il 

1ui-meme 
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comme (( allons nous 
qques uns・Herodeお品詩食品持田e!amuse笹山尚8

ιlisent 
1es meilleurs comme Pi1ate 

<< je m'en 1ave 1es mains 13) 

(しかしアントワーヌは通りにはっきり認める…十字架を背負うキリストを。しかし彼は年

老い、十字架は途方もなく大きく、醜悪なので、彼はよろめき、十字架の重みで倒れる。その

髪からは相変わらず血がしたたっている。一人の生きた人間だ。彼はあらゆる戸口をたたいて

は、あざけられ追い遮される。そして、何よりもひどいことに、究極の侮辱だが、多くの者は

キリストと認識さえしない、彼を知らない!無隈心に通り過ぎる。

そして通行人たちは彼の顔に時を吐く。怒りもなく、今度は、気晴らしに、普通やっている

ように。何人かは、総替の兵士たちがしたように、皮肉を込めて平伏する。さらにこう繰り返

す者がいる。 rもし神なら、それを証明してみろ。他人を救ったのだ、奇蹟を起こしてみろ、

自分を救ってみろJ。また何人かは、ヘロデのように「さあ、我々を楽しませよj と言う o 一

番ましな者たちはピラトのように「わたしは手を洗う j と言う。)

前半ではキリストが背負う十字架や、その重みに耐えきれず苦しむキリストの姿の描写が

あるが、より重要なのは後半に描かれた人々の反応である。第1段階ではキリストは「あ

ざけられ追い返される。そして、 (何よりもひどいことに、究極の侮辱だが、)多くの者

はキリストを知りさえしない。 Jと書かれ、この第3段階でもほとんどそのまま写しとら

13) BnF， N.a.fr.23668 fo227. 
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れているが、その下の方に「顔に唾を吐く j者、1心「気晴らしにJピラトの「兵士たちがし

たように、皮肉を込めて平伏するj者、 15)r自分を救ってみろJと繰り返す者、 16)ヘロデの

ように「さあ我々を楽しませよJと言う者、 17)ピラトのように「私は手を洗うJと言う者18)

が列挙されている。このような列挙がすべて掲音書に描かれた受難の場面を参照している

ことに注意しなければならない。ヘロデの場合は「ノレカ 23章j としづ典拠まで(抹消さ

れているものの)記されている。また、 f顔に唾を吐く j者は、ピラトの兵士たちとは異

なり、 「今度は、気晴らしで」唾を吐くと審かれている。近代の受難劇を構築するのに過

去の受難劇を参照するのは当然と言えば当然だが、このような参照、を通してこのエゼソー

ドの根幹に関わる開題がでてくるように思われる。福音書の受難劇ではイエスはユダヤの

大祭司や捧法学者たちの敵意の的となって様刑にあうわけだが、 19世紀では擦になる明確

な理由が見当たらない。近代の大都市においては、第1段階にあったようにイエスを「多

くの人は知りさえもしないJ、つまり宗教には全く無関心な人々が大多数であって、かつ

てのユダヤの大祭司や律法学者たちのようにイエスを訴えることはない。みすぼらしい姿

をしたイエスを、 f気晴らしでJ噸奔することはあっても、礁にしたりは決してしないの

である。したがって、 19世紀の都市でイエスが苦悶の果てに死ぬとしても、それは悲劇で

はなく、無関心や噺弄の中で勝手に死ぬという喜劇jになってしまう。 19世紀はもはや宗教

的な受難が受難として成立し得ない時代なのである。

このような問題点にフローベールはエゼソードを膨らます過懇で徐々に気づいていった

にちがいない。実際、次の第4段階の頁の下の余白には「パリサイ人Jと記され、 19) さら

に第5段階の買の左の余自では「そしてすぐにパリサイ人たちは彼が道をふさいでいると

言って非難するJというように、 20)キリストの敵たるパリサイ人を 19世紀の都市に登場

14) Cf. rまた、唾を吐きかけ、葦の棒を取り上げて頭をたたき続けた。 J (マタイ 27: 30) 
15) Cf. r茨で冠を編んで、頭に載せ、また、右手に葦の棒を持たせて、その前にひざまずき、 『ユダ
ヤ人の玉、万歳』と言って、侮辱した。 J (マタイ 27: 29) 
16) Cf. r民衆は立って見つめていた。議員たちも、あざ笑って言った。 w他人を救ったのだ。もし
神からのメシアで、選ばれた者なら、自分を救うがよい。~ J (ノレカ 23: 35) 
17) Cf. r彼はイエスを見ると、非常に喜んだ。というのは、イエスのうわさを聞いて、ずっと以前
から会いたいと思っていたし、イエスが何かしるしを行うのを見たいと望んで、いたからである。」
(ノレカ 23: 8) 

18) Cf. rピラトは、それ以上言っても無駄なばかりか、かえって騒動が起こりそうなのを見て、水
を持って来させ、群衆の前で手を洗って言った。『この人の血について、わたしには責任がない。
お前たちの問題だ。~ J (マタイ 27: 24) 
19) BnF， N.a.fr.23668 fo211vo. 
20) BnF， N.a.fr・.23668fo212vo. 
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させている。また、第6段階の頁では、 「通りかかったある王が杖で彼の頭を殴るJとい

う文を入れて、聖書におけるヘロデの知き王を笠場させている。 21)このようにフローベ}

ノレはパリサイ人や王を導入することによって、イエスに対する憎しみを増幅させ、受難劇

を成立させようとする。そのために遠い過去の者たちを 19世紀の世界に連れ込むのであ

る。すでに見たように都市の描写においても 19世紀的なものに黙示録的なものが混ざっ

ていたのだから、ここで過去のものが出てきても不思議はないのだが、それにしても、イ

エスが「道をふさいでいるといって非難するjパリサイ人はチンピラ風だし、通りがかり

に「彼の頭を杖で殴るj王も暴走族のようである。彼らが 19世紀の世界に出てくるとど

うしても戯画的にならざるを得ない。これらの飽にも、たとえば第6段階の頁では、イエ

スがよろめいて倒れた直後に、 「けたたましい笑い声j が f復讐の叫びj のように響き、

「医者たちが彼の傷を診て、軽いと診断するJし、 「哲学者たちが冷笑しながら『お前は

幻に過ぎなし寸と言うJ022)とにかく、 「産者たちJのようにイエスとはあまり関係のな

さそうな者まで含めて、時代を越えたあらゆる人々がやって来る。

このような雑多な人物たちの登場によってェrソードは空取分解を起こすかというと、

実際そうはならない。恐らくフローベールは第5・第6段階あたりから、「近代の受難劇J

に存症する本質的な矛盾、つまり受難が受難として成立し得ない近代において受難劇をっ

くりあげるという矛盾を逆手にとって、矛窟を矛盾のままにさらけだすことを目指したに

ちがいない。受難を成立させるために、作家はありったけの増悪を過去の歴史から引き寄

せるのである。イエス・キリストはいわば 19世紀にタイム・スリップするわけだが、タ

イム・スリップするときに 1800年以上にも及ぶ間に受けた駿誉褒販を一身に引きづって

くる。もちろんパリサイ人など過去の人聞は 19世紀の装いで登場するのだから、もし現

実にあらわれたらほとんど仮装行列にしか見えないだろうが、フローベールは言葉の魔術

によってエピソードを悲劇と喜劇すれすれの域にまで到達させようとする。執筆前のプラ

ンの段階では、イエス・キリストの受難をアントワーヌにとっては未来である 19世紀に

置き換えることによって、キリスト教が死に瀕する様を悪魔たるイラリオンがアントワー

ヌの前に提示するようになっていたのであるが、 19世紀における受難をっきつめていく過

程で、エどソードはアントワーヌに対する宗教教育から、独立した悲喜麟へと変貌してい

くのである。

21) BnF， N.a.fr.23668 fo214vo• 

22) Ibid. 
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このような変貌の過程でイエス・キリストの呼称も変化する。プラン及び第 1段階から

第4段階までは<<Le Christ }}が用いられていたのが、第5段階以降は<<notre seigneur 

Jesus }}となり、最終の第 12段階で、は単にαJESUS}}となる。イエスの救済者としての役

割が後退し、ただの人と扱われていくのも、今述べたエピソードの意味の変貌に呼応する

ものであろう。

「近代の受難劇jが成立するためにはまだ大きな関門がある。それはイエスの死である。

受難である以上イエスは最後には死ぬはずだが、不思議なことに第5段階までの草稿には

イエスの死の場面がない。恐らくフローベーノレはある程度近代の受難の意味を自分に納得

させた上で初めてイエスの死の場面に取り組んだ、のであろう。第6段階で「人々は十字架

を立てることはしない。彼を舗道の上に横たえる。患で踏まれる。バラバラ、粉々に」と

いう死の状況が示され、23)第7段階では「十字架が壊れていたので人々は十字架を立てる

ことはしないj という理由説明の後、次のような場面が描かれる。
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24) BnF， N.a.fr.23668 fo220vo. 

son co.ξps est 
λl~ v、lnnr.，.....，¥ ~l Á.1- n~ 1- ，，"" Ç'.咽λも日」円円~~向日-1- ~，，~日内向柏町，，~
'-"-..L....... 1:".................-¥J_  .....L ......ν """，..a.. v.......‘~ ~ム v..&..&. .L.Lj..，J u'-'" .a. ......v日 u 、づL ~~ ~~~~~ '1 ~~ 

y~ _~ 1_:ふの ψ.~
品目 r 日 ... J:'.............伽当品川

se強，-eaラ延安- ~，_ l~ ~~明~ç~ 円 4ド.........;，...."'" ...:1，....円凸..，.，.~，..... _'.....n+ _n ..... 
、局01 .&........ ..................L，I，.，L..L......uv.......t"Iム"'......'-4.'-' j.J(A. ".1.......， .l.... ......vv ..t-'.......u 

ぬ1vaire .terrib1e 
r、，、l~~ -I-h n 円引f"¥V"¥...:J n明 Jでち/{ ・ -comme au bOlgal'ina un肝合致合 Crl/Imms un 80uplr 

227 

一一--制一一一一ー一一♂Y~ ，.，......-"'....'....明日 A

Aνbν品"1 .........-~......ν

l'cF.a te-.ad pニご



第H部

(彼はじっと仰向けになったままである。泥の真ん中で。白っぽい太陽の光が彼の瀕死の目を

打つ。揚の光と彼の眼差しが交錯する。彼は微笑む。

人々の生活はまわりで、まるで彼が存在しないかのように続いていく。祷車が泥を跳ねかけ

る。労務者が震い荷物で、娼婦が自分の服のすそで、酔っ払いが反吐で、詩人が自分の歌で..• 

彼の体は踏みつけられ、押しつぶされ、ぺちゃんこになる。そして、もはや赤い心臓しか残ら

なくなる。最後に韻こえたのは、カノレヴァリーの丘のように恐ろしい叫び声ではなく、かすか

なため息、吐息である。)

ここでは「舗道のよJではなく「泥の真ん中Jで死ぬことになっており、引用した最初の

2行目で「最後の風のようなため息Jをつくように措くのだが、フローベールはそれを抹

消して、下の方に新たな場面を付け加える。そこでは「労務者」や「娼婦jや「酔っ払いj

や「詩人j たちが代わる代わる出てきではイエスを踏みつけていく。左の余白にあるよう

にイエスの体は最後には「赤い心臓だけが残りJ、下の余自にあるように「ため息j、「吐

患j とともに死ぬ。イエスを踏みつけるのは 19世紀の都会に住む者ばかりであり、第8

段階以降さらに「殺し屋jや「白痴Jなどが補強される。これらの者たちは社会のあぶれ

れ者、いわば泥の部分に住む者たちであるが、パリサイ人など過去の犬物と違って、何故

イエスを侮辱するのかは説明されない。泥の中に住む人間が泥に横たわるイエスを見て、

まるで浮浪者が自分たちの縄張りに関入して来たかのように、敵意を抱いてイエスの体を

バラバラにしてし1く。確かに外面上はイエスの受難なのだが、実のところ、死ぬのがイエ

ス・キリストである必然性は何もない。このイエスの死の場面にも「近代の受難劇Jがも

っ本質的な矛盾が露呈しているのである。 19世紀において宗教者が受難で死ぬとしたら、

このような滑稽な死しかないであろう。しかし一方、この野垂れ死のようなイエスの死の

場面を子細に見ると、別の側面が浮かび上がる。イエスの肉体は最後には「赤い心臓だけ

が残るJのだが、肺も口もなくなった肉体のどこから「ため息Jが発せられるのであろう

か。そもそも、やくざな連中に踏みつけられて、最後に心臓だけが切り取られたように残

ることなどあり得ょうか。やはり、イエスの死はこの世ならぬ死、神秘的な死なのである。

さらに「白っぽい太陽の光が彼の瀕死の自を打つJという悲劇的な死を思わせる状況設定

によって、近代の受難劇は喜劇jと悲劇との均衡を保つのである。

エピソードの基本線は第7段階あたりで閤まり、それ以降は語や表現の追加や削捨が

であり、骨棒に大きな変化はない。残る大きな謂題は、このエピソード全体がいつ、また
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第5章 イエス・キリストの死とその復活

何故削除されたのかということである。

削除の時期を決定するためには、清書原稿を検討しなければならない。フローベーノレは

第 11段階で、すでに清書された 112貰即ちヤハウェ登場の場面がえがかれた頁の下の方

に、 25)イエスのエピソードの初めの 5行を書き、次に 113真、 26)そして 114頁でイエスの

死までを書く。 27)すでにできあがった清書原稿に書き継いでいくということは、清書とし

て書くということなのだが、しかしそれらの貰のイエスのエピソードはすべて線を引いて

抹消される。一方、これらの頁とほとんど間じ内容のものが、右上に 113(variante) と

記された頁があり、28) エピソードの最初と最後に削除を示す鈎括弧がついている(本論文

[資料}の転写参照)。

第 11段階も第四段階も共に清書であり、しかも一方は抹消され、一方は削除の指示が

入っているのは何故なのか。それを解く鍵は、このエピソードのすぐ後に来るイラリオン

再登場の場面にある。イエスの受難とイラリオン再登場の場面とは、第1段階からすでに

ーまとまりとして考えられていて、途中で抹消された第8段階を除いて、第 10段階まで

はイラリオン再登場の場面がイエスの受難の後に書き足されている。イラリオン再登場の

場面は第5部の結末にあたるのだから、フローベールはほとんど常にイエスのエピソード

から第5部の最後までを一体化して考えていたことになる。ところが、最後の 2つの段階

の清書原稿には第5部の結末部分が欠けている。つまり、第 11段階も第 12段踏もイエス

のエピソードで、終わっていて、それにつながる部分が警かれていないのである。結末部分

のみの下書きは別に9つの頁(全部で8段措)があり、29)すべての草稿がイエスのエピソ

ードの第 10段階に組み込まれた N.a.fr.23668fo236よりも後に警かれたものであること

が内容の検討により分かつているのだが、その最初の段階 (N.a.fr.23670f0114vo)ですで

に 113という頁数がフローベールによってつけられている。ということは、少なくともイ

25) BnF， N.a.fr.23666 fo112. 
26) BnF， N.a.fr.23670 fo195vo• 

27) BnF， N.a.fr.23670 fo95vo • 

28) BnF， N.a.fr.23668 fo224. 
29)草稿番号とフローベールによる頁番号(括弧内)は次の通り:
①N.a.fr.23670 fo114vo白13)
②N.a.fr.23668 fo228白13)
③N.a.fr.23668 fo216vo， N.a.fr.23671 fo9vo 

④N.a.fr.23670 fo41vo 

⑤N.a.fr.23668 fo226 (113) 
⑥N.a.fr.23668 fo231白13)
⑦N.a.fr.23668 fo225白13)
③N.a.fr.23666bis fo113白13)
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エスのエピソードの第 11段階の清書が抹消された後に、結末部分の最初の段階の草稿が

書かれたことになる。そうでなければ N.a.fr.23670fo114voには 113ではなく、 115と

いう頁数がつけられていたであろう。要するに、フローベーノレは第 11段階の清書を書い

て、熟考の末、イエスのエピソードを抹消することを決意し、今度はヤハウェの場面に直

接つながる結末部分を練り始めたのである。実際、最初の段階の N.a.fr.23670f0114voの

上の余白には「主よ!主なる神よ !Jというアントワーヌの父なる神への呼びかけの言葉

が書き込まれていて、ヤハウェの場面とのつながりをつけることにフローベールが配慮し

ていた跡が見える。

では第 12段階の清書は何故警かれたのか。第 12段階の N.a.fr.23668fo224は前の段階

の祷書を部分的に削りながら写しとったものであるが、実は写し間違いが二箇所ある。上

から 3行自に<<en ouvrant les yeux ))とあるが、これは<<en ouvrant les bras ))の誤り。ま

た、アントワーヌが<<JESUS ))の姿を見るという文のすぐ後のαDepuisqu'il temps ))は

<< Depuis le temps ))の写し開違いである。一見何でもないことのようだが、ここから次の

ことが想定できる。それはこの草稿が、すでに抹消された第 11段階の草稿から写し敢ら

れたことである。つまりフローベールが間違えたのは線を引かれて読みづらくなった草稿

を写したためなのである。とりわけ第 11段階の最初の5行が番かれた N.a.fr.23666fo112 

は抹消線が何重にもなっていて、フローベールが記憶を頼りに((en ouvrant les yeux ))と書

き誤ったのも無理はない。第 12段階の N.a.fr.23668fo224は右上に記された 113

(variante)から見ても、 113と真数がつけられた第5部の結末部分を完成してから、そ

のヴアリアントとして、すでに抹消された清書原稿を再び起こしたものであろう。もちろ

ん、清書を起こしたと言っても、フローベールはその後を続けて第5部の結末まで書くつ

もりはなく、結局削除の印を最初と最後につけたのである。削除の印をつけただけで、全

文を抹消したり、×印をつけたりしなかったのは、気が変われば、この頁を再利用するつ

もりだ、ったのかもしれない。

以上がイエスのエゼソードの削除の経過であるが、削除の理由は下書き草稿の内容の検

討からおのずと答えが出るように思われる。すでに述べたように、このエピソードは下書

きの段階を経るにつれて、当初のプランから少しずつ離れて、独自の悲喜劇へと変貌して

いった。もちろんその変貌はプランにあった 19世紀におけるキリスト受難というテーマ

を突き詰めていった結果であって、決して逸脱で、はなかったのだが、フローベールが当初

もくろんでいたものと微妙に肌合いの異なるものになったことは事実である。彼はイエス
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のエゼソードの溝書をすで、に経わった神々の場酪の清書につなげてみた段措で、つまり第

11段暗で、問題のエピソードが独自の色調をもっていて目立ち過ぎ、神々の場面とうまく

つながらないことを明確に感じとったにちがいない。そこで彼はこのエピソードを抹消し

て、神々の場面とつながるように第5部の結末部分をっくりかえたのである。しかし、フ

ローベールにとってイエス受難のエピソードは独立したェrソードとしては捨て難く、そ

れを今度は一枚の紙 (N.a.fr.23668fo224)に写し取ったのである。ただ、この草稿がさら

に推蔽の対象になって、再利用された形跡はない。もしそのようなことをしていたら、写

し間違いが訂正されていたはずである。

フローベールは 1871年 11月 14自、第5部を終えたことをジョノレジュ・サンド宛に書

き送っている (Corr.，IV， p.410)。第5部を書き終えたということは、この時点ですでにイ

エスのエゼソードは削除されていたということである。イエスのエピソードの入ったヴァ

ージョンは清書の段階では、第5部の結末まで書かれなかったからである。近代における

イエスの受難劇は 1871年 11月半ばには決定稿から除外され、再び組み込まれることはな

かった。

イエスの受難のエピソードの削除によって、神々の場冨と第5部の結末部は違和感なく

つながることになったが、 53IJの次元の問題が生じることになった。プランにおいては第3

部から第4部にかけて、アントワーヌの内にはイエス・キリストの本当の姿を見たいとい

う欲求が芽生え、何度か裏切られながらも、第5部の最後でようやくイエスの姿を聖者は

見るといったように構成されていた。しかしイエスの受難のエピソードの削除によって、

イエスの姿を見る場面はなくなってしまい、アントワーヌの欲求は満たされぬままになっ

た。フローベールは聖者の心理よりも誘惑の自然な移行を優先させたのである。

イエス・キリストの復活

フローベールは 1872年 6月26日に清書原稿を書き終え、 9月にその筆写を写字生に依

頼したのだが、すぐには出版せず、手元に量いておいた。もちろんその段措ではイエスの

姿があらわれぬままであったのだが、奇妙なことに、脱稿して 1年近く経ってイエス・キ

リストは復活する。ただし、第5部ではなく、作品の最終場面においてである。

フローベーノレは 1873年 5月初め、清書原稿を携えてヴィルノークスにあるロジェ・デ・

ジュネット夫人宅を訪れ、夫人から結末部を十字架があらわれる場面に換えてはどうかと

いう提案を受けた。それに対して 5月 10日、夫人宛に彼は「文学的な忠告をいただいて

231 



g部

本当に、感謝しております。私は次のように考えます。第一に、十字架というものは美学

的に言って醜いものです。とりわけ支えがなくて、空中にぶら下がっている場合には。第

二に、私は十字架を、オリンポス山に影を投げかけるのに使っています。キリストの顔が

日輸の中にあらわれるというのはどうでしょうか。その方が月並みでなく(?)、より明快

になると思います。私にはきわめて明快で短いものが必要なのですからJと書き送ってい

る (Con'.，IV， p.661)。

実際の草稿を見ていこう。最終場面が描かれた草稿は全部で4頁あるが、 30)最初のもの

は 1870年の春につくられたプラン、 2番臣は 1872年6月の下書き、 3番目は下書きに続

いて舎かれた清書、最後は 1872年 9月の写字生による写しである。下書きの原稿が 1頁

しかないというのは、一つの場面に対して多いときには 10以上もの貰を費やして推戴す

るフローベールにしては、例外的に少ない。プランの段階ですでに結末部はフローベール

の頭の中に大体できあがっていて、稿を練る段階でもあまり大きな変更を加えなかったこ

とがうかがえる。ただし、各々の頁には、後の時期に書かれた追加の修正がほどこされて

おり、どの字句がいつ審かれたかを判断しなければならない。

4つの草稿を照合した上で、 1870年春の時点でのプラン、 1872年 6月の時点での清書

原稿、 1873年 5月の時点で改変された結末場直を再現すると、次のようになる。

まず 1870年のプラン。

IX. Mais l'Aube parait. 

Les trois vertus theo1oga1es輔 cie1a vo1utes comme dans 1es tab1eaux de pie話嗣

gloires mystiques qui sont des rayons du soleil.刷 chaquevertu se tient debout sur 

un rayon. 

I1 en sort trois grands rayons. & chacune des trois vertus theo1oga1es， 1a Foi， 

l'Esperance & 1a Charite est debout -au sommet. -souriant. 

Antoine fait 1e signe de 1a croix & 1a tentation est finie. 31) 

30)草稿番号と頁番号(括弧内、ただし③は写字生による番号)は次の通り:
①N.a.fr.236671 fo106 
②N.a.fr.23666bis fo135白35)
③N.a.fr.23666 fo134白34)
④N.a.fr¥23667 fo203 (203) 
31) BnF， N.a.fr.236671 fo106.一行が長いので、改行は元のかたちを尊重してはいない。最初のIX
という数字は第9部であることを示している。プランの段階では、決定稿の第7部にあたるとこ
ろが、 rVII死と淫欲J rVIIIスフインクスとキマイラj さらにこの IXといったように、 3
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(しかし、曙光がさす。

三つの対神穂。聖なる絵極のように渦を巻く天空。揚の光をなす神秘の栄光。各々の対神徳

は一筋の光の上に立っている。

三つの大きな光が出て、対神徳の各々、{言徳、望徳、愛徳が立つ。頂き。微笑む。

アントワーヌは十字を切り、誘惑は終わる。

次に 1872年の清書原稿。

L enfinノ
品卸自主ejour parait.・&comme 1es rideaux d'un tabernacle qu'on re1eve， des nuages d'or 

en s'enrou1ant sur eux-memes a 1arges vo1utes， decouvrent 1e ciel. 

Les trois vertus theo1oga1es， 1a Foi， l'Esperance et 1a Charite s'y tiennent au milieu， 

debout. -et de 1eurs pieds partent trois rayons， trois gloires mystiques qui 

descendent jusqu'au c田urde 8t Antoine. 

Il fait 1e signe de 1a croix， en respirant 1argement. La tentation est finie. 32) 

(ついに日が昇る。すると、聖撞の垂幕が上がるかのように、黄金の雲が大きな禍をなしてだ

んだんと巻きあがり、天空をあらわにする。

三つの対神徳、信徳、望徳、愛徳がその真ん中に立つ。そして足から三つの陽の光、三三つの

神秘の栄光が出て、襲アントワーヌの心に降りる。

彼は大きく患、をしながら、十字を切る。誘惑は終わる。)

1870年のプランと 1872年の清書原稿を比べてみよう。大きな変化の一つは、前者では最

初に「曙光jがさして、 「三つの対神徳Jの主主場、 「渦を巻く天空Jという情景、そして

対神徳から発する「神秘の栄光Jという隈になっていたのに対し、後者では整理されて、

rsが昇Jり、 f雲が大きな渦をなして巻きあがり、天空をあらわにするJ情景が第 1段

落にまとめられ、第2段落で初めて「三つの対神徳j の登場となることである。また、清

書原稿では元々あった「神秘の栄光Jに3という数字がつき、さらにその光が「聖アント

つに分かれていたことを示している。なお、上記の引用では記載していないが、 1行自の右上に

<< & comme les rideaux d'un tabernacle que l'on ))という挿入がある。これは 1872年の下書き
あるいは清書原稿を見ればすぐ分かるように、最後に<<releve))を補えば、意味が通じる。動詞の
欠けた不完全な文をフローベーノレが 2年開もそのままにしておいたとは考えられないので、 1行
自の右上の挿入は、 1870年にではなく、下書きを執筆していた 1872年6月になされたと判断で
きる。

32) BnF， N.a丘.23666fo134.この清書原稿には追加された儀所が多くあるのだが、 1872年6月の
時点でどこまで書かれていたのかは、1872年9月に写字生が書いた原稿 (N.a.fr.23667fo203)か
ら、容易に判断できる。
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ワーヌの心に降りるJと措かれる。この一連の改変によって、清書原稿では朝日が昇り、

天空があらわになって、その空の真ん中に対神徳、があらわれ、その足元から出た光が聖ア

ントワーヌの心に降りるといったように、朝日から聖者の心までがつながりをもったもの

として措かれるようになる。しかも、第2段落に「三つの対神徳J r三つの光J r三つの

神秘の栄光Jというように3としづ数字が三度繰り返されることになる。三位一体で象徴

されるように3という数は聖なる数であり、ここに措かれた場面は、対神徳によるアント

ワーヌの救済をあらわすと考えられる。

最後に 1873年 5月の改変された草稿。

(Le jour enfin parait， et comme 1es rideaux d'un 

tabernacle qu'on re1eve， des nuages d'or en s'enrou1ant s母子

cux-memes a 1arges vo1utes， decouvrent 1e ciel. 

Tn~ .j-叫n. 内 "n叫.j-，，~ .j-1-. /..n1n~n1n 円 1n 官、n~ l'官、円v、λ明r¥，...，."，，， 

22m必éu~ニぬ叫必…伽e…… w………V一…ι一…一ν……M…U ……………、、、U…句，~心V
n+-1n r可1-.、 n 叩~，ゐιA 門"守"I' Y i-":"，'V判、 v円、ハ~、.j-ト凸漕竹噌'仇 ~1~ ハ唱酒 ，ln1-.n唱唱4ト ・ n+-，ln 

du soleil1a face de Jeus-Christ. 
Y士吉、 1 r町、、宅叫門 ~~n ，l門町内-，ドn~'ドイト叫n，ハ~^引円相円 4トv・n，門何，"'..:句戸川p
Antoine 

、、，1ハ内Aハ~，l n~+-~"内向日 t r.." "，，....向日明，1^ C+-由̂4ムn，日円
九一一一一一ヘ et se remet en vrieres. 

¥ Il fait 1e signe de 1a croix， en l'eSDU'二三tlm'C'ement-， 

Tr. ....."_4-n i-..:__ r'¥ro.... ，r.;、~"、 33)

(ついに日が昇る。すると、聖植の垂幕が上がるかのように、黄金の雲が大きな渦をなして巻

きあがり、天空をあらわにする。

そのただなか、太陽の円盤そのものの中に、イエス・キリストの顔が光り輝く。

アントワーヌは十字を切り、ふたたび祈り始める。)

第 1段落はほとんど変わらないが、第2段落が「そのただなか、太陽の円盤そのものの中

に、イエス・キリストの顔が光り輝く Jという文にそっくり入れ替わる。これによって対

神徳の存在のみならず、 3という数字、聖者の心との結びつきはすべて消えてしまう。最

後の段落も重要な変更がある。 r彼は大きく息をしながら、十字を切る。誘惑が終わるj

が、 「アントワーヌは十字を切り、ふたたび祈り始めるJになる。改変前は誘惑の終結と

いうことが明示されていたのに、改変後はそれが暖味になっている。

全体として見ると、朝日から対神徳を経てアントワーヌの心までがつながって聖者の救

33) BnF， N.a.fr.23667 fo203. 
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第6章イエス・キリストの死とその復活

済、そして誘惑の終結をあらわしていた清書原稿と比較すると、改変された原稿ではその

意味あいが唆昧になっている。より正確に言えば、すべてが「キリストの顔Jの中に溶け

込んでしまっている。したがって、 「キリストの顔Jに救済を読み取ることもできれば、

全く別の解釈も可能になるのである。

先に引用したロジェ・デ・ジュネット夫人宛の書簡で、フローベールは「キジストの顔J

の方が fより明快 (clair)になるj と述べているが、彼の言う「明快」とはいかなる意味

であろうか。少なくとも読者にとって意味が分かりやすいということではなさそうである。

仮に作者の意図を明快に伝えることと解釈して、それでは作者の意図とは何であったのか。

彼の書簡からは真意をつかむことは不可能と雷ってよいが、エドモン・ド・ゴンクーノレ

の日記に興味深い証言が記されている。 1871年 10月 18日、ゴンクールは『聖アントワ

ーヌの誘惑Jの原稿の入った鞄を持ったアローベーノレに会い、彼からこの作品に関する話

を聞く。ゴンクーノレの日記には「辻馬車の中で彼は畠分の作品のこと、彼がこのテパイス

の隠者に耐え忍ばせているあらゆる試練のこと、それを隠者が見事に打ち勝つて抜け出る

ことを私に語った。それから彼はアムステルダム通りで、かの聖者の敗北は、細胞、それ

も科学的細胞によるものだと打ち明けた。奇妙なことは、私が驚いていることに彼の方が

驚いたことであるjとある。凶この証言によれば、アントワーヌは試練には f打ち勝ってJ

(victorieux)抜け出るが、科学的細砲によって最終的な「敗北J(必faite)を迎えることに

なっている。 1871年 10月の時点ではフローベーノレはまだ第5部を執筆中であり、結末部

分はまだプランのままであったが、彼は作品の結末を、試練の克服という意味では勝利、

科学への屈服という意味では敗北といったように陪義的に捉えていたのである。実際、

1872年 6月に審かれたテクストでも、 「物質になりたい!Jという屈服を表す言葉のす

ぐ後に、救済を示す三つの対神徳を登場させて、意図していた両義性は達成されたのであ

る。しかし、フローベールはロジェ・デ・ジュネット夫人の提案をきっかけとして、勝和

と敗北があまりに区切られている結末の場面におそらく不満を抱き始めたものと患われる。

そこで、彼は三つの対神徳の代わりにキリストの顔を登場させ、さらに救済によって誘惑

の終わりを示す箇所を削除することにより、最後の数行そのものが勝利と敗北の両義性を

あらわすようにした。それでは、どうして自輪に輝くキリストの顔の方が、フローベール

にとって、 「より明快になる」のか。

34) Edmond et Jules de Goncourt， Journa1， Memoires de 1a vie littetaire， Tome X， Editions de 

l'imprimerie nationale de Monaco， 1956， pp.35・36.
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聖書では、イエスの顔が「太陽のように輝く Jといったように比輸で用いられたり(マ

タイ 17: 2)、イエスの諜刑のとき太陽が隠れて一帯が暗くなる場面(マタイ 27: 45他)

のように太陽とのつながりが暗示されたりはするが、明確にキリストと太陽とは結びつい

ているとは雷えない。

ここで思い起こさないといけないのは、すでに削除された「近代都市におけるイエス・

キリストの死j のエピソードである。近代の都市にあわられたイエスは「泥の真ん中に横

たわったまま、冬の太陽の光が彼の瀕死の自を打つJ035)福音書における受難とは異なり、

36) 19世紀の受難劇は太陽の光のもとでおこなわれ、最後には「真っ赤な大きな心臓しか

残らずJ、かすかなため息、吐息とともにイエスは死ぬ。死ぬとき、彼の顔はやくざな連

中に踏みつけられ、押しつぶされて、ほとんど跡形もない。太揚の光を自に受けながら、

人々につぶされた顔が、神による救済を通して、最終場面で「太揚の円盤そのものの中にJ

光り輝いたとしても不思議ではない。福音書で伝えられた復活劇が、19世紀のテクスト(と

いうよりもアヴァン・テクスト)で再現されたのである。

ただし、 「復活j が成立するためには「死j がなければならない。 w聖アントワーヌの

誘惑』のテクストにおいては、 「近代都市におけるイエス・キリストの死Jのエピソード

は第5部を書き終える前に削除されているので、イエス・キリストの「死Jは読者に揺さ

れてしまっている。一方、太陽の方は、作品冒頭の描写でアントワーヌの「正面で、太陽

が沈むjαEnface， 1e soleil s'abaisse. >> (T3， p.39)と明示された太陽の消滅と呼応して、

テクスト上でもまさしく最後に復活する。 1872年の清書原稿で、は<<Le jour enfin parait抄

と暖味な表現であったものが、改変によってαdans1e disque meme du solei1 >> (T3， p.17I) 

が加わって、 「より明快になるj。アントワーヌが「十字を切り、ふたたひ守斤り始めるJ

のは、イエス・キリストがあらわれたためだともとれるし、太陽があらわれたためだとも

とれる。キリスト者であると同時に太陽崇拝者でもあるアントワーヌが、作品の最後の場

面で、しかも最終段階で姿をあらわすのである。

35) BnF， N.a.fr・.23668f0224. 
36) Cf. 1"さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで統いた。三時ごろ、イエスは大声
で叫ばれた。 wエリ、エリ、レマ、サパクタニ。 Jこれは、 『わが神、わが神、なぜわたしをお
見捨てになったのですか』という意味である。 J(マタイ 27:話相46)
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「近代都市におけるイエス・キリストの死j で、イエスは泥にまみれ、酔っ払いに反吐

をかけられ、ならず者に踏みつけられて死ぬ。聖なる者が汚辱にまみれることが、この場

面の削除の理由でなかったことは前の章で確認したが、そのことは 1874年に出版された

『聖アントワーヌの誘惑』の第4部で、ガンジスの裸形仙人が泥まみれどころか「牛糞J

(( bouse de vache ))にまみれて登場し、炎の中で消滅していく (T.ぷp.96)場面があること

からも理解される。糞やそれに類する表現は古代を描いた作品にはよくあらわれ、同じ『聖

アントワーヌの誘惑Jの第 7部でも、押し寄せる動物の群れの中の沸々が「俺たちは木の

上から糞をたれるJ(( nous fientons du haut des arbres ))と言ってアントワーヌを脅かす

(T3， p.166)。このような表現があるのは、単に汚さ、グロテスクさを強調するためではな

く、フローベール自身の性向によるところが大きいと恩われる。

フローベールの書簡を読むと、スカトロジックな表現に出くわすことが多い。たとえば

19歳のときのエルネスト・シュヴァリエ宛の書簡に次のような箇所がある。

Quant主moije deviens colossal， monumental， je suis b田uf，sphinx， butor， elephant， 

baleine， tout ce qu'il y a de plus enorme， de plus empate et de plus lourd au moral 

comme au physique. […] Je ne fais que souffler， hanner， suer et baver， je suis une 

machine a chyle， un appareil qui fait du sang qui bat et me fouette le visage， de la 

merde qui pue et me barbouille le cul. (Corr.， 1， p.83) 

(僕の方は巨大で壮大になった。僕は牛だ、スフインクスだ、鷲だ、象だ、鯨だ、一番大き

くて一番ねばねばして肉体的にも精神的にも一番重いものだ。{…]僕は息、を吐き、いななき、

汗をかき、誕をだすばかりだ。僕は乳際をだす機械だ。脈打つ血をつくり、顔を血で鞭打つ装

置だ。臭い糞をつくり、尻を糞まみれにする装置だ。)

引用の前半部でフローベールは自分自身を牛やスフインクスといった動物に饗え、後半で

自分を乳療をだす機械であり、血をっくり、糞をつくる装置であると言っている。上記の

『聖アントワーヌの誘惑』第7部の沸々も糞を出すだけでなく、 「替から血や乳がたれて

いるJ(T3， p.167)のだから、 「動物J r糞J r血Jといった共通の要素がみられることに

なる。しかし、19歳のフローベールが友人に対して描いた自画像は、血を流し糞を出す沸々
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よりも複雑である。作家は手紙の中で、自分が臣大な動物であると言う一方で、 「臭い糞

をつ。くり、尻を糞まみれにする装置Jに自らを2食えている。糞製造機というのは、 19歳の

青年の自調像としてはあまりに自虐的に見えるが、それには何か意味があるのか、あるい

は単なる戯言なのだろうか。

ジャン=ピエール・リシヤールが彼のフローベール論を((On mange beaucoup dans les 

romans de Fla ubert ))と書き出しているように、1)r食べるJという行為がフローベールの

文学において中心的な位置を占めることは間違いないが、その一方で、食事の結果生み出

されるものについては今まで論じられたことはない。糞という、人が触れたがらないもの

を本論文のエゼローグとして選び、フローベールの文学との関係を考察してみたい。

『聖アントワーヌの誘惑』の隊

『ボヴァリ一夫人』以前の仲品で最も糞に関係の深いのが、 『袈アントワーヌの誘惑』

第 1稿 (1848刷1849)における豚である。豚自身が自分の生活を要約して「僕は心ゆくま

で眠り、糞をし、あらゆるものを補化するjαJedors， je fiente a mon aise， je digere tout)) 

(Tl， p.33)と言い放つように、この動物はひたすら食って糞して眠る存在、本能のままに

生きる存在である。もちろんこの豚はフローベールの想像の産物で、はない。 w聖アントワ

ーヌの誘惑』における豚を見るためには、もとになった聖アントワーヌ伝説における豚か

ら始めなければならない。

聖アントワーヌの生涯は 4世紀に聖アタナシオスによって書かれた『アントニウス伝』

や 13世紀のヤコブス・デ・ウォラギネによる『黄金伝説』に描かれているが、どちらの

書物にも豚の記載はない。聖アントワーヌの傍らに豚があらわれるのは、 14世紀の末から

15世紀にかけて数多く描かれたいわゆる「誘惑図Jにおいてである。イヴ・トマは、誘惑

図に豚が登場してきた時期は、ベストの犠牲者の面倒を見るアントワーヌ救護修道会の創

設時期と重なることを指摘している。 2) また、アンドレ・デュピュクによれば、ノレーアン

には 1397年からアントワーヌ会の修道院があり、この時代、アントワーヌ会は修道院で

動物を放し飼いにし、鐘が鳴っている間に動物はゴミを食べていたという。 3)フレデリッ

1) Jean-Pierre Richard， << La creation de la forme chez Flaubert >>， in Litteratureθt Sensation， 
Seuil， 1954， p.1l9. 
2) Yves Thomas， << Le cochon de saint Antoine >>， Etudes Normandes nO 2， 1990， p.40. 
3) Andre Dubuc， << Un centenaire oublie La tentation de saint Antoine >>， Les Amis de Flauberム
decembre 1974， p.9-10. 
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ク・トリスタンも、修道院における耳に鈴あるいは鐘をつけた豚はゴミ処理に用いられた

と述べ、 fゴミの掃除屋は類推的に悪魔誠いと比較することができるj としている。心つ

まり修道士の生活から発生するあらゆる汚物を豚が食べる行為は、聖アントワーヌにまと

わりつく悪しき霊を取り除くことと間一視されたのである。そしてトリスタンは、豚が聖

アントワーヌの伴侶として登場するのは、汚物処理(あるいは悪魔誠い)という側面の他

に、 「豚はアントワーヌが打ち克った肉をあらわす」ためだと説明している。 5)豚は悪しき

ものを食らうものであると同時に、食欲という悪徳に染まった存権であり、アントワーヌ

は豚の主人となることによって、悪しきものにも食欲にも優越するようになったのである。

フローベールの創造した豚は、耳に鈴あるいは鐘はつけていないものの、中世の聖アン

トワーヌ伝説における豚の性格を受け継いでいる。ただし、 『聖アントワーヌの誘惑Jで

は汚物喰らいで食欲にとりつかれた豚はなかなか自分の欲求をかなえることができない。

豚はアントワーヌが食べ残す「蕪のしっぽJと fわずかな汚物」しか口に入れることがで

きないからである (Tl，p.46)。豚がその食欲を完全に満たすことができるのは、第2部で

見る夢の中である。悪魔たちの攻撃によって礼拝堂が消えてしまった後、豚は突然毘を覚

まし、自分の見た夢を物語る。池の畔にいた豚は水を飲もうとするが、波は食器の洗い水

に変わってしまい、食べ物の残j宰が押し寄せる。

Alors une exha1aison ti色de，comme celle d'un soupirai1 de cuisine， a pousse vers 

moi des restes de nourriture qui flottaient sur cette surface grasse p1us j'en 

mangeais， p1us j'en vou1ais manger， et je m'avancais toujours， faisant avec mon 

corps un 10ng sillon dans 1a bouillie claire， j'y nageais eperdu ; je me disais 

depechons-nous La pourriture de tout un monde s'eta1ait autour de moi pour 

satisfaire mon appetit， j'entrevoyais dans 1a fumee des caillots de sang， des 

intestins b1eus et 1es excrements de toutes 1es betes， et 1e vomissement des orgies， 

et， parei1 a des flaques d'hui1e， 1e pus verdatre qui cou1e des p1aies ; [...]. Mais 

j'ava1ais toujours， car c'etait bon. (Tl， p.179) 

(そのとき調理場の天窓から出てくるような生温い臭気が、この脂ぎ、った水面にただよう食べ

物の残りを僕の方へ押し出した。僕がそれを食べれば食べるほど、また食べたくなり、相変わ

らず前に進んで、澄んだ粥の中で僕の体で長い畝をつくり、無我夢中で泳いでいた。僕は恩つ

4) Frederik Tristan， Les Tentations de Jerome Bosch a Salvador DaH， Balland / Massin， 1981， 
p.69. 
5) Ibid.， p.69. 
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た「急ごうJと。腐敗したあらゆるものが僕の食欲を満たそうとまわりに広がり、蒸気の中に、

凝血や青い腸やあらゆる動物の糞や大饗宴の幅吐や、油の権のような、傷から流れ出した緑の

膿が見えた。{…]しかし僕は相変わらず呑み込んで、いた。おいしかったのだ。)

最初は池の畔であったものが料理場の排水溝やゴミ捨て場にいるかのようになり、 「食べ

物の残りJが押し寄せてくる。やがて豚の馬鹿に広がるのは食べかすだけではなく、血や

臓物や糞や吐j寓物や膿である。つまりそこは掃溜め、肥溜め、病院の処理場あるいは屍体

処理場が混在する空間なのである。それらを豚はおいしいと思ってほおばり続ける。

この夢は撞めてグロテスクな光景を提示しているようだが、夢の外で起きていること、

つまりアントワーヌのもとに悪魔たちが押し寄せて、次々と異教徒や怪物や神々が目の官官

で列をなす情景と本震的に変わらない。豚は夢の中で汚物をおいしいと思う一方で、、 「僕

は逃げたかったが、動くことができなかったJ (Tl，p.179)とも言っているように、食う

ことから逃げたくても逃げられない、いわば金縛りの状態になっている。中世のアントワ

ーヌ伝説では、豚は食欲にとりつかれた存在、アントワーヌは聖なる存在であり、両者に

は厳然たる区別があったが、 『聖アントワーヌの誘惑』にはそのようなものはない。ミシ

ェル・ピュトーノレが豚を「アントワーヌの暗い分身J6)と呼んで、いるように、アントワー

ヌと豚は驚くほど似ている。

しかし、アントワーヌと豚で明確に異なるものが一つある。それは糞である。作品冒頭、

アントワーヌは礼拝堂に向かい、赤く染まった空、そこに舞うハゲ、ワシ、風に震える椋欄

の木を見た後、視線を下に向けて、 「豚の糞の上でスカラベが遣っておるぞJ(Tl， p.27) 

と言う。古代エジプトにおいて、スカラベが、糞{更などを集めてつくる球と地球との棺似

から、オシリスとも間一視される聖なる存症であることはよく知られている。 7) また第 3

部で悪魔がアントワーヌを宇宙空間へと誘い、隠者の日々の行為を「ーなるものj の働き

に転化させるように諭す場面で次のように悪魔は言う。

La fiente de ton cochon， lorsqu'elle poudroyait en plein soleil avec les scarabees 

6) Michel Butor， Improvisations sur FlaubθrムEditionsde la Difference， 1974， p.17. 
7) rこの虫は(…)比類のない忍耐をもって、藁痛や牛罵の消化されない穀物などを含む糞便を集
めてこねまわし、卵になすりつける。そしてそれを後ろ脚で支えながら球形にする。(…)エジ
プトの僧侶たちは、黄金虫の作る球形の卵の袋と地球の間に類似性を見て、玉をころがす糞虫を、
地球を閉すオシリスにたとえたのだ。 J (ジャン=ポーノレ・クレベール『動物シンボノレ事典』大
修館書活， 1989， p.190) 
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verts qui bourdonnaient a l'entour， suffisait tout comme Dieu主torturerta 

pensee; L.J. (Tl， p.220) 

(お前の豚の糞は周圏でぶんぶんいっている緑のスカラベとともに日向で粉状になるとき、神

と全く同じく、お前の考えを悩ますのに十分だった。)

ここでは、 「豚の糞j は粉になってしまって、スカラベも糞の球をつくることはできない

が、悪魔の発言の中では、 <<Dieu>>と f全く同じ」だとされている。この<<Dieu>>は悪魔の

う「ーなるもの」ではなく、アントワーヌの信じる「神Jなのだが、その「神Jと「豚

の糞Jは陪一視されている。ここでもやはり、 「豚の糞Jは聖なる存在にあずかっている

ことになる。

一方、アントワーヌの排植物にはスカラベも「神Jも関与してこない。もちろん、砂漠

の苦行者も食べなければならないから、当然糞は出るが、それは豚が食べてしまう。実際、

豚はアントワーヌが残す蕪のしっぽのほかには「あんたがつくるわずかな汚物J<< 1e peu 

d'ordures que tu fais >> (Tl， pp.46・47)しか口に入らないと文句を言っており、この

<< ordures >>はほとんど糞だと考えられる。豚はわずかな残り物と糞を消化し、わずかな糞

を出す。

先に引用した第 2部の豚の夢では、豚は食べ物の残j宰やあらゆる動物の糞だけでなく、

血も臓物も吐鴻物も膿も口に入れてし1く。豚が日常的に排f世するものだけでも、スカラベ

が来て球をつくるのに、これらの混合物を消化すれば、どんなとてつもない糞便が生まれ

るのか。その答えは分からない。

フローベーノレは 1852年 1月 31日のノレイーズ・コレ宛書簡でrw聖アントワーヌの誘惑』

では僕が聖アントワーヌであったJと書いているが (Corr.，II， p.40)、豚がアントワーヌの

分身であるとすれば、この文は「僕は豚であった」と読み替えてもいしゅ=もしれない。 19

歳のとき、自らを糞っくり機にたとえたフローベールにとって、『聖アントワーヌの誘惑』

第 1稿の豚は、その自画像の発壊としては最初の一歩となったことは間違いない。しかし、

1874年に刊行された『聖アントワーヌの誘惑』第3稿からは豚が姿を消して、その要素は

ガンジスの裸形仙人や沸々といった誘惑者たちの中に散症することになる。フローベール

と糞との関係を明らかにするには、 『ボヴァリ一夫人』以降の作品に自を移さなければな

らない。
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『ボヴァリー夫人』から『ブ、ヴアーんとペキュシヱ』へ

『聖アントワーヌの誘惑』以外の作品では、動物が自ら「糞をするJと語る場面はない

ものの、動物の糞に欠けてはいない。たとえば『ボヴァリー夫人』第2部第8章の農業共

進会では、審査のために家畜が集められた草地にやってきたロドノレフは、エナメルを塗っ

た靴で馬糞を踏みつけてしまう :α Ilfou1ait avec elles 1es crottins de cheva1 […]>> (MB， 

p.174)。

しかし、 『ボヴァリ一夫人』の中で特徴的に出てくるのは、糞そのものよりも堆肥であ

る。第 1部第2章、シヤノレノレ・ボヴァリーが初めてベノレトーに行ったとき、農場は次のよ

うに措かれる。

C'etait une ferme de bonne apparence. On voyait dans 1es ecuries， par 1e 

dessus des portes ouvertes， de gros chevaux de 1abour qui mangeaient 

tranquillement dans des rateliers neufs. Le 10ng des batiments s'etendait un 

large fumier， de la buee s'en elevait， et， parmi les poules et 1es dindons， picoraient 

dessus cinq ou six paons， luxe des basses.cours cauchoises. (MB， p.61) 

(それは立派な外観の農場であった。厩舎の中には、開けはなった扉の上部を越えて、新しい

まぐさ棚でゆったりと食んでいる大きな耕作馬が見えた。幾棟かの建物に沿って大きな堆把が

ひろがって、湯気がそこから立ちのぼり、そしてその上では雌鶏と七部鳥に屈まれて、コ一地

方の家禽飼育場の繋沢品である孔雀が五、六羽、餌をついばんでいた。)

入り口から奥へと進むシャルルには、まず馬が株を食んでいる既舎が自に入札次に建物

に沿って堆肥が見える。 r堆肥J<<fumier>>とは GrandRobertによれば、 「馬や家畜の糞

尿と寝藁を混ぜて、微生物の働きで発酵分解させて、肥料として用いるものj であり、こ

の農場にいる馬や羊の糞がそれに使われているわけである。この農場はシャルルの自から

見る限り「立派な外観Jで裕福に見えるが、内実はそうではない。農場の主人、ルオー爺

さんは「本来のいわゆる百姓仕事にも、農場内の経営にも彼ほど不向きな人聞はいなかっ

たJ(MB， p.68)からである。実際、ノレオー爺さんが足の治療代 75フランをもってシヤノレ

ルのもとを訪れるのは、治ってから半年も経ってからである。ωおそらく現金収入がほとん

どないので、治療代を工面するのに時間がかかったのであろう。一方、彼の農場そのもの

8) Wボヴァリー夫人』の chronologieに関しては、AnneBrunswic et al.， Flaubel"t Madame Bovary， 
Gallimard， << Lire >>， 1993， p.43を参照した。
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は搭福な外観を示している。その象徴は「干し雀」である。テクストにおいても「コー地方

の家禽餌脊場の賛沢品Jとあるように、何の役にも立たない孔雀を餌うことはゆとりのあ

るしるしなのだが、その孔雀が堆肥の上にいる。もちろん孔雀は堆肥に含まれる寝藁や糞

の中の食べ物の残りj宰をついばんでいただけなのであろうが、干し雀と堆肥という奇妙な取

り合わせによって、本来目が向けられない堆肥に光があてられ、その豊かさい unlarge 

fumier }})と新鮮さい dela buee s'en elevait叫が強調される結果となっている。

このようにベルトーの農場は、とりわけ動物とその糞においては賛沢さを示す一方で、

その主人は貨幣経済から取り残されている。もちろん、これはノレオー爺さんの娘エンマが、

表面上は繋沢な生活をしながらも借金地獄に飲み込まれていく運命を先取りしたものなの

だが、ここでは堆肥に焦点をあてて論を進めていこう。

第2部で、シャルノレとエンマはヌーシャテル郡のヨンヴイノレに移り住むことになる。こ

の町の地勢や特徴などが語り手によって説明される。

C'est 1主quel'on fait les pires fromages de Neufchatel de tout l'arrondissement， et， 

d'autre part， la culture y est couteuse， parce qu'il faut beaucoup de fumier pour 

engraisser ces terres friables pleines de sable et de cailloux. 

[…] Au lieu d'ameliorer les cultures， on s'y obstine encore aux herbages， quelque 

deprecies qu'ils soient， et le bourg paresseux， s'ecartant de la plaine， a continue 

naturellement主s'agrandirvers la rivi討e. On l'apercoit de loin， tout couche en 

long sur la rive， comme un gardeur de vaches qui fait la sieste au bord de l'eau. 

(MB， pp.109暢110)

(ここは郡全体で最悪のヌーシャテノレ・チーズがつくられるし、一方また、砂と小石だ、らけの

砕けやすいこの土地を肥やすには多くの堆肥が必要なので、耕作が高くつくところだ。

[…〕耕作の仕方を改良するどころか、いかに評判が落ちても、いまだに放牧場に固執し

続け、それでこの怠惰な町は平野から遠ざかって、自然に川に向かつて大きくなり続けた。遠

くから見ると、この町は水のほとりで昼寝する牛飼いのように、河岸に沿って長々と寝そべっ

ているのが屈にとまる。)

このあたりは「砂と小石だらけ」と説明されているが、本来ノルマンディー地方は農業や

畜産の盛んな地域として知られていた。たとえば W19世紀百科事典』の 1843年版を見る

と、シャプタノレ、ユング、マンテノレによる土壌の分類では、ヌーシャテノレ郡のあるセーヌ・
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アンフェリウール県は、よりパリに近いウーノレ県ととともに「肥沃で豊かな土地」で、農

耕にも牧畜にも適した地域とされている。 9)つまり、フローベールは豊かなノルマンディー

東部の中で、わざわざ「砂と小石だ、らけの砕けやすいJ土地を、言い換えると f多くの堆

肥が必要なJ土地を、シャノレノレやエンマの住む区域として選んだことになる。この不毛な

土地を耕すには「多くの堆肥Jのみならず、人間の努力も必要なのだが、引用した笛所の

後半部が示すように、ヨンヴイノレの住民は耕作法の改良に身を傾けようとはしない。最後

の文にあるように、ヨンヴィノレは昼寝する牛飼いに愉えられるほど、怠慢な町なのである。

ヨンヴイノレ周辺地域の状況は、薬屋オメーの口からも説明される。第2部第2重量で、金

獅子館の食堂で、オメーはヨンヴイノレの気候について撞蓄を傾ける。

[…] et cette chaleur， cependant， qui a cause de la vapeur d'eau degagee par la 

nVlらreet la presence considerable de bestiaux dans les prairies， lesquels exhalent， 

comme vous savez， beaucoup d'ammoniaque， c'est-a-dire azote， hydrog色neet 

oxyg色ne(non， azote et hydrogene seulement)， […] pourrait a la longue， comme 

dans les pays tropicaux， engendrer des miasmes insalubres L..l. (MB， 

pp.118-119) 

(それなのにこの暑さ、これは河から立ちのぼる水蒸気と牧場にたくさんいる家蓄のせいで、

この家畜がご存知のように、多量のアンモニアガス、すなわち窒素と水素と酸素を吐き出すの

ですが(いや護棄と水素だけですな)、 [...Jこの暑さはついには熱帯地方におけるように、

不衛生な産気を生み出しかねないのですし.J0 ) 

オメーが言うところによれば、ヨンヴィルの牧場にたくさんの家畜がし、て、それが発する

ガスと、水蒸気やその他もろもろのものとが混ざり合って、不衛生な痘気をつくりだしか

ねない。牧場にはたくさん家畜はいて、当然多くの糞が出るのだから、肥料が多量にでき

るはずなのだが、オメーの在意はそこにはなく、家畜が発する多量のガスとその結果とし

ての痘気(パスツール以前は病気の原因と考えられたもの)へと向かう。ここでは家畜の

存在は、負の方向に向かっているのである。

オメーの発言を見る眼り、ヨンヴイノレで、堆肥が多量にあるのかどうかは明確ではないが、

農業共進会の演説で参事官ジューヴァン氏がとりわけ f土壌の改良Jや「良質の肥料j な

9) Vanderest， Encyclopedie du XIXe siecle ou resume des connaissances humaines， Hachette， 
1843， p.282. 
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どに取り組むように住民に訴えているところを見れば (MB，p.181)、ヨンヴィルの住民は

多量の糞を有効に使ってより効率的な農業をおこなう術を知らないように見受けられる。

実捺、ヨンヴイノレ周辺の風景をシヤノレノレやエンマたちが見る場面は多いが、決してベルト

ーの農場のような堆肥には出くわさない。ベノレトーの農場は貨幣経済からは取り残されて

いたとはいえ、少なくとも家畜や堆肥は豊かであった。それに対してヨンヴイノレでは家蓄

はたくさんいても、それを生かすことができない。先に引用した笛所の輪えにもあったよ

うに、ヨンヴィノレは家畜を前にして昼寝をするだけの番人なのである。

このように見てくると、家畜や糞は、ベルトーの農場やヨンヴイノレの町にはかかわるも

のの、エン?を敢り巻く恋愛とは無縁のようだが、必ずしもそうとは言えない。すでに見

たように、第2部第8章の農業共進会の場面で、家畜の品評会に行ったロドルフが馬の糞

を踏みつけてしまうが、それは序曲に過ぎない。ロドノレフはエンマを連れて、町役場の二

階に行き、エンマを口説き始めると、下の広場から品評会の表彰の声が聞こえる。

-Cent fois meme j'ai voulu partir， et je vous ai suivie， je suis reste. 

<< Fumiers.>> 

-Comme je resterais ce soir， demain， les autres jours， toute ma vie ! 

<<λM. Caron， d'Argueil， une medaille d'or !>> (MB， p.182) 

(1何度も私は立ち去ろうと思ったのですが、あなたについていき、ずっとそばにいたのです。」

《堆肥》

「今夜も、明日も、そのあとも、一生涯こうしてそばにいられたら!J 

《アルグイユのカロン氏に金メダル!)) ) 

引用の偶数行は表彰の内容であり、 「堆肥J部門では「カロン氏に金メダノレJが与えられ

るという意味だが、テクスト上は、一行目と二行自をつなげて αjesuis reste fumier(s) >> 

と読むことが可能である。つまり、ロドルフは r(馬糞を踏みつけた)私は(今なお)堆

肥であるj という告白をエンマにしていることになる。

もちろんロドルフは自ら好んで馬の糞を踏みつけたわけで、はないし、堆杷になったわけ

でもない。また『ボヴァリー夫人』の中で堆肥が具体的なかたちであらわれるのは、ベル

トーの農場だけである。それに対して、遺作の『ブヴアールとベキュシェJ、とりわけ園

芸と農業が問題になる第2章では、主人公二人が自ら進んで、糞を追い求め、堆肥をっくり

あげる。
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第 1章でブヴアールは思わぬ遺産が入り、ベキュシェとともに、ノノレマンディー西部カ

ルヴァドス県のシャヴィニョルに住まいをもつことになる。そこは庭っきの家屋と農障が

あるのだが、第2章で、二人が初めて農園を訪れる場面を見てみよう。

Ensuite， on visita les cultures. Maitre Gouy les depr・ecia. Elles mangeaient 

trop de fumier ; les charrois etaient dispendieux ; impossible d'extraire les cailloux， 

la mauvaise herbe empoisonnait les pralrleS et ce denigrement de sa terre 

attenua le plaisir que Bouvard sentait a marcher dessus. (Bp， p.54) 

(それから一行は耕作地を訪れた。グイ爺さんは土地をこきおろした。この土地はあまりに堆

肥を食いすぎるし、荷車による運識も費用がかかる、小石を除けることはできないし、雑草で

牧場も台なしだ、という。自分の土地をこれほどくさされては、その上を渉いて感じるブヴア

ールの喜び、も小さくなった。)

カルヴァドス県は、 W19世紀百科事典』によれば、隣接するオルヌ果、マンシュ県ととも

に、 「ヒースとランドの土地J~こ分類されていて、 10) 農耕はともかく、牧畜には適した土

地のはずだが、ブヴァーノレとベキュシェの土地はそのようには見えない。小作人のグイ爺

さんから「あまりに堆肥を食いすぎj 、 r IJ、若Jだらけだとけなされるこの土地は、 『ボ

ヴァリー夫人Jにおけるヨンヴィルとほぼ閉じである。ヨンヴ、イルでは「堆肥が必要j だ

と書かれていたのに対し (MB，p.l09)、ここではブヴアールとベキュシェの土地だけが痩

せているように描かれている。他の土地がどうなのかは、テクスト上は明確な言及がない。

ただ、主人公こ人の家の庭に関しては、ベキュシェが園芸に精を出した結果から、ある

程度土壌の具合を推測することができる。まずベキュシェは、肥料をつくることから始め

る。

Pecuchet五tcreuser devant la cuisine un large trou， et le disposa en trois 

compartiments， ou il fabriquerait des composts qui feraient pousser un tas de 

choses dont les detritus am色neraientd'autres reco1tes， procurant d'autres engrais， 

tout cela indefiniment ; L.J. Mais le fumier de cheval si utile pour les couches lui 

manquait. Les cultivateurs ぜenvendaient pas les aubergistes en refus色rent.

Enfin， apres beaucoup de recherches， malgre les instances de Bouvard， et abjurant 

10) Vanderest， op. cit.， p.282. 
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toute pudeur， il prit 1e parti αd'aller 1ui官 lemeau crottin !>> (BP， p.55) 

(ベキュ、ンェは、調理場の前に大きな穴を掘らせて、それを三つの仕切りに分けた。混合肥料

をつくろうというわけだが、これは多くの作物を成長させ、その作物の残骸はまた新たな収穫

をよび、収穫がさらにまた別の肥料のもとになるという具合に、こうしたことを無限に繰り返

すのだ。 しJしかし、苗床にぜひ必要な馬糞がなかった。百姓たちは売ってくれないし、宿

屋の主人も断った。さんざん探したあげく、とうとう彼は、ブヴァーノレが止めるのもきかず、

恥をかなぐり捨てて、 「自分で糞探しにでかける」ことを決めた。)

ベキュシェが混合杷料をこしらえるために何かを買ったとは書いていないので、穴に入れ

たのはおそらく庭の木の葉や枝、あるいはせいぜい調理場から出た残り物などであろう。

「これは多くの作物を成長させ、その作物の残骸はまた新たな収穫をよび…Jとあるよう

に、ベキュシェは自然の循環にまかせて、豊かな実りが得られるのを夢見る。しかし、

<< couches >>つまり「植物の成長を促進するために土と混ぜた一区画の堆肥J(Grand 

Robert)をつくるには馬糞がないので、ベキュシェは「糞探し」に出かけることになる。

しかし、テクストを見る限り、ペキュシェは十分な糞を手に入れることができないし、気

候不順のため混合肥料がうまくできたようには書かれていない。にもかかわらず、次の年

の春になると「アスパラガスは豊作だ、ったJし、「葡萄も有望だ、ったjのである (BP， p.55)。

つまり、満足な把料もやっていないのに、かなりの収穫があったことになる。ジャン・ゲ

ヨンは、この「成功j の原因は「庭の土壌に燐酸カルシウムが豊富で、あったj ことによる

ものと推測している 11)もちろんこの原因を知る由もないブヴ、アールとベキュシェが、園

芸に自信を得て、次に農国を耕してみようと思い立つたのも当然で、ある。

ファヴェノレジュ伯爵の豊かな農圏を見学してからは、さらに『田舎の家』やガスパラン

の講義録などを読み、実践にとりかかる (BP， p.58)。ブヴアールはかつてペキュシェが揺

らせた穴で、文字通りの混合肥料をこしらえようとする。

Excite par Pecuchet， il eut 1e delire de l'engrais. Dans 1a fosse aux composts 

furent entasses des branchages， du sang， des boyaux， des p1umes， tout ce qu'i1 

pouvait decouvrir. Il emp10ya 1a liqueur be1ge， 1e lizier suisse， 1a 1essive Da-Olmi， 

des harengs saurs， du varech， des chiffons， fit venir du guano， tacha d'en fabriquer， 

11) Jean Gayon， (( Agriculture et agronomie dans Bouvard et Pecuchet de Gustave Flaubert >>， 
Litteratw'e nO 109， 1998， p.62. 
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et， poussant jusqu'au bout ses principes， ne tolerait pas qu'on perdit l'urine il 

supprima les lieux d'aisances. On apportait dans sa cour des cadavres d'animaux， 

dont il fumait ses terres. Leurs charognes depecees parsemaient la campagne. 

Bouvard souriait au milieu de cette infection. Une pompe installee dans un 

tombereau crachait du purin sur les recoltes. A ce収 quiavaient l'air degoute， il 

disait: 

-Mais c'est de l'or ! c'est de l'or. 

Et il regrettait de n'avoir pas encore plus de fumiers. Heureux les pays ou l'on 

trouve des grottes naturelles pleines d'excrements d'oiseaux! (BP， p.62) 

(ベキュシェに刺激されて、ブヴアールも肥料に熱をあげた。混合肥料の穴には、木の枝、血、

臓物、羽毛、手当たり次第のものが積み重ねられた。ベノレギー水肥料、スイス肥料、氏汁、

製練、海草、ぼろ切れをつかい、人造肥料を取り寄せ、自らこしらえようと努力した。そして

自分の方針を極端に押し進めて、尿は捨てることを許さず、雪揺をつぶしてしまった。動物の

屍体を中庭に持ってきて、土地を肥やそうとした。細切れの腐肉が土地にばらまかれた。ブヴ

アーノレはこの悪臭の中で微笑んでいた。肥車にとりつけられたポンプ。が水肥を作物の上にふり

かけた。不快な顔をする人には、彼は言った。

「黄金ですぞ!黄金ですぞ!J 

しかも、彼はまだ十分に堆肥のないのをこぼしていた。鳥の糞でいっぱいの自然の澗窟のあ

る国はなんと幸描だろう!) 

「木の枝、血、臓物、羽毛Jはベキュシェも入れたかもしれないが、そこにブヴ、アーノレは

人造肥料を放り込む。((liqueur belge >>はアンモニア肥料、((lizier suisse >>は糞と深と水の

混合物、((lessive Da -Olmi >>は井戸の中に若灰と灰を入れて、毎日棒でかき混ぜてつくる

肥料液である。さらに「薫製練、海軍、ぼろ切れj を使い、((guano>> (動物の糞・死骸で

つくる人工肥料)を取り寄せ、尿を溜め込み、中庭に動物の屍肉をばらまく。これらの素

材は、アノレベルト・チェントの注釈や、 12)ジャン・ゲヨンの論文にあるように、 13)すべて

『田舎の家Jやガスパランの講義録などからの引用であり、それぞれは肥料として有効と

みとめられているものである。ところが、結果は惨櫓たるもので、ブヴァーノレの畑でとれ

た「小麦はいやな臭いがするというので、てんで、売れなかった」のである (BP， p.62)。ブ

ヴアールの意識としては、ベキュシェが自然の素材のみで構成されたごく少量の肥料・で、

12) Alberto Cento， Commentaire d，θBouvard et Pecuchet， Liguoli， Napoli， 1973， pp.32・33.
13) Jean Gayon， art. cit.， p.67・69.
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ある程度の収穫を得たのだから、人口肥料をたらふく加えれば完壁な成功を収めるはずだ

ったのが、大きく期待に背く結果になる。この原因は明らかに、さまざまな肥料の混ぜす

ぎである。どれほど一つ一つの食材が美味で、も無茶苦茶な料理法や組み合わせでは腹をこ

わしかねないのと開様に、過剰でしかも配合の具合を誤った肥料に土地が消化不良をおこ

しているのである。

上記の引用で注目しなければならないのは、これほど奇妙な肥料にもかかわらず、それ

が((de l'or>>だというブヴアールの言葉で、ある。金 (del'argent)にはならないが、彼に

とっては「金Jなのである。さまざまな素材を混ぜ合わせて肥料をつくる行為は、ここで

錬金術とみなされている。中世の錬金術がそうであったように、ブヴアールの錬金術は真

の成功には結びつかないにしても、一種の秘術へとつながる。

今、この混合杷料を、農耕の失敗の一原因という小説の筋の枠組みから離れて、フロー

ベールの作品における糞や堆肥の流れの中において考察する必要がある。まず気づくのは、

ブヴアールのつくる肥料と、『襲アントワーヌの誘惑Jにおける豚の夢との類似性である。

豚は水面にただよう「食べ物の残り」を食べ、 「凝血や青い腸やあらゆる動物の糞や大饗

宴の曜吐や、油の海のような、傷から流れ出した緑の膿Jを次々と呑み込む (Tl，p.179)。

そこには人造肥料やぼろ切れこそないものの、肥溜めともごみ溜めともつかぬ世界が広が

る。 r調理場の窓から出てくるような生温い臭気Jにまみれた豚は、調理場のすぐそばに

開いた穴にあらゆる素材を放り込んで、「悪臭の中で微笑むJブヴアールとしてよみがえっ

たように見える。ただ異なるのは、豚が夢の中にいるのに対し、ブヴアールは現実世界(も

ちろん小説という章構の現実)にいること、そして豚が肥瀦めないしはごみ溜めの中身を

呑み込むのに対し、ブヴアールはそれをつくるだけである。つまり、豚はブヴァーノレがや

がて作り出すはずの奇妙奇天烈な混合肥料を呑み込む夢を見るのである。

では、 『ボヴァリ一夫人』のベノレトー農場の堆肥はどうか。すでに見たように農場主の

ノレオー爺さんは現金収入に乏しく、彼が堆肥をつくるために何かを異って混ぜたという可

能性はゼロに近い。これは、ベキュシェがつくる把料と同じように、手近な自然の素材で

構成された堆肥と考えざるをえない。しかも、ベキュシェには十分な馬糞がなかったのに

対し、ベルトーの農場には牛や羊などの家膏が多くいて、まず糞には不自由しないという

好条件までそろっている。ここには、ブヴアールの肥料に見られたし、かがわしさも秘術性

もなく、自然と調和した世界に属するものとみなすことができる。 w聖アントワーヌの誘

惑』で、豚の糞をスカラベが運びながらつくる球もこの系列に入れることができるだろう。
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要するに、フローベールの作品における糞や堆肥には、ブヴアールの肥料のように、人

工的なものも自然なものも容せ集められて、一種の錬金術的な士宮塙の中で練成されるもの

と、ベキュシェの肥料のように天然素材の組み合わせからっくりあげられるものとがある

ことになる。共通しているのはどちらも経済的な成功とは結び、つかない点である。ペキュ

シェのつくる肥料は例外のように見えるが、これも挺仕事の結果、アスパラガスや葡萄が

多く取れただけで、それで金銭的な利益を得たとは警かれていない。

本論の冒頭で引用したフローベール 19歳のときの書簡をもう一度見てみよう。彼はま

ず自分を「牛Jや「スフインクスjや「象j といった「一番大きくて一番ねばねばしたJ

動物に響えてから、 「臭い糞をつくり、尻を糞まみれにする装置だJと自らを規定してい

る (C01γ~ ， 1， p.83)。この巨大な糞っくり装置は、十分にいかがわしく、秘術性に欠けてい

ないと同時に、自然性も感じさせる。ブヴアールの杷料的なものとベキュシェの肥料的な

もの、両方を備えているように思われる。

この書簡からは年ほど経った 1853年 12月 23日、 fボヴァリ一夫人Jの第2部を執

中のフローベーノレは、ノレイーズ・コレ宛てに次のように書く。

{…] enfin ne faut-i1 pas connaitre tous 1es appartements du c田uret du corps socia1， 

depuis 1a cave jusqu'au grenier. -Et meme ne pas oublier 1es 1atrines， et surtout 

ne pas oublier 1es 1atrines! Il s'y e1abore une chimie merveilleuse， i1 s'y fait des 

decompositions fecondantes. -Qui sait a que1s sucs d'excrements nous devons 1e 

parfum des roses et la saveur des me10ns ? […] Nous sommes ce1a， nous autres， des 

vidangeurs et des jardiniers. Nous tirons des putrefactions de l'humanite des 

delectations pour elle-meme. Nous faisons pousser des banettes de fleurs sur ses 

miseres eta1ees. Le Fait se distille dans 1a Forme et monte en haut， comme un 

pur encens de l'Esprit vers l'Eterne1， l'immuab1e， l'abso1u， l'ideal. (C017'.， II， 

p.485) 

( […]とにかく人の心も社会集団も、地下室から屋根裏まで、あらゆる部躍を知るべきでは

ないでしょうか。ーそして手洗いも忘れてはいけません、とりわけ手洗いを忘れてはなりま

せん。そこでは素晴らしい化学反応がおこり、肥沃な分解作用がなされているのです。一糞

便から出るどのような分秘物のおかげで、醤織の香りやメロンの味わいが生れてくるのか、分

かったものではありません。 し.Jわれわれは汲取り屋であり庭師なのです。人類が残す腐敗

から、人類のための歓喜を引き出すのです。さらけ出された悲楼さの上に、龍いっぱいの花を
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咲かせるのです。 r事実」は「形式Jの中で蒸溜されて、ちょうど「精神」の純粋な香りが「永

遠なるものJへ、変らざるもの、絶対的なもの、理想的なものへと昇っていくように、上へと

昇っていくのです。)

ここでもまたスカトロジー趣味爆発であるが、先の書簡とはやや色合いを異にする。文中

「われわれj というのは、手紙の宛先が詩人ルイーズ・コレであることを考えれば、 「作

家Jと置き換えてもいいと思われるが、 「われわれは汲取り屋であり庭師」であるという

ことは、つまり作家とは糞尿を集める汲取り屋であると同時に、美しい詑を咲かせる庭師

であると言っているのである。最後の文が示すように、作家は「事実j を「形式Jの中で

蒸留して、 「精神j を「永遠Jの高みへと導く。糞震に満ちた場所も含めて、あらゆる場

所を知りつくした上で、それを「永遠Jの花に変えてし、く、 「変らざるもの、絶対的なも

の、理想的なものJへと導くのが、文学創造だというわけである。

糞まみれの「事実Jから「永遠なるもの、変らざるもの、絶対的なもの、理想的なもの」

を引き出していくことが、フローベールの文学の秘密なのである。 w聖アントワーヌの誘

惑』第 1稿の豚の夢は、また同時にフローベーノレの夢であり、 「あらゆる動物の糞Jつま

りあらゆる「現実」を食り食い、流れてきた汚物を口に入れ、それらを消化していく。ま

た『聖アントワーヌの誘惑J第3稿の草稿にあった近代都市にあらわれるイエス・キリス

トは、 (糞まみれならぬ)淀まみれで患を引き取るとはいえ、まさしく「永遠なるもの、

変らざるもの、絶対的なものjそのものである。豚もキリストも決定稿では消えてしまっ

たものの、フローベールの文学の奥底にあるものを体現しているのだろう。
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フローベール嫌いを自認するポーノレ・ヴァレリーは r(聖)フローベーノレの誘惑j の中

で、フロ}ベーノレは rW歴史的資料』の価値や現代に対する赤裸々な観察を信じていたが、

それらは空虐な偶像であった。芸術の中で唯一現実のもの、それは芸術であるJと述べて

いる。1)さらにヴァレリーは、 『聖アントワーヌの誘惑』は一つの臨書館であり、そこで

は「あらゆる書物が無数の言葉を同時にわめきたて、あらゆる画集が謀反を起こして版画

やデッサンを同時に吐き出したかのようである。あたかも呑みすぎた酔っ払いについて人

が言うように、 『彼は本を読みすぎた』と作者について人は考えるJと評している。 2) ヴ

アレリーの批評は辛練ではあるが、かなり的を得ているようにも患われる。一つは、フロ

ーベールの文学を『聖アントワーヌの誘惑Jを中心に据えて論じている点、もう一つは作

家が「歴史的資料」に酔っ払いのように耽溺し、そこから彼の文学を生み出していること

を指摘している点である。そのような作家の姿は、 『聖アントワーヌの誘惑』第 1稿の豚

の夢で、あらゆるゴミや糞や織物を呑み込んで満足する姿に重なる (Tl，p.179)。つまり、

フローベーノレも、やがてヴァレリーが指摘する自らの文学創造の姿を、文学的出発とも言

える『聖アントワーヌの誘惑J第 1稿の豚の夢としてほとんど戯臨的に織り込んでいたと

思われる。言うまでもなく、ヴァレリーは作家があらゆる書物をたらふく呑み込んでそれ

らにとらわれ過ぎた結果、作品の美が損なわれていると非難しているのだが、フローベー

ノレ自身は呑み込んだものが徐々に発酵し、そこから新たな美が生まれると信じていたよう

である。実際、本論文第E部第6章の最後で引用した書簡でも、フローベーノレは汚物のよ

うな事実を形式の中で蒸留して、精神を永遠の高みへと導くことを自らの文学のいわば秘

法としてルイーズ・コレに開陳していた (Corr.吋 II，p.485)。この手紙を書いた 1853年 12

月にはフローベールは『ボヴァリー夫人Jを執筆していたので、ここで言う事実とはたと

えば農業祭での県知事の演説や当時の新聞記事であろうが、それらを取材するときのフロ

1) Paul Valery， (( La Tentation de (saint) Flaubert ))， in (FJuvres 1， 別 itionetablie et annotee par 
Jean Hytier， Gallimard， (( Biblioth句uede la Pleiade ))， 1957， p.613.この評論はもともと
Daragnès の版画が入った『聖アントワーヌの誘惑~ (1942)の序文として書かれたものである。
なお、ヴァレリーのフローベール嫌いはアンドレ・ジッドへの 1894年 11月10日の書簡ですで
に表されている :αJ'aideteste Flaubert -comme un chat un chien)) (Jbid， p.1749). 
2) Ibid， pp.616・617.
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ーベーノレの態度と『堅アントワーヌの誘惑』の準備のためにキリスト教教父の著作にあた

るときの態度は驚くほど似ている。ヴァレジーは「歴史的資料j と「現代JOe present)と

を同列に扱っていたが、フローベールにとっても両者は儒じ価値のもので、あったにちがし1

ない。

本論考ではフローベールの作品について論じてきたが、その創造行為をたどるためには、

各輩を逆順に追ってし1く必要があるだろう。まず本論文第宜部第6章では、 f歴史的資料J

や「現代」の観察に対する惑溺から始まるフローベールの文学創造のあり方が、作品や書

簡の中に表現されていることを指摘しようとした。 w聾アントワーヌの誘惑』第 1稿はフ

ローベールが、資料調査から読書ノート、セナリオ(プラン)、下書き、清書にまで至る

行程がほば完全なかたちで達成された最初の作品であるが、その第2部で描かれた豚の夢

はあらゆる資料を貧り食う自らの姿を諾語をこめて表現したものと言ってよい。豚は押し

寄せるものをひたすら呑み込み、何が生まれるのか全く考えていないが、遺作の『ブヴア

ールとベキュシェ』の第2章ではブヴァーノレは穴の中にあらゆるゴミや糞や臓物、さらに

は人造肥料を放り込み、悪臭のただよう中で「金J<<de l'or >>がで、きたと言って微笑む。そ

もそも『ブヴアールとベキュシェJという作品自体が、作家の創造行為を、あらゆる分野

の書物や情報を漁りつくしながら結薦何も生み出せない二人の主人公に重ねあわせたとも

読める小説だけに、第2章の肥料の場直がかつての豚と夢と並んで、フローベーノレの創造

行為の miseen abymeになったとしても不思議で、はない。

あらゆる種類のものを呑み込もうとする志向が、宗教の面においては諾宗教混請という

かたちになるのは自然の成り行きであろう。本論文第E部第1輩から第5章までは諸宗教

混溝、とりわけキリスト教と異教との混靖がテーマとなっている。第 l章では主に『聖ジ

ュリアン伝』および『ボヴァリー夫人』の中でソレーアン大聖堂にかかわる箇所を問題にし

ており、 『聖ジュリアン伝』ではステンドグラスにあらわれた悪魔とキリストとの親近性

を、 『ボヴァリー夫人』で、は大聖堂で、エンマを待つレオンと酒の神、饗宴の神パッコスと

の相似性を、下書き涼稿の分析から引き出した。この輩で、はノレーアン大聖堂を中心に論を

展開しており、キジスト教的要素の中に異教的要素が織り込まれていることを指摘してい

る。

次の第2章から第4章までは、 『聖アントワーヌの誘惑』にあらわれる異教そのもの、

第2章ではオフィス派、第3章ではアポロニウス、第4章ではアドニスを対象としている。
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各場面の生成過程を見ると、オフィス派ではプリュケの異端事典、マテノレのグノーシス主

義に関する著作、聖エピファニオスの著作、アポロニウスではブイロストラトスによる『ア

ポロニウス伝』、アドニスではクロイツエノレの『古代の宗教』、テオクジトスの『牧歌』

などが主な出典なのだが(もちろん細部においては他のさまざまな文献からの出用がパッ

チワークのように張り合わされる)、作家はさらにそれらの文献からっくりあげた要素を

聖書からとった記述と並列させる。

産史的資料と聖書との関係でもっとも複雑な様相を見せるのがオフィス派の場面であり、

第1稿では矛盾をはらんだマテノレの著作の記述は一旦無視され、旧約聖書創世記における

蛇とイヴの場面や教父たちの伝える秘儀に対するいわば異教的解釈から出発し、第2稿で

は旧約聖書『民数記』に由来する青銅の蛇が導入され、最後にはそれまで、にあったイヴと

蛇の性的なつながりが完全に捨てられ、マテノレの著作の記述のうち矛盾のないものだけが

抽出されて、蛇が救世主であると同時に謀議とも見えるように場面全体が組み換えられる。

アポロニウスの場合はより単純で、フィロストラトス『アポロニウス伝』が基礎となって

場面が作り上げられていくのだが、最初の読書ノートのアポロニウスが起こした奇践をあ

らわす箇所ですでに、福音書に諮られたイエスの奇蹟が言及され、その後、第2稿で!日約

聖書の記述を思わせる場面が入ったり、第3稿でネオ・ピュタゴラス的な哲学が暗示され

たりするものの、最終的にはアポロニウスがイエスの競合者として位置づけられるように

なる。アドニスの場合、第 1稿ではクロイツェルやテオクリトス以上に、親友アルフレド・

ル・ポワトゥヴァンの詩の影響が大きいのだが、次第にアノレブレドの詩の影響は後退し、

その代わりにアントワーヌのそノローグの中に自の前のアドニスの姿からイエスの死を連

想する言葉が付け加えられることによって、アドニスとイエスとの取り違えが遂行される

ように書き換えられる。このように第2輩から第4章までは、異教の存在をさまざまな文

献から構築してし1く過程で、イエス・キリストという存在がそれに重なり合っていく様が

見て取れる。それは、作家が聖書の記述をより尊重しているということではなくて、逆に、

異教の世界にもイエスのように死んで復活するもの、救世主が存在することを示している、

つまり、イエス・キリストという存在、さらにはキリスト教自体が相対化されているので

ある。

第5主主ではイエスの死と復活そのものが問題になっているが、基盤になるのは「歴史的

資料」ではなく、 19世紀の都市である。 w聖アントワーヌの誘惑』の決定稿からは削除さ

255 



れてしまった「近代都市におけるイエス・キリストの死j の場面は、近代社会におけるキ

リスト教の衰退あるいはその死をある程度反映したものだと言えるだろう。その場面の生

成過程において、謡音書に描かれたピラトやヘロデたちのイエスに対する侮辱などが織り

込まれ、独自の色彩を帯びた悲喜劇へと変貌し、結局宗教的な理由というよりも作品とし

ての統一性という観点から、この場面は削除される。そして、 1873年 5丹に作品の最終

場面が書き換えられて、太陽の円盤の中に輝くイエス・キリストがあらわれるのだが、こ

れもキリスト教の背後に太揚崇拝という異教的なものを見ることができる。

本論文第E部は、第6章を徐き、生成論の観点、から作品を分析しているが、作品が成立

した後の全体の構造という観点から捉えたのが第 I部である。草稿研究では草稿の解読を

通して作家の執筆意図や改変意図を探っていくことになるので、どうしても作家の意識の

世界を時間軸に沿ってたどっていくことになる。それに対して、第 I部では作品の構成を

作家が意識的につくっているのか、あるいは無意識的な操作なのかは問題にせず、すでに

出来上がった作品として全体と細部を見ている。フローベーノレは作品を執筆するに先立つ

て必ずセナリオを作成して、全体の構成を決めるのだが、本論論文第 I部の各章では、全

体セナリオにもまた書簡にも明示されない揺された構造を、テクストを通して探っている。

『ボヴァリ一夫人Jにおける鏡像を扱った第1章は、基本的に決定稿を対象とした第 I

部では例外的だと言えるが、執筆中に書かれ、最終的に削除されたエピローグのセナリオ

を解釈の鍵としている。鏡の前でオメーが自分自身も麗像ではないかという疑いを持ち始

め、虚像をっくりだした実像の存在を想像するようになる。このオメーが見る鏡が、つね

に虚像を追いかけるエンマを映し出す鏡となっている。第2章から第4意までの『サラム

ボーJJ W感情教育JJ W盟アントワーヌの誘惑Jでも虚と実は問題になっている。 Wサラム

ボ~JJ における時間は、ポリュピオスの『歴史J で言及された f3 年と 4 ヵ月ほどJ とい

う涯史的時間を基盤にして、小説としづ虚構の中で現実に経過する 5年近い虚構の時間が

かぶさって時間のリズムがつくられ、さらにそこに宗教的、神話的時間が介入する。 W感

情教育Jでは、 1840年代のパリという現実の空間を基にして小説の虚構の空間がかたちづ

くられ、その中でフレデリックはまるで籍を次々と開けていくようにして、愛する女性と

二人だけになる空間をつくろうとするのだが、求めるものは別の空関の中に入ってしまう。

『聖アントワーヌの誘惑Jでは、フローベーノレが実際にジェノヴァで見たブリューゲ、ルの

絵を模したような舞台空間が第 1稿でまずつくられ、そこに実体として存在していた礼拝
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ψ士宮ム
汀明間隔

堂が壊され、アントワ}ヌの小屋も最後まで残るものの誘惑者たちから聖者を守る砦とし

て機能がなくなってしまう。第2稿、第3稿となるにつれて、礼拝堂と小屋を軸にした舞

台空間が崩壊し、アントワーヌの周囲の空間から次々と新たな空間が増殖して、多様な空

関が絡み合う構造となる。

第5章の『三つの物語』は、各々時代も背景も異なる物語が集められたという意味では、

フローベールの作品の中でもきわめて特殊なものと言えるだろう。各々の物語のセナリオ

はあっても、全体のプランは作成されていないし、書簡の中にも全体の構成や制作意図を

明示するものはない。それにもかかわらず、中央の『聖ジュリアン伝』では物語の中でイ

エス・キリストによる救済が実現し、 「輝く自Jという黙示録的テーマが完全なかたちで

あらわれ、そのようなテーマが両端の『純な心』と『ヘロデア』へ飛んで広がるというシ

ンメトリックな構成が浮かび上がる。 w純な Jむ』と『ヘロデア』では時間とともに縮小し

ていく現実世界が存在する一方、黙示録的テーマとつながる f白馬Jや「輝く目」が、そ

の意味を隠されたかたちで間欺的にあらわれる。

フローベーノレは歴史的資料や現実に対する観察をたらふく呑み込みんだ上で、セナリオ

(プラン)を練り、草稿を重ねながら文章を磨いていくのだが、特に『三つの物語』のよ

うに全体のセナリオがないのに、三つの物語がシンメトリックでしかも深いところで互い

につながった構成を見ると、この作家の意識を超えたところに真の美が開花しているよう

に思われる。他の作品でもほぼ同様のことが蓄え、最初のセナリオからはずれる、あるい

は全く意識しないところに思いがけない深みが顔をのぞかせる。それを作家としての技量

と言ってしまえばそれで終わりだが、むしろフローベールは文章を彫琢しながらどこか天

啓を待っていたのではないだろうか。そこに見られるのは、バルトの言うような「職人的

エクリチュールJ3)というよりも、 「宗教家的エクリチューノレj と呼びうるものであろう。

フローベールが 1857年 3月 30日、ノレロワイエ・ドゥ・シャントピー宛ての書簡で「何よ

りも私を惹きつけるもの、それは宗教です。[…]私はキリストの御心のもとにひれ伏すカ

トリック教徒と閉じくらい自分の物神に接吻をする黒人を尊敬しています。 Jと書くとき

(C01T. II， p.698)、それは単に宗教に対する尊敬の念を表明しているだけではなく、歴史的

資料や現実を呑み込んで、そこから生まれるものをいわば物神として崇める彼の文学上の

信念(信仰)が表明されているように思われる。その意味で、フローベールがほぼ一生を

3) Roland Barthes， Le degre zero de j'eCIゴture，Seuil， 1953， p.92. 
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かけて『聖アントワーヌの誘惑Jを執筆し続け、『ブヴ、アールとベキュシェJの執筆断念

を癒すかのように書かれた『三つの物語Jにヨハネ黙示録をはじめとする宗教的要素が色

濃く見られるのは偶然ではない。

「宗教Jreligionsと相克関係にあるものとして sciences( r科学Jを含むさまざまな学

あるいは知)が考えられるが、フローベールにおいては対象を信仰することと知ることは

必ずしも対立するものではない。そのことは、知という知をとりあえず呑み込んでしまう

彼の基本的な姿勢からうかがえる。 religionsに力点を寵いた作品が『聖アントワーヌの誘

惑』であるとするなら、 sClencesのあり様を問題にした作品は『ブヴアールとベキュシェJ

であろう。後者についてはまた稿を改めるとして、本論考はこのあたりで論を閉じること

にする。
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{資料}

「近代都市におけるイエス・キリストの死jの清書原稿の転写および訳

第百部第5章で、扱った「近代都市におけるイエス・キリストの死jの最終的な清書原

稿 (N.a.fr.2668fo224)の転写とその訳を以下に掲げる。本論第H部第5輩 (p.217，note 

4)で述べたように最終段階のフォリオには写し間違いがあり、訳ではその笹所は第 11

段階の草稿に拠った。
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1l3. 

C心eω即……s幻srocωche加叫e釘sω 叫 cro凶ωoi
( variante ) 

An凶ltoωinen'、er飢lte悶ndplus r討ien.Le silence a mesure qu'il ecoute lui parait augmenter et les tenとbressont t巴llement
obscures qu'il s'etonne en ouvrant les yeux de ne pas sentir leur resistence. cependant elles l'etouffent 

comme du marbre noir qui serait moule sur sa personne. 

Bientδt elles s'entr'ouvrent faisant comme deux murailles & au fond dans un品loignementincalculable une ville 

apparait. 

Des fumees s'echappent des maisons， des langues de feu se tordent dans la brume. Des ponts en fer 

passent sur des fleuves d'immondices. des voitures， closes comme des cercueils embarassent de longues 

rues toutes droites. ca & 1えdesfemmes avancent leur visage sous le reflet des tavernes 0色brillenta 

I'interieur de grands miroirs. Des hommes en costume hideux et d'un巴maigreurou d'une obesite grotesque 
courent 
s'entrecroisent comme s'i1s etaient poursuivis， le menton bas， I'ail oblique， tous ayant I'air de cacher quelque 

chose. 

Et voila qu'au milieu d'eux， St Antoine apercoit JESUS. 
cro/x 

Depuis qu'il temps qu'il marche sa taille s'est courbee， sa chevelure a blanchi.同&saeh創'efait en pliant 

un arc immense sur son epaule. 

ElIe est trop lourde. II appelle. On ne vient pas. II frappe aux portes. Elles restent fermees 

II va toujours， implorant un regard， un souvenir. On n'a pas le temps de l'ecouter. Sa voix se perd dans les bruits. 

II chancelle & tombe sur 1巴sdeux genoux. 

La rumeur de sa chute assemble des hommes de toutes les nations depuis des Germains jusqu守主des nとgres.-& dans 

le delire de leur vengence， ils hurlent a son oreille刷

←on a verse pour toi des deluges de sang humain， faconne des baillons avec ta croix， cache toutes les hypocrisies sous 
静却制御舟

ta robeラabsoustous les crimes au nom de ta c1emence !蜘Moloch主toisond'agneau， voile trop longtemps qu'elle 

dure ton agonie -Meurs enfin ! -& ne ressuscite pas ! 

Puis les autresヲceuxqui I'aimaient， ayant encore sur leurs joues le sillon de leurs 1釘meslui disent 

側((avons-nous assez prie pleure espere -Maudit sois酬tupour notre longue出 ente，par notre c白urinassouvi ! )) 

Un monarque le合appeavec son spectre en I'accusant d'avoir exalte les faibles幽&le peuple le dechire 

avec les ongles en lui reprochant d'avoir soutenu les rois. 

Quelques uns se prosternent par derision. D'autres lui crachent au visage， sans colere， par habitude. 

Des marchands veulent le faire asseoir dans leur boutique. Les Pharisiens pretendent qu'il encombre la voie -

les docteurs ayant fouille ses plaies pretendent qu'il n'y faut pas croire &Ies philosophes司jout巴nt(( ce 

n'etait rien qu'un fantome. 

On ne le regarde meme plus. On ne le connait pas. 
veux 

II reste couche au milieu de la boue， & les rayons d'un soleil d'hiver frapp巴ntses手組持mourants.

La vie du monde continue autour de lui. Les chars l'eclaboussent. Les prostituees le frolent. L'idiot en 

passant lui jとteson rire， le meurtrier son crime， I'ivrogne son vomissement， le poete sa chanson. 

La multitude le pietine， le broie -& a la fin・quandil ne reste plus sur le pave que son grand caur tout 

rouge dont les battements peu a peu s'abaissent・cen'est pas， comme au Calvair巴， un cri formidable 

qu'on entend幽 maisa peine un soupir， une exhalaison. 

Les tenとbresse referment. 

Antoine 

Horreurいたがairien vu ! n'est剛cepas， mon Dieu que resterait-il ? 

-Moi沖ditquelqu/
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[資料]

(訳)

岩も小屋も十字梨もイラリオンさえも消えた。

アントワーヌにはもう伺も関こえない。耳を傾けるとますます沈黙が増すように思われ、暗謂

も深くなり、両腕を広げても手ごたえがないので驚く。その聞に、体を黒い大理石の鋳型にはめ

られたかのように、アントワーヌは暗関に締めつけられて息もでない。

まもなく閣はかすかに開いて、二つの壁のようなものができる。そして奥の方、測りしれない

ほど遠くに都市が出現する。

煙が家々から漏れ、火炎が霧の中でよじれている。鉄の橋が汚物だらけの河にかかり、棺桶の

ように窓を閉ざした牽がまっすぐな長い通りをふさぐ。あちこちで女たちは、中に大きな鏡が輝

く居酒屋からの照返しに顔をさし出している。男たちは、グロテスクなほど痩せこけたあるいは

肥満した身をおぞましい服に包み、まるで追跡されているかのように、うつむき、横目でうかが

いながら行き交い、1) 皆伺かを隠しているかのようである。

そのような連中のただ中に、聖アントワーヌはイエスを見る。

歩いているときからすでに背は曲がり、髪は自くなり、十字架が巨大な弓のように曲がって肩

にくいこんでいる。

十字架はあまりに重い。呼べども、誰も来ない。戸をたたく。戸は閉まったままである。彼は

なおも歩きつづけて、棲かしい気持ち、惜しむ気持ち訴えようとする。誰も耳を貸す暇などない。

声は騒音にかき消される。よろめいて、藤をつき倒れる。

倒れたという噂が広まると、ゲ、ノレマン人から黒人まであらゆる臨の人々が集まり、復讐の念に

経って、彼の耳にわめきかける。

「お前のために人の血が罰のように流され、お前の十字架で猿ぐつわがつくられ、お前の衣の

下にあらゆる偽善者が隠され、お前の仁慈の名のもとにあらゆる犯罪が赦された!一小羊の毛

をまとったそロクめ、お前の断末魔は長く続き過ぎた、もう死ね! 一そして匙るな!J 

次いで他の者たち、彼を愛していた者たちが、まだ頬に涙の跡、を残して、言う。 rもう充分す

ぎるほど祈り、涙を流し、望みをかけた! 一我々は長い間待ち、心は満たされぬままだ、お前

など呪われよ!J 

ある君主は彼が弱い者たちを高揚させたと非難して杖で殴る。民衆は王たちを擁護したと非難

して爪でかきむしる。

からかつて平伏する者がいる。怒りもなく、いつもの癖で、顔に唾を吐く者もいる。商売人の

中には彼をj吉に座らせたがる者もいる。パリサイ人たちは彼が道をふさいでいると言い張り、医

者たちは傷を調べて、信じではならないと言い、哲学者たちは「これは幻に過ぎ、ない」と付け加

1)行間に警かれたヴアリアントに従えば、訳は「走りJとなる。
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える。

もはや人々は彼を見さえしない。彼のことを知らない。

彼は泥の真ん中に横たわったまま、冬の太陽の光が瀕死の毘を打つ。

人々の生活が彼の周りで続く。荷車が泥を跳ねかける。娼婦たちがかすめて通る。開呆が通り

がかりに薄ら笑いを、人殺しが犯罪を、酔っ払いが反吐を、詩人が歌を吐き出す。よってたかつ

て彼を踏みつけ、押しつぶす。そして最後に、もはや敷石の上には真っ赤な大きな心臓しか残ら

ず、その鼓動が少しずつ弱まるとき、カノレヴァリーの丘でのような恐ろしい叫びはなく、かすか

に関こえたのは、ため息、吐息である。

自音韻が再び閉じる。

アントワーヌ

恐ろしい!私は何も見なかった!ああ、一体何が残るというのか?

わたしだ、と誰かが言う。
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1.フローベールの作品および書簡

(1)臼uvrescompletes 

回uvrescompletes de Gutave Flaubert， Texte etabli et presente par Rene Dumesnil， Les 

Belles Lettres， 1940・1957.12 vol. 

CEuvres completes de Gutave Flaubert， Edition nouvelle etablie， d'apres les manuscrits 

inedits de Flaubert par la Societe des Etudes litteraires francaises， contenant les 
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(4) L'Education sentimentale 
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L'Education sθ'ntimentale Histoire d'un jeune homme， Texte presente et commente par 

Alain Raitt， Imprimerie Nationale， 1979.2 vol. 

L'Education sentimentale Histoire d'un jeune homme， Texte etabli， sommaire 

biographique， preface， bibliographie， notes， variantes， dossier de l'田uvrepar Michael 

Wetherill， Editions Garnier， 1984. 
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Bouvard et Pecuchet， Edition critique par Alberto Cento， precedee des scenarios inedits， 

Nizet， 1964. 

Bouvard et Pecuchet， avec un choix des scenarios， du Sottisier， L'Alhum de la Marquise et 

Lθ Dictionnaire des idees recues， Edition presentee et etablie par Claudine 

Gothot-Mersch， Gallimard， << Folio >>， 1979. 

(7) Autres ouvrages et carnets 

Carnets de Tr;空間iJ， Edition critique et genetique etablie par Pierre-Marc de Biasi， 

Editions Balland， 1988. 

Voyage en Egypte， Edition integrale du manuscrit original etablie et presentee par 
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notes sur la presente edition par Claudine Goth抗告tIersch，Gallimard， << Bibliotheque de 

la Pleiade >>， 2001. 

(8) COITespondance 
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